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はじめに

京都大学フィールド科学教育研究センター（以下、「フィールド研」）は 年に設置された。今年度はその 年

目にあたる節目の年である。 年代、京都大学では、「情報系」などとともに、地球環境に関する教育・研究を行う

「環境系」の部局の設立が目標の一つとされ、フィールド研は、地球環境学堂・学舎、生態学研究センターとともに

その一つと位置づけられた。フィールド研が目指すフィールド科学は京都大学が従来から伝統を誇ってきた研究分野

の一つであり、新たな部局として誕生するに際しては、農学研究科附属の演習林、水産実験所、亜熱帯植物実験所及

び理学研究科附属の瀬戸臨海実験所という、京都大学のフィールド科学を実習・研究の場として支えてきた全国の

か所に所在する の施設が統合された。これらの施設は、北海道川上郡標茶町の北海道研究林標茶区、同白糠郡白糠

町の北海道研究林白糠区、京都府舞鶴市の舞鶴水産実験所、京都府南丹市の芦生研究林、京都市北区の上賀茂試験地、

和歌山県有田郡有田川町の和歌山研究林、同西牟婁郡白浜町の瀬戸臨海実験所、同東牟婁郡串本町の紀伊大島実験所、

山口県周南市の徳山試験地、及び京都大学キャンパス内の北白川試験地である。

フィールド研は設置当初から、特徴ある学際的な学問分野として「森里海連環学」を提唱し、その学問としての確

立を目指した研究活動、関連するアカデミック・コミュニティにその重要性を認識させるための学会活動、社会にそ

の思想を定着させるための社会連携活動、等を行ってきた。「森里海連環学」は、荒廃する我が国の自然を再生する中

で、かつての日本人が行ってきた自然とのつきあい方を再評価し、その成果に基づいて新たなつきあい方を検討・提

示しようとする学問分野であり、それによって得られた様々な知見を社会に発信しようとする領域統合的な学問分野

でもある。このような学問においては、講義室や実験室における研究・教育だけでは決して解を見つけられるもので

はなく、精度・密度ともに高く、また、フィールドに密着した調査研究を通じてはじめて、意味のある方向性が見い

だせる。さらに、このような研究･教育活動を通じて、フィールド科学に精通した人材を世に送り出すことも重要な責

務である。フィールド研はこのことが可能なだけの多くの施設を全国各地に持ち、森里海連環学を展開してきた。

設立以来 年の歴史の中で、フィールド研は様々な活動を展開してきた。教育活動としては、京都府由良川、和歌

山県古座川、北海道別寒辺牛川の各流域で行われてきた森里海連環学実習が代表的なものである。また、東日本大震

災後には、少人数セミナーの一つの場として教育活動を行ってきた、フィールド研社会連携教授である畠山重篤氏が

活動する宮城県気仙沼市舞根地区において、森里海連環学の視点をさらに発展させた新たな活動を始めている。これ

以外にも、フィールド研教員が積極的に行っている全学共通科目の多くが、森里海連環学の要素を色濃く持っている。

これらの教育活動の一部は（公財）日本財団のご支援のもとに維持されてきた。フィールド研設立時から続いてきた

この支援は、 年度から開始される、学内の地球環境学堂･学舎、農学研究科、人間･環境学研究科との新たな教育

ユニットとしての活動に向けて花開きつつある。これによって森里海連環学を基礎とする幅広い視野を持った研究者

を世に出す基盤がさらに確固たるものになることになる。一方、 年度には、舞鶴水産実験所と瀬戸臨海実験所が

文部科学省から教育関係共同利用拠点に認定された。これによって、両施設における他大学との教育の共同利用が可

能になり、より広範なフィールド科学教育が可能となった。

全国各地に展開する施設は、それぞれが地元と深く連携した教育研究活動も展開してきた。フィールド研全体の事

業としては、 年度から概算要求事業（プロジェクト分）として「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事

業」を行っている。この事業は、森里海連環学を実践し、地域に展開していくことを目指した活動であり、調査研究

を通じてその成果を地域に発信し、社会に役立てていこうという試みである。実際のフィールドは京都府由良川水系

と高知県仁淀川流域である。それぞれの地域で地元行政や 団体等の深いご理解とご協力を得ながら、着実に成果

があがりつつある。これらの実践活動を通じて森里海連環学を社会に理解いただき、我が国の自然再生に役立てるモ

デルケースとすることが、本事業の最も重要な目的とするところである。今回の評価期間中の後半は、 年が国際

生物多様性年、 年が国際森林年であり、これに震災の伴う津波被害地の劇的な生態系の再生状況などの実証も含

めて、森里海連環学を国内外に問う上で追い風の吹く時期であった。これらの社会情勢を的確に捉えながら、森里海

連環学的な自然との共生の在り方を考えていくのがフィールド研の責務であると考えられる。

全球的なレベルでも森から海にいたるつながりの理解を深めることは重要である。フィールド研にはこれまでに実

現できていない目標の一つとして、海外拠点の設置がある。これについては、今しばらくの時間を要すると考えられ

る。今回の自己評価報告書は、設立以来 年を経たフィールド研の活動の後半を評価するものである。今後の展開に

関する方向性を模索する上でも、この報告書に記された内容を改めて検討し、新たな 年への糧とできることを期待

する次第である。

年 月

京都大学フィールド科学教育研究センター長 柴田昌三
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1 フィールド研の沿革・理念と目的・組織概要 

１．１ 沿革 

京都大学では、 年代半ばに、 世紀を展望して新たな五つの独立研究科の設置が構想されるとともに、地球的

最重要課題の環境問題の解決を目指して、地球環境科学の学問構築や教育研究のあり方を求めて「環境フォーラム」

が開催された。これらの具体化を目的に、平成 年（ 年） 月には将来構想検討委員会の中に地球環境科学研究

構想専門委員会が設置され、多面的な検討の結果、 年 月の生態学研究センターの改組、 年 月の大学院地

球環境学堂の設置に続き、平成 年 年） 月にフィールド科学教育研究センター（以下「フィールド研」）が設

置された。

フィールド研は、理学研究科附属瀬戸臨海実験所 和歌山県白浜町 、農学研究科附属の演習林 北海道・京都府・和

歌山県・山口県 、亜熱帯植物実験所 和歌山県串本町 、水産実験所 京都府舞鶴市 の 施設を統合し、全学共同利用

施設として発足した。当センターは、京都大学の多くの附置研究所やセンターの中でも、現地（遠隔地 に基盤を置く

ことと、 教育 を冠に掲げた点で、大変ユニークな施設と位置づけられる。

また「森里海連環学」を研究と教育に生かし、学問分野として確立すること、この考え方を教育を通して、大学生

をはじめ行政や市民に浸透させ、日本の沿岸域の環境を守り、改善するための沿岸域管理に生かしていくことを目的

とし、日本財団の助成をうけて 年 月に海域陸域統合管理学研究部門が設立された。

１．２ 理念と目的 

1.2.1  理念  
わが国の自然環境を特徴づける森林生物圏と沿岸海洋生物圏は、本来不可分に連環しつつ、私達の生存に計り知れ

ない恵みをもたらしてきた。しかし、近年における人間活動の加速度的な膨張は、このような自然の不可分のつなが

りを著しく分断し、深刻な地球環境問題を引き起こしつつある。

森と海の豊かな自然の再生と持続的利用には、その間に介在する人里空間のあり方が問題となり、里域生態系解明

への新たな挑戦が求められる。このような基本的な考えに基づき、新たなフィールド科学としての森・里・海連環学

のフロンティア組織を創生することは意義深いことである。

当センターは、温帯域におけるフィールド科学の教育研究拠点として、人と自然の共存原理に資する新たな科学を

創造し、新たな価値観の形成をめざす。

1.2.2  目標
当センターは、上記の理念を実現するため、以下の点を重点に教育と研究を展開する。

○森林生物圏、里域生物圏、沿岸海洋生物圏間の連環機構の解明

○森林生物圏、里域生物圏、沿岸海洋生物圏における基礎科学の展開

○森林域、里域、沿岸海域における各ステーションの長期的生態学研究拠点としての機能強化

○自然生態系や地球環境の保全に関する地域に根ざした現場教育と研究の展開

○森林域、里域、沿岸海域における生物圏情報の発信による社会連携の推進

○地球環境問題の解決に貢献し得る総合的視点と優れた専門性を兼ね備えた人材の育成

― 1 ―



１．３ 組織概要 

1.3.1  概要  
教育研究部と管理技術部からなる。センター本部は本学北部キャンパスに置かれ、森林、里域、海域の各ステーシ

ョンを構成する の施設が、太平洋側から日本海側に至る近畿圏を中心に広域に位置する。（担当事務部門は、農学研

究科等事務部である。）

運営委員会

学内の有識者からなる運営委員会は、フィールド研の管理運営についての重要事項に関して、センター長から試問

を受け助言をすることを主たる目的としている。

協議員会

フィールド研の最高議決機関である協議員会は、フィールド研の全教授と学内関連部局の長を中心とした関連教員

から構成される。センター長の選任、教員人事の決定、概算要求事項の承認、組織の改編に関わる事項の承認を行う。

共同利用運営委員会（瀬戸臨海実験所）

瀬戸臨海実験所の共同利用の実施に関する重要事項を審議する。

共同利用運営委員会（舞鶴水産実験所）

舞鶴水産実験所の共同利用の実施に関する重要事項を審議する。

― 2 ―



1.3.2  教育研究部  
企画研究推進部門 
森里海連環学分野

森林域、里域および沿岸海洋域を対象として、隣接する生物圏相互の関連に焦点を当てた研究部門間の共同研究を促

進する。多様な共同研究を基礎に、森・里・海の連環に関する研究プロジェクトを企画し、全国の関連研究機関との

連携の下、新たなフィールド科学の創出と展開を図る。

国際共同研究分野

東アジアならびに東南アジアを主なフィールドとして、陸域と海域の連環を柱とした地球環境問題に関する国際共同

研究を展開し、海外における連携拠点の構築を図る。

森林生物圏部門 
森林生態保全学分野

森林生態系が示す種・個体（遺伝子）、個体群、群集、集水域、景観といった階層性に注目し、各階層における多様性

とシステムの形成維持メカニズムや多様な森林生物種の生活史の解明を主とした教育研究を行う。また野外操作実験

を実施し、森林生態系の保全と生物資源の持続的な再生利用のための手法の提示も目指す。

森林資源管理学分野

森林が有する環境、生物、文化としての資源の機能を評価し、これに基づく森林資源の持続的な管理理論の構築と管

理技術についての実践的な教育研究を行う。特に当面の課題としては、近年、管理圧の低下から荒廃しつつある人工

林・二次林の持続的管理手法の確立に向けた研究を行う。

森林環境情報学分野

持続可能な森林管理に向けて、環境影響評価基準・指標の定量化、 による森林利用機能区分、 による

環境低負荷型生産技術、森林認証・ラベリング等を中心とした実践的・問題解決型研究を展開する。

里域生態系部門 
里山資源保全学分野

生活圏に接する森林において、人間との相互作用により成立した生態系の特性や機構を明らかにするとともに、多面

的なアプローチから、生物多様性および森林の保全、森林と人間との新たな共存に向けて幅広い教育研究を行う。

里地生態保全学分野

人里と一部に里山と里海を含む、いわゆる里地に分布する撹乱依存性植生ならびに撹乱依存性植物の起源と歴史およ

び生態的特性を明らかにし、それらの管理保全体系ならびに持続的利用に関する考察を行う。

河口域生態学分野

陸域と海域の接点にあたる河口域は、多くの海洋生物の再生産に極めて重要な場であり、生物多様性の宝庫でもある。

しかし、一方では人間の生活と生産活動の様々なインパクトが集積する場所でもある。有明海などのモデル的な河口

域を対象に、資源生物学的ならびに保全生態学的教育研究を行う。

里海生態保全学分野

陸域からの影響も含めたごく沿岸域の環境特性を把握し、生息する資源生物の生産生態との関係を解明する。とくに、

藻場、砂浜域、干潟域などでの仔稚魚の分布、行動、摂餌、成長、生残等を明らかにし、魚介類の成育場としての里

海の役割を定性、定量的に評価する。

沿岸資源管理学分野

若狭湾西部海域をフィールドとして主要な資源生物の個体群動態を研究し、海洋環境構造や海況変動の影響を明らか

にする。さらに、資源生物の分類と生活史・生態特性を調べ、それらの資源変動機構の解明に取り組む。

基礎海洋生物学部門 
海洋生物系統分類学分野

系統分類学は、生物の多様性を認識する基本であり、 年の瀬戸臨海実験所の創設以来、連綿と続けて来た分野で

ある。海洋生物の多様性は非常に高く、多くの未知の事柄が残されている。このような多様性の包括的な解明を目指

して研究を行う。

海洋生物進化形態学分野

形態観察は、生物の多様性を認識するために必須の作業である。本分野では、最新の装置を用いた精密な比較・機能

形態学的研究や、分子生物学的手法による形態形成のメカニズムを解明する研究を行う。

海洋生物多様性保全学分野

海洋生物の多様性を保全するために、多様な生物が環境の変動に対してどのように反応するのかを明らかにするとと

もに、畠島実験地における 年以上にわたる長期観察や、地球規模の環境変動を把握するための国際共同研究の中核

的役割を果たす。
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1.3.3  管理技術部  
森里海連環学プロジェクト支援室、企画情報室と、森林、里域、水域の フィールド管理部門、 施設からなる。フ

ィールドの管理・運営および基礎情報の収集、情報管理、技術開発、教育研究支援を行う。

企画情報室

森里海連環学プロジェクト支援室

森林フィールド管理部門 芦生研究林管理技術班

北海道研究林管理技術班

和歌山研究林管理技術班

里域フィールド管理部門 上賀茂試験地管理技術班

徳山試験地管理技術班

北白川試験地管理技術班

紀伊大島実験所管理技術班

水域フィールド管理部門 舞鶴水産実験所管理技術班

瀬戸臨海実験所管理技術班

１．４ 各ステーション、施設概要 

1.4.1  森林ステーション  
○芦生研究林

年に旧知井村の九ヶ字共有林の一部 に、教育・研究を目的として、 年間の地上権を設定して設

置された。北緯 ° 、東経 ° 、標高 ～ に位置し、年平均気温 ℃、年降水量 である。

冬季には ～ の積雪がある。京都市の北約 、福井・滋賀の両県境に接する京都府の東北部に位置し、由良川の

源流域にあたる。面積は で、スギを主体とした人工林 人工林率 と天然林からなる。天然林のう

ち は伐採跡地に再生した二次林で、残りは地上権設定以降人の手が加わっていない原生的なものとなってい

る。気候区分では日本海型と太平洋型の移行帯に位置し、植生区分では暖温帯林と冷温帯林の移行帯にもあたるため、

植物の種数が多い。天然林の植生は、標高約 までは、コナラ、ウラジロガシ、ソヨゴなどの暖温帯林構成種が見

られる。それ以上の標高域ではブナ、ミズナラを主にした冷温帯林構成種が見られ、斜面中腹から尾根周辺には天然

生のスギを混じえる。日本海側の多雪地域に特有な種も多い。大規模面積の冷温帯天然林としては西日本で屈指であ

り、森林生態系の長期的な動態把握を行っている。多様性に富んだ森林は、様々な教育・研究に最適なフィールドで

あり、社会教育の場としても広く利用されている。

○北海道研究林

北海道研究林は標茶区と白糠区からなる。標茶区は 年に、白糠区は 年に、いずれも旧陸軍省軍馬補充部

用地跡に設置された。標茶区は根釧原野のほぼ中央、釧路湿原の北東端の緩やかな丘陵地に位置する 北緯 ° 、

東経 ° 、標高 ～ 。面積は で、人工林率は 、年平均気温は ℃、年降水量は で

ある。夏季は海霧による日照不足のため湿潤低温で、冬季は乾燥した北西季節風のため気温が－ ℃まで低下して季

節凍土が発達するなど、気象条件が厳しい。天然林の植生は針葉樹を欠き、ミズナラ、ヤチダモをはじめとする落葉

広葉樹からなる。白糠区は、阿寒山群の南端に位置する 北緯 ° 、東経 ° 、標高 ～ 。面積は 、

人工林率は である。年平均気温は、標茶区と比較すると海岸線に近いためにやや高く ℃で、年降水量は

である。天然林はトドマツ、ハルニレ、ミズナラなどからなる針広混交林で、標茶区には分布しない種もみられる。

自然環境の異なる両区を用いて、天然林の動態、森林再生技術の開発等の比較試験が進められ、夏季と冬季には樹木

識別、森林計測、雪氷調査法等の実習が行われている。

○和歌山研究林

吉野林業地に比較的近い暖温帯林と冷温帯林の境界域に、研究と実地演習を目的として、 年に 年間の地上権

を設定して設置された。有田川支流の湯川川最上流部に位置し 北緯 ° 、東経 ° 、面積 、標高

～ にあり、年平均気温は ℃、年降水量は である。地質は中生層に属し、土壌は比較的肥沃で

あるが、地形は急峻で、各所に断崖や滝が見られる。天然林は、標高約 ～ 付近はモミ、ツガが主で一部広

葉樹を交えた針広混交林、標高約 以上の稜線に近い部分はブナ、ミズナラ、カエデ類、ヒメシャラなどが優占

する落葉広葉樹林である。戦後の拡大造林期に植栽されたスギ、ヒノキを中心に、フィールド研研究林の中で人工林

率が と最も高い。モミ・ツガ林の動態研究のほか、急峻かつ多雨な条件下における持続的森林資源管理に関する試

験研究が行われている。近年では、地元の小・中・高等学校を対象とした森林・林業・環境に関する社会教育活動に

も力を入れている。
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1.4.2  里域ステーション  
○上賀茂試験地

年に設置され、 年に現在地 北緯 ° 、東経 ° 、標高 ～ に移転した。面積は

で、人工林率は である。年平均気温は ℃、年降水量は である。面積の を占める天然林は、

年代以降にマツ枯れでアカマツが激減し、コナラ、ソヨゴなどの広葉樹と林齢 年前後のヒノキの混交林へと遷移

している。設置当初から、世界各地の植物園、研究所など 現在、約 機関 との相互協力のもとに種子交換を行い、

多くの外国産樹種の導入育成による樹木園造成を進めてきた。特にマツ属の収集と育成に重点が置かれた。現在は、

樹木園および見本林園の再整備を進め、マツ属の成長量や気象の観測など基礎データを蓄積するとともに、二次林の

成長量、植生変化についても調査している。本学から北に と交通至便で、森林科学、生物学分野を始め、幅広い

分野の試験研究および実習の場として、他大学、他機関からも数多く利用されている。

○徳山試験地

徳山試験地の前身は 年に設置された徳山砂防演習地である。 年に砂防演習地の移転の際、徳山試験地とし

て設置され、 年に現在地 北緯 ° 、東経 ° に移転した。面積は 、標高は ～ で、比較

的急斜面が多い。気候区分は瀬戸内型で、年平均気温は ℃、年降水量は で梅雨期に集中し、早春と夏季

の乾燥が著しい。人工林率は で、その 割は移転以前に植栽された林齢 年以上のヒノキ林である。照葉樹林帯

に属するが、面積の を占める二次林にはアカマツと落葉広葉樹が混交する。産地、系統別に植栽されたマツ属の生

育比較試験や、マツ属の病虫害に対する抵抗性に関する研究が行われてきた。現在は、文化財建造物の補修用資材と

して必要とされながらも資源の枯渇が懸念されている桧皮 ひわだ について、桧皮の生産と、剥皮が幹の成長および

材質に及ぼす影響に関する調査が進められている。瀬戸内地域にわずかに残された天然生の照葉樹林の植生動態につ

いての研究も行われている。

○北白川試験地

農学部が創設された翌年の 年に、林学科 現・森林科学科 の苗畑として、本学北部キャンパスの北東部 北緯

° 、東経 ° 、標高 に設置された。面積は で、そのうち苗畑が 、見本園が を占める。

年平均気温は ℃、年降水量は である。亜寒帯から暖温帯下部に至る国内産 種と、外国産 種 アジ

ア・オセアニア原産 種、欧州・北米原産 種 、その他栽培品種 種の計 種が見本樹として植栽されている。

材鑑室には、各研究林および試験地から集められた 科 種 本（針葉樹 本、広葉樹 本）の大型材鑑標本

が収められている。森林科学を始めとする生物系分野の樹木観察などの実習や、苗畑や温室を用いた動植物の試験研

究に多く利用されている。

○紀伊大島実験所

紀伊半島南端串本町潮岬の東 ㎞にある紀伊大島中央部の須江地区 北緯 ° 、東経 ° 、標高約

に位置する。 年に大島暖帯植物試験地として設置された後、 年に亜熱帯植物実験所と改称された。面積は

である。暖流黒潮の影響を強く受け、気候は温暖で年平均気温は ℃、年降水量は ～ である。

所内の自然植生は、スダジイやヤマモモ、ヤブニッケイ、タブノキなどの多種多様な照葉樹とその林縁および林床植

物からなる。実験所全体が和歌山県鳥獣保護区に指定され、鳥類や昆虫類も種類が豊富である。また、観賞用ツバキ

と花ウメ系統を自然樹形で多数保存している。通時プロジェクトとして紀伊大島生物相の史的解明、教官研究として

照葉樹林文化圏と黒潮文化圏における資源植物複合の 保全、伝統的管理水田における希少雑草の動態に関す

る研究を進めている。他研究機関との共同研究のほか、本学院生学生対象の授業やセミナー、地元住民を対象とした

観察会や講演会も随時行われている。

1.4.3  海域ステーション  
○舞鶴水産実験所

年、京都市に移転した農学部水産学科の跡地に設置された。面積は 、北緯 ° 、東経 ° にあ

り、年平均気温は ℃、年降水量は である。京都大学から北北西 に位置する。海の生き物と環境に関

する多面的な研究を展開しており、沿岸に暮らす魚類・無脊椎動物の生活史や環境との関わりについての野外研究と

飼育実験的研究、ならびに魚類の系統分類学的研究を主に行っている。特に、ヒラメ・マアジなど浅海域を成育場と

する魚種や、スズキなどの海と川を行き来する両側回遊性魚種については国内有数の研究拠点である。日本海側で唯

一の大学附置水産実験所であり、国内外の研究者の研究拠点として、さらに理科系教員ならびに他大学学生の実習拠

点としても広く利用されており、関連試験研究機関と連携した研究も積極的に進めている。また、地域には大学がな

いことから社会教育に貢献すべく、市民を対象とした公開講座や見学会を開催している。

○瀬戸臨海実験所

年、理学部附属臨海研究所として、紀伊半島西岸の田辺湾口に位置する番所崎桔梗平と呼ばれた場所 北緯 °

、東経 ° に設置された。敷地 、畠島実験地 、建物 からなる。周辺の気候は温暖で、冬

季の平均気温は ℃前後であり、夏季は ℃前後まで上がる。降水量は梅雨時と台風シーズンに特に多い。付近の海
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域は、黒潮分流の影響を強く受けており、周辺の表面水温は年平均で約 ℃である。冬季でも ℃以下になることは

稀であり、一方で夏季も ℃を越えることはほとんどない。表面水の塩分は ～ で、透明度は約 、潮位差は

～ に達する。周辺の海岸・海中の多様な景観や、そこに見られる豊富な生物相は、現在も比較的よく保護され

ており、所員や外来研究者 延べ約 人・日 による研究、学内外の臨海実習 延べ約 人・日 などに利用さ

れている。

1.4.4  海域陸域統合管理学研究部門 
フィールド科学教育研究センターが進めている森里海連環学を研究と教育に生かし、学問分野として確立すること、

この考え方を教育を通して、大学生をはじめ行政や市民に浸透させ、日本の沿岸域の環境を守り、改善するための沿

岸域管理に生かしていくことを目的とし、日本財団の助成をうけて 年 月に設立された。将来にはそのような

森里海連環学に基づく統合的沿岸域管理を担う人材育成をアジア各国でも行うことを目指している。

沿岸域の統合的管理を進めるためには、陸上生態系と沿岸生態系の相互作用を明らかにし、しかも人間の関わり方

を生態系との関係で考えていくことが必要である。当部門で目指す統合管理とは、森里海連環学にほかならず、その

統合管理の指標として、沿岸の生物多様性を保全することを目的としている点で、これまでの沿岸域統合管理では語

られてこなかった分野を目指してきた。

教育では、全学共通科目として「森里海連環学」、「沿岸環境保全学」（「海域・陸域統合管理論」より改称）、「森林

学」、「水圏生物学入門」、そして実習科目である「森里海連環学実習（ ：由良川 舞鶴湾； ：古座川 串本湾； ：

別寒辺牛川 厚岸湖 厚岸湾）など、海域と陸域の統合管理に関連する科目を提供してきた（実習 および は北海道

大学との合同実習）。

研究では、いくつかの河川とその流域および沿岸域を対象とした森里海連環学の研究を行っている。 年には、

由良川と別寒辺牛川についての研究が行われた。 年度から仁淀川での研究を加えて行っている。また、ダムの沿

岸を含む流域環境への影響問題に関して、豊川で環境経済学的な研究を開始した。さらに、フィリピン・ミンダナオ

島における陸上の利用形態（森林伐採・プランテーション）と沿岸の藻場やジュゴンの個体数変動の関係について研

究を進めてきた。

社会教育・地域連携では、森里海連環学を一般の人にも発信するために、市民を対象とした公開講座を行っている。

合同市民公開講座を 年度は神戸大学と共同で行った。また、地方で地元の人と一緒になって流域の森里海連環を

考える地域連携講座を北海道厚岸町などの別寒辺牛川流域、京都府の由良川流域、高知県仁淀川流域などで行ってき

た。

なおこの部門は 年 月 日をもって終了し、その所属教員および職員は、 年 月 日に発足する学際融

合教育研究推進センター森里海連環学教育ユニットに所属することとなった。
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２ 活動の記録とそれに対する自己総合評価、課題、展望 

２．１ 教育活動 

フィールド研は、京都大学の学内共同教育研究施設として、実習、リレー講義、新入生向け少人数セミナー（ポケ

ゼミ）などの京都大学の全学共通科目へ多くの授業科目を提供している。

また協力講座として、京都大学大学院農学研究科、理学研究科への参画し、大学院地球環境学舎へ基幹分野及び協

力分野として参画している。

2.1.1  大学院教育 
2.1.1(1) 協力講座  
フィールド研は、協力講座として、京都大学大学院農学研究科へ 分野、理学研究科へ 分野が参画して、大学院

教育および学部教育を行っている。また、大学院地球環境学堂へも科目を提供している。なお、フィールド研河口域

生態学分野は、フィールド研に農学研究科から現在参画している流動分野であり、農学研究科では応用生物科学専攻

海洋生物増殖学分野として位置づけられている。

協力講座としての教員配置と学生数（ 年 月現在）

（）内は、休学中の学生数・＋は、他分野所属だが当該分野で指導している学生数

大学院研究科への協力講座としての参画（ 年 月現在）

農学研究科森林科学専攻

森林育成学分野 教授 名、准教授 名、助教 名

森林情報学分野 教授 名、准教授 名、講師 名、助教 名

農学研究科応用生物科学専攻

海洋生物増殖学（流動分野） 准教授 名、助教 名

里海生態保全学 教授 名、准教授 名、助教 名

理学研究科生物科学専攻

海洋生物学分科 教授 名、准教授 名、講師 名、助教 名

専攻 分野 教員 ポスドク
など

博士後期
課程

修士課程 学部生
（ 回生）

農
学
研
究
科

森林科学専攻

森林資源学講座

森林育成学分野 柴田 昌三（教授）

安藤 信（准教授）

德地 直子（准教授）

長谷川 尚史（准教授）

嵜元 道徳（助教）

森林情報学分野 吉岡 崇仁（教授）

舘野 隆之輔（准教授）

中島 皇（講師）

坂野上 なお（助教）

中西 麻美（助教）

応用生物科学専攻 海洋生物増殖学分野

（流動分野）

田川 正朋（准教授）

中山 耕至（助教）

中坊 徹次

（総合博物館教授）

里海生態保全学分野

＜舞鶴水産実験所＞

山下 洋（教授）

益田 玲爾（准教授）

上野 正博（助教）

甲斐 嘉晃（助教）

講義担当教員として協力 梅本 信也（准教授）

理
学
研
究
科

生物科学専攻 海洋生物学分科

＜瀬戸臨海実験所＞

朝倉 彰（教授）

久保田 信（准教授）

宮﨑 勝己（講師）

大和 茂之（助教）

中野 智之（助教）
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2.1.1(2) 大学院研究科への提供科目 

大学院研究科への提供科目（ 年度）

大学院農学研究科 農学専攻

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

雑草学専攻実験 梅本ほか Ⅰ 修士 ・ 回生 通年

大学院農学研究科 森林科学専攻

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

森林情報学特論 舘野 修士 ・ 回生 後期集中

森林育成学特論 安藤，德地 修士 ・ 回生 後期

森林情報学専攻演習 吉岡，舘野，中島，坂野上，中西 修士 ・ 回生 通年

森林育成学専攻演習 柴田，安藤，德地，長谷川，嵜元 修士 ・ 回生 通年

森林情報学専攻実験 吉岡，舘野，中島，坂野上，中西 修士 ・ 回生 通年

森林育成学専攻実験 柴田，安藤，德地，長谷川，嵜元 修士 ・ 回生 通年

大学院農学研究科 応用生物科学専攻

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

海洋資源生物学演習 田川，中山ほか 修士 ・ 回生 通年

里海生態保全学演習 山下，益田，上野，甲斐 修士 ・ 回生 通年

海洋資源生物学専攻実験 田川，中山ほか 修士 ・ 回生 通年

里海生態保全学専攻実験 山下，益田，上野，甲斐 修士 ・ 回生 通年

大学院理学研究科 生物科学専攻動物学系

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

動物系統解析特論 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 前期

動物系統解析特論 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 後期

形態機能系統特論 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 前期

形態機能系統特論 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 後期

海洋生物学特論 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 前期集中

海洋生物学ゼミナール 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 前期

海洋生物学ゼミナール 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 後期

海洋生物学ゼミナール 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 前期

海洋生物学ゼミナール 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 後期

海洋生物学ゼミナール 久保田，宮﨑，大和，中野 － 博士後期 － －

大学院地球環境学舎 環境マネジメント専攻

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

里海学 山下 修士 ・ 回生 後期前半

里山再生論 柴田ほか 修士 ・ 回生 前期集中

里域植生保全論 梅本 修士 ・ 回生 前期集中

海洋生物特性論 久保田，宮﨑，大和，中野 修士 ・ 回生 前期集中

森林育成学 柴田 修士 ・ 回生 後期
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2.1.1(3) 大学院での学位授与 
年度

森林育成学分野）

修士 齊藤 誠子 一斉開花年の異なるチュウゴクザサ個体群の集団構造

池田 邦彦 履歴の異なる焼畑休閑林でのタケ類メロカンナ・バクシフェラの一斉開花後更新初期過程

課程博士 福島 慶太郎

スギ人工林の皆伐および植栽後の成立にとも

なう窒素循環の変化とそのメカニズム

海洋生物増殖学分野）

修士 三輪 一翔 和歌山県古座川河口域周辺におけるカマキリ 及びカジカ小卵型

仔稚魚の分布・分散の比較

唐崎 佑 有明海筑後川におけるエツの産卵および仔稚魚の生残に河川流量が及ぼす影響

里海生態保全学分野）

修士 高橋 宏司 マアジ の学習能力の個体発生

鈴木 健太郎 由良川水圏における水生昆虫群集と環境との関係

課程博士 陳 炳善

海洋生物学分科）

修士 北野 裕子 オウギガニの形態の左右非対称性と行動との関連性についての研究

豊田 史子 有櫛動物クラゲムシ類のミトコンドリアゲノム多様性についての研究

課程博士 河村 真理子 田辺湾におけるヒドロクラゲ群集と沿岸海洋環境の相互関係

小林 亜玲 日本産カイヤドリヒドラ類の生態学的および生物地理学的研究

年度

森林情報学分野）

修士 三浦 きさと 森林認証製品の普及に関する取得事業体と消費者の意識について

森林育成学分野）

修士 中村 真介 京都市東山のシイ林における伐採後の初期更新

修士 松浦 宜弘 滋賀県におけるハタネズミの生息地特性解析

課程博士 松山 周平

雌雄異株性の同属樹木 ヌルデ、ヤマウルシ における繁殖生態学的研究

課程博士 上田 実希

温帯林

における常緑ならびに落葉植物の硝酸態窒素利用の冬季も含めた季節性

課程博士 呉 初平 マツ枯れ低質林におけるアカマツ更新の初期段階の管理方法－古都・京都のアカマツ林景

観の回復について－

海洋生物増殖学分野）

修士 西川 泰造 異体類体色異常の発生機構－成長履歴等からの検討－

修士 田中 健太郎 ヒラメ変態期の形態変化におけるアポトーシス関与の可能性

課程博士 鈴木 啓太 有明海奥部の低塩分・濁度極大域における特産のカイアシ類およびアミ類の生産機構

里海生態保全学分野）

修士 秋山 諭 丹後海由良川河口域におけるニホンハマアミの繁殖特性と個体群動態

修士 大畑 亮輔 シラス型仔魚の対捕食者戦略における濁度の重要性

修士 鳥越 賢 木製魚礁の集魚効果における付着・穿孔生物の影響

修士 藤田 純太

（ヌマエビ科における生活史特性と遺伝的多様性との関係）

課程博士 福西 悠一 海産魚類の初期生活期における紫外線適応の個体発生と種間差

論文博士 竹野 功璽 若狭湾西部海域におけるヒラメの漁業生物学的研究

海洋生物学分科）

修士 西本 篤史 海底沈木を基質とする生物群集に関する生態学的研究

原田 桂太 ザラカイメンの胃腔内に共生する２種のカクレエビの、住処としての利用方法の違い

座安 佑奈 日本沿岸のオオトゲキクメイシ属 種 と の種の境

界を探る
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年度

森林情報学分野）

修士 臼井 伸章 モウソウチク林の物質循環特性：植物－土壌系の窒素内部循環と葉の形態に着目して

修士 白澤 紘明 遺伝的アルゴリズムを用いた林道の三次元線形最適化モデル

課程博士 坂本 朋美 日本における森林認証制度の展開と課題

森林育成学分野）

修士 阿方 智子 ササの開花・枯死が森林生態系の窒素動態に及ぼす影響

修士 福井 遼 作業道における運搬車の走行負荷の評価

課程博士 新井 宏受

日本の針葉樹人工林における人工

林設定後の土壌有機炭素量及び動態に変化を及ぼす要因・機構

海洋生物増殖学分野）

修士 辻 寛人 変態完了後のヒラメ無眼側に発現する黒化（二次黒化）―発現過程の解析と黒化部位の特

徴―

里海生態保全学分野）

修士 多賀 真 トラフグ仔稚魚の成長における低塩分の有効性とそのメカニズム

修士 松井 彰子 舞鶴湾におけるスジハゼ ３タイプの生息環境と生活史

修士 宮島 悠子 魚類によるクラゲ摂餌の生態学的および栄養学的評価

課程博士

課程博士 福西 悠一 海産魚類の初期生活期における紫外線適応の個体発生と種間差

論文博士 奥村 裕

年度

森林情報学分野）

修士 上田 栞由 乾燥方法の違いによるスギ心持ち正角の視覚的再評価－国産材の品質管理に向けて－

小出 和彰 幽仙谷天然林における粗粒状有機物の流出

森林育成学分野）

修士 米田 聡美 ヒノキ林土壌における無機態窒素の形態変化－総速度の季節変動とその制御要因－

岩井 有加 シカによる過採食が集水域における下層植生の現存量および窒素吸収に与える影響

橋本 智之 シカによる下層植生の過採食が降雨出水時の渓流水質に与える影響

海洋生物増殖学分野）

修士 田路 拓人 アカシタビラメ―デンベエシタビラメ間の遺伝的・形態的分化の検証

修士 大塚 春樹 クロデメキンとワキンにおける形態形成過程の相違－クロデメキン特有形態の解釈－

里海生態保全学分野）

修士 鎌田 遼 飼育下におけるカタクチイワシ仔魚の成長特性と対捕食者能力：水温と餌密度の効果

修士 渡辺 謙太 沿岸域の植物プランクトン生産に河川流入が与える影響

課程博士 高橋 宏司 海産魚類の学習能力の個体発生とそのメカニズムに関する研究

海洋生物学分科）

（該当なし）

2.1.2  全学共通科目 
フィールド研は、学内共同教育研究施設として京都大学の全学共通科目へ多くの講義を行っている。集中講義とし

て開講する実習が 科目、リレー講義を 科目、新入生向け少人数セミナー（ポケゼミ）を 年度は 科目開講

した。さらに、農学部の協力講座として実施している講義を 科目、全学共通科目としても履修できるようにしてい

る。また、他部局が提供する全学共通科目 科目に教員を非常勤講師として派遣している。（ 群：自然科学系科目・

群：人文・社会科学系科目）
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全学共通科目への提供科目（ 年度）

（講義・実習： 群）

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

森里海連環学実習 山下，長谷川，上野，中西，甲斐ほか 実習 全回生 前期集中

森里海連環学実習 梅本，田川，宮﨑，佐藤，大和 実習 全回生 前期集中

森里海連環学実習 吉岡，向井，舘野，中山，坂野上 実習 全回生 前期集中

水圏生物学入門
山下，久保田，益田，田川，宮﨑，大和，

上野ほか
講義 全回生 前期

森里海連環学－森里海のつながり－
山下，柴田，吉岡，德地，長谷川，佐藤，

舘野，中島，中山，畠山ほか
講義 全回生 後期

沿岸環境保全学 柴田，佐藤ほか 講義 全回生 後期

森林学
柴田，吉岡，德地，安藤，長谷川，舘野，

中島，嵜元，坂野上，中西ほか
講義 全回生 後期

暖地性積雪地域における冬の自然環境 中島 実習 全回生 後期集中

北海道東部の人と自然
吉岡，舘野，坂野上ほか（農学部講義と合

同）
実習 全回生 前期集中

北海道東部の厳冬期の自然環境
吉岡，舘野，坂野上ほか（農学部講義と合

同）
実習 全回生 後期集中

昆虫・魚・哺乳動物の生理学 田川ほか（農学部講義と合同） 講義

主とし

て ・

回生

前期

（少人数セミナー： 群）

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

原生的な森林の働き 中島 ゼミ 回生 前期集中

海岸生物の生活史 久保田 ゼミ 回生 前期集中

魚類心理学入門 益田 ゼミ 回生 前期集中

森里海のつながりを清流古座川に見る 梅本 ゼミ 回生 前期集中

ニコル“アファンの森”に学ぶ 柴田 ゼミ 回生 前期集中

フィールド実習“森は海の恋人” 長谷川 ゼミ 回生 前期集中

木造校舎を造る：木の文化再生へ 柴田ほか ゼミ 回生 前期

海産無脊椎動物 分類群と形の多様性 宮﨑 ゼミ 回生 前期集中

森林の再生と動態 安藤 ゼミ 回生 前期集中

（少人数セミナー： ・ 群）

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

森のつくりだすもの 德地 ゼミ 回生 前期集中

環境の評価 吉岡 ゼミ 回生 前期

日本海に遊ぶ～日本海学入門 上野 ゼミ 回生 後期

瀬戸内に見る森里海連環 中島 ゼミ 回生 前期

京をめぐる森と人のくらし 嵜元，坂野上 ゼミ 回生 後期

森を育て活かす－林業体験をとおして

考える

長谷川 ゼミ 回生 前期

（他部局提供科目への協力： 群）

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

探求型化学実験－湖と海の化学調査－ 大和ほか（総合人間学部提供科目） 実験 全回生 前期集中

生物圏の科学－生命・食糧・環境－ 吉岡，安藤，德地ほか（農学部提供科目）講義 全回生 後期
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2.1.3 学部教育 
農学研究科、理学研究科に協力講座を提供する分野の教員の多くは、各学部にも講義科目を提供しており、下記の

様な農学部、理学部の科目を担当あるいは分担した。

2.1.3(1) 学部教育での提供科目 

学部教育での提供科目（ 年度）

農学部 森林科学科

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

森林基礎科学 吉岡ほか 回生 前期

森林基礎科学 柴田ほか 回生 後期

森林育成学 柴田，德地，長谷川，安藤，嵜元 回生 後期

森林植物学 安藤 回生 前期

森林資源管理学 舘野，坂野上 回生 後期

森林環境学 吉岡，中島 回生 後期

森林科学実習 德地，安藤，坂野上，嵜元ほか 回生 後期集中

森林総合実習及び実習法 安藤，長谷川，嵜元，中島，坂野上ほ

か

回生 前期集中

研究林実習 フィールド研教員ほか 回生 後期集中

研究林実習 德地ほか 回生 後期集中

研究林実習 吉岡，舘野，坂野上ほか 回生 前期集中

研究林実習 吉岡，舘野，坂野上ほか 回生 後期集中

農学部 資源生物科学科

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

資源生物科学概論 山下，田川，中山ほか 回生 後期

動物生理学 田川ほか 回生 前期

資源生物科学基礎実験 田川，益田，中山ほか 回生 後期

海洋生物科学技術論と実習 田川，益田，上野，中山，甲斐ほか 回生 前期集中

海洋生物科学技術論と実習 山下，上野，甲斐ほか 回生 前期集中

植物調査法と実習 梅本ほか 回生 前期集中

海洋生物生態学 山下，田川，益田，上野，中山，甲斐 回生 前期

資源生物科学専門外書講義 田川，中山ほか 回生 前・後期 各

資源生物科学実験および実験法 資源生物科学科教員（田川，中山ほか） 回生 前・後期 各

資源生物科学実験および実験法 資源生物科学科教員（田川，中山ほか） 回生 前・後期 各

海洋生物生理学 田川 回生 後期

魚類学 中山，甲斐ほか 回生 後期

海洋生物資源学演習 田川，中山ほか 回生 通年

理学部 生物科学科

講義名 担当教員（敬称略） 科目 対象 開講期 単位

無脊椎動物学 久保田，宮﨑 回生以上 後期

臨海実習第 部 久保田，宮﨑，大和，中野 回生以上 前期集中

臨海実習第 部 久保田，宮﨑，大和，中野 回生以上 前期集中

臨海実習第 部 久保田，宮﨑，大和，中野 回生以上 前期集中

生物学セミナー 久保田，宮﨑，大和，中野ほか 回生以上 後期
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2.1.3(2) 学部での学位授与 
年度

森林情報学分野）

学士 上田 茉由 京都市雲ヶ畑地域における森林管理の現状と今後の展望

森林育成学分野）

学士 白濱 圭通 土地利用と地質が有田川水系の水質に与える影響

海洋生物増殖学分野）

学士 西本 麻梨絵 東アジア産のハゼクチ スズキ目ハゼ科 型についての研究

辻 寛人 由良川天然遡上アユの孵化時期と成長

宮島 悠子 カワハギの餌料としてのミズクラゲの有効性

佐久間 啓 若狭湾西部丹後海のベントス群集

年度

森林情報学分野）

学士 大槻 あずさ 由良川流域における溶存有機物の動態と分布に関する考察

学士 河本 晴恵 由良川流域における溶存鉄の分布に関する考察

森林育成学分野）

学士 市川 隆史 路線開設コストを考慮した素材生産作業システムの選択

学士 岩井 有加 スギ・ヒノキコンテナ苗の形態的特徴と植栽後の成長

海洋生物増殖学分野）

学士 大塚 春樹 クロデメキンの形態形成－ワキンとは異なる特有形態の確立過程－

学士 田路 拓人 有明海産ワラスボの遺伝的多様性の分析及び韓国産との比較

学士 渡辺 謙太 由良川河口域における植物プランクトン群集の季節変化

年度

森林情報学分野）

学士 三木 敏裕 京都府中丹・南丹地域における木材生産と流通の変化－森林組合・素材生産業者の事業展

開を中心に－

森林育成学分野）

学士 池山 祐司 マルチシートの敷設による下刈作業代替の可能性

学士 小森 由衣 林業・木材利用に関する消費者・林業関係者への意識調査

海洋生物増殖学分野）

学士 越後 はるな ヒラメの白い無眼側体表が傷修復によって黒くなる現象について

学士 東海林 明

学士 吉川 尚樹 祖先的なカレイ目魚類ボウズガレイの親魚適正の検討

海洋生物学分科）

学士 藤本 心太 和歌山県田辺湾の海産クマムシ相に関する研究

年度

森林情報学分野）

学士 石井 勝之

鈴木 伸弥 窒素と酸素同位体組成を用いた由良川流域における硝酸塩の供給源の評価

山田 優志 （講義科目単位で卒業）

森林育成学分野）

学士 日高 渉 アラカシの硝酸還元に伴う根呼吸の定量 ～ パルスラベリングを用いて～

牧野 奏佳香 暖温帯二次林におけるコナラの個体レベルの窒素動態

森田 玲 東日本大震災・被災地における森林資源の実態と資源利用の可能性 ～宮城県気仙沼市唐

桑町舞根をモデルとして～

海洋生物増殖学分野）

学士 古田 真珠 人口種苗マナマコの成長に伴う日周性の変化

学士 礒島 俊実 ヒラメ無眼側への着色型黒化の進行過程

学士 木村 一晶

学士 山田 諒 外来海産魚タイリクスズキによる外来スズキへの遺伝的攪乱の検討
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2.1.4 公開実習 
 

2.1.4(1) 公開臨海実習 
 公開臨海実習は、国立大学法人臨海臨湖実験所長会議に所属する主として理学系の臨海実験所やセンター20施設が、

毎年全国の大学の大学生、大学院生を対象に、それぞれの独自の専門分野で、それぞれの好適な時期に、１回の実習

につき 1週間前後の期間で開講する実習である（1大学が複数回実施可能）。文部科学省の財政的支援を受けており、

参加学生には単位互換制度にもとづき、実施大学が 1～2単位を与える。瀬戸臨海実験所の参加実績は 6章の 4を参照

のこと。 

 多様で恵まれた自然環境に立地する瀬戸臨海実験所周辺に生息する無脊椎動物の多様性の認識を基礎とした「系統

分類・生態・進化」について、磯浜や実験所所有の畠島での現場観察、船舶（実習研究船ヤンチナ）からの採集・観

察、各種の観測機器による海洋観測、実習室での各種装置・機器や顕微鏡などを使用した観察や解析、さらには一般

公開している水族館を活用した各種動物群の形態、生態、遺伝子解析、系統分類など多岐にわたる実習を実施してい

る。 

 参加全大学が一律に実施するアンケ－ト調査によると、瀬戸臨海実験所に対する評価は高い。実施時期（夏季と春

季の 1回ずつ）、期間（7泊 8日ずつ）は適正であり、多岐の内容にわたる実習では、生息環境に関する体験やデ－タ

の採取などとあわせ、各動物門の系統分類・生態・進化などに関する基礎的な知見と認識が得られたことが常に記さ

れている。また、他大学の学生・院生との交流の場としての機能も評価されている。参加者数は以下の通り。 

 

 

公開臨海実習参加大学数と参加学生数 

年度        大学数   学生数 

2008 年度 夏 4校 5 名 

 春 7 校 7 名 

2009 年度 夏 4校 4 名 

 春 10 校 11 名 

2010 年度 夏 2校 4 名 

 春 6 校 8 名 

2011 年度 夏 3校 3 名 

 春 4 校 9 名 

 

 

 

2.1.4(2) 海洋生物科学技術論と実習 I ，II 
実習期間： （Ⅰ）2011 年 8月 19 日（金）～25日（木）／（Ⅱ）2011 年 8月 25 日（木）～31日（水） 

募集定員：各 5名以内 

対象学生：農学・水産学・生物環境学系の 2・3回生。 

 

 2011 年度より公開実習となった。海洋観測や魚類・ベントス調査を主とした実習で、舞鶴湾内の多点において水温・

塩分・光強度・流速などの基礎的な海洋調査、砕波帯における仔稚魚調査、魚類分類学および解剖学実習などを行う。 

 

 

2.1.4(3) 公開森林実習 
実施期間：2011 年 9月 5日(月)～7日(水) 

募集定員：10名 

対象学生：農学・森林科学系の学部レベルの学生。主として 2・3回生 

 

 全国大学演習林協議会の取り組みの一環として 2010 年度から開催。ただし 2010 年度は公開実習としての参加者は

なく、人間環境大学および京都学園大学との共同利用実習での参加者のみ。 

 また 2011 年度は、公開森林実習として単位互換する特別聴講生と、特別聴講生とならない一般聴講生、加えて先の

2大学の共同利用実習生が参加する形で実施された。内容としては里域から森林域にわたる近畿圏の多様な自然や森林

景観の特徴について基礎的知識を習得することを目的としている。特に、暖温帯林と冷温帯林の移行帯の特徴を示す

天然林内の木本植物や草本植物、ツキノワグマやニホンジカの生態や被害状況等の実地観察、外国産樹種見本林やマ

ツ属の成長量・二次林の植生変化に関する研究資料や標本データを用いた解析の実際を学ぶ。 
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2.1.4(4) 森里海連環学実習 A 
実習期間：2011 年 8月 8日(月)～12日(金)  

募集定員：10名 

対象学生：学部生、文系・理系を問わない 

 

 2011 年度より公開実習となった。森林域、里域、農地、都市などの陸域の環境が、河川の水質、生物多様性、沿岸

域の生物環境にどのような影響を与えているかを分析し、川を通した森から海までを生態系の複合ユニットとして、

科学的に捉える視点を育成することを目的とした実習を行う。水質（水温、塩分、電気伝導度、溶存酸素、COD、硝酸

態窒素、アンモニア態窒素、珪酸、懸濁物質）調査、魚類、水生昆虫などの水生生物の採集調査および土地利用様式

の調査を行った。 

 

 

2.1.5 他大学実習の受け入れ 
 各地施設では全国のさまざまな大学の実習を受け入れており、その内容はきわめて多岐にわたる。通常の理系（例

えば信州大学理学部の分析化学持論実習、受入施設：瀬戸臨海実験所）、自然誌系（例えば大阪府立大学大学院・生命

環境科学研究科の緑地環境科学実験実習、受入施設：和歌山研究林）から、文系（例えば京都精華大学人文学部環境

社会学科自然教育論、受入施設：上賀茂試験地）、教育系（例えば京都造形芸術大学・こども芸術学科の科目「こども

といのち」、受入施設：芦生研究林）、芸術系（例えば京都造形芸術大学・日本庭園歴史遺産研究センターの The Japanese 

Garden Intensive Seminar、受入施設：芦生研究林）まで様々である。受け入れ実績（大学名、科目名、参加人数等）

は 6.4.3 を参照のこと。 

 

 

2.1.6 他大学生研究の受け入れ 
 各地施設では全国のさまざまな大学の学生にフィールド研究の場を提供している。例えば、奈良女子大学、神戸大

学、大阪大学から卒業研究などのために、施設を利用している。受け入れ実績は 6.3 を参照のこと。 

 

 

2.1.7 自己総合評価、課題、展望 
 フィールド研は、研究林、試験地、臨海実験所、水産実験所などのフィールド施設を有効に利用し、京都大学にお

けるフィールドを基盤とした教育研究において大きな役割を果たしていると評価できる。今後もこれまでの高い活性

を維持するとともに、以下のような展望を持って教育、研究を推進する必要がある。 

 

(1) 国際的な教育研究拠点の形成：国内における森里海連環学の教育と研究の拠点は整備されつつある。森里海連環

学に関する教育・研究をさらに推進するためには、とくに我が国では得がたい熱帯環境を有するフィールドが必要で

あり、東南アジアの大学と密接な連携を図り、熱帯域フィールド拠点の構築をめざすことが重要な課題として残され

ている。2006 年にマレーシア・サバ大学と学術協力協定を締結し、人と情報の交流を開始した。今後これを足がかり

に、森里海連環学教育と研究の国際的な展開を図りたい。 

 

(2) 海域・陸域の統合的管理に関する教育研究部門の設立：個別に細分化された縦割りの専門教育では、深刻さを増

す地球環境問題に対処できる人材を育てることはできない。フィールド研では、森里海連環学を核に、経済や法律な

ども含めた科学分野を広く複合的に把握できる人材を育成するため、森里海連環学教育に特化した専門セクションを

構築する意義は大きい。民間からの外部資金などを積極的に導入し、教育研究部門の設立を目指す必要がある。この

件については、日本財団からの助成により、2008 年 10 月から海域陸域統合管理研究部門が新設された。 

 

(3) 独立研究科の設置：フィールド研は独自の大学院を持たない。しかし、フィールド研が生態系研究を基礎とした

理農融合型の教育研究を目指していることや、大型の教育研究プログラム等では大学院のない部局は主体的な応募が

できないことが多く、特色のある教育研究の推進において、大きな障害となっている。関係する他部局との連携の中

から、直接的に大学院生を指導できる新たな研究科の設置を目指す方向性を検討する必要がある。 

 

(4) 他大学と連携した実習の強化、実習情報の共有、実習教育技術の改善：すでに北海道大学北方生物圏フィールド

科学センターと森里海連環学実習を共同開催しているが、フィールド実習における大学間、部局間の交流をさらに推

進すべきである。また、実習において得られた情報を大学間、部局間で共有できる体制の構築は、実習の効率的な運

営において大きな意義がある。新たな実習教育技術の導入等に関して大学間や部局間で情報交換を行い、効果的なフ

ィールド教育コンテンツの開発を目指すシステムが求められている。 
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２．２ 研究活動 

2.2.1 森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト） 
研究期間： 年～ 年

研究経費の項目：概算要求事業（運営費交付金特別経費プロジェクト分）

連携研究機関等：高知県立森林技術センター、高知県環境研究センター、高知県水産実験所、京都府森と緑の公社等

木文化プロジェクトは、先行していた旧仁淀川プロジェクトと由良川／旧若狭湾海域・陸域統合プロジェクトを統

合する形で、 年度から 年度の 年計画で新たに開始した研究プロジェクトである。 つの流域でサブプロジ

ェクトを構成しており、それぞれ木文化仁淀川プロジェクト、木文化由良川プロジェクトと呼んでいる。本プロジェ

クトでは、荒廃していると危惧されている日本の人工林に対して間伐等を実施する際の施業面での課題、施業の森林

流域環境への影響評価、流域･沿岸域社会へのインパクトなどを統合的に解明することを目的として、 森林施業に

よる森林および流域環境への影響解析、 木質資源利用過程の追跡調査と地域資源利用方法の提案、 森林管理活

動が流域住民の意識に及ぼす影響の解析、 河川と沿岸域の生態学的な連環機構の解明などに取り組んでいる。また、

意識調査に関しては、 つの流域で共通するアンケートを実施しており、国産材に対する認識や森林所有者の森林管理

に関する意識を解析している。 〜 年度の進捗状況は以下の通りである。

【木文化仁淀川プロジェクト】

仁淀川流域を中山間地域における諸問題を克服するためのモデルケースと捉え、上流部の間伐遅れ人工林での間伐

の実施が、水質や生物相等の周辺環境および中山間地域の文化と流域住民の意識に与える影響について解析を行って

いる。このプロジェクトでは高知県や仁淀川町等の自治体のほか、林産企業組合および森林組合等の事業体、地元 、

森林総合研究所四国支所等の多大な協力を得て調査を進めている。具体的な調査項目としては、間伐前後の植生・土

壌・物質循環・水質・生物相の変化の把握、持続的に人工林を管理するための作業システムの評価と管理コストの予

測によるゾーニングと基盤整備に関するモデル構築、伐り出された間伐材の流通の調査を行っている。間伐施業のた

めの作業道作設によりアクセスが容易となることで山奥での祭りが活性化するという事例が観察された。間伐施業が、

森林流域環境に影響を及ぼすのみならず、地域の社会や文化にも影響を及ぼし得ることが明らかとなった。

【木文化由良川プロジェクト】

由良川流域における土地利用・土地被覆と河川水質の関係を明らかにし、河口沿岸海域での物質循環・生物生産の

モデル化や、間伐施業による森林環境・河川水質への影響を評価するための伐採実験、ニホンジカによる植生の食害

に関するシカ排除実験を実施している。河川水質に関しては、流域の土地利用のうち農地や市街地の割合が大きいほ

ど、窒素栄養塩の つである硝酸態窒素や溶存鉄、溶存有機物の濃度が高いことが明らかとなり、由良川水質への人

間活動の影響の大きさが示唆された。一方、流域の 以上を森林が占めている源流域では、これらの濃度変動が大き

いことも明らかとなった。由良川河口では、夏に海水が遡上する「塩水楔」と呼ばれる現象があるが、数値実験を行

った結果、塩水の遡上距離は河川流量の増減にすみやかに応答していることなどが明らかとなった。河口から海域に

かけての植物プランクトンの動態や一次生産、餌料プランクトン生産とそれを利用する両側回遊性魚類の生態調査も

実施し、河川水質との関係の解析を進めている。

2.2.2 NaGISA (Natural Geography In Shore Area)プロジェクト 
研究期間： ～ 年

研究経費の項目：寄付金（スローン財団：アラスカ大学フェアバンクス校、日本財団、神戸国際観光コンベンション

協会、中内力コンベンション振興財団）など

連携研究機関等：国立環境研、アラスカ大学フェアバンクス校、サイモンボリバー大学、ピサ大学、インドネシア科

学院海洋研究所、プーケット海洋生物学センター、ベトナム海洋生態学研究所、フィリピン大学ベ

サイヤス校、マレーシア科学大学

（ ）プロジェクトは、世界中に生息する海洋生物の多様性、分布、個体数

を評価し解明するために企画された科学研究プログラムである海洋生物のセンサス（

）プロジェクトの中のひとつのフィールドプロジェクトである。白山義久教授（当時）が研究

主任を務め、瀬戸臨海実験所を本部として北米・南米・東南アジアなどを中心に、すでに カ国以上が参加している

国際プロジェクトでもある。

このフィールドプロジェクトは、沿岸生物の多様性の地理的パターンを地球規模で明らかすることを目指しており、

すべての参加者が統一された方法で海洋生物を採集・分析し、そのデータを持ち寄って地域間比較をする。 年ま

でに、全世界にわたるデータを集積し、今世紀初頭での世界の沿岸生態系の全体像を明らかにすると共に、今後心配

される地球環境の変化に伴う海洋生態系の変化をモニターするための基礎資料を提供しようとしている。

～ 年度には、本プロジェクトに参加する研究者の組織づくりと、予備的なサンプリングを各国において実

施した。これらのサンプルの分析とその結果の相互検討のために、 年には、神戸で国際会議を開催した。この国

際会議での研究発表は論文集を、 年上半期に瀬戸臨海実験所の出版する学術雑誌（
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）として出版した。 年には のサイドイベントとして、国際会議を名古屋で

開催した。またその際の発表論文集を 年に瀬戸臨海実験所の出版する学術雑誌（

）として出版した。さらに、追加の論文を瀬戸臨海実験所

の出版する学術雑誌（ ）として出版した。

その他、 編の学術論文を の特別セクションとして、出版した。

の後継プロジェクトは 年現在、複数実行されている。（例：地球環境推進費 ）

の参加国と、各地域に設置した地域センターの場所

2.2.3 舞鶴湾ナマコ資源増殖推進事業 
研究期間： 年度～ 年度

研究経費の項目：受託研究

連携研究機関等：舞鶴市役所、京都府漁業協同組合等

マナマコは、舞鶴湾の漁業重要種にも関わらず、漁獲量は 年代をピークに減少傾向にある。さらに、近年は中

国での需要拡大にともない漁獲圧が高まっており、資源の管理がいっそう困難な状況にある。舞鶴湾ナマコ資源増殖

推進事業は、そうした背景のもとに舞鶴湾のナマコ資源の増殖を目的として 年度から 年度の 年計画で開

始した研究プロジェクトである。本プロジェクトでは、 人工種苗生産技術の開発、 効率的な天然採苗方法の確

立、 舞鶴湾のマナマコの分布推定、 舞鶴湾の環境評価に取り組んだ。また、漁業者を対象とした研究報告会を

毎年 回から 回実施し、資源状態の共通認識や資源管理に向けた意見交換を行った。

【 ．人工種苗生産技術の開発】

種苗放流がマナマコの資源を回復させ持続的に利用していく方法の一つであると捉え、舞鶴湾における効率的な人

工種苗生産技術の開発を行った。本研究では、効率的に受精卵を確保するための産卵誘発剤の投入タイミングや受精

方法、生残率をあげるための浮遊幼生と稚ナマコの飼育方法などを確立した。特に飼育方法に関しては、効率的な種

苗生産技術として屋外での無給餌飼育や小型甲殻類の食害対策としてマアジとの共同飼育などが提案された。これら

人工種苗生産方法は、研究報告会において漁業者らに報告したほか、マニュアル化することにより技術の伝達を行っ

た。なお、本研究は、福井県水産試験場、長崎県水産試験場などから種苗生産技術に関する技術協力を得て実施した。

【 ．効率的な天然採苗方法の確立】

舞鶴湾での効率的な採苗場所を検討するため、舞鶴湾の湾口から湾奥の 地点に採苗器を設置し、稚ナマコの付着

数、体重および体長を計測した。流れの穏やかな湾奥部には、マナマコの幼生が好む環境もしくはこれらを受動的に

集積させる環境が存在するため、効率的な採苗が行えると考えられた。また、採苗場所の検討以外にも本研究では、

採苗容器、付着材料、付着材料の量、設置深度、設置時期、回収時期の検討を行い、舞鶴湾での効率的な天然採苗方

法を明らかにした。

【 ．舞鶴湾のマナマコの分布推定】

資源を評価する際に最も基本的で重要な判断材料の一つが資源量の推定である。そこで本研究では、舞鶴湾のマナ

マコの分布を推定した。推定は、舞鶴湾のマナマコの漁獲情報やナマコ漁師を対象に行った聞き取り調査の情報をも

とに、地球統計学的手法（ による解析）をもちいて舞鶴湾全地点の分布密度を求めた。さらに、この分布結果

をもとに、舞鶴湾の現存量を推定した。
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【 ．舞鶴湾の環境評価】

海底環境は、海水の流動や有機物負荷など水域の環境要素を総合的に反映する指標となり、マナマコの生息に大き

く影響している。そこで本研究では、底泥の中央粒径値、淘汰度、全有機態炭素量、全窒素量、 比、炭素安定同位

体比、窒素安定同位体比などを指標に舞鶴湾の底質を評価し、環境に基づく水域区分を行った。その結果、舞鶴湾は

東湾奥区、それ以外の沿岸区と湾央区の３つに区分された。特に東湾奥区は、 が低い傾向にある区とされた。舞鶴

湾の東湾奥は、流れが弱く、有機物の多い環境となっているが、 が低くマナマコにとっては最適な環境ではないと

考えられた。

2.2.4  古座川プロジェクト 
研究期間： 年度～

研究経費：運営費交付金

連携研究機関等：古座川流域協議会ほか

古座川の概要と現状

古座川は本州中部の紀伊半島南部に鎮座する霊峰、大塔山（標高 ）を源流に持ち、緩やかに太平洋へ注ぎ込

む、全長が約 の清流であった。小川（こがわ）、佐本川など、 本以上のきわめて清浄な支流を持つ。古座川は古

来から熊野と呼ばれている地域の南半分近くを古座川は集水域とする。流域は鬱蒼とした照葉樹林帯に覆われ、伝統

的な文化構成要素が今なお息づいている。最近、熊野地方の紀伊山地と霊場が「世界遺産」に登録されたが、古座川

流域および暖流黒潮とともに古座川河川水の影響を強く受ける串本湾はそうした風土的基盤の一つである。

昭和 年（ 年）に古座川本流中流部に治水と発電を主な目的とした七川（しちかわ）ダムが完成、供用された。

ところが、発電のための水位調節可能幅が狭小な上に、日本一の多雨地帯に近く、台風や集中豪雨に頻繁に見舞われ

るため、ダム施設そのものを洪水から守るために放流または緊急放流を実施してきた。この放流処置の結果、ダムの

下流、特に河口域から串本湾に広がる里海の生態系に対して甚大な影響を及ぼすことになった。流域および湾岸住民

からは、ダム設置やダム放流とそれに伴う水質量の変容が、近年見られる魚貝類や青海苔の漁獲量の減少、ひいては

流域全体の繋がりの分断化や「へたり」と関連しているのではないかと指摘されてきた。

古座川プロジェクトの目的と意義

年から着手した「古座川プロジェクト」の第 の目的は、この古座川水系と串本湾岸域を中心に据え、森林生

態系と沿岸海洋生態系の密接な関連を、自然域や里域からの影響を考慮しつつ明らかにすることにある。また、本プ

ロジェクトから得られた研究調査成果を地域住民に還元し、社会連携しながら清浄・適正な古座川と串本湾を取り戻

すことが第 の目的である。こうした背景のもと、本プロジェクトから得られる共生モデルが国際的に認知され評価

されるように最善の努力を注ぎたいと考えてきた。

フィールド研が目指す森里海連環学の創生と醸成、発展を、フィールドに軸足を置きながら、理解されやすい形で

実行するためには、対象とする自然域と里域が包含する森林、川、里、海が程よい大きさであることが望まれる。ま

た、対象里域がもつ文化的基盤の同質性も重要である。この点で、流域面積が約 の古座川水系は至適である。

さらに、古座川および串本湾域とその近くには、フィールド研が擁する紀伊大島実験所や瀬戸臨海実験所だけでなく、

北海道大学和歌山研究林が位置し、長期にわたる総合的研究調査にも好適である。過疎化さらには 年秋の甚大な

風水害にもかかわらず、住民感情は良好である。

古座川プロジェクトの総合的展開

このプロジェクトは、単なる研究プロジェクトではなく、森里海連環学術の理念を実現するモデルとして、森里海

連環学の将来を担う若手研究者の養成、全学共通教育フィールド、小中高フィールド教育の場、社会人生涯教育の場

などとしても整備を進めるとともに、古座川町ならびに和歌山県との多様な地域連携を進めるモデルケースを視野に

入れての総合的な展開が期待される。京都大学の全学共通教育である森里海連環学関連の少人数セミナー「清流古座

川に森と里と海のつながりを見る」、「森里海連環学実習Ｂ」のほか、古座川シンポジウムや講演会など多様な取り組

みを進めている。

古座川プロジェクトの実施状況と展望

年度からフィールド研・初代センター長の田中克名誉教授が創始した「古座川プロジェクト」を実現・支援す

べく、 年度から古座川シンポジウムが毎年 回程度、古座川合同調査が毎月に行われている。合同調査隊は地質、

地震、気象、景観、顕花植物、シダ植物、蘚苔類、地衣類、昆虫、動物、鳥類、水質、文化、歴史、聞書きなど多数

の班に分かれ、全体として柔構造を取りつつ鋭意それぞれのテーマに取り組んでいる。 年までの活動内容は「古

座川合同調査報告集 第 巻～第 巻」として既に刊行された。

一方、 年度における古座川流域協議会設立準備会を経て、 年度からは古座川流域および串本湾岸域に関連

する県、地方自治体、各種団体を統合した古座川流域協議会を発足させ、総会ならびに幹事会を通して古座川プロジ

ェクトは地域と密接な連携を取りながら、各種検討会の開催、現地共同調査を実施することにした。いずれの活動も
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地域やマスコミの注目を引き、全国紙や地域紙、 や民放、地域ケーブル 、紀伊大島実験所 などで逐次紹介さ

れている。

「古座川プロジェクト」は、その具体的実践結果であり、教育関係資料を提供する「古座川合同調査」、毎月の古座

川合同調査報告（電子版）、さらには「古座川合同調査報告集」と共に、古座川流域ならびに串本湾岸域の方々、関係

機関その他各位、手弁当で参加していただいてきた調査メンバー各位のご援助を受けながら、森里海環学的視座の元、

古座川の清流化、関係地域の水相、生物相、文化相の診断と適正化を目指し、少なくとも 年間継続する予定に変更

は一切ない。

2.2.5 21世紀 COEプログラム「昆虫科学が拓く未来型食料環境学の創生」 
研究期間： 年度～ 年度

研究経費名： 研究拠点形成等補助金

研究組織：拠点リーダー：藤崎憲治 京都大学大学院農学研究科

事業推進担当者所属機関：農学研究科、フィールド研

本拠点の 世紀 プログラムは、平成 年度に「革新的な学術分野」で採択された。地球上の動物の中で最大

群を成す昆虫類は、 億年という長大な進化史を通して、きわめて多様な形態と機能（生態）を培ってきたが、それは

言わば生き延びるための 智恵 の結晶のようなものである。その智恵に学び、それを食料・環境問題など地球的課題

の解決に資する教育・研究の拠点を創ろうとするのが、本プログラムの目的であった。

しかし、中間評価では「昆虫学全般にわたる課題に拡散するのではなく、絞られた当面の目標を的確に追究し、拠

点形成に一層の努力を要する。」と厳しい評価を受けた。評価に従って当初計画を 生態調和型新規防除科学素材の

開発と 環境インパクトの解析の つに絞り、結果として上記２課題に関する特筆すべき以下の成果を挙げることが

出来た。

生態調和型新規防除科学素材の開発

・温暖化により日本上陸が懸念されるミバエ類誘引物質の同定

・脱皮ホルモン様活性化合物による昆虫種間選択毒性発現機構の解明

・サソリ毒液からの殺虫性ペプチドの単離と構造決定

・植物に抵抗性を誘導する昆虫由来エリシターの生態学的意味の解明

環境インパクトの解析

・温暖化に伴うミナミアオカメムシの発生動態予測

・太陽光紫外線による、植物ダニ類に対する致死的効果と、卵色の紫外線耐性への影響と母性効果の解明

・訪花性昆虫と彼らが運搬する花粉粒の直接遺伝解析による、生物間相互作用および環境変動インパクトの解明

この他の特徴的なプログラムと成果を示すと、

○大学院生に対する教育プログラムとして、国際性の強化を行うために、短期留学制度 件を採択し、英語教育

年間 を充実させた。一方で国際共同研究を推進した。

○副指導教員制度を導入し、フィールド教育実践のために、フィールド教育プログラム 回実施して、拠点の大学

院生には受け身 教えられる のみの対応や専門性だけに優れていることを目標にするのではなく、人に教える能力や

総合的視野を持つ人材の育成をめざした。

○環境教育の実践を鹿児島県奄美大島で行った。京都大学・「龍郷町環境教育プロジェクト」・龍郷町教育委員会と

龍郷町立全小中学校の 者が連携する「日常的な環境教育」を実現し、「産官学民連携プロジェクト」となった。

この他、 年間に国際シンポジウム 回、国内シンポジウム 回、昆虫科学セミナー 回、学生セミナー 回、講演

会 回の開催、 名、 名、 研究員 名の採用、論文 編、総説・解説 編、特許 件、学術上の表彰

編の発表などが挙げられ、本拠点の研究員・大学院生は広島大学准教授、九州大学助教、島根大学助教、大阪府立

大学助教、秋田県立大学助教 名、大阪人間科学大学講師、千葉県職員、農業食品産業技術総合研究機構中央農業研

究センター研究員、京都大学化学研究所助教等の教育研究機関に採用になっている。

2.2.6  海域陸域統合管理学プロジェクト 
研究期間： 年度～ 年度

研究経費の項目：寄付金・助成金

連携研究機関等：日本財団、京都府、高知県、北海道厚岸町

フィールド研では、日本財団の助成を得て、「海域陸域統合管理学研究部門」を設置し、森里海連環学を通した沿岸

域管理のあり方を考えさせ、人材育成を目的とした事業を行った。事業の全体期間は、 年度から 年度までの

年間で、以下の事業を行い、海域陸域統合管理学研究、学部生・大学院生の教育、社会への情報発信を実施した。ま

た、本事業を基盤として、 以降に大学院生を対象とした「森里海連環学教育プロジェクト」へ発展させた。この

プロジェクトのために、 年 月に有期雇用教員（教授 名、准教授 名）を採用した。教授は沿岸環境管理学、
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准教授は環境法学・経済学分野とした。また、教員の研究および教育活動を補助するために、リサーチアシスタント

名と事務補佐員 名を雇用した。

講義：

全学共通科目として以下の つの科目 ～ 、大学院で 科目 を開講し、教育を行った。

「海域・陸域統合管理論」「森里海連環学」「森林学」「水圏生物学入門」

水圏生物学入門（ 年度）約 名（年間平均数聴講学生約）

海域陸域統合管理学（ 年度）約 名

沿岸環境保全学（ 年度）約 名

森里海連環学（ 年度）約 名

森林学（ 年度）約 名

環境政策評価論（大学院： 年度）約 名

実習：

上記講義をフィールドで実際に体験する教育のために、フィールド科学教育研究センターの施設のある京都府、

和歌山県、北海道において以下の つのコースで野外体験型実習「森里海連環学実習」を全学共通科目として学部

学生を対象に実施した（ 年度）。

森里海連環学実習 （由良川流域・丹後海、京都府）参加者 名

森里海連環学実習 （古座川流域・沿岸域、和歌山県）参加者 名

森里海連環学実習 （別寒辺牛川流域・厚岸湖、北海道）参加者 名

社会連携教育

地域連携講座

由良川地域連携講座（由良川市民講座）

年度テーマ「自然とくらす、自然とつながる」参加者約 名

年度テーマ「森・里・海の対話」参加者約 名

年度テーマ「森・里・海の対話」参加者約 名

年度テーマ「森・里・海の対話」参加者約 名

仁淀川地域連携講座

年度テーマ「森から里を経て海に至る連環を再生するために－日本の“木文化”創出をめざして－」参加

者約 名

年度テーマ「森・里・海」参加者：高校生約 名を含む 名

年度テーマ「国際森林年を“森林・林業再生プラン”実行元年とするために」参加者約 名

別寒辺牛川地域連携講座

年度テーマ「厚岸湖と厚岸湾はなぜ生産性が高いのか」参加者約 名

年度テーマ「森と海をつなぐ川の環境をどう守るか」参加者約 名

年度テーマ「流域管理と住民参加－環境保全の担い手へ－」参加者約 名

年度テーマ「森から海へ〜海域環境の保全と人のくらし〜」参加者約 名

東北地域連携講座「森里海と沿岸管理〜東北沿岸の復興をどう進めるか〜」参加者約 名

市民公開講座

年 合計 回

テーマ「海上輸送と生物多様性」「河川・海洋における化学物質の管理」参加者 約 人

国際シンポジウム

（アジアにお

ける海洋生物の多様性保全のための統合的沿岸域管理に関する国際シンポジウム）を下記のように開催した。

開催日時 年 月 日〜 日

開催会場 京都テルサ（京都市）

参加者は、フィリピン、タイ、インドネシア、ベトナム、バングラデシュ、インド、中国、ウクライナ、オースト

ラリア、イギリスからと日本の研究者、行政、 などの人たち、合計 名が参加。二日間にわたって、森里海連

環学、生物多様性、海洋保護区（ ）、教育などの視点から統合的沿岸域管理（ ）の問題で、熱心な議論が繰り

広げられた。

セミナー

第 回～第 回まで 回開催し、 名が講演を行い、参加者と議論した。

教科書

『改訂増補 森里海連環学』の出版 年 月
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2.2.7 環境省自然環境局生物多様性センターの生物多様性国家戦略に基づく重要生態系監視地域モニタリング事業

（モニタリングサイト 1000） 
研究期間： 年度～

研究経費の項目：寄付金

連携研究機関等：環境省、自然環境研究センター

モニタリングサイト は、日本列島の多様な生態系について、全国 カ所程度のモニタリングサイトにおい

て、生態系の指標となる生物種の個体数の変化等のデータを継続的に収集していく環境省の事業である。フィールド

研では、和歌山研究林・芦生研究林・上賀茂試験地が登録されている。これらのサイトでは原則として 年に一度の

毎木調査、落葉落枝・落下種子調査、地表徘徊性甲虫調査、鳥類調査を毎年実施している。得られたデータは全国で

まとめられ、長期の変動の解析に用いられる。

2.2.8  JaLTER (Japan Long-Term Ecological Research) 
研究期間： 年度～

研究経費の項目：運営費交付金

連携研究機関等：文部科学省、参加各機関、

は、人間社会的側面を含む生態学的研究に関する学際的な長期、大規模な調査・観測を推進することにより、

社会に対して自然環境、生物多様性、生物生産、生態系サービスの保全や向上、持続可能性に寄与する適切な科学的

知見を提供することを目的として設置された。国際長期生態学研究ネットワーク

と密接に連携している我が国の長期生態系観測ネットワークである。フィールドセン

ターでは、瀬戸臨海実験所・和歌山研究林がコアサイトとして、舞鶴水産実験所が準コアサイトとして登録されてい

る。研究テーマとして、「気候変動下における生物多様性・生態系機能の応答とフィードバック」、「陸域から海洋生態

系にまたがる水文・生物地球化学過程と生態系相互作用」、「多次元スケールでの生態系観測網構築と観測技術開発」

を柱としている。

2.2.9 研究成果の発表（専門誌の出版） 
フィールド研では、専門誌として、森林系の研究成果を発表する「森林研究」（和英文誌）と海洋系のものを発表す

る英文誌「 」の 誌を出版している。前者は森林ステーシ

ョンが、後者は瀬戸臨海実験所が編集を担当している。

自己点検評価期間中には次の論文が発表された。

□森林研究

－目次－

特集 ニホンジカの森林へのインパクト－芦生研究林

「ニホンジカの森林へのインパクト－芦生研究林」企画趣旨

（井上みずき・合田 禄・阪口 翔太・藤木 大介・山崎 理正・高柳 敦・藤崎 憲治）

京都府の多雪地におけるニホンジカ（ ）によるハイイヌガヤ（ ）の

採食に見られる積雪の影響（福田 淳子・高柳 敦）

ニホンジカ の採食によるチマキザサ 群落の衰退について（田中 由紀・高槻 成紀・高柳 敦）

異なる光環境下における草本群落に対する防鹿柵の影響（石川 麻代・高柳 敦）

シカの利用頻度が草本群落に及ぼす影響（合田 禄・高柳 敦）

芦生上谷流域の植物多様性と群集構造–トランセクトネットワークによる植物群集と希少植物の検出–

（阪口 翔太・藤木 大介・井上 みずき・高柳 敦）

日本列島の冷温帯林における 年間の土壌動物相の変化とシカ類の影響の可能性

（齋藤 星耕・水田 瞳・菱 拓雄・塚本 次郎・金子 信博・武田 博清）

シカの食害が森林生態系の物質循環に与える影響：渓流水質の予備調査から（福島 慶太郎・德地 直子）

芦生研究林における林道走行中のシカ目撃数のモニタリング（合田 禄・井上 みずき・高柳 敦）

（総説）京都大学芦生研究林においてニホンジカ が森林生態系に及ぼしている影響の研究－その成果と課題につい

て （藤木 大介・高柳 敦）

（一般投稿）スギ大径並材生産を目指した強度間伐の多角的評価：徳島県における選木育林・早期仕上げ間伐を例として

（大塚 和美・長谷川 尚史・野渕 正）

（短報）成長錐を用いた木片試料採取法の検討―道管形成の季節変化を調べる観点から－（英文）

（高橋 さやか・岡田 直紀・野渕 正）

（資料）地産地消型木造建築システムの実践－研究林スギ間伐材を利用した大学木造施設の建設－

（小林 広英・松倉 崇・小林 正美）
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□

－目次－

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（

）

□

『 』（ ）， 西部太平

洋会議 実行委員会（京大フィールド研瀬戸臨海実験所内）編集・発行，日本印刷出版株式会社 印刷， ．

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

『 』（ ）， 西部太平

洋会議 実行委員会（京大フィールド研瀬戸臨海実験所内）編集・発行，日本印刷出版株式会社 印刷， ．
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2.2.10 受賞 
年度

益田 玲爾・山下 洋

年月： 年 月

受賞者名：益田玲爾・山下 洋・松山 倫也

授賞内容：平成 年度 日本水産学会論文賞「

」（マアジ稚魚はクラゲを捕食者回避のた

めおよび餌のコレクターとして利用する）

秋田 豊 年月日： 年 月 日

受賞者名：秋田 豊

授賞内容：平成 年度全国大学演習林協議会 第 回森林管理技術賞 受賞

その他 年月日： 年 月 日

受賞者名：舞鶴水産実験所

授賞内容：第八管区海上保安業務に関し感謝状を受贈

年度

吉岡 崇仁 年月： 年 月

受賞者：谷尾陽一・大手信人・藤本将光・吉岡崇仁

授賞内容：日本陸水学会第 回大会 優秀ポスター賞

「二つの森林流域における渓流内での栄養塩の取り込み」

山下 洋・益田 玲爾

年月： 年 月

受賞者名：高橋 宏司・益田 玲爾・山下 洋

授賞内容：日本動物心理学会 第 回大会 岐阜大学 優秀ポスター賞

「海産魚マアジの学習能力の個体発生に伴う変化」

山下 洋・益田 玲爾

年月： 年 月

受賞者名：福西 悠一・益田 玲爾・ ・山下 洋

受賞内容：第 回国際仔稚魚学会（

学生対象の最優秀口頭発表賞・第 位

（マダイとクロダイにおける天然稚

魚と飼育稚魚の 耐性の比較）

山下 洋・上野 正博

年月： 年 月

受賞者名： 冨士 泰期・笠井 亮秀・鈴木 啓太・上野 正博・山下 洋

授賞内容：平成 年度日本水産学会近畿支部後期例会 優秀発表賞

「強成層型河口域におけるスズキ稚魚の淡水域への回遊」

山下 洋・上野 正博

年月： 年 月

受賞者名：秋山 諭・上野 正博・山下 洋

授賞内容：平成 年度日本水産学会近畿支部後期例会 優秀発表賞

「由良川河口域におけるニホンハマアミの行動日周性」

山下 洋・益田 玲爾

年月： 年 月

受賞者名：宮島 悠子・益田 玲爾・山下 洋

授賞内容：平成 年度日本水産学会中国・四国支部大会 ベストプレゼンテーション賞

「エチゼンクラゲに対するウマヅラハギの捕食圧の推定」

山下 洋・益田 玲爾

年月： 年 月

受賞者名：福西 悠一・益田 玲爾・山下 洋

授賞内容：第 回日本生態学会優秀ポスター賞

「初期生活史の異なるクサフグとトラフグにおける紫外線耐性の個体発生と種差」
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長谷川 尚史 年月： 年 月

受賞者：白澤 紘明・大塚 和美・長谷川 尚史

受賞内容：森林利用学会 第 回学術研究発表会 学生優秀発表賞

「植栽作業功程および初期育林経費の推算」

中山 耕至 年月： 年 月

受賞者：鈴木 啓太・中山 耕至・ 田中 克

受賞内容：日本プランクトン学会 学生優秀発表賞

「有明海流入河川の低塩分汽水域における浮遊性カイアシ類優占種の水平分布－特産種と非特産種の比

較－」

陳 炳善 年月日： 年 月 日

受賞者：陳 炳善

受賞内容：平成 年度岩手県三陸海域研究論文集 岩手県知事賞

「生理生態学的特性を基礎とした宮古湾におけるクロソイの種苗生産と放流技術に関する研究」

向井 宏 年月日： 年 月 日

受賞者名：向井 宏

授賞内容：平成 年度「みどりの日」自然環境功労者環境大臣表彰

藤井 弘明 年月日： 年 月 日

受賞者名：藤井 弘明

授賞内容：平成 年度全国大学演習林協議会 第 回森林管理技術賞 受賞

年度

吉岡 崇仁・德地 直子・向 昌宏・福島 慶太郎・今西 亜友美

年月日： 年 月 日

受賞者：福島 慶太郎・大槻 あずさ・河本 晴恵・吉岡 崇仁・德地 直子・今西 亜友美・向 昌宏・谷尾

陽一・白澤 紘明

授賞内容：日本地球惑星科学連合 年大会 最優秀ポスター賞 「陸域の生物地球化学」セッショ

ン「由良川流下過程に伴う溶存有機物および溶存鉄の濃度変化」

田川 正朋 年月日： 年 月

受賞者：西川 泰造・有瀧 真人・清水 大輔・和田 敏裕・田中 克・田川 正朋

授賞内容：平成 年度日本水産学会論文賞

中山 耕至 年月： 年 月

受賞者：鈴木 啓太・杉本 亮・笠井 亮秀・中山 耕至・田中 克

授賞内容：夏期の有明海筑後川の高濁度汽水域における粒状有機物の動態 河川流量の変動にともなう変

化（水産海洋学会論文賞）

久保田 信 年月： 年 月

受賞者：久保田 信

授賞内容：日本生物地理学会学会賞 「刺胞動物門ヒドロ虫綱の個体発生、分布、生態を含む生活史に関

する研究」

佐藤 修一 年月日： 年 月 日

受賞者：佐藤 修一

授賞内容：平成 年度全国大学演習林協議会 第 回森林管理技術賞 受賞

年度

舘野 隆之輔 年月日： 年 月 日

授賞内容： 年度日本森林学会奨励賞および財団法人林学会賞

山下 洋 年月日： 年 月 日

受賞者名：松井 彰子・乾 隆帝・山下 洋

授賞内容：第 回日本生態学会・第 回東アジア生態学会 連合大会 ポスター講演 優秀賞
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山下 洋・益田 玲爾

年月日： 年 月 日

受賞者名：高橋 宏司・益田 玲爾・山下 洋

授賞内容：日本生態学会近畿地区 年度第 回例会 口頭発表 奨励賞 「海産魚マアジにおける生活

史戦略としての学習能力の個体発生」

山下 洋・上野 正博

年月日： 年 月 日

受賞者名：秋山 諭・渡辺 謙太・村角 幸樹・菅原 達也・上野 正博・山下 洋

授賞内容：第 回日本生態学会・第 回東アジア生態学会 連合大会 ポスター講演 優秀賞

年月日： 年 月 日

受賞者名：鈴木 健太郎・杉本 亮・ ・上野 正博・山下 洋

授賞内容：日本海洋学会平成 年度春季大会 最優秀ポスター賞「由良川河口域における懸濁態有機物

の動態－塩水遡上に伴う炭素安定同位体比の変化」

吉岡 崇仁・福島 慶太郎

年月日： 年 月 日

受賞者：石井 勝之・福島 慶太郎・石原 正恵・吉岡 崇仁

授賞内容：第 回日本生態学会・第 回東アジア生態学会 連合大会 ポスター講演 優秀賞

2.2.11  自己総合評価、課題、展望 
フィールド研は専任教員が 名少々という小さな部局であるが、隔地のフィールド施設が立地する地域を中心とし

て、数多くの研究プロジェクトを実施している。得られたデータと研究成果は報告書としてきちんと蓄積されている

が、科学論文としては必ずしも十分には公表されていないものがある。フィールドを有しているというセンターの特

徴からみて、基礎的データはできる限り迅速に公表するとともに、プロジェクトとしての成果発表を促進する必要が

ある。また、いくつかの研究林と瀬戸臨海実験所、舞鶴水産実験所が参画する長期生態研究（ ）やモニタリン

グサイト などの事業において、これから数十年の長期的な環境・生態系モニタリングデータが整備され、地球環

境研究に貢献することが期待される。

フィールド研が取り組む森里海連環学研究については、概算要求事業（特別経費）「森里海連環学による地域循環木

文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」および日本財団の助成による「海域陸域統合管理学教育研究事業」を中心

に進められており、両プロジェクトの推進で参加研究者の層が厚くなり、研究の一層の進展と成果の発信が期待され

る。今後は森里海連環学を核にしながら、新たな研究計画の企画・立案を全センター的取組として推進していかなけ

ればならない。とくに、フィールド研が管理運営している研究林・試験地、実験所のフィールドと施設を有効活用す

ることによって実施できる研究計画の立案が課題であろう。また、平成 年度で終了する木文化プロジェクトの後継

事業を早急に立ち上げる必要がある。
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２．３ 社会貢献 
 

 フィールド研は、“森と里と海のつながり”をキーワードに新たな統合学問領域として「森里海連環学」の創生を目

指して、2003 年 4 月に設立された。この新しい学問領域は、森と里と海の自然科学的ならびに文化的なつながりの解

明とともにわが国の豊かな自然の再生にとって不可欠な“つながり”や“めぐり”の新たな価値観の創生をも目指し

ている。このような目標を達成するためには、基礎的な研究を展開するとともに、教育ならびに社会・地域連携事業

を通してこのような理念の共有化を大きく広げることが不可欠である。フィールド研では、「京都大学の社会に開かれ

た窓」として,また、フィールド研の理念共有化の拡大機会として、設立以来様々な社会・地城連携事業を行ってきた。 

 

2.3.1 水族館 
 瀬戸臨海実験所に併設されている水族館は、昭和 4年に昭和天皇が本所を訪問され、その 1年後の昭和 5年（1930）

6月 1日に昭和天皇行幸 1周年を記念し、観覧設備を加えて水槽室を水族館として一般公開したのが始まりである。現

在全国 22箇所に国立大学法人所属の臨海臨湖実験所が設置されている。かつてそれらの実験所の多くには、水族館が

併設されていたが、現存するものは、京都大学の瀬戸臨海実験所だけとなっている。主たる理由は、入館者の減少と

経費負担の増加である。本水族館においても、バブルの崩壊後、入館者数が激減してきたため、所員が一丸となって

入館者数の増加に取り組んでいる。一例として所員の勤務日をやりくりして、2004 年度から正月期間も含めて完全年

中無休化を実施した。このような努力の成果は少しずつ実を結びつつあり、一時は 5 万人近くまで落ち込んだ年間入

館者数も少しずつ増加しており、2011 年度には 6万 4千人を超えるまでに回復した。この数字は、水族館が京都大学

のなかでもっとも大きく開いた社会への窓のひとつであることを示しており、今後もこの貴重な京都大学と市民とを

結ぶチャンネルを何とか維持、拡大していきたいと考えている。 

 

 

2.3.2  時計台対話集会 
 フィールド研が設立された翌年の 2004 年以降、毎年、一般聴衆を対象とした時計台対話集会を開催している。これ

はフィールド研が提唱する森里海連環学を社会に広めるため、かつ市民からフィールド研への期待や要望を吸収する

ための中核的な事業である。本調査期間も 2008 年（第 5回）、2009 年（第 6回）、2010 年（第 7回）に開催した。 
 第 5 回時計台対話集会「森里海のつながりを生物多様性から考える」：この年の 5 月に国会で「生物多様性基本法」

が成立し、今後すべての人間活動において「生物多様性」が重要なキーワードとなることが予想された。そこで 5 回

目となった時計台対話集会では、「森里海連環学」を「生物多様性」という観点からあらためて捉え直すため、「生物

多様性」に関して活発な研究活動を行っている京都大学生態学研究センター（以下、生態研）との共催で 9月 28日（日）

に開催した。この回の時計台対話集会は三部構成とした。国民森林会議会長を務められている只木良也名古屋大学名

誉教授から「原生林も里山も地域の宝」、向井宏北海道大学名誉教授から「水と砂の流れと生物多様性」と題して、そ

れぞれ講演をいただいた。続くパネルディスカッションでは、フィールド研の益田玲爾准教授をコーディネーター、

フィールド研の吉岡崇仁教授、上野正博助教、生態研の椿宜高教授、谷内茂雄准教授、奥田昇准教授をパネラーに迎

え、最先端の研究や社会貢献について興味深い話題が紹介された。その後アウトドアライター天野礼子氏の司会で、

楽しく、かつ時には辛辣な批判を含めて、会場との対話を行った。この回の時計台対話集会は、280 人もの聴衆にご参

集いただいた。 
 第 6回時計台対話集会「木文化創出～森里海連環学がひらく未来社会」：2009 年度はフィールド研の中核たるプロジ

ェクト、「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」が本格始動した年でもあること

から、集会のテーマを「木文化創出～森里海連環学がひらく未来社会」と題し、2009 年 12 月 19 日（土）に時計台百

周年記念ホールで催した。国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット所長のあん・まくど

なるど先生より「森里海をつなぐ木文化社会」、建築家の平沼孝啓先生による「森の未来のために建築ができること」

と題するご講演をそれぞれいただいた。パネルディスカッションに先駆け、フィールド研の「木文化プロジェクト」

について、長谷川尚史准教授と吉岡崇仁教授から、それぞれ、仁淀川と由良川における取り組みが紹介された。それ

を踏まえて、フィールド研の柴田昌三教授による進行でパネル討論が展開された。恒例の「会場との対話」は、アウ

トドアライターの天野礼子氏の司会で非常にエキサイティングな議論が、会場の参加者も巻き込んで繰り広げられた。

この回では、200 名近い方々にお集まりいただくことができた。 

 第 7回時計台対話集会「森里海をつなぐ人づくり」：時計台対話集会は今回が 7回目にあたることから、中締めとな

るような、未来を指向するテーマを掲げた。森里海連環学の理念を持って実践する次世代をはぐくむ教育、人づくり

こそが、現役世代の責務でもある。そこで 2010 年 11 月 20 日（土）に、時計台対話集会「森里海をつなぐ人づくり」

を開催した。京都大学の学園祭である 11月祭の初日、しかも快晴の土曜日であったが 210 名の参加者があった。この

回では、国際高等研究所フェローの田中克先生より「森里海をつなぐ人づくり 森里海連環教育の目指すところ－ムツ

ゴロウとオランウータンの会話」、フィールドソサイエティー事務局長の久山慶子先生より「子供達と森で学んだこと」、

とそれぞれ題する基調講演を頂いた。パネルディスカッションに先立ち、アウトドアライターの天野礼子氏からは「“森
里海連環学”と社会連携」、続いてフィールド研の上野正博助教からは「まず大人が変わらんと…日本のフィールド教

育」、とそれぞれ題したお話しを伺った。パネルディスカッション、および会場との対話は、和やかな雰囲気の中、次

世代の人づくりについて、理想や現実、問題点などが、会場全体で活発に議論がなされた。 
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以上のように時計台対話集会は、フィールド研の理念である森里海連環学の社会への浸透に大きな役割を担ってき

た。フィールド研の社会連携事業の核として大変重要なイベントとなっており、各回の反省点を踏まえて徐々に開催

方式の改善とテーマ拡大を図ってきたが、聴衆の固定化も懸念される。今後も継続していくことは重要であると考え

られるが、フィールド研の研究進展との関連性をふまえ、毎年ではなく報告すべき内容が薄まらない程度の間隔をあ

け、かつ新たな形式の採用などを工夫が必要であると考えられる。

2.3.3 公開講座 
本調査対象期間においても、第 回「森のしくみとその役割－変わりゆく芦生の森と生き物たち－」（ 年７月

～ 日）、第 回「森のしくみとその役割－森の動きをつかむ －」（ 年 月 ～ 日）、

第 回「森のしくみとその役割－芦生のあゆみ」（ 年 月 日～ 月 日）、第 回「今，森から考える－森の

めぐみ－」（ 年７月 ～ 日）を開催した。

第 回には、「森のしくみとその役割－変わりゆく芦生の森と生き物たち－」と題し、 名の参加者のもとで開催

した。フィールド研では専門としている教員のいない部分である森の生き物については、農学研究科の山崎理正氏よ

り「ナラ枯れとカシノナガキクイムシ」、日本鳥類学会会員の梶田学氏より「芦生研究林の鳥類相とその変化」、農学

研究科の高柳敦氏より「自然保護地域とシカ増加問題」、とそれぞれ題した講演を頂くなど、バラエティーに富む講師

陣が第 回の特徴であった。

第 回には、「森のしくみとその役割－森の動きをつかむ（ －」と題し、 名の参加者のもと

で開催した。生態系の把握には長期的な視点が不可欠である。これは対象とする研究フィールドを所有し、根気強く

研究を継続しているフィールド研にとっては得意とする研究展開の一つである。由良川は芦生という源流域から舞鶴

湾までを結ぶが、森から海までを研究林と水産実験所という上流側と下流側からとらえ直す構成が今回の特徴であっ

た。

第 回は、これまでの総括として、芦生で長年、調査を行ってきた研究者や技術職員、演習林時代の歴代の林長ら

を講師として招き、「森のしくみとその役割－芦生のあゆみ」を開講した。受講者は 名であった。初日および 日

目には、主に芦生の森を対象として、過去からの変化や研究林を利用した研究例、これからの森林管理のやバイオマ

スとしての木質の資源利用、山村での暮らしの未来について、時間の流れを軸とした講義が行われた。厳しい経済環

境もあり参加者は減少傾向にあるが、アンケートによると、受講者の評判は非常に良く、特に近年は自然に関する講

義だけでなく、限界集落の問題など、人の暮らしについても関心が高いと考えられた。公開講座における一般市民と

の交流は、京都大学やフィールド研、研究林が求められているものを再認識できる大変良い機会であり、 回目を迎

える次年度以降も、より受講者が増加するような枠組み作りを検討しながら、積極的に開催していく方向性が確認さ

れた。

第 回は、メインテーマをこれまでの「森のしくみと働き（役割）」から「今、森から考える」と刷新し、現代社

会と森林との関係についての解説を通して、これからの社会での森林と人との関係を考えてもらうことを目的とした。

また若人の参加を促進するため中高校生枠を創設し、芦生研究林の学生実習施設を利用して比較的安い参加費で公開

講座に参加していただけるような枠組みを構築した。本年はその一回目として、副題を「森のめぐみ」とし、現代社

会が森林資源からいかに多様な「めぐみ」を享受しているか、未来社会の中で「めぐみ」を活かしていく社会をどの

ように実現するべきかを考えることとした。取材や問い合わせも多く、抽選の結果一般では 名を当選とした。中高

校生枠にも多数の問い合わせがあったが、学校行事と重なるなどのため、最終的には 団体 名が参加した。最終的

には 名という近年にない多くの参加があった。

この公開講座は、森林に対する市民の関心が高まり始めた 年に、市民と森の架け橋として、市民にできる限り

正確な森林の現状や問題点を伝えることを目的として始められたものである。その後継続して、芦生研究林において、

泊 日の日程で一般市民を対象に、初日と 日目に講義、 日目に芦生天然林の観察・解説と簡単な調査方法の実習、

という形態で開催してきた。フィールド研への移行後も、フィールド研の基本理念を伝えることをも目的に付け加え

て実施している。本講座経験者が、他の公開講座、時計台対話集会、公開シンポジウムに参加し、「森里海連環学」の

理解者、支援者へと移行していくこともあり、今後とも本公開講座を開講する意義は大きいと考える。なお、開催経

費の負担と真夏での開催が大きな問題となっており、現在、開催形態の変更を検討している。本公開講座の開催意義

と参加者およびスタッフの意見を聞きながら、より有意義かつ効果的な開催時期や日程を模索していきたい。

2.3.4  地域連携講座 
地域連携講座は、フィールド研が提唱している森里海連環学に関して、フィールド研の施設が存在しているそれぞ

れの地域において、一般住民に紹介し、住民に考えてもらう為に研究者の講演を基本に行っている。原則として毎年、

北海道の別寒辺牛川流域、京都府の由良川流域、高知県の仁淀川流域を対象に開催してきた。この地域連携講座は、

日本財団の助成によって開催されている。

本調査期間中には、 年度に 件、 年度に 件、 年度に 件の地域連携講座を開催した。
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年度の由良川地域連携講座は、第 回由良川フォーラム「森・里・海の対話」と題して 月 日に舞鶴市総合

文化会館大ホールで開催した。開会挨拶には、竹内啓雄氏（京都府中丹広域振興局長）をお招きした。基調講演とし

て、一つ目は小野有五氏（北海道大学教授）による「自然のメッセージを聴く～森と川からの伝言～」、二つ目は植田

和弘氏（京都大学教授）による「森・里・海をつなぐ環境経済学」が講演された。その後、西村悦雄氏（京都府中丹

広域振興局農林商工部長）から由良川の現状報告と京都府の取り組みが紹介され、 名近く集まった市民からも多数

の意見が交わされた。

仁淀川地域連携講座は、 月 日に「森から里を経て海に至る連環を再生するために－日本の“木文化”創出をめ

ざして－」と題して高知県仁淀川町池川コミュニティセンターで開催した。講座の冒頭で、甲藤邦廣氏（高知県中央

西林業事務所所長）ならびに澤田欣也氏（アサヒビール株式会社 四国地区統括本部長）の挨拶を頂いた。講演は、柴

田昌三氏（フィールド研教授）と長谷川尚史氏（フィールド研准教授）から、それぞれ「仁淀川の森で、京都大学は

何を実験しているのか」「“道づくり”は林業再生の鍵」と題して行われた。講演後のパネルディスカッションでは、

両講演者に、竹内典之氏（京大名誉教授）と大原栄博氏（池川林産企業組合代表）も加わり、天野礼子氏の司会でパ

ネルディスカッションがもたれ、参加した 名近くの地域市民からも活発な質疑があった。

別寒辺牛川地域連携講座は、「森と海をつなぐ川の環境をどう守るか」と題して 月 日に標茶町開発センターで

開催した。池田裕二氏（標茶町町長）が開会挨拶を行い、中村太士氏（北海道大学教授）が「なぜ、川の周りに森は

必要か？」と題する基調講演を行った。その後、真里谷隆氏（別寒辺牛川・ホマカイ川流域環境保全の協議会）が現

状を報告し、館定宣氏（虹別コロカムイの会）と吉岡崇仁氏（フィールド研教授）が加わり、向井宏氏（フィールド

研特任教授）の司会でパネルディスカッションが行われた。 名近くの熱心な市民も議論に加わった。

年度は、第 回由良川地域連携講座（由良川フォーラム）「森・里・海の対話」を、福知山市ホテルロイヤル

ヒル福知山で、 年 月 日 土 に開催した。講師は、白井裕子氏 早稲田大学理工学術院准教授 と柴田昌三氏 フ

ィールド研教授 、西村悦雄氏 京都府中丹広域振興局農林商工部長）の 名であった。

第 回別寒辺牛川地域連携講座は、 年 月 日 土 に、北海道厚岸町情報館の 階で、「流域管理と住民参加

－環境保全の担い手へ－」と題して、谷内茂雄氏（京都大学生態学研究センター准教授）による流域ガバナンスの実

例を含めた講演を聴き、別寒辺牛川流域の環境保全について、今後の住民参加の方法について議論がなされた。

第 回仁淀川地域連携講座は、 年 月 日 土 に、京都大学同窓会高知支部の例会を兼ねて、京大総長も出

席の上、高知サンライズホテルで開催された。テーマは「森・里・海」である。京都大学高知講演会とも銘打ったも

のとなった。京都大学の説明会が直前に行われたこともあり、高校生も多数参加して、会場は満席となった。当日の

講師は、白山義久氏 フィールド研センター長 と柴田昌三氏 フィールド研教授 で、それぞれ、「海の生き物の多様

性 その恵みを守り使うことを考える」「仁淀川流域で探求する森里海連環」というタイトルで講演をした。

 
年度にも、昨年度までと同じように 地域で地域連携講座を行ったが、 年 月 日の東日本大震災があ

ったため、 月には急遽、京都においても東北地域連携講座を開催した。それぞれの内容については、以下の通りであ

る。 
別寒辺牛川地域連携講座は、「森から海へ ～海域環境の保全と人のくらし～」と題して、厚岸町と標茶町との共催

として、厚岸町情報館で 年 月 日（土）に開催した。講演は、尼子直輝氏（環境省自然環境局自然環境計画

課）が「海洋保護区の現状と課題」、大泰司紀之氏（北海道大学名誉教授）が「アザラシ・シカとの付き合い方」、

笹森琴絵氏（「さかまた組」代表）が「厚岸・釧路沖における、エコツアーとしてのホエールウォッチングの可能性」

と題して行い、その後パネルディスカッションを「海域環境の保全と森里海の連環」というテーマで行った。今回の

講座では、海洋保護区、野生動物管理、観光利用や漁業への影響などを交えて、海洋環境の保全について議論した。

厚岸町・標茶町・釧路市中心に 名が参加した。

仁淀川地域連携講座は、「仁淀川の“緑と清流”を再生する会」が設立 周年を迎えたこともあり、その記念事業を

兼ねた共済事業として 年 月 日（土）に、高知県仁淀川町池川中学校体育館で行われた。テーマは「国際森

林年を “森林・林業再生プラン” 実行元年とするために」で、来賓には、皆川芳嗣氏（林野庁長官）と尾﨑正直氏（高

知県知事）にも出席いただいた。基調講演として、竹内典之氏（京都大学名誉教授）、岡橋清元氏（道のがっこう学

長）が講演した。その後、パネルディスカッション「山から材を出す“仕事”をしっかりつくろう」を行った。今回の講

座では、森里海連環学を交えながら、行政、企業、大学の視点から、これからの林業について議論した。仁淀川町を

中心に約 名が参加した。

第 回由良川地域連携講座（市民講座）は、 年 月 日（土）に、福知山市三段池公園 総合体育館サブアリ

ーナで行われた。この講座は、京都府との共催事業で、由良川・里山文化フェスティバルキックオフイベントとして

も位置づけられた。テーマは「森・里・海の対話 ～身近な視点から生態系のつながりを考える～」講師は塩見直紀氏

（半農半Ｘ研究所代表）、谷田一三氏（大阪府立大学教授）で、 世紀の生き方・暮らし方としての「センス・オブ・

ワンダー」「半農半Ｘ（天職）」、河川生態系の連続性と川虫の働きなど、興味ぶかい話を聞くことができた。また、

山下洋氏（フィールド研教授）からは、丹後海から由良川へと遡上するスズキ稚魚に関する研究が紹介された。京都

府の他、大阪や兵庫、福井などから約 名が参加した。

東北地域連環講座は、 月 日に京都会館会議場で開催した。 年 月 日の東日本大震災によって、東北地
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方の沿岸域は壊滅的な被害を受けた。単なる復旧ではなく、よりよい形での復興の実現には、自然と自然、人と自然、

および、人と人のつながりを再構築し、真に循環的で持続的な社会を新生することが重要であるとフィールド研は考

えている。このような思いから第 回東北地域連携講座を「森里海連環学と沿岸管理～東北沿岸の復興をどう進める

か～」というテーマで開催することとした。畠山重篤氏は、「森は海の恋人」運動を通して森里海連環学の実践に取り

組んでおられる方であり、フィールド研とも関係が深い。その畠山氏が津波被害に遭われたため、「森は海の恋人」運

動の再興を応援するとともに、新しい社会づくりに森里海連環学の立場からどのように取り組んでいくべきか考える

ことを目的とした。尾池和夫氏（前京都大学総長・国際高等研究所長）より「 年東北地方太平洋沖大地震」、高柳

和史氏（水産総合研究センター本部研究推進部長）より「漁業復興へ向けての取り組み」、浅利美鈴氏（京大環境科学

センター助教）より「復興に向けた災害がれきとの闘い（現地からの報告）」、前述の畠山重篤氏より「森里海連環と

『森は海の恋人』運動の復興（現地からの報告）」、とそれぞれ題する講演を頂いた。残念ながら若者の参加は多くな

かったが、 人近い人々が参集し、講演に耳を傾け、熱心に討論に参加した。

2.3.5  神戸大学・京都大学合同市民講座 
フィールド研は森里海連環学、海域陸域統合管理論、および、実習 科目を、神戸大学海事科学部は総合海洋学を、

それぞれ日本財団の助成をうけて寄付科目として開講していた。そこで 年に、京都大学と神戸大学は、海洋およ

びその管理に関する市民講座を合同で開催し、社会に向けての情報発信を開始した。フィールド研が目指す森里海の

連環には様々な主体が含まれるため、大学内だけの活動に留まらず、政府、市民団体、企業など関連する諸主体との

積極的な連携も重要となる。とりわけ、これらの主体を直接支えている市民から十分な理解を得ることがすべての基

盤になると考え、 年度にも 回の市民公開講座を行った。

第 回は「海上輸送と生物多様性」をテーマに行われた。海域における人間行動として、特に船舶による物資の輸

送に着目し、それがいかに海洋の生物多様性に影響を与えているかが解説された。そこでは、貿易の拡大に伴う海上

輸送の急増、それが引き起こす海域生態系に与える諸問題が議論された。

第 回は「河川・海洋における化学物質の管理」をテーマとして開催された。第 回には船舶の塗装などに使う化

学物質の問題などにも議論が発展していたため、テーマには連続性があった。河川を通じて海域に与える人間活動の

影響として、医薬品の使用など市民の行動が積み重なって起こる問題などが取り上げられ、水質保全についての一人

一人の関わりが身近なものとして理解が深められた。

回目には約 名、 回目には約 名が参加した。いずれの回も、講演者からの分かり易い解説と参加者からの積

極的な質疑応答が得られた。アンケートの集計結果によると、各回の参加者は高い満足をもって帰宅されたことがわ

かる。

2.3.6 全日本空輸株式会社（ANA）との連携 
地球環境問題解決への取り組みは、学校教育現場に限らず様々な個人・団体・企業などによる多様なものへと広が

っている。とりわけ、先進的な企業は環境問題への取り組みを自社の基本理念として、対外的な社会貢献活動を展開

している。日本の翼を代表する全日本空輸株式会社（以下「 」）も環境・社会貢献部を立ち上げている。フィール

ド研は、 年 月 日に締結した との「森・里・海の環境再生教育に関する合意書」に基づいて活動を行っ

ている。 では自社便の就航する空港近隣において展開している「 『私の青空・森づくり』」活動があるが、フィ

ールド研ではそこで開講される青空塾において講師として協力し、 と連携して環境再生教育を展開している。

年度には 回、 年度には 回、 年度には 回、 年度には 回の、合計 回の青空塾を国内

空港近辺の森において開講した。参加人数や内容は開催場所により異なる。例えば、平成 年 月 日 日 、広島県

庄原市にあるアサヒビール株式会社のアサヒの森にて開催された、「 私の青空 広島空港アサヒの森」では、小学

生とその保護者約 名の参加があった。内容としては「森里海の連環」「森は海の恋人」などの内容を含む講義を「青

空塾」として行ったあとで、木質チップを使った工作や森の散策、および親子での植林作業なども行われている。

また、夏期に の協力を得て、大学等地域開放特別事業として、和歌山県立有田中央高等学校清水分校が芦生研

究林において「森林体験学習」を実施した。これには引率教員と有田中央高等学校 年生合わせて、 年度には

名 年度には 名 年度には 名が参加した。

これら青空塾や地域解放特別事業は、フィールド研の理念である森里海連環思想の全国的普及に大きな力を発揮し

ている。また、活動の一部は の社内誌である「翼の王国」でも紹介されており、フィールド研の社会連携活動を

広く社会に認識してもらう絶好の機会となっている。
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2.3.7  NPO法人エコロジー・カフェとの協定 
フィールド研では、 年 月 日に 法人エコロジー・カフェと「生物多様性保全のための市民参加型教育研

究に関する協定書」に調印している。フィールド研と 法人エコロジー・カフェが双方の生物保全活動に対し相互

協力を行うことにより、以下のような事業を展開し、市民の種多様性および環境の保全などの活動への参加を促進す

ると共に、市民教育・啓蒙活動を通じて、フィールド研の教育研究およびエコロジー・カフェの活動の理念を広く普

及することを目指している。

フィールド研は、エコロジー・カフェが展開する固有種・絶滅危惧種の保護活動に協力し、積極的に知見や情報を

提供する。

エコロジー・カフェはフィールド研が開講する市民開放型の講座・セミナー・シンポジウムなどの企画開発に参加

すると共に、実施に協力する。

フィールド研とエコロジー・カフェは、森林域・里域・海域の生態系を保全するための共同研究を立案し、コラボ

レートを実現する。

この協定に基づき、調査対象期間中には、芦生研究林や上賀茂試験地を舞台とした「エコの寺子屋」を 年から

年まで、南三陸町と気仙沼市においてフィールド実習を行う「森里海学びツアー 志津川・気仙沼」を

年から 年まで、瀬戸臨海実験所において実習を行う「南紀白浜まなびツアー」を 年と 年に、また、

年には小笠原エコツアーを、それぞれ共催した。さらに、 年の 法人エコロジー・カフェ関西事務所主催の公

開シンポジウム「食文化と生物多様性から環境を考える」には講師派遣を行う形で協力した。なお、調査期間外では

あるが、 年度より 法人エコロジー・カフェとの共同事業については、前年度末までに計画書を提出してもら

い、社会連携委員会を中心とするフィールド研側で可否を検討する形式としたことを付記する。

以上の活動は、フィールド研が教育研究を通じて培ってきた成果を社会に発信する絶好の機会となっていると同時

に、自然の中での実習を含むツアーの共催は、参加者に森里海の連環を実体験してもらえる優れた機会となっている。

2.3.8  徳山試験地・周南市連携事業 
徳山試験地では 年度にヒノキ人工林が文化庁の「ふるさと文化財の森 檜皮 」に選定されたことにより、

年に周南市教育委員会と共催で施設公開を行った。これを契機に 年から地元周南市との連携事業を開始し、年

回の講義とフィールド見学を徳山試験地で行う「みどりの案内人」養成プロジェクト特別講座を実施した。 年度

には中島皇講師が「森里海連環学」について、吉岡崇仁教授が「森･里･海と人々のつながり」について、坂野上なお

助教が「木材を使うこと～今・昔」についての講義を行った。 年度からは連携講座に発展して正式に開始され、

柴田昌三教授が「森里海連環学からみた里山」について、向井宏特任教授が「海を守る森」について、嵜元道徳助教

が「スギ、来た道と生態」についての講義を行った。毎回 名程度の知識欲旺盛な熱心な参加者によって狭い講義室

がいっぱいになる。フィールド研が力を注いでいる森里海連環学の宣伝と試験地の利用者数の増加につながっている。

徳山試験地と周南市との連携はその後も強化され、調査期間外になるが、 年 月 日には、フィールド研と周

南市との間に、連携協力に関する協定を締結したことを付記する。

2.3.9  高校生向け教育プログラム(SSH, SPP事業) 
フィールド研は、科学技術振興機構（ ）から支援されるサイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（ ）、

および、文部科学省が指定するスーパーサイエンスハイスクール（ ）の実習などについても社会連携の一環として

協力を行っている。これらにおいては、対象が高校生ではあるものの、大学で行う実習や授業に近いレベルの教育を

積極的に実施している。

調査対象期間中、 事業としては、舞鶴水産実験所が京都府立南陽高等学校と京都府立西舞鶴高等学校の２校に対

して計７件（計 日）の協力を行った。また 事業としては、芦生演習林が大阪教育大学付属高等学校天王寺校舎

に対して 件（ 日）、紀伊大島実験所が和歌山県立日高高等学校と名古屋市立向陽高等学校の 校に対して 件（計

日）、舞鶴水産実験所が京都教育大学付属高等学校、兵庫県立神戸高等学校、京都市立堀川高等学校の 校に対して

計 件（計 日）、瀬戸臨海実験所が和歌山県立向陽高等学校、奈良県立奈良高等学校、滋賀県立膳所高等学校、兵

庫県立尼崎小田高等学校、奈良女子大学附属中等教育学校の 校に対して 件（ 日）の協力を行った。

各高等学校の所在地から明らかなように、三重県以外の近畿全域から協力要請を受け付けており、フィールド研の

特に海域隔地施設が、近畿圏の高等学校にとって高度な理科教育の実習施設として重要な役割を果たしていると考え

られる。特定の高等学校における高度な理科教育を実施しようとする流れは今後も継続されると予想できる。それに

伴い協力要請は今後も増加する可能性があるが、隔地施設の利用希望は時期的に集中することも多く、教職員の対応

力の限界を越えることも危惧される。
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2.3.10  その他幼稚園～高校生向け教育プログラム 
前記の および 以外にも、数多くの教育支援を小学校から高等学校に対して精力的に実施している。フィー

ルド研全体では、 年度には 日（ 件）、 年度には 日（ 件）、 年度には 日（ 件）、 年度

には 日（ 件）の受け入れを行っている。さらに保育所や幼稚園に対応した催しも実施している。対象校名は省略

するが、それぞれの隔地施設の比較的近隣の学校であることが多い。一方で、奈良県のように海のない県の学校が、

瀬戸臨海実験所を利用して臨海実習を実施している例もある。

生物や環境などの身近な自然は、幼児や児童、生徒の理科教育にとって不可欠な対象である。京都大学の数多い研

究施設の中でも、生物や環境こそがフィールド研の強みである。まず触れさせ体感させるという実習が最も教育効果

を発揮できるのは大学生以前の感受性豊かな子供である。安全の確保や実施責任などの問題もあるが、子供（あるい

は教師）の理科離れという、技術立国としては危機的な状況を改善する上で、かつ、親しみやすい京都大学像を形成

する上で、小中学生、高校生への教育支援は今後ますます重要視されるべきであろう。

これらに加え、一般向けの教育プログラムも数多く実施、協力、あるいは受け入れを行っている。実施件数は、

年度には 件、 年度には 件、 年度には 件、 年度には 件である。実施形態や目的、規模はさま

ざまであり、中には 日におよぶ約 人もの参加者をあつめたものも見られる。京都大学が国立大学法人であ

り、主として国税により運営されていることを考えると、教育効果だけではなく大学およびフィールド研に対する社

会一般からの理解を得ることは不可欠である。特定の組織からの度重なる利用や、利用者に若者が少ないなど、改善

が望まれる事項もあるが、京都大学やフィールド研にとって意味のある事業であることは確実である。

2.3.11  東北復興支援学生ボランティア 
東北復興支援学生ボランティアは、畠山重篤氏と松本紘総長ならびに柴田昌三センター長の懇談に基づき、京都大

学全学として気仙沼地域の支援を進めることを前提としながら、同時に教育的配慮を加味したものとしてのボランテ

ィア派遣事業である。従って、活動内容も、「海の回復は森の回復から」という森里海連環学のコンセプトをなぞるも

のとし、労働ボランティアだけでなく、地域の復旧に資するような調査を進める研究ボランティアも組織された。フ

ィールド研が京都大学の窓口となり、学生 名程度と教員、技術職員、事務職員数名を組織し、宮城県気仙沼市の西

舞根地区に東北復興支援学生ボランティアとして派遣した。気仙沼は、フィールド研社会連携教授の畠山重篤氏が「森

は海の恋人」運動を展開する拠点であることから、京都大学ならびにフィールド研としては、その復旧・復興を切に

願う地域である。

第 回は、 年 月 日から 日までの間、学生 名と教員 名、技術職員 名、事務職員 名にて、「ひこ

ばえの森交流センター」を宿泊地として実施した。広葉樹約 本を「ひこばえの森」に植樹する活動、および、舞根

湾にて、津波により消失した養殖筏を製作するための杉丸太の山出し作業などに従事した。

第 回は、 年 月 日から 日までの間、学生 名・教員 名・技術職員 名・事務職員 名にて、唐桑半

島の国民宿舎を宿泊地として実施した。宮城県気仙沼市西舞根地区での森林間伐作業ならびに伐採された木材の運搬

作業に従事たのち、カキ養殖補助を行った。技術職員は、より難関な場所での杉の伐採に従事した。現地での最終日

には、学生が自主的に企画して気仙沼高校の生徒との交流を行った。進学のための学習方法や大学での生活や研究に

ついてのガイダンスなど、京大の学生ならではの支援が行われた。研究ボランティアとして参加した 名の学生は津

波と地盤沈下の被害を受けた西舞根川沿いの土壌ならびに渓流水調査を行った。

この事業の主役は学生である。しかし、フィールド研が積極的に場を設定し提供することにより、まさに適切なタ

イミングで、切実に補助が必要とされる方々への社会貢献が可能となっている例である。
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2.3.12  芦生地域有害鳥獣対策協議会と芦生研究林との共同イベント 
この協議会は、芦生研究林および周辺地域で顕著となってきたニホンジカによる植生被害を軽減するために、地元

関係者、南丹市、芦生研究林を主な母体として 年 月 日に設置された。事務局は、京都府南丹広域振興局農

林商工部におかれ、発足当初から、フィールド研森林生物圏部門の教授である吉岡崇仁が協議会長を務めている。協

議会では、鳥獣保護区を含む芦生研究林内でのニホンジカに限定した有害捕獲事業を安全かつ効果的に進めるための

方策を検討し、実施している。協議会メンバーへの啓発を目的として、シカ食害に関する勉強会や芦生研究林現地視

察等を行っている。また、 年度からは、研究林と協働して、市民ボランティアによるシカ排除実験を始めたほか、

協議会の活動を広く周知するためのシンポジウム「知ろう、守ろう芦生の森」をフィールド研等との共催で開催して

いる。

年 月 日に、フィールド研と芦生地域有害鳥獣対策協議会、および京都府南丹広域振興局との共催で、公

開シンポジウム「知ろう、守ろう芦生の森−芦生の森が問いかけているもの−」を美山文化ホールにて開催し、約

名の参加があった。芦生研究林では、シカ排除柵を設置するという植生保護ボランティア活動を 年度から開始し

ている。そこで、芦生研究林の植生や周辺地域での農作物に対するシカ食害を防ぐために行っているこれらの有害捕

獲事業を、広く市民・府民に知っていただくための活動としてこのシンポジウムが開催された。渡辺弘之京大名誉教

授による基調講演で芦生の森の昔と今が紹介されたあと、研究林で実施されているニホンジカの有害捕獲や、市民ボ

ランティアによるシカ防除柵の設置などの取り組みに関わっている様々な立場の方からの報告があった。パネルディ

スカッションでは会場との質疑応答も活発で、シカ食害や芦生研究林への関心がとても高く、今回のような産官学、

様々な立場の関係者が協働した企画が重要であるという意見もでた。予算の関係もあるが、有害捕獲事業は今後も継

続するため、シンポジウムとボランティア活動についても継続して実施する計画である。なお調査対象期間外である

が、 年 月 日には、第 回目のシンポジウムにあたる「知ろう、守ろう芦生の森 豊かな森の再生に向けて 」

を開催したことを付記する。

2.3.13  「東京で学ぶ 京大の知」 
年 月から 月にかけて、京都大学東京オフィスにおいて、連続講演会「東京で学ぶ京大の知」シリーズ ～

生きものの多様な世界～が開催され、フィールド研から 人の教員が話題を提供した。主催は京都大学、後援は朝日

新聞社である。「京大の知」と題したシリーズは 度目の試みであり、毎回 名程度の聴講者があるという。年齢層

としては 代、職業は会社員または退職者が多く、男女比は ： 程度である。

初回の 月 日には、久保田信准教授が「人類の夢、不老不死のベニクラゲの神秘」と題して講演した。自作の「ベ

ニクラゲ音頭」を歌い、また を上映するなど、視聴覚機材を駆使したプレゼンテーションとなった。第 回の

月 日には、益田玲爾准教授が「海洋生物の行動学」と題して話した。若狭湾の各地で出会った水中の様々な生物に

ついても、水中写真を示すとともに、その生態や料理法にまつわる話題などを提供した。第 回の 月 日は安藤信

准教授が「マツ枯れナラ枯れ」と題して講演した。マツ枯れとナラ枯れについて、被害の実態と防御の試み、そして

森林再生への取り組みについて紹介した。最終回の 月 日は、白山義久教授（当時）が「海洋生物の生物多様性」

と題して講演した。白山教授は プロジェクトを通して映画「オーシャンズ」の監修にもたず

さわっており、これについても紹介した。

京大東京オフィスは品川駅前にあり、京大の教育や研究について首都圏の市民に情報発信する機能を持つ。森と里

と海の身近な自然から生態系を考え、そのつながりを理解しようとするフィールド研の姿勢は、市民には一般に受け

入れられやすい。こうした広報活動は、これまで主にフィールドのある地方あるいは関西圏で展開してきた。しかし、

我が国全体への影響、特に公共政策へのインパクト等を考えると、今後とも同様の機会を利用して、首都圏の市民に

も積極的に情報発信を行っていく必要がある。

2.3.14  その他の社会貢献事業 
フィールド研は、上記以外にも、隔地付近の合同調査、公開シンポジウム、公開講座、放送大学面接授業、など、

多岐にわたる社会貢献事業を実施、あるいは実施に協力してきた。結果として調査対象期間だけでも、総合計では

件に達している。加えて全てを把握することは困難であるが、教員が個人として学校や団体、あるいは一般に対して

講演などを行うことも数多い。これら全てのフィールド研の活動は、総体として「京都大学の社会に開かれた窓」と

してのフィールド研の役割を果たすことに貢献してきたと考えられる。

2.3.15 自己総合評価、課題、展望 
フィールド研は教員数約 名の京大内では小規模な部局である。また、遠隔地施設を主体とするため、施設の維持

管理や地元への協力にも非常に多くの時間が必要となる。このことは社会貢献を行う上でもメリットとデメリットの

両側面がある。地域への社会貢献としては、常日頃からの良好な関係により地元のニーズを把握しやすく、きめ細か

な対応が可能となっている。それが各遠隔地施設ならではの社会貢献として実を結びつつある。一方、京都地区や遠

隔地施設のない場所でおこなう事業では、もともと少ない教員数および日常業務に割くべき時間の多さのため、直接
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に協力できる教職員数の少なさが部分的には障害にも感じられる。

年 月に発生した東日本大震災以降に開始した社会連携事業も数多い。たとえば東北地域連携講座「森里海連

環学と沿岸管理～東北沿岸の復興をどう進めるか～」や東北復興支援学生ボランティアの実施である。また、田中名

誉教授を中心とした、関連シンポジウムや講演会、あるいは被災地域の自然環境モニタリングである。これらはフィ

ールド研が標榜している森里海連環学を柱とし、より効率的な東日本大震災被災地の復興を考える上で、特に自然環

境の復興利用に指針を与えるものになったと考えられる。まさにフィールド研が京大の窓口として十分に機能を果た

している。

概して言えば、農学研究科などの教育と研究を主な業務とする大規模部局、あるいは博物館のように社会貢献と研

究を主な業務とする部局、などに匹敵するほどの数の社会貢献事業を、わずかな教職員数で実施していると総括でき

よう。現有の人的資産においては、現在でもおそらく最大限の社会貢献活動を行っていると自負している。

一方、教員の本分は学生の教育と研究である。過度に社会貢献に時間を割くことは、大学教員としての本来果たす

べき社会的責任を阻害する可能性がある。職員についても同様であり、本来の職務に費やす時間の減少は不可避であ

る。現時点では直接的な問題は認識されていないが、今後も現在のペースで社会貢献事業を維持、あるいは増加させ

るならば、徐々に本来業務の遂行には質的な低下が生じる可能性が高い。

別の問題点としては、社会貢献事業の中には個人ベースで受け入れられているものが比較的多いことがある。これ

らの事業では対応する教職員がその個人に限定されてしまうため、特定の教職員に負担が集中してしまいかねない。

教職員は社会貢献事業によって評価されることは少なく、やはり本務の業務で評価される。一方、社会貢献事業を遂

行していることは、フィールド研という組織の評価を高めることにつながっている。この不整合性を何らかの方法で

解消あるいは軽減する必要がある。

従って、社会貢献と本務の業務遂行を、どのようにしてバランスを取るかについては、フィールド研教職員内での

オープンな議論が不可欠ではなかろうか。フィールド研として適正な社会貢献事業量、および、各教職員の本務業務

の質や量に配慮した上での個人の負担の公平化、について、構成員の合意を得る必要があろう。

これまでは最大限のエネルギーで求められる社会貢献をこなしてきたように思う。これは決して悪いことではなか

った。しかし、今後は、組織としてのフィールド研が、京都大学や社会から何をどれだけ求められているかを過不足

なく把握したうえで、教育、研究、および社会貢献など、それぞれに振り向けることのできる努力量を構成員の合意

のもとで決定することが理想であろう。
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２．４ 外部資金 

運営費交付金が漸減の状態にある現在、フィールド研では、各教員に積極的に外部資金を獲得するように働きかけ

を行っている。評価期間に獲得された外部資金は以下にまとめた通りである。

2.4.1 科学研究費補助金 
科学研究費補助金の研究種目ごとの件数（分担、継続を含む）と受託額

単位：千円

科学研究費補助金

研究種目

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

件数 受託額合計 件数 受託額合計 件数 受託額合計 件数 受託額合計

基盤研究（Ｓ）

基盤研究（Ａ）一般

基盤研究（Ａ）海外学術調査

基盤研究（Ｂ）一般

基盤研究（Ｂ）海外学術調査

基盤研究（Ｃ）

若手研究（Ｂ）

萌芽研究

挑戦的萌芽研究

奨励研究

研究活動スタート支援

循環型社会形成推進

科学研究費補助金 環境省

合計

平成 ～ 年度合計 ： 千円

科学研究費補助金特別研究員奨励費の件数と受託額

単位：千円

科学研究費補助金 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

特別研究員奨励費） 件数 受託額合計 件数 受託額合計 件数 受託額合計 件数 受託額合計

職種

特別研究員

特別研究員

特別研究員

特別研究員

外国人特別研究員

合計

平成 ～ 年度合計 ： 千円
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2.4.2 受託研究 

単位：千円

受託研究

委託者

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

件数 受託額合計 件数 受託額合計
件
数

受託額合計 件数 受託額合計

京都市

水産庁

広島大学

独 国立環境研究所

独 水産大学校

独 科学技術振興機構

舞鶴市

株 三菱総合研究所

独 水産総合研究センター

九州大学

全国漁業協同組合連合会

千葉県水産総合研究センター

東京大学

法人

水産業・漁村活性化推進機構

京都伝統文化の森推進協議会

環境省

千葉県

合計

平成 ～ 年度合計 ： 千円

2.4.3 共同研究 

単位：千円

共同研究

委託者

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

件数 受託額

合計

件数 受託額

合計

件数 受託額

合計

件数 受託額

合計

柳田産業 株

マリンバイオ共同推進機構（ ）

京都大学生存圏研究所 生存圏科学萌芽研究

合計

平成 ～ 年度合計 ： 千円

2.4.4 機関経理金 

単位：千円

機関経理補助金

委託者

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

件数 受託額合計 件数 受託額合計 件数 受託額合計 件数 受託額合計

和歌山県

合計

平成 ～ 年度合計 ： 千円
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2.4.5 寄付金 

単位：千円

寄付金

寄付者（団体）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

件数 受託額

合計

件数 受託額

合計

件数 受託額

合計

件数 受託額

合計

財 阪本奨学会

株 村田製作所

公財 日本財団

アラスカ大学フェアバンクス校

財 京都理学研究協会

財 自然環境研究センター

財 美山町自然文化村

芦生山の家

サントリー 株

和歌山県

エスペック地球環境研究・技術基金

財 日本生命財団

德地直子

京都伝統文化の森推進協議会

サントリービジネスエキスパート 株

サントリーホールディングス（株）

水科学研究所

針畑ルネッサンスセンター

財 河川環境管理財団

柴田昌三

一社 林業機械化協会

財 斎藤報恩会

株 毎日放送

公財 藤原ナチュラルヒストリー振興財団

合計

平成 ～ 年度合計 ： 千円

2.4.6 自己総合評価、課題、展望 
科学研究費補助金については、フィールド研教職員が代表者となる課題だけで、毎年 件が新規採択・継続さ

れた。教職員一人あたり年間約 件を担当していることになる。科研費の平均的な採択率が約 であることを考え

ると、比較的良好な状態である。しかしながら、少額の研究種目が多いことから、補助金額総額は必ずしも多くなく、

しかも減少傾向にある。研究費が不十分であるにもかかわらず、科研費を申請していない教員がいることが問題点と

して指摘される。引き続き、科学研究費補助金への積極的な申請、とくに、基盤研究（ ）や（ ）への申請件数を増

加させる努力が必要と考えられる。

平成 年度以降の特徴として、受託研究費が急激に増加し平成 年度には科研費の総額を超えたことがあげられ

る。科研費と受託研究費が一部の分野に集中する傾向が見られることから、研究費獲得の少ない分野において、積極

的な外部資金獲得の努力が求められる。

「 プロジェクト」が実施された平成 年度まで、アラスカ大学と日本財団から高額の奨学寄付金を受領し

た。平成 年度以降、日本財団から「海域陸域統合管理教育研究事業」への支援を受け、この事業は平成 年度から「森

里海連環学教育プログラム事業」へ展開される計画である。 
大学院生及びポストドクターのための科学研究費補助金特別研究員奨励費や民間の研究助成金など、教育と連動した研

究費の獲得も今後の重要な課題である。 
外部資金ではないのであげられていないが、文部科学省概算要求プロジェクト（特別経費）として、平成 年度より「森里海

連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」が実施されている。研究活動として森里海連環学

を推進するために、この様な大型研究プロジェクトの企画立案と実施が重要である。今後も科研費はもとより、概算

要求プロジェクトや地球環境研究総合推進費などの大型プロジェクトを、他部局・機関とも連携して申請していくこ

とが重要である。
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２．５ 国際交流 

2.5.1 国際シンポジウム 
年 月 〜 日、フィールド研の海域陸域統合管理学研究部門の主催により、京都市内の京都テルサにおいて

国際シンポジウム「 」

を開催した。参加者は、フィリピン、タイ、インドネシア、ベトナム、バングラデシュ、インド、中国、ウクライナ、

オーストラリア、イギリスおよび日本から、研究者・行政・ のスタッフ等、合計 名である。 日間にわたって、

森里海の連環や生物多様性、海洋保護区、環境教育といった話題で、活発な議論が交わされた。

2.5.2 海外調査 
～ 年度までに行われた海外フィールド調査の主なものは以下の通りである。

年度

中島 皇 寒地における森林と環境に関する調査・資料収集／カナダ国の国立公園における森林保全に関する調

査・資料収集（カナダ・アルバータ大学／ジャスパー国立公園， 年 月 日～ 月 日）

柴田 昌三 台湾の竹産業視察（台湾・南投県， 年 月 〜 日）

竹類開花地における調査（インド・ミゾラム大学， 年 月 〜 日）

竹類開花に関する情報収集及びポカラ山岳博物館訪問（ネパール・カトマンズ及びポカラ， 年

月 〜 日）

竹類開花地における調査（インド・ミゾラム大学， 年 月 日〜 月 日）

長谷川 尚史 ミゾラム州における竹類の一斉開花枯死の調査（インド・ミゾラム大学， 月 〜 日）

中西 麻美 農業生態系，特に焼畑休閑林の変化解析のための資料収集（ラオス・ウドムサイ周辺， 年 月

〜 日）

甲斐 嘉晃 カサゴ目魚類の標本調査（米国・ワシントン 国立自然史博物館， 年 月 〜 日）

年度

安藤 信 北方林の植生に関する資料収集（ロシア イルクーツク自然保護区 年 月 〜 日）

山下 洋 エコフィジオロジーモデルプロジェクト（米国・ 年 月 〜

日）

柴田 昌三 竹類の一斉開花枯死に関する植生調査（バングラデシュ チッタゴン東部丘陵地帯竹林 年 月

〜 日）

竹類の一斉開花枯死に関する植生調査（インド ナガランド地帯竹林 年 月 〜 日）

ミゾラム州における竹類の一斉開花枯死の調査（インド ミゾラム大学， 年 月 〜 日）

共同フィールド研究サイト選定のための予備踏査（ベトナム フエ 年 月 〜 日）

地球環境学堂インドシナ地域ワークショップへの参加，研究打ち合わせ（カンボジア シェムリアップ

年 月 〜 日）

ネパールにおける竹類の一斉開花枯死の調査（ネパール トリブバン大学 年 月 〜 日）

白山 義久 沿岸海洋学拠点校セミナーに出席（ベトナム 年 月 〜 日）

海洋生物多様性に関する研究打ち合わせ（シンガポール ラッフル生物多様性研究博物館， 年 月

日）

甲斐 嘉晃 クサウオ科魚類の標本調査（米国 ワシントン大学 年 月 〜 日）

向井 宏 国際シンポジウムについての打ち合わせ及びクラマン川流域と沿岸域の環境調査（フィリピン・ミンダ

ナオ 年 月 〜 日）

国際シンポジウムについての打ち合わせ及びクラマン川流域と沿岸域の環境調査（フィリ

ピン・ミンダナオ 年 月 〜 日）

今西 亜友美 ラオスにおける水田の生物多様性調査（ラオス チャンパサック大学 年 月 〜 日）

年度

安藤 信 ニュージーランドの南極ブナ・マキ科樹木の植生調査，情報収集（ニュージーランド 国立公

園・オークランド植物園他 年 月 ～ 日）

徳地 直子 東南アジア熱帯地域におけるプランテーション型バイオマス社会の総合的研究（マレーシア・クチン

年 月 ～ 日）

長田 典之 ウォーカー循環系における大気振動と山岳の森林限界の形成に関する調査（マレーシア・キナバル公園

局 年 月 日〜 月 日）

山下 洋 ナマコの種苗生産と養殖技術に関する視察調査（中国・大連 年 月 〜 日）

柴田 昌三 インド北東州における竹類の一斉開花枯死の調査（インド・インド北東州竹林 ミゾラム大学 年

月 日〜 月 日）
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ミゾラム州における竹類の一斉開花枯死の調査（インド・ミゾラム大学 年 月 〜 日）

ネパールにおける竹類の一斉開花枯死の調査 インドミゾラム州周辺広域の追跡調査 ，情報収集（ネパ

ール・トリブヴァン大学自然史博物館 年 月 〜 日）

ブータンにおける竹類の一斉開花枯死の調査 インドミゾラム州周辺広域の追跡調査 ，情報収集（ブー

タン・インド国境付近の竹林 年 月 〜 日）

長谷川 尚史 伐採・集材の実演，風害跡地・森林路網の視察，「バイオマス利用に関する研究」について現地関係者と

情報交換（ドイツ・クライルスハイム市の森林 フライブルグ市の森林 年 月 〜 日）

「バイオマス利用」に関する林業（路網と架線集材）の視察，現地関係者と情報交換（スイス 年

月 〜 日）

「バイオマス利用」に関する林業（路網と架線集材）の視察（ドイツ 年 月 〜

日）

大嶋 真謙 ナマコの種苗生産と養殖技術に関する視察調査（中国・大連 年 月 〜 日）

南 憲吏 ナマコの種苗生産と養殖技術に関する視察調査（中国・大連 年 月 〜 日）

白山 義久 生物多様性条約 科学者会合に出席（ケニア・ナイロビ サファリクラブ 年 月 〜 日）

科学推進会議に出席（アメリカ・ロックフェラー大学 年 月 〜

日）

生物多様性の保全と持続可能な利用のための分類学能力構築及びガバナンス会合に出席（フィリピン・

年 月 日〜 月 日）

サンゴ分類能力育成ワークショップに出席（マレーシア・マレーシア科学大学 年 月 〜 日）

久保田 信 刺胞動物化石の共同研究（中国 年 月 〜 日）

エチゼンクラゲの研究調査（韓国 年 月 〜 日）

エチゼンクラゲの研究調査（韓国 年 月 〜 日）

向井 宏 河川沿岸，水，底生生物の調査（フィリピン・クラマン川 イリガン川 年 月 〜 日）

ラグーン調査， 川上流域調査，フエ市内の市場視察（ベトナム・フエ 年 月 〜 日）

ジュゴン個体群の生態と河川生態系の影響の研究調査，「 」に出席（フィリピン・マリタ市

マティ市 湾 ダバオ州立大学 年 月 日〜 月 日）

河川沿岸，水，底生生物の調査（フィリピン・クラマン川 イリガン川 年 月

〜 日）

ジュゴン個体群の生態と河川生態系の影響の研究調査，「 」に出席（フィリピン・マリタ市

マティ市 湾 ダバオ州立大学 年 月 日〜 月 日）

福島 慶太郎 サラワク州における流域河川水質調査会議と視察（マレーシア・クチン 年 月 〜 日）

向 昌宏 ジュゴン個体群の生態と河川生態系の影響の研究調査，「 」に出席（フィリピン・マリタ市

マティ市 湾 ダバオ州立大学 年 月 日〜 月 日）

年度

安藤 信 西オーストラリアのユーカリ林調査（オーストラリア 国立公園 年 月 〜 日）

中島 皇 国立公園における森林保全に関する資料収集（オーストラリア ケアンズ近郊の国立公園 年 月

〜 日）

徳地 直子 プランテーション型バイオマス社会の総合的研究に関する情報収集および現地調査，河川水の採水（マ

レーシア ビントゥル開発局 年 月 ～ 日）

プランテーション型バイオマス社会の総合的研究に関する情報収集および現地調査，河川水の採水（マ

レーシア ビントゥル開発局 年 月 ～ 日

柴田 昌三 インド・シッキム州における竹類の一斉開花枯死の調査（インド シッキム大学，ケディエコツーリズ

ム促進協会，ロイド植物園 年 月 日～ 月 日

竹の開花に関する資料・情報の収集（ネパール カトマンズ トリブヴァン大学自然史博物館スワヤンブ

環境公園 年 月 ～ 日

ミゾラム州における竹類の一斉開花枯死の調査（インド ミゾラム大学 年 月 日～ 月 日

長谷川 尚史 ミゾラム州における竹類の一斉開花枯死の調査（インド ミゾラム大学 年 月 日～ 月 日

久保田 信 カイヤドリヒドラ類の生物学的研究（ フロリダ タンパ周辺海域 年 月 ～ 日

向井 宏 ジュゴン個体群の生態と森里海連環学研究，プハダ湾およびマヨ湾におけるジュゴンの摂餌生態の研究

（フィリピン ニューアルガオ，マティ市内 年 月 ～ 日

福島 慶太郎 プランテーション型バイオマス社会の総合的研究に関する情報収集および現地調査，河川水の採水（マ

レーシア ビントゥル開発局 年 月 ～ 日）
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2.5.3 国際学会発表 
フィールド研の教員が運営または参加した国際学会の主たるものを以下に挙げる。

年度

芝 正己 国際シンポ（日本・札幌， 年 月 ～ 日）

柴田 昌三 （台湾・台北 中国文化大学，

年 月 ～ 日）

長谷川 尚史 国際シンポ（日本・札幌， 年 月 ～ 日）

田川 正朋 第 回世界水産学会議（日本・横浜， 月 ～ 日）

山下 洋 第 回国際異体類生態学シンポジウム（ポルトガル・セシンブラ ， 年

月 ～ 日）

第 回世界水産学会議（日本・横浜， 年 月 ～ 日）

深見 裕伸 国際サンゴ礁学会 （国際珊瑚礁シンポジウム） （米国・

マイアミ ， 年 月 ～ 日）

白山 義久 第 回世界水産学会議 セッション議長（日本・横浜， 年 月 ～ 日）

鈴木 豪 （国際珊瑚礁シンポジウム） において発表後，エクス

カーションに参加（米国・フロリダ ， 年 月 ～ 日）

向井 宏 第 回世界水産学会議（日本・横浜， 年 月 ～ 日）

益田 玲爾 第 回世界水産学会議（日本・横浜， 年 月 〜 日）

杉本 亮 第 回世界閉鎖性海域環境保全会議（エメックス）において，伊勢湾の窒素循環に関する研究成果の発

表（中国・上海エバーブライト国際会議場， 年 月 ～ 日）

年度

吉岡 崇仁 参加

（京都市 年 月 ～ 日）

芝 正己 国際森林研究機関連合ワークショップ参加（イタリア 地中海大学 年 月 ～ 日）

德地 直子 参加・発表（フィンランド ヘル

シンキ大学 年 月 日～ 月 日）

参加・発表，情報収集（英国エジンバラ 年

月 ～ 日）

中島 皇 砂防ワークショップ参加・講演，資料収集（韓国 忠北大学校 年 月 ～ 日）

山下 洋 参加

（京都市 年 月 ～ 日）

柴田 昌三 出席発表及び各地竹林視察（タイ・

バンコク インペリアルクイーンズパークホテル 年 月 ～ 日）

地球環境学堂インドシナ地域ワークショップへの参加，研究打ち合わせ（ベトナム フエ 年 月

～ 日）

参加

（京都市 年 月 ～ 日）

甲斐 嘉晃 （オーストラリア パース 年 月 ～ 日）

白山 義久 科学推進委員会に出席（南アフリカ ケープタウン 年 月 ～ 日）

第 回ロンドン条約科学者会議及び第 回ロンドン議定書科学者会議に出席（イタリア

年 月 ～ 日）

生物多様性条約に関する専門ワークショップに出席（カナダ オタワ 年 月 日～ 月 日）

ワークショップに参加（インドネシア 年 月 ～ 日）

深見 裕伸 に出席し情報収集（米国 年 月 ～

日）

向井 宏 日韓干潟シンポジウムに出席（韓国・順天市 年 月 ～ 日）

実行

委員（京都市 年 月 ～ 日）

佐藤 真行 で発表，討論，意見交換（オラン

ダ 年 月 ～ 日

参加，討議，情報収集（イタリア

年 月 ～ 日）

参加

（京都市 年 月 ～ 日）
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福島 慶太郎 参加・発表（フィンランド ヘル

シンキ大学 年 月 日～ 月 日）

原田 百聞 に出席（タイ ブラパ大学

年 月 日～ 月 日）

に

出席（タイ チュラロンコン大学 年 月 ～ 日）

に出席（ベトナム

年 月 ～ 日）

に参加（国連大学（東京） 年

月 ～ 日）

に参加（インドネシア

年 月 日～ 月 日）

年度

中島 皇 （韓国 ソウル 年 月 ～ 日）

砂防ワークショップ参加・講演，資料収集（韓国 忠北大学校 年 月 ～ 日）

柴田 昌三 （日本・名古屋市ウィンクあい

ち 年 月 ～ 日：監事及び発表 件）

益田 玲爾 に参加（米国 年 月 日～

月 日）

白山 義久 生物多様性と生態系サービスに関する政府間科学プラットホーム ワークショップに参加（アメリ

カ 年 月 ～ 日）

（イギリス

年 月 ～ 日）

久保田 信 に出席（イタリア 年 月 ～

日）

深見 裕伸 に出席，サンゴ類に共生する大型無脊椎動物の多様性に関す

る情報収集および打合せ（タイ・プーケット 年 月 ～ 日）

原田 百聞 に出席， プロジェクトの引継業務（マレーシア

年 月 ～ 日）

（イギリス

年 月 ～ 日）

向井 宏 に出席（タイ 年 月

～ 日）

（東京 年 月 ～

日）

佐藤 真行 に出席，発表（カナダ

年 月 日～ 月 日）

に出席，発表，プラント川からモンデゴ河口にかけて生物や植物を調

査（ポルトガル 年 月 ～ 日）

年度

山下 洋 オランダ 年 月 ～ 日

国際シンポジウム 中国 深圳 年 月 ～ 日

柴田 昌三 “
– –“ カ

セサート大学 年 月 ～ 日）

益田 玲爾 フィリピン・イロイロ島の において

の講師として参加（ 年 月 〜

日）

河村 真理子 「第 回日中韓大型クラゲ国際ワークショップ」に出席（中国 三亜海域中央度假酒店 年 月

～ 日

佐藤 真行 において，学会発表（イタリア

年 月 日～ 月 日

において，学会発表（インドネシア 年 月 ～ 日
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福島 慶太郎 において，学会発表 米国サンフランシスコ 年 月 ～ 日

佐藤 拓哉 において，学会発表 米国

年 月 ～ 日

2.5.4 在外研究  
年度

田中 克 名誉教授

アカメ仔稚魚の塩分適応に関する実験（マレーシア サバ大学， 年 月 ～ 日）

久保田 信 刺胞動物門の系統分類学的研究（中国・西北大学， 年 月 ～ 日）

大型クラゲの発生調査研究（韓国・ソウル周辺海域， 年 月 ～ 日）

大和 茂之 台湾におけるカワリヌマエビ属及び共生動物の研究打ち合わせ及び採集調査（台北・大甲渓・云林・高

雄周辺）（科研費基盤研究 課題番号 「外来個体群の進入・分散に伴う淡水エビ類の遺伝子汚

染と共生システムの攪乱」）（台湾・台湾特有生物研究保育中心， 年 月 ～ 日）

年度

久保田 信 共同研究（中国・西北大学およびアモイ大学）

大型クラゲの共同研究（韓国・大邱大学）

青山 弘 研究のデータベース作成に関する打ち合わせ（カナダ 海洋研究所 年 月 ～

日）

年度

久保田 信 ベニクラゲの生物学的研究（イタリア 年 月 ～ 日）

年度

宮﨑 勝己 京大ウィーン大学間学術交流協定に基づく派遣研究（オーストリア ウィーン大学 年 月 ～

日

佐藤 拓哉 渓流生態系に関する野外実験研究（カナダ コロンビア大学 年 月 日から長期滞在

2.5.5 外国人の受け入れ 
フィールド研では先進国・途上国を問わず、幅広い国から研究者および留学生を受け入れてきた。

年度 招聘外国人学者

（郭 又皙 カク ウ ソク）（日本学術振興会）／「スズキ属魚類の核 の分析：交雑個体群の探索」

に関する研究（韓国・国立慶尚大学校 海洋科学大学 海洋生命科学科助教授（京大農学部

博士課程卒業）， 年 月 日～ 月 日，受入教員：中山 耕至）

年度 招聘外国人学者

（ハッサン ザキ パクリアザド）／マレーシアにおける 森林管理協議会）認証の森林施

業体系について（マレーシア プトラマレーシア大学講師， 年 月 日～，受入教員：

芝 正己）

（日本学術振興会）／「 分析による海産魚類の遺伝子的多様性と集団分析に関する検

討」（韓国 国立慶尚大学校 海洋科学大学 海洋生命科学科助教授， 年 月 日～

月 日，受入教員：中山 耕至）

年度 招聘外国人学者

マレーシアにおける 森林管理協議会）認証の森林施業体系について（マレーシア プ

トラマレーシア大学講師， 年 月 日～ 年 月 日，受入教員：芝 正己）

（スリヤン ツンキジャヌキ）／タイにおける沿岸管理学（タイ 水産学

部長 年 月 ～ 日，受入教員：向井 宏）

年度 招聘外国人学者

（ミア エムディー ユーヌス）／丹後海の生物生産構造における鍵生物群としてのアミ類の摂餌生態

（バングラデシュ モラナーバシャナ科学技術大学 准教授， ，受

入教員：山下 洋）

「 分析による海産魚類の遺伝子的多様性と集団分析に関する検討」（韓国 国立慶尚大

学校 海洋科学大学 海洋生命科学科 助教授 年 月 ～ 日および 年 月

～ 日 受入教員：中山 耕至）
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年度 外国人共同研究員

日本学術振興会外国人特別研究員（バングラディシュ，受入教員：山下 洋）

日本学術振興会外国人特別研究員／海産仔稚魚に対するクラゲの補食圧とその加入強度

に関する影響（カナダ・ 大学 生物学部博士課程修了， 年 月 日～，受入教

員：益田 玲爾）

日本学術振興会国際交流事業 サマープログラム）（米国・カンサス大学 海洋生物学専攻

大学院生， 年 月 日～ 月 日，受入教員：久保田 信

年度外国人共同研究員

日本学術振興会外国人特別研究員／海産仔稚魚に対するクラゲの補食圧とその加入強度

に関する影響（カナダ・ 大学 生物学部博士課程修了， 年 月 日～ 年

月 日，受入教員：益田 玲爾）

（ゼイナ アムル ファラグ アブドル カデル モハメド）／「海産藻類群集の

生態学的研究」（エジプト 大学 ・

， 年 月 日～，受入教員：白山 義久）

年度 外国人共同研究員

「海産藻類群集の生態学的研究」（エジプト 大学

・ ， 年 月 日～ 月 日 および 月 日～

年 月 日，受入教員：白山 義久）

（マルーフ カシム）／緯度に沿った河口域生態系における植物プランクトン群集の役割（インドネシア・

ハルオレオ大学講師兼研究員 年 月 日～ 年 月 日 受入教員：向井 宏）
131B

年度 外国人共同研究員

（アダムス ジョナサン マイルズ）／メタゲノム解析を用いた東アジアの緯度系列に沿った土

壌微生物群集の多様性比較（ソウル国立大学 助教， 年 月 日～ 月 日 受入

教員：舘野 隆之輔）

年度留学生

呉 初平 私費留学生 農学研究科博士課程 年 （中国，柴田 昌三／安藤 信）

国費留学生（ブラジル，柴田 昌三／長谷川 尚史）

陳 炳善 私費留学生（韓国，山下 洋）

国費留学生（フィリピン，山下 洋）

国費留学生（インド，山下 洋）

連怡婷 私費留学生（台湾，山下 洋）

年度留学生

呉 初平 私費留学生 農学研究科博士課程 年 （中国，柴田 昌三／安藤 信）

国費留学生（ブラジル，柴田 昌三／長谷川 尚史）

国費留学生（インド，山下 洋）

連怡婷 私費留学生（台湾，山下 洋）

フルブライト研究員（特別研究学生，米国，山下 洋）

陳 炳善 研修員（ 月 日～ 月 日，韓国，山下 洋）

年度留学生

国費留学生（ブラジル，柴田 昌三／長谷川 尚史）

私費留学生（インド，山下 洋）

連怡婷 私費留学生（台湾，山下 洋）

フルブライト研究員（米国，山下 洋）

年度留学生

国費留学生（ブラジル，柴田 昌三／長谷川 尚史）

私費留学生（インド，山下 洋）

連怡婷 私費留学生（台湾，山下 洋）

フルブライト研究員（米国，山下 洋）
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2.5.6 21世紀 COEプログラム「昆虫科学が拓く未来型食料環境学の創生」 
フィールド研の教員が構成員の一部となって 年度までの ヶ年で実施した 世 紀 プログラム「昆虫科学

が拓く未来型食料環境学の創生」（ 参照）では、最終年度の 年 月 日から 日に、京都大学芝蘭会館

において、第 回 昆虫科 学国際シンポジウム

を開催した。このシンポジウムは次の つのセッ ションから構成され、

らの当該分野を世界的に代表する研究者による講演があり、活発な議論が行われた。

2.5.7 マレーシア サバ大学との学術協力協定 
年 月、マレーシア・サバ大学ボルネオ海洋研究所と当センターとの間で学術協定が締結された。ボルネオ海

洋研究所は観光地としても知られているコタキナバルの郊外に位置し、学生の交流ならびに仔稚魚の初期生活史研究

や生物多様性研究での協同が行われている。なお、前センター長である田中克名誉教授が、 年から 年まで、

ボルネオ海洋研究所の客員教授として研究活動を行い、その後も同大学持続農学部の客員教授となられた。現在に至

るまで、サバ大学のスタッフおよび大学院生と当センターのスタッフの間では、研究と教育の両面で、頻繁に情報交

換がなされている。

2.5.8  自己総合評価、課題、展望 
これまで示してきた通り、フィールド研では国際学会を開催するとともに、海外各地のフィールドで調査を行い、

そして多くの外国人研究員を受け入れてきた。海外のフィールドとしては、東南アジア諸国が多いものの、ヨーロッ

パ、北・南米、豪州、そしてアフリカと、南極以外のすべての大陸にわたっている。これと呼応して、フィールド研

を訪れる研究者や留学生の出身国もまた極めて多様である。これは、森里海連環学というフィールド研の掲げるコン

セプトへの関心が、世界的な広がりを見せている証左とも言える。

環境問題が特に切迫しているのは、先進国よりもむしろ途上国である。特にアジア諸国では、過剰な開発がもたら

す生活環境の悪化に加えて、急激な人口増加、そして食料不足といった問題を抱える。こうした諸問題解決の糸口を

も、森里海連環学は提供しうる。各国からの留学生や研究者が母国に戻った後も、コンタクトを密にとることにより、

強大なネットワークを構築することが可能である。
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３ 管理と運営 

３．１ 教授会 

フィールド研では、教授会を月に 回の割合で開催し、部局の重要事項について議論を重ねている。教授会の構成

員は、全教授と農学部等事務部の事務部長・総務課長・経理課長・研究協力課長・フィールド研担当専門員・総務掛

長である。

平成 年 月の教授会からは、講師以上の教員によって構成される会議となっている。また、教授会の議事録等は、

フィールド研構成員専用ウェブページで全構成員と情報共有している。

３．２ 教員会議 

全教員から構成される教員会議は、発足当初は、隔地施設などを巡回しながら開催していたが、平成 年 月から

教授会の構成員が拡大され、また、各施設での開催も一巡したため、平成 年度からは、年 回程度の開催としてい

る。

３．３ 運営委員会 

学内の有識者からなる運営委員会は、フィールド研の管理運営についての重要事項に関して、センター長から諮問

を受け助言をすることを主たる目的としている。フィールド研の外部からの忌憚のない指摘を受け、センター長をは

じめとする教授会のメンバーは、提言を参考にしながらフィールド研の運営方針を立案修正にあたっている。

各年度の運営委員は、下記のとおりである。

区分 年度 年度 年度 年度

議長 フィールド研 センター長 白山 義久 白山 義久 白山 義久 柴田 昌三

１号 フィールド研 教授 山下 洋 山下 洋 山下 洋 山下 洋

フィールド研 教授 柴田 昌三 柴田 昌三 柴田 昌三 吉岡 崇仁

フィールド研 教授
吉岡 崇仁 吉岡 崇仁 吉岡 崇仁

朝倉 彰
（ ～

２号 理学研究科 准教授 渡辺 勝敏 渡辺 勝敏 渡辺 勝敏 渡辺 勝敏

農学研究科 教授 谷 誠 谷 誠 北山 兼弘 北山 兼弘

地球環境学堂 教授 森本 幸裕 森本 幸裕 森本 幸裕 森本 幸裕

生態学研究センター 教授 椿 宜高 高林 純示 高林 純示 高林 純示

総合博物館 大野 照文 大野 照文 本川 雅治 本川 雅治

東南アジア研究所 河野 泰之 河野 泰之 安藤 和雄 安藤 和雄

３．４ 協議員会 

フィールド研の最高議決機関である協議員会は、フィールド研の全教授と学内関連部局の長を中心とした関連教員

から構成される。センター長の選任、教員人事の決定、概算要求事項の承認、組織の改編にかかわる事項の承認を行

う。それ以外の事項については、原則として教授会に決定を委任している。もっとも重要な事項である、センター長

の選任と人事の承認は、 以上の出席が必要で、人事については 以上の承認を必要とする。

各年度の協議員は、下記のとおりである。

区分 職名 度 度 年度 年度

号 フィールド研センター長 白山 義久 白山 義久 白山 義久 柴田 昌三

号 フィールド研教授 山下 洋 山下 洋 山下 洋 山下 洋

フィールド研教授 柴田 昌三 柴田 昌三 柴田 昌三 吉岡 崇仁

フィールド研教授 吉岡 崇仁 吉岡 崇仁 吉岡 崇仁 朝倉 彰
（ ～
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号 高等教育研究開発推進機構長

北村 隆行 山本 行男

山本 行男
～ ）

淡路 敏之
淡路 敏之

～

理学研究科長 加藤 重樹 吉川 研一 吉川 研一 山極 壽一

理学研究科動物学教室 堀 道雄 堀 道雄 堀 道雄 堀 道雄

農学研究科長 奥村 正悟 遠藤 隆 遠藤 隆 遠藤 隆

農学研究科附属農場長 米森 敬三 米森 敬三 米森 敬三 米森 敬三

地球環境学堂長 嘉門 雅史
～

小林 愼太郎 小林 愼太郎 小林 愼太郎

小林 愼太郎
～

学術情報メディアセンター教授 中村 裕一 中村 裕一 中村 裕一 中村 裕一

生態学研究センター 大串 隆之 椿 宜高 椿 宜高 椿 宜高

総合博物館長 山中 一郎 大野 照文 大野 照文 大野 照文

３．５ 部局内常設委員会 

各種常設委員会の構成員は以下のとおりである。

年 月 日現在

＜教授が担う委員会＞

将来構想企画委員会 柴田・山下・吉岡・向井

教育研究評価委員会 柴田・山下・吉岡・向井

施設・設備整備委員会 柴田・山下・吉岡・向井

＜教授が当面委員長を務める委員会＞

教育プログラム委員会 ○山下・德地・田川・長谷川・中島・宮﨑・佐藤

研究プログラム委員会 ○吉岡・安藤・梅本・益田

広報委員会 ○吉岡・久保田・梅本・嵜元・坂野上・甲斐・佐藤・槇田

人権問題対策検討委員会 ○柴田・山下・吉岡・德地・益田・和田

情報セキュリティー委員会 ○柴田・上野 幹事 ・中山・槇田

＜准教授・講師・助教が委員長を務める委員会＞

施設・設備整備委員会ワーキンググループ

遠隔講義システム等整備ＷＧ ○安藤・舘野・宮﨑・坂野上・上野

連携棟新営ＷＧ ○梅本・久保田・田川・中西

社会連携委員会 ○田川・長谷川・中島・益田・大和・中山・嵜元・中西

国際委員会 ○佐藤・益田・中西・中野

労働安全衛生委員会 ○德地・坂野上・甲斐・大和・吉岡・向

（ ○ は，委員長 ）

技術職員の在り方検討委員会 役職指定 センター長・副センター長・総務課長・技術長・森林系教授

危機管理委員会 全教授・各施設長・技術職員 若干名

３．６ 教授懇談会 

年の教授会構成メンバーの拡大に伴い、フィールド研における執行部的役割、財務委員会的な役割、等を具体

的に担うために、教授懇談会が設置された。本会は、センター長候補者の推薦等の役割も担っている。また、教授会

において検討される様々な議題の検討・提案も行っている。その構成員は、フィールド研教授及び連携教授である。

３．７ 自己総合評価、課題、展望  

基本的には多くの委員会が、それぞれの役割に応じて機能し、円滑に動いていると考えられる。一部に機能してい

ない委員会があるが、これは二つのタイプに分けて考えることができる。一つは将来的に再度機能することが期待さ

れる委員会であり、連携棟新営 等が考えられる。もう一つは他の委員会がすでにその機能を果たしているものであ

り、その機能の多くを教授懇談会が果たしている教授がになう三委員会である。これに関しては、今後その在り方を

検討する必要がある。

フィールド研では今後、矢継ぎ早に学内で提示される改革方針に対して、小部局としてどのように対応していくか、

― 45 ―



 
 

 
- 46 - 

 

 

が重要な案件であると考えられ、これに即応できるような委員会、あるいは WGが臨機応変に設置されることが望まれ

る。また、社会情勢の変化により、委員会が所掌すべき内容が多岐にわたっている委員会もある。その代表として考

えられるのは社会連携委員会であり、本委員会の下にも WGや小委員会を設ける努力が必要である。 

 フィールド研では、日本財団による特任教員や白眉センター特任助教を連携教員として受け入れ、フィールド研の

活動の一翼をお願いしている。特に、日本財団による特任教員に関しては、フィールド研が展開する地域連携事業に

関連する諸委員会において協力をお願いしてきた。今後も、このような協力体制は維持していく必要がある。 
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４ 各施設における課題 

フィールド研は 年度が設立 年目となる。その間、教育研究の体制を整えてきたが、多数の隔地施設の統合

部局であるので、分散した各施設には特有の課題がある。そこで、本章ではそれぞれの施設の課題と展望をまとめた。

４．１ 芦生研究林 
課題

１．施設

施設全体が老朽化しており、多数の課題があるが、一部は改修工事が実施または予定されており、少しずつではあ

るが改善されてきている。それでもなお非常に古い施設が多く、課題は多い。

宿泊所（ 年、 年築）

・実習・調査における女性利用者の増加により専用トイレの整備と浴室の拡張が必要である。

・現在は大部屋が多く、時期によっては部屋数が足りずに利用を断るケースがある。より多くのグループを受け入れ

ることができるよう、大部屋に仕切りを設置するなどの対策が必要である。

・炊事施設は利用者自炊専用となっているが、学生実習などでは食事提供の要望が多い。衛生管理が整った特定給食

施設としての炊事室の整備と人員の確保が必要である。

・夜間の火災等、非常時における非常灯および非常口誘導灯の設置が必要である。

・屋根の構造が積雪地用に設計されておらず、雪下ろし作業に手間がかかり、また度々、大雪による損傷が生じてい

る。根本的な改修が必要である。

事務室（ 年築）

・トイレが男性向けに設計されており、女性用トイレの整備が必要である。ただしスペースの問題があり、改修での

対応は難しく、当面は壁の設置など応急処置で対応せざるを得ない。

・廊下及び階段の壁が老朽化しており、張替が必要である。

・壁を追加する耐震補強工事が予定されているが、現状でも技術班の部屋が狭く、避難経路の確保の観点からも、何

らかの改修が必要である。

自動車車庫（ 年築）

・照明が暗く、照明機器の増設が必要である。

物品倉庫（ 年築）

・鉄製外階段が老朽化しており、危険な状況になっている。早急な改修が必要である。

・積雪圧により 階外壁および庇の損傷が著しく、改修・修理が必要である。

危険物倉庫（ 年築）

・スレート屋根老朽化のため改修が必要である。

公用車簡易給油装置（軽油専用）

・老朽化により故障が絶えず更新が必要である。

製材室、木工小屋及び目立室（ 年、 年築）

・現在は講義室および木工室として使用しており、耐震補強工事が予定されているが、建物自体の本来の使用目的が

異なるため、本格的な改修工事が必要である。

・長期滞在者用研究室および化学実験室の設置の要望が強く、木工室の一部および目立室を利用して、要望にあった

改修を行う必要がある。

木材乾燥室（ 年築）

・現在は生物実験室として使用されているが、本格的な改修を行う必要がある。

・屋内天井が損傷しており、落下の危険がある。安全のため早急な補修が必要である。

長治谷宿泊所炊事室（ 年築）

・当地は構内よりもさらに積雪が多く、外壁や庇等、建物の損傷が著しい。本格的な改修を行う必要がある。

林道

・総延長 の林道を維持管理していくため大型建設機械による作業の効率化を図っているが、導入から 年が経

過するブルドーザ（昭和 年式）をはじめ、重機の老朽化が著しく、多額の維持費がかかっている。早急に、より

効率的で維持費のかからない機種への更新が必要である。

構内

・例年、除雪作業に多大な労力が必要になっている。雪下ろし不要な建物形状への改修や、除雪の際の導線確保のた

めの建物配置など、構内施設の根本的な見直しが必要である。

・除雪に用いる重機も老朽化しており、早急に、より効率的で維持費のかからない機種への更新が必要である。

・事務所脇のドイツトウヒなど、構内の樹木が枯死するケースが多くなっている。これらを放置すると、建物等に損

傷を与えかねず、早急な枯死木の処理が必要である。
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２．教育・研究設備

近年、長期研究調査利用が増加傾向にあり、それに対応できる生物系及び化学系の一次処理実験室が無いため、教

員・学生が毎日京都市内から通っている。効率良く研究調査を行うには一次処理実験施設が必要不可欠である（施

設の項の 参照）。

旧製材所を職員の手で 人定員の仮設講義室に改修し、公開講座や学生実習などに使用しているが、雨漏れやす

きま風が入り込むほか、周囲の雑音も入り、講義室としての環境が整っていない。また、断熱性も低く、冬期間お

よび真夏の使用が困難となっている（施設の項の 参照）。

長期滞在者が研究に用いることができる研究室がなく、強い要望があがっている（施設の項の 参照）。

研究林内には約 の人工林があり、学生実習や研究等に使用されているが、近年の予算削減により間伐等の手

入れがほとんど実施されておらず、教育・研究の両面で支障が生じているほか、土壌流出による水質悪化など、周

辺環境への影響も地域住民から指摘されている。また近年は植林も行われていないため、若齢林分がなく、多様な

教育・研究に対応するフィールド整備ができていない。

近年、ナラ枯れおよびニホンシカによる植生被害の影響が大きくなっており、一部の希少動植物の絶滅が危惧され

ている。これらの種を保護し、将来の教育・研究のシーズを絶やさないよう、より大規模なナラ枯れ対策、シカ防

除を行う必要がある。

３．人員

学内外の教育・研究利用者 人 年のほか、一般入林者が年間 人 年あり、これら入林に対応するための

業務が非常に多くなっていることから、入林受付業務を担当する人員が必要となっている。

学生実習や長期滞在者からの食事提供に関する要望が多いため、食事提供や宿泊室管理に専属できる有資格者が必

要である。

増加する学内外の学生実習に対応する専門の人員が必要である。できれば、長期滞在して調査・研究を行っている

学生を非常勤職員等の形態で雇用し、実習の指導及び実習に関する事務作業等を行ってもらうことが望ましい。

４．予算

現状では最低限の維持管理にかかる予算の確保にも苦慮する状況であり、これらを実施できる予算がないが、様々

な機会に的確な要求を行い、少しずつでも改善を図っていきたい。

５．その他

東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故の影響により、防災重点区域を に拡張する指針が出されたが、

研究林は関西電力大飯原子力発電所から 圏内に位置し、事故を想定した防災計画を策定する必要がある。

近年は学内だけでなく他大学の実習を積極的に受け入れているほか、地元の小中高やより広域の高校の実習、

などの研修等も受け入れている。これらは大変な労力ではあるが、地域連携、高大連携などの観点から重要な取り

組みであると考えている。しかし職員が減る中、対応は年々困難になってきており、今後はより戦略的に捉える必

要がある。

年度中に一般入林者の入林規則の改定準備を進め、対象期間外となる 年 月に改定を行ったが、入林の

状況と植生への影響等を踏まえ、さらなる見直しを行っていく必要がある。また、土・日、祝日の利用入林への職

員対応法も再考の余地がある。

芦生研究林の契約は 年に終わり、契約終了後の体制構築について、十分に検討し、地権者と交渉していく必

要がある。また数年後には国定公園化の話もあり、早急なゾーニングが必要となっている。協定団体のガイドツア

ーへの対応と合わせ、より戦略的な対応が必要となっている。

展望（将来計画）

１．施設

事務所管理棟・実験室及び宿泊施設は、新規に建替要求を提出済みであるが、引き続き予算獲得を望みたい。

当面は、上記の老朽化対応や改修増設、枯死木の処理、除雪の効率化を図る要求を行っていく。

２．教育・研究設備

木材乾燥室を生物系実験室に改修し、実験台・乾燥機・顕微鏡などの設備を整える。

旧製材所目立室を化学系実験室に改修し、純水装置・実験台・冷凍庫等の設備を整える。

木工室の一部を改修し、長期滞在者用研究室を設置する。

林道整備および除雪にかかる重機の更新を要求する際に、森林整備にも使用できる機種を選定し、人工林及び天然

生林における路網開設との森林整備を進める。

より多くの教育・研究を誘致し、それらのプロジェクトを通じた研究設備及びデータの整備を図る。

３．人員

入林対応職員を配置したい。

宿泊所管理及び食事提供が出来る専任職員を１名採用したい。

実習対応専門に学生を雇用したい。
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４．予算

芦生研究林単独での要求のほか、他研究林・試験地との合同による概算要求など、外部資金獲得による運営交付金

削減分の補填に努める。

森林整備にともなって搬出される木材の売り上げを確保し、運営交付金削減分の補填に努める。

研究プロジェクトを誘致し、予算の都合で実行できない間伐等の森林整備、データ整備を、研究プロジェクトの中

で実施するなど、様々な方策を検討する。

４．２ 北海道研究林  
課題

１．施設

標茶区の学生実習棟は 年に建築され、今までも部分的な改修等を行ってきた。近年の実習受け入れ人数や女子

学生の増加に対応すべく、今後とも整備していく必要がある。特に風呂の収容定員が少ないため、学生や担当教員に

負担をかけているのが現状である。白糠区については、学生実習棟がないため、実習での宿泊・講義は行われていな

いが、管理業務や地域貢献活動、研究利用に必要な施設維持を継続していく必要がある。

２．教育・研究設備

教育・研究の場となる造林地の間伐等の保育作業や天然林手入れ、さらに安全に運行できる林道の整備は不可欠で

あるが、予算・人員削減により困難になりつつあるのが現状である。また教育・研究利用促進のため、実験室の整備

が不可欠である。

３．人員

離れた標茶区・白糠区の２つの研究林を管理し、効率の良い業務を行うために、職員の確保と体制作りが重要

である。また研究活動推進のため、研究員・研究補助員などの配置が望まれる。京都から離れた寒冷地に位置するた

め、職員の生活環境の改善、研修参加などの移動費用を確保するための予算の要求等、今後検討する課題は多い。

４．予算

上記の課題の解決に向けて十分な予算が確保出来ていないのが現状であるため、学内外からの予算獲得に向けた一

層の努力が必要である。また予算の執行に関して、北海道研究林では冬季に積雪があるため、造林や土木関連の請負

事業の多くは夏場に行う必要があるが、予算配分の決定が遅れることや冬季に追加配当が行われるなどにより、効率

的な事業の遂行に支障が出ている。地域性や業務の特性に配慮して夏季の事業予算の執行に柔軟に対応できる仕組み

を作ってもらえるように関係部署へ働きかける必要がある。

５．その他

地域貢献・社会教育事業の増加、実習受け入れ数の増加、研究林における組織的研究に取り組むためにも、人員配

置ならびに業務の見直し等が必要である。

展望（将来計画）

１．施設・設備整備

標茶区の学生実習棟の風呂の増改築など、学生実習施設の拡充整備を行う。老朽化した大型機械の整備と順次更新

を行う。構内および実習等で利用される林道や遊歩道の整備を行う。

２．予算の確保

間伐計画による収入を継続的に確保するとともに造林補助制度の活用に向けて森林経営計画の策定を行う必要があ

る。また研究・地域貢献活動に対する学内外からの資金の獲得に努める。

３．人員の充実

適正な人員の確保と、作業の効率化を図る。研究員・研究補助員などの確保に努める。

４．その他

小・中・高校、教育委員会等、地域社会と連携して、社会貢献事業（植物観察会・木工体験学習等）を推進する。

技術職員が積極的に取り組むべき研究テーマを整理し、推進する。

４．３ 和歌山研究林 
課題

１．施設

年 月の台風により研究林内は壊滅的な被害を受け、災害規模の大きさならびに災害により重機も損害を受け

たため自力の復旧は及ばず、いまだにほとんど復旧がなされていない状態である。本研究林の直面する最大の課題と
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いえる。これまで指摘されてきた事務所がプレハブ（仮事務所）である点、作業機械が不十分である点などについて

も改善は行われておらず、同時に解決する必要がある。職員宿舎がないことも問題で、今後の職員の借家確保も困難

である。

２．教育・研究設備

講義室・実験室の充実が必要である点、測量機器が不十分である点、宿泊施設のない点、林道路網密度が低いこと

などがあげられる。

３．人員

事務職員がいないことが最大の問題である。

展望（将来計画）

どれもすべての問題が予算とかかわるので、今後予算の獲得に取り組みたい。

４．４ 上賀茂試験地 
課題

１．施設

年に現在地に移転する前年の 年に事務室、実験室、 年に標本室、 年に温室が建築され、これら

が本試験地の主要施設である。温室は 年に改築されたが、それ以外の施設は大きな増改築を行わずに使用されて

きた。その間、農学部森林科学科（旧林学科）の学生定員は 名から 名に増加し女子学生の比率も高くなった。

また他学部や他大学の実習やイベント、市民に一般公開される機会も多くなった。各施設ともに老朽化が進み、これ

らの利用に対応できない状況にある。

２．教育・研究設備

事務所内にある講義室（定員 名）はきわめて手狭で視聴覚機器や設備も不充分であるため、教育を行う上で支障

をきたしている。トイレなども早急に増設する必要がある。近年改築された温室は、本試験地の研究・業務の柱とな

る、外国産樹木の導入・育成に有効に利用されている。しかし標本館は、標本と研究資材が混在し、展示物を活用で

きていない。実験室は研究室としても使用されているが、機能的でなく、実験機器やフィールド研究・教育に必要な

機材も不足し、定期的な更新も行われていない。

３．人員

見本林の整備や気象観測など、長年続けられてきた業務に加え、近年、ナラ枯れや再発したマツ枯れ被害木の処分、

さらに周辺地域や林内の風水害、樹木の大径化に伴う境界部に隣接する住宅との諸問題など、新たな業務を抱えてい

る。現在、職員と他の研究林試験地からの応援や、請負化で乗り切っているが、すでに見本林の整備等に影響が現れ

ている。

４．予算

不測の業務にかかる経費も多く、良好な教育・研究施設や設備、フィールドを維持していくことは困難である。

５．その他

試験地は大学本部から至近の距離にあり市街地に位置することから、利用者がきわめて多い。平日の利用に加え、

土日、祝日の教育や社会貢献に対する要望も多い。

展望（将来計画）

１．施設・設備整備

現有施設のうち、事務所、実験室、標本館は利用が多く文化的価値が高い建造物でもあることから、 年度に耐

震工事が施工される予定である。これらの建物を維持しつつ、充実した教育・研究を行うために、将来的には新たな

事務・研究棟を建築する構想をもつ。標本館については、工事終了後に展示室と資料室を分離し、整備していく計画

である。

２．予算の確保

予算の確保は大きな問題である。当面は学内資金や外部資金を獲得し、運営していく予定である。

３．人員の充実

他の施設同様に、職員の増員を望むことはきわめて困難と考えられる。作業の能率化、請負化、施設間の交流で補

っていく必要がある。
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４．５ 徳山試験地 
課題

１．施設

約 の森林が、瀬戸内の人口密度が高い地域に位置しているため、森里海連環学を地域 例えば周南市を主な相

手方として と共に実践していくのに絶好の場所である。また、 年生のヒノキ人工林や天然林が試験地内にあること

も魅力の一つである。 事務所、 作業所、 給水施設のうち特に給水施設の更新が必須である。

２．教育・研究設備

過去に開講されていたポケゼミが行われなくなっていたが、平成 年度から復活させた。平成 年度で 年間継

続的に開講している。試験地は実習施設としては、不十分であるが夏季・短期間との条件 キャンプ での対応で、実

施している。これまで利用していた井戸水や谷水が涸れることがあり、早急にボーリング等による給水施設の確保が

必要である。

教育研究利用者数が少ないので、利用者数の増加を促す企画として、周南市の教育委員会や公園花とみどり課と協

働で、文化庁の「ふるさと文化財の森 檜皮 」に選定されたことを契機に試験地公開、みどりの案内人事業の特別講

座、周南市連携講座を開催し、地域連携や社会貢献にも力を注いでいる。

３．人員

管理・運営のための常勤職員数は現在再雇用の職員を含めて 名である。これ以上の職員減少は問題である。

４．予算

森林系施設の全体的な予算減をうけて、元々予算規模が小さいためにその影響は大きい。地域や外部からの資金獲

得に努める必要がある。

展望（将来計画）

１．施設・設備整備

教育利用の一層の充実を図ると同時に社会貢献に向けて地域に開かれた試験地をめざしていく。周南市との連携協

定を締結するべく調整を進めている。森里海連環学は学問のみでなく、社会での実践も不可欠であり、フィールド研

究や活動に基づいた地域での活動が重要である。特に森里海が揃い、古くから人々が活動してきた地域の地方の中核

都市で実践されれば大きな意味を持つ。瀬戸内地域における森里海連環学を実践しながら、広めていく１つの拠点な

れば有効であろう。

２．予算の確保

森林系施設として、全体から見た十分な対応が必要である。同時に、外部資金獲得への努力が必要である。

３．人員の充実

屋外作業等には複数職員の対応が必要である。一人での作業では危険がある場合が多く、少なくとも技術職員 名

体制は必要である。

４．６ 北白川試験地 
課題

１．施設

本試験地は、主に樹木実習用見本林としての役割を担っているが、年々見本園の高年齢化（大径・高木化）に伴う

風倒の危険性が増加し、この処理に追われている。全体として高齢化し風倒の危険性のある樹木の除去と、同種の若

令木の更新が必要である。

２．人員

現在の陣容は、試験地長 ・技術職員 （うち 名は再雇用）であり、非常勤職員 名を雇用している。今後、他の

施設への人員異動などで減員が生じれば施設管理ができなくなる恐れがある。

３．予算

高齢化した危険な風倒木の除去は、直営では技術職員に危険が伴うので、風倒の危険性のある木の強剪定や伐倒作

業を業者委託する費用を必要としている。また、日常的な境界見回り、整備にも予算が必要である。

展望（将来計画）

１．施設

高齢化した樹木の除去と、同種の若令木の更新作業を、予算との絡みで、出来る範囲で着々と行いたい。また、植

物を用いた実験圃場としての機能を果たすために、区画の整理や植え込みの選定などによる周辺環境の改善など、各
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種の整備を行いたい。

２．その他

本試験地は、大学の北部構内に位置しており、貴重な憩いの場所として大学全体に貢献することができる可能性を

持っている。今後はこの機能の充実のために、ベンチなどの設備の充実を図りたい。

４．７ 紀伊大島実験所 
課題

１．施設

研究棟ならびに実習・講義棟、格納庫についてはフィールド研への移行に伴い、若干の整備が行われたが、その際

に見送られた構内道路や旧官舎の劣化や腐朽がはなはだしい。

２．教育・研究設備

フィールド研への移行に伴い、かなりの規模で改善された。

３．人員

古座川プロジェクト開始と長期展開に伴い、現地専任または他施設からの支援教員ならびに他施設からの技術職員

による臨機即応的支援の不足が否めない。

展望（将来計画）

１．施設・設備整備

来るべき南海・東南海地震に備えた耐震補強、古座川プロジェクトならびに黒潮文化資料館開設のための準備、構

内道路の整備ならびに県道からの引込みライフラインの補強を計画している。なお、旧官舎については早急な撤去が

必要である。

４．８ 舞鶴水産実験所 
課題

１．施設

調査船緑洋丸は 年に建造され、すでに危機的なまでに老朽化してきた。最近故障の頻度が急激に増加して

おり、補修・維持費の増大が深刻になりつつある。また、教育研究活動における安全性からも重大な問題である。緑

洋丸では入れないより浅海域での調査に使用している白浪丸、ブルーフィン、パグラスの 隻の小型船はいずれも船

齢 年以上で、緑洋丸よりさらに老朽化している。

高圧受電設備が老朽化し、電気性能の低下と機能の劣化により事故に至る確率が高まる危険性がある。早急な機

器の更新が必要である。

その他：大型水槽などの飼育機材が野ざらしになっており劣化が著しく、大型機材倉庫が必要であること、道路

との間にフェンスのない場所があり人や動物（イノシシなど）が進入する、などの問題が残されている。

２．教育・研究設備

標本館には、 万点にのぼる魚類標本が所蔵されているが、容器および固定液の劣化が進行している。容器およ

び固定液の交換が急務であるが、予算措置が全くないために困難な状況にある。標本棚と標本容器は十分な耐震対策

が行われておらず、地震発生時には有害な固定液の飛散が予想されるため、早期に対策が必要である。さらに、ホル

マリンを安全に扱うための局所排気装置を設置する予算が得られていない。また、標本情報のデータベース化が求め

られているが、これについても予算が不足している。

安定同位体分析装置、 、 シーケンサー、走査型電子顕微鏡、凍結乾燥機など、フィールド施設として

必要な高度調査・分析機器がいまだに整備されていない。

３．人員

特になし。

４．予算

教員による科学研究費補助金を中心とした外部資金の獲得額はかなり増加した。しかし、運営交付金だけでは水産

実験所の維持そのものが困難であり、維持費に外部資金を持ち出さざる得ない状況にある。このため、標本管理や教

育研究機材の整備などに支障が生じているだけでなく、最近故障が急増している緑洋丸の修理費の捻出が困難になり

つつある。

また、京都キャンパスで開催される会議（本部関係、農学研究科関係、フィールド研関係）や講義（全学共通科目）

へ参加するための旅費が支給されない場合が多く、相当額の旅費を水産実験所予算から支出している。これは本来あ
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るべきことではない。また、今後の外部資金獲得状況によっては、講義・会議等のために京都へ行くことが難しくな

る事態も予想される。

５．その他

京都キャンパスでの会議等が多く、予算的にもまた時間的にも大きな負担である。

展望（将来計画）

１．施設

調査船緑洋丸の修理予算を安定的に確保し、将来的には代船の建造を目指す。また、白浪丸、ブルーフィン、パ

グラスについても代船の整備を目指す。

高圧受電設備機器の更新をする。

大型機材倉庫の設置、境界全域にフェンスを設置する。

２．教育・研究設備

魚類標本棚を免震装置付きのものへ更新、標本瓶・固定液の更新、局所排気装置の設置、データベース化に努め

る。

高度調査・分析機器の整備に努める。

３．人員

特になし。

４．予算

水産実験所の維持に足るだけの運営交付金の確保に努める。大型プロジェクト（外部資金）を確保し、標本管理体

制や高額な高度研究機器の整備をはかる。また、京都キャンパスで開催される会議等については、主催部局が旅費を

支給する制度を求める。

５．その他

京都キャンパスで開催される会議への往復を減らすために、テレビ会議システムをさらに整備し、他の部局へも普

及させる。

４．９ 瀬戸臨海実験所 
課題

１．設備

大地震と大津波に対する対策

実験所は海抜わずか数メートルのところに位置しているが、最近の南海トラフ沖地震の予測では最大 メートルの

津波が来ることが予想されている。そのため、建物の高層化（ 階建て以上）、あるいは高台への移転、防波堤の建設

などを考える必要がある。

実習室・研究室の狭隘化

現在の実習研究棟の広さは、必ずしも十分ではない。特に理学研究科海洋生物学分科の学生が増えつつある現状か

ら、研究スペースを増やす必要があり、また実習についても、現在のスペースでは、学外からの利用のニーズに十分

応えることができなくなっている。したがって、これらの目的に沿った建物の新営が望まれる。

宿泊棟の整備

エアコンが 階部分においては最近整備されたが、 階部分においてはまだ不十分である。これは、周辺海域で造礁

珊瑚の生育が観察できるような夏季にきわめて高温になる気候に立地している瀬戸臨海実験所の宿泊設備としては、

利用者に大きなストレスを与えているといえる。周辺の臨海実験所（神戸大など）の宿泊設備には、エアコンが設置

されていることからも、現在の標準から大きく遅れているといわざるを得ない。また冬季に東南アジアなどから瀬戸

臨海実験所を訪れる外来研究者にとっても、暖房のない宿泊設備は苦痛である。これらのことを考えると、早急に空

調設備を整える必要がある。またこれに伴って、電気容量が不足するため、関連設備も整備の必要がある。

水族館の整備

瀬戸臨海実験所には、一般公開されている水族館が併設されている。水族館にかかわる建物は、 年に改築され

ているが、臨海地域に設置されていること、常時内部で海水を用いていることなどから、すでにかなり老朽化が進ん

でおり、職員のみならず観客に対しても安心安全の観点から問題が生じつつある。特に近年行っている水族館解説ツ

アーでは、水槽の裏側を見せることを行っており、このような活動に対応した施設の整備が必要である。

２．教育・研究設備

船舶

ここ数年で教育研究に必要な高度研究機器はかなり整備されてきた。また、平成 年度には、主力の船舶であるヤ

ンチナを新造船にすることができた。しかし、沿岸の軽作業や潜水作業を行う場合に必須の船舶であるゾエアはいま
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だに旧来のままである。ゾエアは、すでに耐用年限に近づいており、安心・安全な学生・研究者の教育研究環境を提

供するという臨海実験所の本来の機能に重大な懸念がある。早急な代船の実現が必要である。

水族館駐車場・改札等

水族館の利用者のうち、自家用車による来館者は以前に比べて圧倒的多数になっている。一方駐車場は狭隘であり、

十分なスペースがとられていない。さらに、水族館の観覧以外の目的で利用されるケースが多く、頭の痛い問題とな

っている。

水族館の入館者に対して現在は自動発券機で発券を行っているが、その後の改札は事務職員が担当している。人員

の減少に伴い、常時改札に人がいる体制にはなっていないので、改札は事務職員の業務の合間に実施されており、き

わめて非効率な状況となっている。

水族館の心臓部である、ポンプ・熱交換器などはどれも建物と一緒に整備されたもので、すでにほとんどのものが

耐用年限を迎えており、早急な更新が必要である。

３．人員

フィールド研発足当時、瀬戸臨海実験所には教員が 名いたが、そのうちの 名が現在定員削減の影響で欠員とな

っている。今後この欠員を早急に補充することが必要である。

また技術職員は現在船舶 名水族館 名の体制であるが、他の水族館に比べて一人当たりの飼育点数がはるかに多

い。今後技術職員の定員削減がさらに進む可能性があるが、瀬戸臨海実験所については、これ以上の削減は施設の閉

鎖につながりかねない。

４．予算

瀬戸臨海実験所の予算の多くの部分が、水族館の維持管理に使われている。その額は水族館維持費として配当され

ている額を上回っており、臨海実験所本来の教育・研究のための予算をつぎ込んで、水族館を維持しているというの

が、現状である。したがって、水族館の維持に必要なコストに見合う予算の配分が必要である。

５．その他

瀬戸臨海実験所には、世界的に見ても貴重な図書のコレクションがある。このコレクションの維持と管理は、実験

所の予算の大きな部分を占めている。一方、将来の発生が確実とされる南海地震が発生した場合、それに伴って臨海

実験所を襲うであろう津波は、この貴重な図書に壊滅的な被害を与えるであろう。

瀬戸臨海実験所は伝統的に系統分類学の研究を推進してきた。その研究成果として、模式標本が多数保存されてい

る。これらの標本の管理も臨海実験所の世界的な義務であるが、図書同様の危機にさらされている。

これらのものを、適切に保存・管理するために、十分な耐震性と津波の被害からも守ることができる高層の建物を

早急に新営する必要がある。

京都キャンパスでの会議や講義などが多く、予算的にもまた時間的にも大きな負担である。

展望（将来計画）

１．設備

建物の新営・営繕などについては、学内の営繕・概算要求・総長裁量経費などで実現を図りたい。水族館の営繕が

もっとも優先課題だが、建物の新営（実習・研究棟と水族館の増築）も、南海地震の発生が懸念される中、重点的な

課題である。

２．教育・研究設備

船舶の更新を最優先課題として取り組んでいきたいと考えている。これについては、金額からはそれほど高額でも

ないので、早急に実現を図りたい。

３．人員

もっとも重要な課題は、技術職員の確保である。この点については、フィールド研内の技術職員組織と十分な連携

をとりながら、定員の確保に努めたい。

４．予算

現在は水族館関係の維持費と入館者数とが連動しているので、瀬戸臨海実験所全体として入館者数の増加を目指す

ことによって、本来の運営費交付金の配分根拠に沿った予算の使用が可能となるよう、努力をしたい。また、間接経

費のある外部資金を積極的に獲得することによっても、運営費交付金の増額につなげていきたい。

５．その他

京都キャンパスでの講義のための遠隔操作講義システム（テレビ講義）を導入したい。
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５ フィールド研教員の業績 

５．１ 原著論文・総説（査読あり） 

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

藤平 和俊・大須賀 公一・吉岡 崇仁・林 直樹 制御理論を応用した持続可能な開発のための教育の方法論とその有効

性の確認，環境教育， （ ）， ，

， ， ， ，

■芝 正己

千葉 巨樹・板谷 明美・石川 知明・芝 正己 わが国の地形を考慮した水辺管理区域の設定とその影響 三重研宮川

流域を対象として，中部森林研究， ， ，

坂本 朋美・芝 正己・川村 誠 日吉型団地化施業の導入における現状と課題，森林利用学会誌， ， ，

■德地 直子

， ， ，

，

藍川 昌秀・平木 隆年・駒井 幸雄・梅本 諭・德地 直子 集水域における硫黄の流入流出の収支バランス，大気環境

学会誌， ， ，

福島 慶太郎・德地 直子 シカの食害が森林生態系の物質循環に与える影響：渓流水質の予備調査から，森林研究， ，

，

， ， ，

，

，

， ， ，

， ， ， ，

，

， ， ，

， ， ， ，

■ 7H嵜元 道徳

， ，

， ， ．

里域生態系部門

■ 8H山下 洋

， ， ， ，

， ， ， ，

， ， ， ，

， ，

， ，

■柴田 昌三

中西 麻美・稲垣 善之・深田 英久・柴田 昌三・大澤 直哉 ヒノキの雄花生産量に土壌条件と強度間伐が及ぼす影響

森林立地， ， ，
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本江 美智子・藤原 道郎・山本 聡・大藪 崇司・美濃 伸之・柴田 昌三 淡路島北部における竹林拡大の現状と竹林タ

イプ別管理 ， ， ，

寺井 裕美・柴田 昌三・日野 輝明 草食性哺乳類がミヤコザサの地上部と地下部に与える影響 採食排除後 年目の

調査から 日本緑化工学会誌， ， ，

■益田 玲爾

：

， ， ， ，

：

， ， ， ，

：

， ， ， ，

：

， ， ， ，

■梅本 信也

梅本 信也 紀伊大島におけるススキとチガヤの里域植物誌，熊野誌， ， ，

■長谷川 尚史

福井 遼・杉本 和也・大塚 和美・長谷川 尚史・前田 多恵子 集材作業における繊維ロープの利用可能性，森林利

用学会誌， ， ，

大塚 和美・長谷川 尚史・野渕 正 スギ大径並材生産を目指した強度間伐の多角的評価：徳島県における選木育林・

早期仕上げ間伐を例として，森林研究， ， ，

， ，

， ，

■中西 麻美

中西 麻美・稲垣 善之・深田 英久・柴田 昌三・大澤 直哉 ヒノキの雄花生産量に土壌条件と強度間伐が及ぼす影響，

森林立地， ， ，

（北部ラオス焼畑地域に生育するタ

ケ 種の地上部バイオマス推定式）， ， ， ，

■中山 耕至

，

， ， ，

，

， ， ，

■甲斐 嘉晃

：

，

， ， ，

：

， ， ， ，

：

， ， ， ，

：

， ， ， ，

：

， ，

， ，

：

，

， ， ，

■上野 正博

：
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， ， ， ，

■

：

， ，

， ，

：

， ，

， ，

：

， ， ， ，

：

， ， ， ，

基礎海洋生物学部門

■白山 義久

石田 洋・渡辺 雄二・白山 義久 ベンチックチャンバーによる深海ベントス群集への 影響 海洋理工学会平成

年度春季大会シンポジウム特集 海洋隔離技術の進展 ケーススタディから見える有効性と課題 ，海洋理工学

会誌， ， ，

，

， ， ，

：

，

， ， ， ．

■久保田 信

久保田 信：日本初記録の小型の鉢クラゲ 刺胞動物門，鉢クラゲ綱，冠クラゲ目 ，日本生物

地理学会会報， ， ，

久保田 信・秋山 仁・山崎悠介：キヨヒメクラゲ 有触手綱，カブトクラゲ目，キヨヒメクラゲ科 の第二番目の記録，

日本生物地理学会会報， ， ，

久保田 信：中国青島産コノハクラゲ（ヒドロ虫綱，軟クラゲ目 の生活環と型の決定，日本生物地理学会会報， ，

，

久保田 信：和歌山県白浜町“北浜”へ 年 月に打ち上がった稀少種クロハコフグ（ハコフグ科），漂着物学会

誌， ， ，

久保田 信・樫山 嘉郎・中西 弘樹：和歌山県白浜町番所崎およびその近隣海岸へ夏季の短期間に集中漂着した熱帯起

源の植物散布体，漂着物学会誌， ， ，

：

， ，

， ，

：

，

， ， ，

：

，

， ， ，

：

，

， ， ，

：

， ，

， ，

■ 9H宮﨑 勝己

：

， ， ， ， ．

■大和 茂之

：

， ， ， ，

：

， ， ， ，
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： ，

， ， ， ．

■ 10H深見 裕伸

：

， ， ， ，

．

： ， ，

， ， ．

：

， ， ， ， ．

：

，

， ， ， ．

■伊勢戸 徹

：

， ， ， – ， ．

■鈴木 豪

：

，

， ， ， ．

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

：

， ， ， ， ．

：

， ，

．

■佐藤 真行

佐藤真行・新山陽子：食品購買時の提示情報量と消費者の選択行動，フードシステム研究， ・ ， ， ．

： ，

， ， ， ．

■杉本 亮

：

， ， ， ， ．

：

， ， ， ， ．

管理技術部

■境 慎二朗

， ， ， ，

．

■佐藤 修一

高橋 絵里奈・高橋 さやか・柳本 順・柳 直文・佐藤 修一・竹内 典之 ：エゾシカ防除柵内外のササ稈数の推移と実

生の消長－京都大学フィールド科学教育研究センター北海道研究林白糠区における 年間の推移－，日本森林学会北

海道支部論文集， ， ， ．

■柳 直文

高橋 絵里奈・高橋 さやか・柳本 順・柳 直文・佐藤 修一・竹内 典之 ：エゾシカ防除柵内外のササ稈数の推移と実

生の消長－京都大学フィールド科学教育研究センター北海道研究林白糠区における 年間の推移－，日本森林学会北

海道支部論文集， ， ， ．

■柳本 順

高橋 絵里奈・高橋 さやか・柳本 順・柳 直文・佐藤 修一・竹内 典之 ：エゾシカ防除柵内外のササ稈数の推移と実

生の消長－京都大学フィールド科学教育研究センター北海道研究林白糠区における 年間の推移－，日本森林学会北

海道支部論文集， ， ， ．
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年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

松川 太一 吉岡 崇仁 鄭 躍軍 森林 農地 水系に関する関心事調査 社会と調査

永田 素彦 吉岡 崇仁 大川 智船 流域環境の多様な属性に対する住民の選好評価のためのシナリオアンケート手

法の開発：北海道朱鞠内湖集水域をフィールドに 実験社会心理学研究

■芝 正己

三浦 きさと 芝 正己 森林組合の木材製品販売事業への森林認証制度の影響について －森林管理協議会 の

認証取得の５森林組合を事例に 森林応用研究

坂本 朋美 芝 正己 日本における 認証市場の展開 －紙パルプ業界における 認証を中心に 森林応用研

究

坂本 朋美 芝 正己 日本における 管理 － 認証森林事例からの提言－ 日本

森林学会誌

坂本 朋美 芝 正己 森林の経営管理に与える認証制度の影響について－国内の 認証スキーム（ ・ ）の認証

審査結果から 森林応用研究

■安藤 信

呉 初平 安藤 信 京都市大文字山におけるアカマツ実生の定着と成長に及ぼす地表処理効果 日本緑化工学会誌

呉 初平 安藤 信 京都市のマツ枯れ被害林における 年間の林分動態 日本緑化工学会誌

■德地 直子

■中島 皇

森田 えみ 永野 純 福田 早苗 中島 皇 岩井 吉彌 山本 博一 浜島 信之 森林に行く頻度と主観的健康状態

に関する横断的研究 日本生気象学会雑誌

■7H嵜元 道徳

里域生態系部門

■ 8H山下 洋

（マサバ仔魚の日間摂餌量と成長効率に対する水温の影響） （水

産増殖）
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（ オンライン公開 ）

■柴田 昌三

柴田 昌三 タケ類 の開花―その記録と 年の周期性に関する考

察― 日本生態学会誌

阿部 佑平 柴田 昌三 天王山における放置モウソウチク林の林分構造と整理伐後 年間の動態 日本緑化工学会誌

深町 加津枝 大岸 万里子 奥 敬一 三好 岩生 堀内 美緒 柴田 昌三 丹後半島山間部の棚田景観の変遷と棚田

の残存要因に関する研究 農村計画学会誌

今西 亜友美 柴田 昌三 今西 純一 寺井 厚海 中西 麻美 境 慎二朗 大澤 直哉 森本 幸裕 ヒノキ林化した

都市近郊二次林における小面積伐採後初期の木本種組成の変化 日本緑化工学会誌

陶山 佳久・齋藤 智之・西脇 亜也・蒔田 明史・長谷川 尚史・柴田 昌三 年周期で一斉開花するタケ：インド・

ミゾラム州における の開花周期記録 時間生物学

–

■田川 正朋

■益田 玲爾

（マサバ仔魚の日間摂餌量と成長効率に対する水

温の影響 水産増殖 ）
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■梅本 信也

道下 雄大 梅本 信也 山口 裕文 西南日本の民家庭園に生育する 掲載植物の現状 保全生態学研究

藤井 伸二 梅本 信也 コナミキ（シソ科）の和歌山県那智勝浦町における新産記録 南紀生物 （ ）

藤井 伸二 梅本 信也 和歌山県におけるヒメナミキ（シソ科）の産地記録 関西自然保護機構会誌

■長谷川 尚史

杉本 和也 新永 智士 長谷川 尚史 システムダイナミクスによる連携集材作業の検討 特集 システム化林業への

挑戦 森林利用学会誌

陶山 佳久・齋藤 智之・西脇 亜也・蒔田 明史・長谷川 尚史・柴田 昌三 年周期で一斉開花するタケ：インド・

ミゾラム州における の開花周期記録 時間生物学

–

■中西 麻美

今西 亜友美 柴田 昌三 今西 純一 寺井 厚海 中西 麻美 境 慎二朗 大澤 直哉 森本 幸裕 ヒノキ林化した

都市近郊二次林における小面積伐採後初期の木本種組成の変化 日本緑化工学会誌

稲垣 善之 橋本 徹 金子 真司 三浦 覚 稲垣 昌宏 中西 麻美 筑波山ヒノキ人工林におけるリターフォール窒素量

関東森林研究

■上野 正博

–

■中山 耕至

鈴木 啓太 杉本 亮 笠井 亮秀 中山 耕至 田中 克 夏季の有明海筑後川の高濁度汽水域における粒状有機物の

動態 河川流量の変動にともなう変化 水産海洋研究

（オンライン公開

）
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■甲斐 嘉晃

■大嶋 真謙

（ オンライン公開 ）

基礎海洋生物学部門

■白山 義久

諏訪 僚太・中村 崇・井口 亮・中村 雅子・守田 昌哉・加藤 亜記・藤田 和彦・井上 麻夕里・酒井 一彦・鈴木 淳・

小池 勲夫・白山 義久・野尻 幸宏 海洋酸性化がサンゴ礁域の石灰化生物に及ぼす影響 海の研究

座安 佑奈・野村 恵一・鈴木 豪・白山 義久・深見 裕伸 和歌山産ヒラタオオトゲキクメイシに見られる生時の形態

多型は種内変異か種間変異か？ 日本サンゴ礁学会誌

■久保田 信

久保田 信 絶食させたベニクラゲモドキ Oceania armata Kölliker（ベニクラゲモドキ科）若返りをおこさず 南紀

生物

久保田 信 和歌山県田辺湾に長期間迷入したマッコウクジラ 漂着物学会誌

久保田 信 四度若返ったベニクラゲ ヒドロ虫綱 花クラゲ目 日本生物地理学会会報

北尾 芳樹 久保田 信 和歌山県で発見された巨大カメノテ（甲殻類） 南紀生物

新稲 一仁 久保田 信 ダイダイウミウシ（後鰓亜綱，クロシタナシウミウシ科）の幼若体 南紀生物

林 公義 久保田 信 田名瀬 英朋 中坊 徹次 稀少種ヌメリテンジクダイ （テンジクダイ科）

未成魚の和歌山県白浜町の海岸への漂着 南紀生物

橋本 伊勢雄 樫山 嘉郎 久保田 信 和歌山県西牟婁郡白浜町で採取された生きたスイジガイ

（盤足目，ソデボラ科）の亜成貝 南紀生物

田名瀬 英朋 久保田 信 和歌山県みなべ町で最近発見された大形のグンバイヒルガオ（ヒルガオ科） 南紀生物

秋山 仁 山崎 悠介 河村 真理子 久保田 信 わが国で確認された ヒドロ虫綱，花クラ

ゲ目，エダクラゲ科 のクラゲの大形個体 日本生物地理学会会報

新稲 一仁 久保田 信 和歌山県白浜町の海岸へのハチジョウダカラ （腹足綱、タカラガイ科）

の出現 南紀生物

日本生物地理学会

■ 9H宮﨑 勝己

宮﨑 勝己 小林 豊 鳥羽 光晴 アサリに内部寄生し漁業被害を与えるカイヤドリウミグモの生物学 タクサ

■大和 茂之

■ 10H深見 裕伸

深見 裕伸・野村 恵一 和歌山産タカクキクメイシ （ ）

の隠蔽種の存在 日本サンゴ礁学会誌
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座安 佑奈・野村 恵一・鈴木 豪・白山 義久・深見 裕伸 和歌山産ヒラタオオトゲキクメイシに見られる生時の形態

多型は種内変異か種間変異か？ 日本サンゴ礁学会誌

■諏訪 僚太

諏訪 僚太・中村 崇・井口 亮・中村 雅子・守田 昌哉・加藤 亜記・藤田 和彦・井上 麻夕里・酒井 一彦・鈴木 淳・

小池 勲夫・白山 義久・野尻 幸宏 海洋酸性化がサンゴ礁域の石灰化生物に及ぼす影響 海の研究

諏訪 僚太 海洋酸性化とサンゴ礁域の生物 （環境省国際サンゴ礁研究モニタリングセンター）

■原田 百聞

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏 ジュゴンの摂餌生態：現状と展望 海洋理工学会平成 年度秋季大会シンポジウム特集 ジュゴンと漁業の共

存のための技術開発 海洋理工学会誌

■佐藤 真行

佐藤 真行 食に関する情報と消費 特集 生活の中の食 家計経済研究

■

–

企画研究推進部門

■福島 慶太郎

柴田 英昭 戸田 浩人 福島 慶太郎 谷尾 陽一 高橋 輝昌 吉田 俊也 日本における森林生態系の物質循環と森

林施業との関わり 日本森林学会誌

■今西 亜友美

今西 亜友美 柴田 昌三 今西 純一 寺井 厚海 中西 麻美 境 慎二朗 大澤 直哉 森本 幸裕 ヒノキ林化した

都市近郊二次林における小面積伐採後初期の木本種組成の変化 日本緑化工学会誌

（オンライン公開 ）

― 63 ―



（オンライン公開

）

（オンライン公開

）

管理技術部

■加藤 哲哉

■境 慎二朗

今西 亜友美 柴田 昌三 今西 純一 寺井 厚海 中西 麻美 境 慎二朗 大澤 直哉 森本 幸裕 ヒノキ林化した

都市近郊二次林における小面積伐採後初期の木本種組成の変化 日本緑化工学会誌

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁 琵琶湖およびバイカル湖とその集水域における溶存有機物の動態 日本腐植物質学会誌

佐々木 尚子 吉岡 崇仁 小川 安紀子 勝山 正則 日野 修次 高原 光 鉛 ・セシウム 法による年代測定

ならびに花粉分析に基づく朱鞠内湖集水域における過去 年間の植生復元 日本花粉学会会誌

■芝 正己

■安藤 信

呉 初平 安藤 信 マツ枯れ被害林におけるアカマツ実生 稚樹 幼樹の分布と立地環境 日本緑化工学会誌

■德地 直子

德地 直子 臼井 伸章 上田 実希 福島 慶太郎 里山の植生変化と物質収支 竹林拡大に関する天王山における考

察 水利科学

大手 信人 德地 直子 藤本 将光 －流出の季節変動を制御する要因 水利科学
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■嵜元 道徳

■坂野上 なお

坂野上 なお 木材生産・流通に影響を与える需要側の変化を追って 林業経済研究は木材需要の行方をどのように捉

えるか 林業経済学会 年春季大会論文 林業経済研究は森林セクターにどう貢献するか 気鋭の研究者はこ

う考える 林業経済研究

■佐藤 拓哉

オンライン公開

■長田 典之

（ オンライン出版

）

里域生態系部門

■山下 洋

山下 洋 森･里･海とつながる生態系 沿岸海洋研究

藤浪 祐一郎 山下 洋 ヒラメ：放流効果低迷の原因を考える 日本水産学会誌
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■田川 正朋

■益田 玲爾

益田 玲爾 魚類の群れ行動の個体発生 反射の連鎖から社会の形成まで 日本水産学会誌

■梅本 信也

梅本 信也 和歌山県那智勝浦町ぶつぶつ川の里域植物誌 熊野誌

■中西 麻美

■上野 正博
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■中山 耕至

日比野 学 河根 三雄 植村 宗彦 三宅 佳亮 中山 耕至 マイクロサテライト 分析を用いた放流用アユ人工

種苗の遺伝的評価 水産増殖

“Kunimasu,” a 

■甲斐 嘉晃

■南 憲吏

海洋音響学会誌

■陳 炳善

陳 炳善 野田 勉 クロソイ：栽培漁業による資源増殖の現状と将来展望 日本水産学会誌

基礎海洋生物学部門

■白山 義久

César Hernández

Gómez

Rodríguez
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■久保田 信

久保田 信 樫山 嘉郎 田名瀬 英朋 和歌山県白浜町の 箇所に発育したグンバイヒルガオ（ヒルガオ科）は初回の

越冬できず 南紀生物

久保田 信 樫山 嘉郎 山本 泰司 田名瀬 英朋 湊 宏 小山 安生 和歌山県白浜町沿岸へのオウムガイ（オウム

ガイ科）の漂着記録 例 南紀生物

久保田 信 大藪 健 “大型”のベニクラゲ ヒドロ虫綱 花クラゲ目 の千葉県沿岸への初出現 南紀生物

秋山 仁 堀之内 詩織 山崎 悠介 辻田 明子 久保田 信 わが国で確認されたキヨヒメクラゲ（有触手綱，カブト

クラゲ目、キヨヒメクラゲ科）の飼育と観察および最大個体について 日本生物地理学会会報

宇井 賢二郎 久保田 信 秋田県男鹿半島で記録された稀少なハナクラゲモドキ （軟クラ

ゲ目、ハナクラゲモドキ科） 南紀生物

森 喜信 久保田 信 上野 俊士郎 和歌山県みなべ町沿岸で小型魚類を捕食した稀少種ヒクラゲ（刺胞動物門 箱虫

綱 アンドンクラゲ科） 南紀生物

■宮﨑 勝己

■大和 茂之

■深見 裕伸

深見 裕伸 立川 浩之 鈴木 豪 永田 俊輔 杉原 薫 日本における造礁性イシサンゴ類の同定の現状とその分類

学的問題点 日本サンゴ礁学会誌

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

■佐藤 真行
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企画研究推進部門

■福島 慶太郎

德地 直子 臼井 伸章 上田 実希 福島 慶太郎 里山の植生変化と物質収支 竹林拡大に関する天王山における考

察 水利科学

■石原 正恵

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

■德地 直子

德地 直子 大手 信人 臼井 伸章 福島 慶太郎 窒素負荷に伴う森林生態系の窒素循環過程の検討 日本生態学会

誌

德地 直子 金子 有子 福島 慶太郎 森林施業に伴う河川水質への影響の緩和に関する検討 水利科学

オンライン公開

■舘野 隆之輔

–
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■7H嵜元 道徳

■長田 典之

．

オンライン公開

里域生態系部門

■ 8H山下 洋

多賀 真 山下 洋 トラフグ仔稚魚の成長における低塩分の有効性とその要因 水産増殖

松井 彰子 上野 正博 甲斐 嘉晃 山下 洋 絶滅危惧種タビラクチの京都府舞鶴湾からの記録と生息環境 魚類学

雑誌

オンライン出版

■柴田 昌三
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青木 達司 柴田 昌三 森本 幸裕 「桂垣」と「桂垣」裏ハチク林に関する研究 ランドスケープ研究 ，

阿部 佑平 柴田 昌三 奥 敬一 深町 加津枝 京都市におけるササの葉の生産および流通 日本森

林学会誌 ，

■田川 正朋

dispersing activity of α

■益田 玲爾

–
■梅本 信也

梅本 信也 和歌山県串本町田原湿地の里域植物誌 熊野誌

藤井 伸二 梅本 信也 粉白川河口（和歌山県那智勝浦町）の維管束相 人間と環境

■長谷川 尚史

杉本 和也 伊東 康人 長谷川 尚史 兵庫県内の森林組合における職務満足度調査 森林利用学会誌

■中西 麻美

■上野 正博

松井 彰子 上野 正博 甲斐 嘉晃 山下 洋 絶滅危惧種タビラクチの京都府舞鶴湾からの記録と生息環境 魚類学

雑誌
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■中山 耕至

オンライン出版

■甲斐 嘉晃

川瀬 裕司 甲斐 嘉晃 若狭湾から採集された魚類．千葉県立中央博物館自然誌研究報告

坂井 恵一 甲斐 嘉晃 中坊 徹次 ミトコンドリア 調節領域の塩基配列に基づく石川県のサケ個体群の遺伝的特

徴．日本生物地理学会会報

松井 彰子 上野 正博 甲斐 嘉晃 山下 洋 絶滅危惧種タビラクチの京都府舞鶴湾からの記録と生息環境 魚類学

雑誌

オンライン出版
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■大嶋 真謙

■南 憲吏

南 憲吏 安間 洋樹 東条 斉興 伊藤 祐介 福井 信一 野別 貴博 宮下 和士 音響手法を用いたコンブ場の厚

さ計測 数理水産科学誌

南 憲吏 濱野 明 東条 斉興 中村 武史 安間 洋樹 宮下 和士 音響手法を用いた来留見ノ瀬周辺におけるガラ

モ場の分布推定 日本水産学会誌

基礎海洋生物学部門

■久保田 信

久保田 信 和歌山県沿岸に漂着したサガリバナ （サガリバナ科）の果実 南紀生物

久保田 信 和歌山県白浜町海岸へ漂着した熱帯系の海藻 南紀生物

久保田 信 ２個の口柄を有するハナガサクラゲ（刺胞動物門、ヒドロ虫綱）のたいへん稀な記録 南紀生物

久保田 信 和歌山県田辺湾とその近隣海域におけるムラサキイガイの激減とミドリイガイの激減 日本生物地理学

会会報

久保田 信 和歌山県白浜町の瀬戸臨海実験所構内に大量出現した熱帯性のサツマゴキブリ（ゴキブリ目 ゴキブリ

上科） 日本生物地理学会会報

久保田 信 和歌山県初記録のベニクラゲ ヒドロ虫綱 花クラゲ目 のポリプ 日本生物地理学会会報

久保田 信 ムラサキオカヤドカリ（甲殻類 異尾類）の海岸での本州初の幼生の放出の確認 日本生物地理学会会報

久保田 信 中坊 徹次 稀少種ハナツノハギ （カワハギ科）成魚の和歌山県白浜町の海

岸への漂着 南紀生物

久保田 信 北田 博一 山田 豊隆 奥泉 和也 イカリヨツボシクラゲ（刺胞動物 ヒドロ虫類）の模式産地での

年ぶりの再出現と北日本からの新産地および 分布パターン 日本生物地理学会会報

久保田 信 北田 博一 菅野 和彦 斎藤 伸輔 福島県の特大だが少数の触手を有するベニクラゲ ヒドロ虫綱 花

クラゲ目 日本生物地理学会会報

久保田 信 武藤 望生 東海林 明 中坊 徹次 アラハダカ （ハダカイワシ科）の和歌山県白浜町

京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”への漂着 南紀生物

久保田 信 田名瀬 英朋 武藤 望生 東海林 明 木村 一晶 中坊 徹次 和歌山県田辺湾における 年冬季の異

例の数の凍死魚の漂着 漂着物学会誌

秋山 仁 山﨑 悠介 辻田 明子 堀之内 詩織 久保田 信 わが国で初めて確認された ヒドロ

虫綱 軟クラゲ目 の生活環 日本生物地理学会会報

伊勢田 真嗣 久保田 信 和歌山県田辺湾の養殖ヒオウギガイ（イタヤガイ科）の稀な色彩変異個体 日本生物地理

学会会報

小谷野 有加 足立 文 島津 恒雄 笠川 宏子 崎山 直夫 久保田 信 相模湾江の島沖で得られたヒメオコゼ

の体表上に生息するコツブクラゲ属の一種 の飼育下での生活史 南紀生物
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原 竜也 鳥越 兼治 久保田 信 多数のムラサキイガイが生きたケフサイソガニの体の諸所に付着 南紀生物

平澤 康太 久保田 信 和歌山県田辺湾におけるタガヤサンミナシ（イモガイ科）の異例の数の漂着 漂着物学会誌

■9H宮﨑 勝己

■10H中野 智之■

中野 智之 熊本県天草市牛深町におけるホシダカラ 腹足綱：タカラガイ科 の生貝の発見

Á Ñ

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏 干潟・藻場の再生事業－その問題点 海洋環境研究の新たな展開－生態系管理の視点 地球環境

■佐藤 真行

佐藤 真行 持続可能な発展の経済分析 特集 政策大競争時代の環境経済研究 環境研究

企画研究推進部門

■福島 慶太郎

德地 直子 大手 信人 臼井 伸章 福島 慶太郎 窒素負荷に伴う森林生態系の窒素循環過程の検討 日本生態学会

誌

德地 直子 金子 有子 福島 慶太郎 森林施業に伴う河川水質への影響の緩和に関する検討 水利科学

■石原 正恵
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■松山 周平

（ オンライン出版 ）

次世代研究者育成センター

■佐藤 拓哉

５．２ 原著論文・総説（査読なし） 

年度

森林生物圏部門

■芝 正己

： ，

， ， ．

里域生態系部門

■山下 洋

江口 さやか・稲葉 法子・白石 有希・上野 正博・益田 玲爾・山下 洋・山本 義和 京都府舞鶴湾内の重金属汚染

実態調査－鉛汚染の現状把握を中心に－，神戸女学院大学論集， ， ， ．

■柴田 昌三

柴田 昌三 竹林を通してみる里山再生に関する試み， 応用生態工学会･日本緑化工学会･日本景観生態学会

公開シンポジウム「自然再生の課題と展望」講演要旨集， ， ．

– – ，

， ， ．

■梅本 信也

久保田 信・梅本 信也 瀬戸臨海実験所構内におけるカタバミ（カタバミ科）花柱 型の季節消長，瀬戸臨海実験所

年報， ， ， ．

■長谷川 尚史

– – ，

， ， ．

■上野 正博

井口 亮・伊藤 寛治・高井 晋平・上野 正博・前田 経雄・南 卓志・豊原 治彦・林 勇夫 日本周辺に生息する深海

性エゾバイ・エゾボラ属の遺伝的な種内分化と種間関係に関する研究（日本海を中心に），海洋と生物， ， ．

基礎海洋生物学部門

■久保田 信

久保田信・内田紘臣 紀伊半島沿岸産サンゴモドキ類（細胞動物門、ヒドロ虫綱）目録，瀬戸臨海実験所年報， ， ，

．

久保田信 和歌山県田辺湾で 年の 月から 月までに採取された日本初記録種を含むヒドロクラゲ類（細胞動物

門、ヒドロ虫綱），瀬戸臨海実験所年報， ， ， ．

久保田信・梅本信也 瀬戸臨海実験所構内におけるカタバミ（カタバミ科）花柱 型の季節消長，瀬戸臨海実験所年報，

， ， ．

海域陸域統合管理学研究部門

■佐藤 真行

，

， ， ， ．

， ， ， ， ．

， ， ，

， ．
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管理技術部

■太田 満

山本 泰司・加藤 哲哉・太田 満・荒賀 忠一 和歌山県沿岸で捕獲されたホクロヤッコとハナフエキフ，瀬戸臨海実験

所年報， ， ， ．

■加藤 哲哉

山本 泰司・加藤 哲哉・太田 満・荒賀 忠一 和歌山県沿岸で捕獲されたホクロヤッコとハナフエキフ，瀬戸臨海実験

所年報， ， ， ．

■山本 泰司

山本 泰司・加藤 哲哉・太田 満・荒賀 忠一 和歌山県沿岸で捕獲されたホクロヤッコとハナフエキフ，瀬戸臨海実験

所年報， ， ， ．

年度

里域生態系部門

■山下 洋

江口 さやか 薄元 志帆 山本沙織 吉村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾の鉛を

中心とした重金属汚染実態調査 二枚貝を用いた現地調査と移植試験 神戸女学院大学論集

江口 さやか 薄元 志帆 山本沙織 吉村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾の鉛を中

心とした重金属汚染実態調査 底泥調査と陸上土壌調査 神戸女学院大学論集

■柴田 昌三

今西 亜友美 森本 淳子 柴田 昌三 大澤 直哉 中西 麻美 里山構成樹 種の伐採 年後における萠芽枝の消長

日本緑化工学会誌

田中 栄爾 田中 千尋 柴田 昌三 日本国内におけるタケ・ササ類のてんぐ巣症状 日本菌学会会報

（ オ ン ラ イ ン 公 開

）

■益田 玲爾

江口 さやか 薄元 志帆 山本 沙織 芳村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾内の重

金属汚染実態調査 ～二枚貝を用いた現地調査と移植試験～ 神戸女学院大学論集

江口 さやか 薄元 志帆 山本 沙織 芳村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾内の重

金属汚染実態調査 ～底泥調査と陸上土壌調査～ 神戸女学院大学論集

■長谷川 尚史

■上野 正博

江口 さやか 薄元 志帆 山本 沙織 芳村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾内の重

金属汚染実態調査 ～二枚貝を用いた現地調査と移植試験～ 神戸女学院大学論集

江口 さやか 薄元 志帆 山本 沙織 芳村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾内の重

金属汚染実態調査 ～底泥調査と陸上土壌調査～ 神戸女学院大学論集

■中西 麻美

今西 亜友美 森本 淳子 柴田 昌三 大澤 直哉 中西 麻美 里山構成樹 種の伐採 年後における萠芽枝の消長

日本緑化工学会誌

（ オ ン ラ イ ン 公 開

）

基礎海洋生物学部門

■久保田 信

久保田 信 二枚貝共生性カイヤドリヒドラ類（ヒドロ虫綱，軟クラゲ目）に関する最近の生物学的研究 月刊海洋

久保田 信 アケビコノハ（ヤガ科）複数個体の翅が 年 月に和歌山県田辺湾の浜辺へ漂着

久保田 信 ワモンゴキブリ（ゴキブリ目，ゴキブリ上科）が 年１月に和歌山県白浜町の“北浜”へ漂着
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久保田 信 二枚貝の外套腔をすみかとする不思議なカイヤドリヒドラ類の最近の話題 阪神貝類談話会機関紙 かい

なかま

久保田 信 和歌山県白浜町で発見された大型のジンガサウニ（ナガウニ科） くろしお

久保田 信 和歌山県白浜町の海岸道路で事故死したアライグマ くろしお

久保田 信 樫山 嘉郎 南方系ヒトデ類 種の和歌山県白浜町の海岸への漂着 漂着物学会会報（どんぶらこ）

久保田 信 瀬戸臨海実験所構内に出現した熱帯性ゴキブリ類の第３番目の種サツマゴキブリ（ゴキブリ目、ゴキブリ

上科） 瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 不老不死のベニクラゲの神秘と人類の夢 表紙

久保田 信 桝谷 英樹 兵庫県家島諸島で発見されたミドリイガイ 阪神貝類談話会機関紙 かいなかま

久保田 信 田中 昭太郎 京都大学瀬戸臨海実験所構内に 年に出現したクロマダラソテツシジミ（シジミチョウ

科） 瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 海岸の波打ち際まで続くアミメアリの特異な隊列

久保田 信 和歌山県西牟婁郡白浜町の鴨居漁港で海面を滑走した淡水アメンボ

小林 亜玲 五箇 公一 久保田 信 我が国の日本海沿岸へ分布拡大したコノハクラゲ（ヒドロ虫綱 軟クラゲ目）の

起源 月刊海洋

河村 真理子 久保田 信 出芽性ヒドロクラゲの生態 月刊海洋

河村 真理子 上野 俊士郎 久保田 信 年， 年および 年に和歌山県田辺湾で採集された有クラゲ類お

よび有櫛動物 瀬戸臨海実験所年報

川野 進 久保田 信 梅本 信也 花柄に 個の果実を結実したアケビ くろしお

北井 勝博 樫山 嘉郎 久保田 信 梅本 信也 ロウバイ （ロウバイ科 の 裂性奇形葉につい

て くろしお

新稲 一仁 久保田 信 和歌山県白浜町の潮間帯に現れたオニヒトデ

山田 豊隆 武田 曜男 久保田 信 兵庫県神戸市須磨海岸におけるクラゲ類の出現推移（ 年）

海域陸域統合管理学研究部門

■佐藤 真行

企画研究推進部門

■今西 亜友美

今西 亜友美 森本 淳子 柴田 昌三 中西 麻美 大澤 直哉 里山構成樹 種の伐採 年後における萠芽枝の消長

第 回 日本緑化工学会 大会特集 日本緑化工学会誌

（ オ ン ラ イ ン 公 開

）

今西 純一 中右 麻衣子 今西 亜友美 今西 二郎 渡邉 映理 木村 真理 森本 幸裕 森林療法、園芸療法、ヨー

ガを組み合わせた健康増進プログラムの高齢者への効果 日本緑化工学会誌

年度

里域生態系部門

■山下 洋

山下 洋 藤浪 祐一郎 河口域 日本水産学会誌
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江口 さやか 森口 真衣 上原 優紀 山中 舞子 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾の鉛

を中心とした重金属汚染実態調査 年度調査結果と総括 神戸女学院大学論集

■益田 玲爾

江口 さやか 森口 真衣 上原 優紀 山中 舞子 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾の鉛

を中心とした重金属汚染実態調査 年度調査結果と総括 神戸女学院大学論集

■上野 正博

江口 さやか 森口 真衣 上原 優紀 山中 舞子 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾の鉛

を中心とした重金属汚染実態調査 年度調査結果と総括 神戸女学院大学論集

基礎海洋生物学部門

■久保田 信

久保田 信 和歌山県田辺市で 回連続して鳴いたクマゼミ カメムシ目 半翅目 セミ科

久保田 信 和歌山県白浜町でトビ タカ目，タカ科 が生きたクマゼミ カメムシ目 半翅目， セミ科 を捕獲

久保田 信 ルリタテハ（鱗翅目，タテハチョウ科）が静止時に翅を開閉する回数

久保田 信 サツマゴキブリ（ゴキブリ目，ゴキブリ上科）の白浜町と田辺市への再出現

久保田 信 日本の歌の歌詞に登用された陸生爬虫類の歌 くろしお

久保田 信 田名瀬 英朋 岸田 拓士 和歌山県白浜町沿岸に出現したヒロオウミヘビ

（コブラ科；ウミヘビ亜科） くろしお

久保田 信 ベニクラゲ（刺胞動物門，ヒドロ虫綱）の不老不死の生活史 海洋化学研究

中務 裕子 土井 敏男 久保田 信 ウリクラゲ 有櫛動物門、無触手鋼、ウリクラゲ目

の幼若個体の形態と行動

樫山 嘉郎 久保田 信 和歌山県白浜町の海岸へ漂着した 個体目のサツマゴキブリ

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

福﨑 康司 内藤 佳奈子 吉岡 崇仁 澤山 茂樹 今井 一郎 腐植物質が有害ラフィド藻 の

増殖に与える影響

■舘野 隆之輔

里域生態系部門

■甲斐 嘉晃

坂井 恵一 甲斐 嘉晃 石川県のサケの遺伝的特徴を調べる 能登の海中林（のと海洋ふれあいセンターだより）

基礎海洋生物学部門

■久保田 信

久保田 信 和歌山県田辺湾に繋留された小型船舶に付着したミドリイガイ くろしお

久保田 信 和歌山県白浜町産の特大のマガキガイ（軟体動物） くろしお

久保田 信 再び双子にトマト果実 くろしお

久保田 信 和歌山県白浜町番所山のニホンテン くろしお

久保田 信 ボラが５回連続ジャンプ くろしお

久保田 信 和歌山県田辺湾に打ち上げられた寸詰まりのマガキガイの貝殻（腹足類） くろしお

久保田 信 京都御所と京都府立植物園にいた矮小と小型のモンシロチョウ（シロチョウ科） くろしお

久保田 信 和歌山県白浜町瀬戸漁港へ出現したシマガツオ くろしお

久保田 信 和歌山県白浜町の白良浜に出現したサツマゴキブリ
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久保田 信 モンキアゲハ（チョウ目・アゲハチョウ科）の塩分補給

久保田 信 和歌山県西牟婁郡白浜町の瀬戸漁港において流れ藻で一時休息したアメンボとイトトンボの一種

久保田 信 セセリチョウの一種の塩分補給

久保田 信 和歌山県白浜町で 年に初鳴きのクマゼミとニイニイゼミ

久保田 信 和歌山県田辺市で蝉しぐれの中で 回連続して鳴いたクマゼミ

久保田 信 和歌山県白浜町の臨海地区で初めて鳴いたミンミンゼミ

久保田 信 日の入り直前に鳴いた複数のクマゼミ

久保田 信 セミしぐれの中で多数回連続して鳴いたクマゼミ

久保田 信 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所構内でのクマゼミの 年の遅鳴き

川野 進 久保田 信 和歌山県新宮市で釣られた越年アユ くろしお

中務 裕子 土井 敏男 久保田 信 ウリクラゲ 有櫛動物門、無触手鋼、ウリクラゲ目 の

幼若個体の形態と行動

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏 自然生態系と災害 ～干潟・海岸林は被害を軽減したか～ 学術の動向

■佐藤 真行

５．３ 報告書・一般誌等 

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁 京都大学フィールド科学教育研究センター・生態学研究センター編，シカをまもること 植生を守るこ

と，第 回時計台対話集会講演録「森里海のつながりを生物多様性から考える」， ， ．

■安藤 信

安藤 信 平成 年度 八丁平植生調査報告（森林植生）， ， ．

■芝 正己

芝 正己 芦生からの便り 第 回 宿舎今昔，教職員情報，京大生協， ， ， ．

芝 正己 芦生からの便り 第 回 美山，教職員情報，京大生協， ， ， ．

芝 正己 芦生からの便り 第 回 自然観察会，教職員情報，京大生協， ， ， ．

芝 正己 芦生からの便り 第 回 インフラ整備，教職員情報，京大生協， ， ， ．

芝 正己 芦生からの便り 第 回 ある女の子の話，教職員情報，京大生協， ， ， ．

芝 正己 芦生からの便り 最終回 体にしみこむ記憶，教職員情報，京大生協， ， ， ．

芝 正己 森林生産再生支援ツールとしての森林認証・実行コードクロスモデルの構築，平成 ～ 年度科学研究費

補助金（基盤研究（ （ ）） 成果報告書， ， ．

■中島 皇

中島 皇・福島 慶太郎 上賀茂試験地夏の自然観察会 大学院生が実物を使ってフィールドで教える 大学院生の感

想と参加者によるアンケートの解析から，研究林・試験地情報 平成 年度， ， ．

中島 皇 年徳山試験地の動向，研究林・試験地情報 平成 年度， ， ．

中島 皇・吉岡 崇仁 第 回時計台対話集会「むしに教わる森里海連環学」，京都大学フィールド科学教育研究セン

ターニュースレター， ， ， ．

■鎌内 宏光

鎌内 宏光 シンポジウム「外房地域における森里海連関学の今後の展開」の報告，陸水学雑誌， ， ， ．

鎌内 宏光・小川 安紀子 ワークショップ「生態学関連データベースにおける最近の動向と今後の展望」の報告，日

本生態学会誌， ， ， ．

岸本 直之・藤井 智康・関野 樹・伴 修平・中野 伸一・飯泉 佳子・吉田 恭司・千賀 有希子・鎌内 宏光・丹野 忠
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弘・奈良 郁子・渡邊 隆広 陸水学会の 年問題 陸水学会の現状と今後を考える，陸水学雑誌， ， ，

．

里域生態系部門

■山下 洋

山下 洋 学生を連れてフィールドに出る， （日本船舶海洋工学会誌）， ， ， ．

山下 洋 アメリカ合衆国の遊漁と放流，平成 年度栽培漁業技術中央研修会テキスト集，社団法人 全国豊かな海

づくり推進協会， ， ．

，

， ， ．

■柴田 昌三

柴田 昌三 日特振 荒廃竹林及び竹林整備状況調査報告から 提言 日本の竹林の現状と問題点を解決するためには

何が必要なのか，特産情報， ， ， ．

柴田 昌三 日特振 荒廃竹林及び竹林整備状況調査報告から 提言 日本の竹林の現状と問題点を解決するために

は何が必要なのか，特産情報， ， ， ．

柴田 昌三 竹林を通してみる生物多様性，京都大学環境報告書 ダイジェスト版， ．

柴田 昌三 珍しい果実のなる熱帯の竹―四十八年ごとに花が咲き、枯れるタケ･･･メロカンナ

―，竹， ， ， ．

，

， ， ．

■梅本 信也

梅本 信也他 古座川合同調査報告集 第 巻，ユニバース印刷，長岡京市， ， ， ．

梅本 信也他 森里海連環学実習 紀伊半島編）フィールドガイド 年版，ユニバース印刷，長岡京市， ， ．

梅本 信也 現地報告③古座川流域圏，第 回時計台対話集会「むしに教わる森里海連環学」，京大フィールド研，京

都市， ， ．

■長谷川 尚史

長谷川 尚史・有賀 一広・板谷 明美・岩岡 正博・櫻井 倫・佐々木 達也・鈴木 秀典・鈴木 保志・仁多見 俊夫・野

瀬光弘・山口 浩和 「天然資源利用に向けて環境的に健全な技術を探る」報告（研

究集会編），森林利用学会誌， ．

， ， ．

，

， ， ．

， ， ．

■中西 麻美

中西 麻美 広葉樹および針葉樹林生態系の資源獲得量に対する資源利用効率と一次生産の変動予測，平成 年

度科学研究補助金 基盤研究（ ）（課題番号： ）研究成果報告書， ， ．

■上野 正博

上野 正博 由良川フォーラムと プロジェクト， ， ， ．

上野 正博 京都大学フィールド科学教育研究センター・生態学研究センター編，農林水産業も生物多様性にとってマ

イナス面を持つ，第 回時計台対話集会講演録「森里海のつながりを生物多様性から考える」， ， ．

基礎海洋生物学部門

■白山 義久

白山 義久 プロジェクト最前線）海洋生物のセンサス－京都大学フィールド科学教育研究センター，シーダー 地球

環境情報から考える地球の未来 ， ， ，

白山 義久 地球上に生物は何種類いるのだろうか，ミルシル， 年 月号， ，

■久保田 信

久保田 信 あなたにとっての幸せって？， ， ， ， ．

久保田 信・堀田拓史 稀少なクシクラゲの 種 の小型成体および未成熟個体，

， ， ， ．

久保田 信 和歌山県田辺湾から採集された最小の触手数を有する日本産ベニクラゲ（ヒドロ虫綱，花クラゲ目）のク

ラゲの形態とその成長，南紀生物， ， ， ．

久保田 信 海面を滑走するアメンボの追加記録， ， ， ， ．

久保田 信 サツマゴキブリ（マダラゴキブリ科）を田辺市新庄総合公園の山道で発見， ， ， ， ．

久保田 信 和歌山県白浜町沿岸における生きたホシダカラガイ（腹足綱、タカラガイ科）の 例目個体，くろしお，
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， ， ．

久保田 信 京都大学瀬戸臨海実験所構内で穂の中軸が二股に分かれた 例目のエノコログサ（イネ科），くろしお， ，

， ．

久保田 信 日本の唄の歌詞に登用された鳥類一般の唄，くろしお， ， ， ．

久保田 信 年 月に連続出現したヤママユ（ヤママユガ科）の雌雄の成虫， ， ， ，

久保田信 白浜町のすばらしい多様な自然 ～特に海洋生物～，環境保全協議会ニュース（白浜町環境保全協議会），

樫山嘉郎・久保田信・田名瀬英朋 和歌山県白浜町で初めて発見された若いグンバイヒルガオ（ヒルガオ科），

， ， ， ．

樫山嘉郎・牟田 理・久保田 信 クラゲの図案が登用された紙幣，くろしお， ， ， ．

新稲一仁・久保田 信 和歌山県白浜町の海岸に漂着したサケガシラ フリソデウオ科 の最近の記録，南紀生物， ，

，

， ， ， ，

■宮﨑 勝己

宮﨑 勝己 書評「シリーズ 世紀の動物科学 第 巻 動物の多様性」，生物科学ニュース， ， ， ．

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏 「里海」という言葉への警告，月刊「むすぶ 自治・ひと・くらし 」，ロシナンテ社， ， ， ．

向井 宏 京都大学フィールド科学教育研究センター・生態学研究センター編，水と砂の流れと多様性，第 回時計台

対話集会講演録「森里海のつながりを生物多様性から考える」， ， ．

企画研究推進部門

■福澤 加里部

福澤 加里部 現地研究会「森林管理のあり方と物質循環研究」に参加して，森林立地， ， ，

技術管理部

■秋田 豊

秋田 豊・平井 岳志・大呑 和夫 徳山試験地の天然林の樹種構成，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度，

， ，

■淺野 善和

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然

林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

■荒井 亮

荒井 亮 上賀茂試験地における稀少マツ属種の接ぎ木の試み，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ，

， ．

荒井 亮・山内 隆之・柳本 順・黒田 眞人・中川 智之 上賀茂試験地のヒノキ天然林の下層樹木構成，京大フィー

ルド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

柴田 泰征・境 慎二朗・大橋 健太・荒井 亮・古田 卓・中根 勇雄 上賀茂試験地のヒノキ天然林における種子・実

生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■伊藤 雅敏

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然

林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

■上西 久哉

平井 岳志・長谷川 孝・上西 久哉・細見 純嗣・中川 智之・松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■太田 健一

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然

林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

■大呑 和夫

秋田 豊・平井 岳志・大呑 和夫 徳山試験地の天然林の樹種構成，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度，

， ，

■大橋 健太

柴田 泰征・境 慎二朗・大橋 健太・荒井 亮・古田 卓・中根 勇雄 上賀茂試験地のヒノキ天然林における種子・実

生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．
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■大牧 治夫

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然

林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

■岡部 芳彦

岡部 芳彦・佐藤 修一・勝山 智憲・林 大輔・吉岡 歩・山内 隆之 北海道研究林・標茶区の天然林における種子・

実生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■勝山 智憲

勝山 智憲 標茶区におけるトドマツ人工林の鹿害，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

岡部 芳彦・佐藤 修一・勝山 智憲・林 大輔・吉岡 歩・山内 隆之 北海道研究林・標茶区の天然林における種子・

実生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■黒田 眞人

荒井 亮・山内 隆之・柳本 順・黒田 眞人・中川 智之 上賀茂試験地のヒノキ天然林の下層樹木構成，京大フィー

ルド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■小嶋 宏和

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然

林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

■境 慎二朗

柴田 泰征・境 慎二朗・大橋 健太・荒井 亮・古田 卓・中根 勇雄 上賀茂試験地のヒノキ天然林における種子・実

生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■佐藤 修一

佐藤 修一 標茶区における野鼠調査と防除，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

岡部 芳彦・佐藤 修一・勝山 智憲・林 大輔・吉岡 歩・山内 隆之 北海道研究林・標茶区の天然林における種子・

実生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■柴田 泰征

柴田 泰征・境 慎二朗・大橋 健太・荒井 亮・古田 卓・中根 勇雄 上賀茂試験地のヒノキ天然林における種子・実

生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■中川 智之

荒井 亮・山内 隆之・柳本 順・黒田 眞人・中川 智之 上賀茂試験地のヒノキ天然林の下層樹木構成，京大フィー

ルド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

平井 岳志・長谷川 孝・上西 久哉・細見 純嗣・中川 智之・松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■長谷川 敦史

長谷川 敦史・柳本 順 芦生研究林の天然林におけるカシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害木の状況，京大フィ

ールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然

林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

■長谷川 孝

平井 岳志・長谷川 孝・上西 久哉・細見 純嗣・中川 智之・松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■林 大輔

岡部 芳彦・佐藤 修一・勝山 智憲・林 大輔・吉岡 歩・山内 隆之 北海道研究林・標茶区の天然林における種子・

実生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■平井 岳志

平井 岳志・長谷川 孝・上西 久哉・細見 純嗣・中川 智之・松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

秋田 豊・平井 岳志・大呑 和夫 徳山試験地の天然林の樹種構成，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年

度， ， ， ．

■藤井 弘明

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然
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林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

■古田 卓

柴田 泰征・境 慎二朗・大橋 健太・荒井 亮・古田 卓・中根 勇雄 上賀茂試験地のヒノキ天然林における種子・実

生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■細見 純嗣

平井 岳志・長谷川 孝・上西 久哉・細見 純嗣・中川 智之・松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■松場 輝信

平井 岳志・長谷川 孝・上西 久哉・細見 純嗣・中川 智之・松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■柳本 順

柳本 順・古本 浩望・渡邊 康弘・岡部 芳彦・佐藤 修一・勝山 智憲・林 大輔・吉岡 歩 北海道研究林・白糠区の

天然林における種子・実生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ，

， ．

荒井 亮・山内 隆之・柳本 順・黒田 眞人・中川 智之 上賀茂試験地のヒノキ天然林の下層樹木構成，京大フィー

ルド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

小嶋 宏和・淺野 善和・伊藤 雅敏・太田 健一・大牧 治夫・長谷川 敦史・藤井 弘明・柳本 順 芦生研究林の天然

林における種子・実生動態調査－ 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ，

．

長谷川 敦史・柳本 順 芦生研究林の天然林におけるカシノナガキクイムシによるナラ枯れ被害木の状況，京大フィ

ールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■吉岡 歩

岡部 芳彦・佐藤 修一・勝山 智憲・林 大輔・吉岡 歩・山内 隆之 北海道研究林・標茶区の天然林における種子・

実生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

■山内 隆之

岡部 芳彦・佐藤 修一・勝山 智憲・林 大輔・吉岡 歩・山内 隆之 北海道研究林・標茶区の天然林における種子・

実生動態調査 － 年度の報告－，京大フィールド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

荒井 亮・山内 隆之・柳本 順・黒田 眞人・中川 智之 上賀茂試験地のヒノキ天然林の下層樹木構成，京大フィー

ルド研 研究林・試験地情報 年度， ， ， ．

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

勝山 正則 舘野 隆之輔 吉岡 崇仁 森林流域環境と人間社会のつながりの理解にむけて 森林科学

■安藤 信

安藤 信 年の北海道研究林の動向 研究林・試験地情報 平成 年度

■芝 正己

芝 正己 森林計画学会・森林利用学会合同シンポジウム 森林管理・計画技術と生産・利用技術の連環性への展望 機

械化林業

芝 正己 伊藤 崇之 森林計画学会・森林利用学会合同シンポジウム概要報告 森林利用学会誌

芝 正己 （コラム）森が重ねる刻（とき）持続性 森林技術

芝 正己 年の芦生研究林の動向 研究林・試験地情報 平成 年度

■德地 直子

德地 直子 年の和歌山研究林の動向 研究林・試験地情報 平成 年度

■中島 皇

中島 皇 年の徳山試験地の動向 研究林・試験地情報 平成 年度

■嵜元 道徳

石原 正恵 石田 健 井田 秀行 伊東 明 榎木 勉 大久保 達弘 金子 隆之 金子 信博 倉本 恵生 酒井 武

齋藤 哲 崎尾 均 嵜元 道徳 芝野 博文 杉田 久志 他（計 名） モニタリングサイト 森林・草原調査

― 83 ―



コアサイト・準コアサイトの毎木調査データの概要 日本生態学会誌

里域生態系部門

■柴田 昌三

柴田 昌三（編著） インド・ミゾラム州における竹類ムーリーの大面積開花に関する生態的研究（平成 ～ 年度

科学研究費補助金（基盤研究 課題番号 研究成果報告書

柴田 昌三 竹資源の新たな有効利用のための竹林施業 特集 拡がるタケの生態特性とその有効利用への道 森林

科学

柴田 昌三 年の上賀茂試験地の動向 研究林・試験地情報 平成 年度

藤澤 茂樹 奥隅 豊栄 安元 信廣 柴田 昌三 田中 伸一 小澤 徹三 表土マット移植工法を用いたのり面緑化に

関する調査研究（ ） 日本緑化工学会誌

藤澤 茂樹 奥隅 豊栄 安元 信廣 柴田 昌三 田中 伸一 小澤 徹三 表土マット移植工法を用いたのり面緑化に

関する調査研究（ ） 日本緑化工学会誌

■益田 玲爾

益田 玲爾 クラゲと魚類との相互関係 科学

益田 玲爾 クラゲと魚のおいしい関係 アクアネット 月号

■梅本 信也

梅本 信也 他 古座川合同調査報告集 第 巻 ユニバース印刷

梅本 信也 他 古座川合同調査報告集 第 巻 ユニバース印刷

■長谷川 尚史

長谷川 尚史 第 回森林生産システム研究会現地検討会報告 森林利用学会誌

長谷川 尚史 林業作業システムの今後の可能性 一五〇一号記念特集 わが国林業の将来展望 山林

長谷川 尚史 第 回森林生産システム研究会シンポジウム報告 森林利用学会誌

長谷川 尚史 年の北白川試験地の動向 研究林・試験地情報 平成 年度

基礎海洋生物学部門

■白山 義久

白山 義久 野外研究サイトから 京都大学瀬戸臨海実験所 日本生態学会誌

白山 義久 研究成果のパブリックアウトリーチ～「海洋生物のセンサス」プロジェクトを例として～

白山 義久 海の生物多様性をめぐって 海洋生物の多様性 特集 海と環境 環境情報科学

白山 義久 沿岸底生生物群集 シンポジウム

の成果と展望 海洋生物多様性情報の総合化に向けて 日本プランクトン学会報

白山 義久 藤倉 克則 のデータベース シンポジウム の成果

と展望 海洋生物多様性情報の総合化に向けて 日本プランクトン学会報

白山 義久 海の生物を調べつくす試み －海洋生物のセンサス 学術の動向

白山 義久 熱水鉱床の開発と海洋環境保全 深海資源ニュース（深海資源研究会）

藤倉 克則 西田 周平 白山 義久 海洋生物のセンサス 日本プランクトン学会報

■久保田 信

久保田 信 クラゲ類のふしぎな形態と生活 不死のベニクラゲの神秘まで 特集 驚異のクラゲ 科学

■宮﨑 勝己

宮﨑 勝己 ウミグモ類及びクマムシ類を用いた節足動物の発生様式の進化に関する研究 平成 年度科学研究補

助金 基盤研究（ ）（課題番号： ）研究成果報告書

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏 海域・海洋保護区の効果と現状 特集 海と環境 海の環境保全や再生に向けて 環境情報科学

向井 宏 海洋生態系の現状と危機 野鳥（日本野鳥の会会誌）

■佐藤 真行

佐藤 真行 環境経済・政策学会 年大会 財政と公共政策

佐藤 真行 前田 章 中川 真太郎 佐々木 健吾 持続可能な発展へ向けた環境政策・経済システム研究： 等の動

態分析による政策評価 平成 年度 環境経済の政策研究（環境省）
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企画研究推進部門

■今西 亜友美

森本 幸裕 橋本 啓史 今西 亜友美 村上 健太郎 田端 敬三 大石 善隆 都市の生物多様性：フィールド研究の

現在

技術管理部

■秋田 豊

伊藤 雅敏 秋田 豊 徳山試験地の天然林における種子生産調査（ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成

年度

■淺野 善和

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

太田 健一 藤井 弘明 淺野 善和 伊藤 雅敏 長谷川 敦史 小嶋 宏和 大牧 治夫 芦生研究林の天然林におけ

るリターフォール量調査 （ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成 年度

中川 智之 上西 久哉 藤井 弘明 淺野 善和 太田健一 向 昌宏 松場 輝信 和歌山研究林のモミ・ツガ天然林

における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■荒井 亮

山内 隆之 柳本 順 黒田 眞人 中川 智之 荒井 亮 上賀茂試験地のヒノキ天然林の種構成と構造 研究林・試験

地情報 平成 年度

■伊藤 雅敏

伊藤 雅敏 秋田 豊 徳山試験地の天然林における種子生産調査（ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成

年度

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

太田 健一 藤井 弘明 淺野 善和 伊藤 雅敏 長谷川 敦史 小嶋 宏和 大牧 治夫 芦生研究林の天然林におけ

るリターフォール量調査 （ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成 年度

■上西 久哉

細見 純嗣 長谷川 孝 上西 久哉 平井 岳志 中川 智之 松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査－ 年度の報告－ 研究林・試験地情報 平成 年度

中川 智之 上西 久哉 藤井 弘明 淺野 善和 太田健一 向 昌宏 松場 輝信 和歌山研究林のモミ・ツガ天然林

における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■太田 健一

太田 健一 藤井 弘明 淺野 善和 伊藤 雅敏 長谷川 敦史 小嶋 宏和 大牧 治夫 芦生研究林の天然林におけ

るリターフォール量調査 （ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成 年度

中川 智之 上西 久哉 藤井 弘明 淺野 善和 太田健一 向 昌宏 松場 輝信 和歌山研究林のモミ・ツガ天然林

における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■大橋 健太

大橋 健太 上賀茂試験地における種子交換用種子の発芽特性 研究林・試験地情報 平成 年度

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■大牧 治夫

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

太田 健一 藤井 弘明 淺野 善和 伊藤 雅敏 長谷川 敦史 小嶋 宏和 大牧 治夫 芦生研究林の天然林におけ

るリターフォール量調査 （ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成 年度

■岡部 芳彦

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■鬼塚 恵美

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■黒田 眞人

山内 隆之 柳本 順 黒田 眞人 中川 智之 荒井 亮 上賀茂試験地のヒノキ天然林の種構成と構造 研究林・試験

地情報 平成 年度

■小嶋 宏和

太田 健一 藤井 弘明 淺野 善和 伊藤 雅敏 長谷川 敦史 小嶋 宏和 大牧 治夫 芦生研究林の天然林におけ

るリターフォール量調査 （ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成 年度

― 85 ―



■紺野 絡

紺野 絡 「 芦生の森自然観察会」参加者のアンケートから 研究林・試験地情報 平成 年度

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■境 慎二朗

境 慎二朗 ニホンジカの侵入防止を目的としたテキサスゲートの設置 研究林・試験地情報 平成 年度

■中川 智之

中川 智之 上西 久哉 藤井 弘明 淺野 善和 太田健一 向 昌宏 松場 輝信 和歌山研究林のモミ・ツガ天然林

における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

細見 純嗣 長谷川 孝 上西 久哉 平井 岳志 中川 智之 松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査－２００８年度の報告－ 研究林・試験地情報 平成 年度

山内 隆之 柳本 順 黒田 眞人 中川 智之 荒井 亮 上賀茂試験地のヒノキ天然林の種構成と構造 研究林・試験

地情報 平成 年度

■西岡 裕平

山内 隆之 西岡 裕平 北白川試験地における樹木の播種試験（ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成

年度

■長谷川 敦史

太田 健一 藤井 弘明 淺野 善和 伊藤 雅敏 長谷川 敦史 小嶋 宏和 大牧 治夫 芦生研究林の天然林におけ

るリターフォール量調査 （ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成 年度

■長谷川 孝

細見 純嗣 長谷川 孝 上西 久哉 平井 岳志 中川 智之 松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査－ 年度の報告－ 研究林・試験地情報 平成 年度

■林 大輔

林 大輔 北海道東部ヤチダモが優占する落葉広葉樹林の択伐後 年間の動態 研究林・試験地情報 平成 年

度

■平井 岳志

細見 純嗣 長谷川 孝 上西 久哉 平井 岳志 中川 智之 松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査－ 年度の報告－ 研究林・試験地情報 平成 年度

■藤井 弘明

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

太田 健一 藤井 弘明 淺野 善和 伊藤 雅敏 長谷川 敦史 小嶋 宏和 大牧 治夫 芦生研究林の天然林におけ

るリターフォール量調査 （ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成 年度

中川 智之 上西 久哉 藤井 弘明 淺野 善和 太田健一 向 昌宏 松場 輝信 和歌山研究林のモミ・ツガ天然林

における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■古田 卓

古田 卓 上賀茂試験地における降水の と － 年～ 年の報告－ 研究林・試験地情報 平成 年度

■細見 純嗣

細見 純嗣 長谷川 孝 上西 久哉 平井 岳志 中川 智之 松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査－ 年度の報告－ 研究林・試験地情報 平成 年度

藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■松場輝信

細見 純嗣 長谷川 孝 上西 久哉 平井 岳志 中川 智之 松場 輝信 和歌山研究林の天然林における種子・実生

動態調査－ 年度の報告－ 研究林・試験地情報 平成 年度

中川 智之 上西 久哉 藤井 弘明 淺野 善和 太田健一 向 昌宏 松場 輝信 和歌山研究林のモミ・ツガ天然林

における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■向 昌宏

中川 智之 上西 久哉 藤井 弘明 淺野 善和 太田健一 向 昌宏 松場 輝信 和歌山研究林のモミ・ツガ天然林

における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

■柳本 順

柳本 順 北海道研究林白糠区におけるエゾシカのライトセンサス調査 研究林・試験地情報 平成 年度
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藤井 弘明 大牧 治夫 紺野絡 淺野 善和 柳本 順 細見 純嗣 大橋 健太 岡部 芳彦 伊藤 雅敏 鬼塚 恵美

芦生研究林の原生的な森林における樹種構成と構造 研究林・試験地情報 平成 年度

山内 隆之 柳本 順 黒田 眞人 中川 智之 荒井 亮 上賀茂試験地のヒノキ天然林の種構成と構造 研究林・試験

地情報 平成 年度

■山内 隆之

山内 隆之 柳本 順 黒田 眞人 中川 智之 荒井 亮 上賀茂試験地のヒノキ天然林の種構成と構造 研究林・試験

地情報 平成 年度

山内 隆之 西岡 裕平 北白川試験地における樹木の播種試験（ 年度報告） 研究林・試験地情報 平成

年度

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁 木文化由良川プロジェクトの全体構想と 年度の進捗状況 概算要求事業「森里海連環学による地域

循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

河本 晴恵 大槻 あずさ 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 福島 慶太郎 今西 亜友美 谷尾 陽一 白澤 紘明

堤 直人 相本 道宏 溶存有機物と溶存鉄の分布 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事

業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 由良川流域における人工林施業が山地渓流水質に与える影響 概算

要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■芝 正己

芝 正己 芦生研究林の概要 京都大学環境報告書

芝 正己 藤井 弘明 由良川河内谷試験地の森林施業の現状と操作実験計画について 概算要求事業「森里海連環学

による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■德地 直子

河本 晴恵 大槻 あずさ 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 福島 慶太郎 今西 亜友美 谷尾 陽一 白澤 紘明

堤 直人 相本 道宏 溶存有機物と溶存鉄の分布 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事

業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 由良川流域における人工林施業が山地渓流水質に与える影響 概算

要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 德地 直子 今西 亜友美 向 昌宏 白澤 紘明 大森 真貴子 山中 律 仁淀川の流下過程にともな

う水質変化 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

福島 慶太郎 福澤 加里部 德地 直子 長谷川 尚史 向 昌宏 竹本 雅浩 仁淀川流域における人工林施業が山地

渓流水質に与える影響 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

■中島 皇

中島 皇 年徳山試験地の動向 研究林・試験地情報 平成 １ 年度

里域生態系部門

■山下 洋

秋山 諭 上野 正博 山下 洋 丹後海由良川河口域におけるニホンハマアミ の繁殖特性と

個体群動態 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

江口 さやか 薄元 志帆 山本 沙織 芳村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾内の一

部地域における鉛汚染追跡調査 生物試料，底泥，土壌を用いた汚染評価法 環境技術

■益田 玲爾

益田 玲爾 よく似た魚の違い 磯・投げ情報 年 月号

益田 玲爾 イワシの打ち上げ 磯・投げ情報 年 月号

益田 玲爾 クラゲと魚のおいしい関係 アクアネット 月号

江口 さやか 薄元 志帆 山本 沙織 芳村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾内の一

部地域における鉛汚染追跡調査 生物試料，底泥，土壌を用いた汚染評価法 環境技術

■梅本 信也

梅本 信也 他 古座川合同調査報告集 第 巻

梅本 信也 学校給食懐古句集 ．
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■長谷川 尚史

長谷川 尚史 木文化仁淀川プロジェクトの全体構想と 年度の進捗状況 概算要求事業「森里海連環学による地

域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

長谷川 尚史 杉本 和也 福井 遼 白澤 紘明 武田 あずさ 市川 隆史 池山 祐司 大原 栄博 高密度作業道を

用いた間伐作業のモデル化 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェク

ト）」 年度報告書

長谷川 尚史 福井 遼 武田 あずさ 飯田 明訓 作業道路面処理が林業機械の走行に及ぼす影響の検証 平成 年

度林業機械化研究助成事業実績報告書

長谷川 尚史 書評「森林管理の理念と技術―森林と人間の共生の道へ―」 森林利用学会誌

福島 慶太郎 福澤 加里部 德地 直子 長谷川 尚史 向 昌宏 竹本 雅浩 仁淀川流域における人工林施業が山地

渓流水質に与える影響 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

京都府森林組合連合会 長谷川 尚史 杉本 和也 白澤 紘明 職務満足度アンケート調査・原木流通シミュレーショ

ン事業報告書 平成 年度森林整備広域連携促進対策事業報告書

■中西 麻美

中西 麻美 深田 英久 今西 亜友美 福島 慶太郎 川成川およびヒウラ谷流域におけるスギ、ヒノキ林の土壌と葉

の窒素特性 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

深田 英久 中西 麻美 仁淀川森グループ調査報告－旧池川町の民有林の現状と調査林分の概要および間伐施業前の

状況について－ 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

■上野 正博

秋山 諭 上野 正博 山下 洋 丹後海由良川河口域におけるニホンハマアミ の繁殖特性と

個体群動態 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

江口 さやか 薄元 志帆 山本 沙織 芳村 碧 上野 正博 益田 玲爾 山下 洋 山本 義和 京都府舞鶴湾内の一

部地域における鉛汚染追跡調査 生物試料，底泥，土壌を用いた汚染評価法 環境技術

基礎海洋生物学部門

■白山 義久

白山 義久 海洋生物の多様性を明らかにする国際的な試み 環境と健康

■久保田 信

久保田 信 新刊紹介 荻野みちる著「クジラの死体はかく語る」 南紀生物

久保田 信 新刊紹介 日本プランクトン学会・ベントス学会編「海の外来生物 人間によって撹乱された地球の海」

南紀生物

久保田 信 不老不死で若返るベニクラゲ類の生活史 遺伝

久保田 信 読者のコーナー 環境と健康

久保田 信 読者のコーナー 環境と健康

久保田 信 不老不死のベニクラゲの神秘と人類の夢

■宮﨑 勝己

渡辺 順也 沼田 篤志 宮﨑 勝己 年度森里海連環学実習 における水生昆虫調査報告 古座川合同調査報告集

拝野 晃希 小川 直記 梶野 泰弘 平林 凌太朗 宮﨑 勝己 深見 裕伸 古座川における水生昆虫調査報告 古座

川合同調査報告集

■深見 裕伸

拝野 晃希 小川 直記 梶野 泰弘 平林 凌太朗 宮﨑 勝己 深見 裕伸 古座川における水生昆虫調査報告 古座

川合同調査報告集

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏 瀬戸内海の干潟再生事業とその問題点 （エブオブ）

向井 宏 海はきれいになったの？ ならないの？ （フリーラン別冊なぎさ）

向井 宏 水産生物の乱獲と海洋保護区 （日本湿地ネットワーク・ 通信）

■佐藤 真行

佐藤 真行 貸し借りということ 嶋臺塾記録

企画研究推進部門

■福島 慶太郎

福島 慶太郎 シカによって改変される森林の生態系機能 京都・芦生における大規模シカ柵実験から 財団法人自然

保護助成基金 ニュース
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福島 慶太郎 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 由良川流域における人工林施業が山地渓流水質に与える影響 概算

要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 德地 直子 今西 亜友美 向 昌宏 白澤 紘明 大森 真貴子 山中 律 仁淀川の流下過程にともな

う水質変化 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

福島 慶太郎 福澤 加里部 德地 直子 長谷川 尚史 向 昌宏 竹本 雅浩 仁淀川流域における人工林施業が山地

渓流水質に与える影響 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

中西 麻美 深田 英久 今西 亜友美 福島 慶太郎 川成川およびヒウラ谷流域におけるスギ、ヒノキ林の土壌と葉

の窒素特性 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

河本 晴恵 大槻 あずさ 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 福島 慶太郎 今西 亜友美 谷尾 陽一 白澤 紘明

堤 直人 相本 道宏 溶存有機物と溶存鉄の分布 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事

業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■今西 亜友美

今西 亜友美 芦生研究林長治谷におけるシカスポット防除柵設置 年後の植生回復 概算要求事業「森里海連環学に

よる地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

中西 麻美 深田 英久 今西 亜友美 福島 慶太郎 川成川およびヒウラ谷流域におけるスギ、ヒノキ林の土壌と葉

の窒素特性 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

河本 晴恵 大槻 あずさ 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 福島 慶太郎 今西 亜友美 谷尾 陽一 白澤 紘明

堤 直人 相本 道宏 溶存有機物と溶存鉄の分布 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事

業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 德地 直子 今西 亜友美 向 昌宏 白澤 紘明 大森 真貴子 山中 律 仁淀川の流下過程にともな

う水質変化 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報

告書

管理技術部

■淺野 善和

淺野 善和 公開講座を終えて 研究林・試験地情報 平成 年度

■荒井 亮

荒井 亮 芦生の森自然観察会の応募状況について 研究林・試験地情報 平成 年度

■奥田 賢

奥田 賢 ＧＩＳを用いた見本園植栽木情報管理データベースの構築 研究林・試験地情報 平成 年度

■勝山 智憲

勝山 智憲 北海道研究林標茶区における降水の と － 年から 年までの 年間の変化－ 研究林・試験

地情報 平成 年度

■西岡 裕平

西岡 裕平 芦生研究林に生えるキノコの個体調査 研究林・試験地情報 平成 年度

■長谷川 敦史

長谷川 敦史 芦生研究林上谷歩道沿いにおけるマルバマンサク葉枯れ病の調査 研究林・試験地情報 平成

年度

■長谷川 孝

長谷川 孝 直営による林道新設工事について 研究林・試験地情報 平成 年度

■藤井 弘明

藤井 弘明 法人芦生自然学校「マザーツリープロジェクト」への協賛 研究林・試験地情報 平成 年度

■向 昌宏

河本 晴恵 大槻 あずさ 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 福島 慶太郎 今西 亜友美 谷尾 陽一 白澤 紘明

堤 直人 相本 道宏 溶存有機物と溶存鉄の分布 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事

業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 吉岡 崇仁 德地 直子 向 昌宏 由良川流域における人工林施業が山地渓流水質に与える影響 概算

要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 德地 直子 今西 亜友美 向 昌宏 白澤 紘明 大森 真貴子 山中 律 仁淀川の流下過程にともな

う水質変化 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報
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告書

福島 慶太郎 福澤 加里部 德地 直子 長谷川 尚史 向 昌宏 竹本 雅浩 仁淀川流域における人工林施業が山地

渓流水質に与える影響 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

■柳本 順

柳本 順 和天別川流域の河川水の Ｈ・ＥＣ 研究林・試験地情報 平成 年度

■山内 隆之

山内 隆之 開地と被陰ネット下におけるホオノキ苗木の生長比較 研究林・試験地情報 平成 年度

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁 木文化由良川プロジェクト 年度の進捗状況 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文

化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

吉岡 崇仁 第 回京都大学大学院農学研究科・フィールド科学教育研究センター技術職員研究集会の開催にあたっ

て 第 回京都大学大学院農学研究科・フィールド科学教育研究センター技術職員研究集会報告書

吉岡 崇仁 流域環境における人間・自然相互作用系の研究−フィールド科学教育研究センターが目指す森里海連環学

− 第 回京都大学大学院農学研究科・フィールド科学教育研究センター技術職員研究集会報告書

吉岡 崇仁 向 昌宏 山下 洋 上野 正博 福島 慶太郎 福﨑 康司 大槻 あずさ 渡辺 謙太 由良川流域に

おける鉄と有機物の分布と挙動 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジ

ェクト）」 年度報告書

石原 正恵 今西 亜友美 阪口 翔太 福澤 加里部 向 昌宏 吉岡 崇仁 芦生研究林におけるシカ排除柵によ

るススキ群落の回復過程 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

大川 智船 佐藤 真行 吉岡 崇仁 由良川・仁淀川流域の社会調査報告 概算要求事業「森里海連環学による地

域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■德地 直子

德地 直子 福島 慶太郎 白澤 紘明 大森 真貴子 山中 律 富田 健介 仁淀川全域の水質について 概算要

求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

富田 健介 山中 律 福島 慶太郎 德地 直子 河川水質及び生態系に及ぼす森林管理の影響～仁淀川上流域に

おける付着藻類及び河川水クロロフィルと水生生物に及ぼす間伐の影響（平成 年）～ 概算要求事業「森里海連

環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■中島 皇

福島 慶太郎 井上 みずき 阪口 翔太 藤木 大介 山崎 理正 境 優 齊藤 星耕 中島 皇 高柳 敦 ニホンジ

カによる過採食が芦生の冷温帯天然林の生物多様性と生態系機能に及ぼす影響の解明 プロ・ナトゥーラ・ファン

ド第 期助成成果報告書

■坂野上 なお

三木 敏裕 坂野上 なお 由良川流域における木材生産および流通の現状について～京都府中丹・南丹地域を対

象とする調査結果より～ 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

里域生態系部門

■山下 洋

山下 洋 森・里・海とつながる生態系 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文

化プロジェクト）」 年度報告書

秋山 諭 上野 正博 山下 洋 由良川河口域におけるニホンハマアミ現存量と生産量の季節変化 概算要求事

業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

冨士 泰期 笠井 亮秀 上野 正博 山下 洋 由良川河口域におけるスズキ稚魚の回遊と成長 概算要求事業

「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

舟橋 達宏 上野 正博 山下 洋 笠井 亮秀 数値実験による由良川河口域における塩水進入の変動解析 概算
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要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

吉岡 崇仁 向 昌宏 山下 洋 上野 正博 福島 慶太郎 福﨑 康司 大槻 あずさ 渡辺 謙太 由良川流域に

おける鉄と有機物の分布と挙動 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジ

ェクト）」 年度報告書

渡辺 謙太 上野 正博 山下 洋 由良川河口域における植物プランクトン群集の季節変化 概算要求事業「森

里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■柴田 昌三

柴田 昌三 森里海連環学的視点からみた震災と津波、そして復興とボランティア支援 環境保全

柴田 昌三 竹とつきあう，てんとう虫 年 月号）

柴田 昌三 「ウサギ追いしかの山」の風土・景観は懐かしむだけになってしまったのか？ 広報 日造協（ 社 日本

造園建設業協会、 年 月 日号）

柴田 昌三 竹～庭園利用の現在～ （英国王立園芸協会日本支部、 年 月号）

柴田 昌三 緑のエッセー「里山イニシアティブを世界の基盤的な思想へ」 林野庁情報誌「林野」 年

月号

■田川 正朋

田川 正朋 カレイ類の形態異常出現機構の解明と防除－最適な変態「前」成長速度の検討－ 科研報告書

■益田 玲爾

益田 玲爾 イワシの打ち上げ 磯・投げ情報 年 月号

益田 玲爾 魚の機嫌を知る行動観察の勘所 アクアネット 年 月号

益田 玲爾 生きものクイズ「魚の群れと縞模様」 ちいさなかがくのとも 年 月号

益田 玲爾 生きものクイズ「冬の魚とナマコ」 ちいさなかがくのとも 年 月号

（書評）

■梅本 信也

梅本 信也 古座川合同調査報告集 第 巻

久保田 信 梅本 信也 瀬戸臨海実験所構内におけるカタバミ（カタバミ科）の奇形 瀬戸臨海実験所年報

■長谷川 尚史

長谷川 尚史 木文化仁淀川プロジェクトの全体構想と 年度の進捗状況 概算要求事業「森里海連環学によ

る地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

長谷川 尚史 第 回森林生産システム研究会現地検討会報告 森林利用学会誌

長谷川 尚史 第 回森林生産システム研究会シンポジウム報告 森林利用学会誌

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■中西 麻美

中西 麻美 深田 英久 年における池川・川成川地域の人工林の土壌、ヒノキ生葉の調査結果 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

深田 英久 中西 麻美 平成 年度 仁淀川森グループ調査報告 －平成 年度 スギ・ヒノキ調査プロット

における毎木調査の結果－ 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェク

ト）」 年度報告書

■上野 正博

秋山 諭 上野 正博 山下 洋 由良川河口域におけるニホンハマアミ現存量と生産量の季節変化 概算要求事

業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書
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冨士 泰期 笠井 亮秀 上野 正博 山下 洋 由良川河口域におけるスズキ稚魚の回遊と成長 概算要求事業

「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

舟橋 達宏 上野 正博 山下 洋 笠井 亮秀 数値実験による由良川河口域における塩水進入の変動解析 概算

要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

吉岡 崇仁 向 昌宏 山下 洋 上野 正博 福島 慶太郎 福﨑 康司 大槻 あずさ 渡辺 謙太 由良川流域に

おける鉄と有機物の分布と挙動 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジ

ェクト）」 年度報告書

渡辺 謙太 上野 正博 山下 洋 由良川河口域における植物プランクトン群集の季節変化 概算要求事業「森

里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■中山 耕至

■甲斐 嘉晃

基礎海洋生物学部門

■久保田 信

久保田 信 コブヒトデモドキ（ヒトデ綱 コブヒトデ科）が冬期に京都大学瀬戸臨海実験所飼育水槽で死亡 瀬戸臨

海実験所年報

久保田 信 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”へ台風により一度に打ち上がった複数のクロチ

ョウガイ 瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 オカヤドカリ類（甲殻類 異尾類）の幼体を京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”で 年秋季に再発見 瀬

戸臨海実験所年報

久保田 信 和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所の研究棟正面入口へ再出現したフナムシ（甲殻類）

瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 夏から初冬に瀬戸臨海実験所構内に大量出現した熱帯性のサツマゴキブリ（ゴキブリ目 ゴキブリ上科）

瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 読者のコーナー 環境と健康

久保田 信 内田 紘臣 京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”に打ち上がった大型の死んだイシサンゴ 瀬戸臨海実験所年

報

久保田 信 太田 満 山本 泰司 イソモンガラ未成魚の飼育と死亡 瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 梅本 信也 瀬戸臨海実験所構内におけるカタバミ（カタバミ科）の奇形 瀬戸臨海実験所年報

森阪 匡通 酒井 麻衣 小木 万布 久保田 信 亀崎 直樹 伊豆諸島御蔵島周辺海域で観察されたアオウミガメに

よるクラゲ捕食 うみがめニュースレター

海域陸域統合管理学研究部門

■佐藤 真行

佐藤 真行 環境経済の政策研究報告書「持続可能な発展へ向けた環境政策・経済システム研究： 等の動態分析によ

る政策評価」

大川 智船 佐藤 真行 吉岡 崇仁 由良川・仁淀川流域の社会調査報告 概算要求事業「森里海連環学による地

域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書
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企画研究推進部門

■福島 慶太郎

福島 慶太郎 河川水質を通して知りたいこと～ ・ 流域の水質調査報告 熱帯バイオマス社会

福島 慶太郎 井上 みずき 阪口 翔太 藤木 大介 山崎 理正 境 優 齊藤 星耕 中島 皇 高柳 敦 ニホンジ

カによる過採食が芦生の冷温帯天然林の生物多様性と生態系機能に及ぼす影響の解明 プロ・ナトゥーラ・ファン

ド第 期助成成果報告書

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

福島 慶太郎 福澤 加里部 德地 直子 長谷川 尚史 向 昌宏 竹本 雅浩 仁淀川流域における人工林施業が

山地渓流水質に与える影響 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェク

ト）」 年度報告書

福島 慶太郎 福﨑 康司 吉岡 崇仁 上野 正博 大槻 あずさ 由良川中流域に位置する大野ダム湖内での水質

変化 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

境 優 福島 慶太郎 スギ人工林の間伐および林道設置などの森林施業が渓流の底生動物群集に与える影響 概

算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

富田 健介 山中 律 福島 慶太郎 德地 直子 河川水質及び生態系に及ぼす森林管理の影響～仁淀川上流域に

おける付着藻類及び河川水クロロフィルと水生生物に及ぼす間伐の影響（平成 年）～ 概算要求事業「森里海連

環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

德地 直子 福島 慶太郎 白澤 紘明 大森 真貴子 山中 律 富田 健介 仁淀川全域の水質について 概算要

求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

吉岡 崇仁 向 昌宏 山下 洋 上野 正博 福島 慶太郎 福﨑 康司 大槻 あずさ 渡辺 謙太 由良川流域に

おける鉄と有機物の分布と挙動 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジ

ェクト）」 年度報告書

■石原 正恵

石原 正恵 今西 亜友美 阪口 翔太 福澤 加里部 向 昌宏 吉岡 崇仁 芦生研究林におけるシカ排除柵によ

るススキ群落の回復過程 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■大川 智船

大川 智船 佐藤 真行 吉岡 崇仁 由良川・仁淀川流域の社会調査報告 概算要求事業「森里海連環学による地

域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

技術管理部

■淺野 善和

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■伊藤 雅敏

伊藤 雅敏 上賀茂試験地自然観察会応募状況について 研究林・試験地情報 平成 年度

■太田 満

山本 泰司 太田 満 瀬戸臨海実験所水族館におけるフナムシの継代飼育展示 瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 太田 満 山本 泰司 イソモンガラ未成魚の飼育と死亡 瀬戸臨海実験所年報

■大橋 健太

大橋 健太 上賀茂試験地における種子交換業務―最近の受注傾向２― 研究林・試験地情報 平成 年度
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■勝山 智憲

古田 卓 勝山 智憲 北海道研究林標茶区と白糠区のハリガネムシの季節変動 研究林・試験地情報 平成

年度

■小嶋 宏和

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■佐藤 修一

佐藤 修一 北海道研究林の森林整備加速化事業実施について 研究林・試験地情報 平成 年度

■西岡 裕平

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■長谷川 敦史

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■林 大輔

林 大輔 野生動物のモニタリング開始 研究林・試験地情報 平成 年度

■藤井 弘明

福島 慶太郎 石原 正恵 吉岡 崇仁 長谷川 尚史 藤井 弘明 西岡 裕平 長谷川 敦史 小嶋 宏和 淺野 善和

芦生研究林下谷流域におけるスギ人工林の商業伐採が植生‐土壌‐渓流間の養分動態に与える影響 概算要求

事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」 年度報告書

■古田 卓

古田 卓 勝山 智憲 北海道研究林標茶区と白糠区のハリガネムシの季節変動 研究林・試験地情報 平成

年度

■向 昌宏

吉岡 崇仁 向 昌宏 山下 洋 上野 正博 福島 慶太郎 福﨑 康司 大槻 あずさ 渡辺 謙太 由良川流域に

おける鉄と有機物の分布と挙動 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジ

ェクト）」 年度報告書

石原 正恵 今西 亜友美 阪口 翔太 福澤 加里部 向 昌宏 吉岡 崇仁 芦生研究林におけるシカ排除柵によ

るススキ群落の回復過程 概算要求事業「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業（木文化プロジェクト）」

年度報告書

■柳本 順

柳本 順 野生動物による山引き苗の被害状況 研究林・試験地情報 平成 年度

■山内 隆之

山内 隆之 北白川試験地における見本樹の花期について 研究林・試験地情報 平成 年度

■山本 泰司

山本 泰司 瀬戸臨海実験所水族館のフナムシ飼育個体群の変動と成長 瀬戸臨海実験所年報

山本 泰司 太田 満 瀬戸臨海実験所水族館におけるフナムシの継代飼育展示 瀬戸臨海実験所年報

久保田 信 太田 満 山本 泰司 イソモンガラ未成魚の飼育と死亡 瀬戸臨海実験所年報

５．４ 著書 

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁：中尾 正義・銭 新・鄭 躍軍 編，持続可能な発展と環境評価，中国の水環境問題 開発のもたらす水不足，

勉誠出版，東京， ， ．

吉岡崇仁：大西文秀編，フィールド科学と環境教育， で学ぶ日本のヒト・自然系，弘文堂，東京， ， ．
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■德地 直子

：

，

， ， ， ， ，

．

：

， ， ， ， ， ．

：

， ，

， ， ， ， ．

■中島 皇

中島 皇：藤崎 憲治・西田 律夫・佐久間 正幸編， フィールド教育の実践 フィールドで伝えられること，フィ

ールドから伝えられること，昆虫科学が拓く未来，京都大学学術出版会，京都， ， ．

里域生態系部門

■山下 洋

山下 洋：田中 克・田川 正朋・中山 耕至編，カレイ類稚魚成育場としての河口域の役割，稚魚学 多様な生理生態を

探る，生物研究社，東京， ，

■柴田 昌三

柴田 昌三：藤井 透編，資源として竹を理解する，竹の基礎科学と高度利用技術，シーエムシー出版，東京， ，

．

■田川 正朋

田中 克・田川 正朋・中山 耕至：稚魚 生残と変態の生理生態学，京都大学学術出版会，京都， ，

田中 克・田川 正朋・中山 耕至：稚魚学 多様な生理生態を探る，生物研究社，東京， ，

岡田 のぞみ・田川 正朋：田中 克 田川 正朋 中山 耕至編，ヒラメの変態と眼の移動機構，稚魚学 多様な生理生

態を探る，生物研究社，東京 ， ，

青海 忠久・田川 正朋：田中 克 田川 正朋 中山 耕至編，異体類の変態と体色異常，稚魚学 多様な生理生態を探

る，生物研究社，東京， ，

■益田玲爾

益田 玲爾：田中 克・田川 正朋・中山 耕至編，稚魚の心理を読む，稚魚学 多様な生理生態を探る，生物研究社，東

京， ，

■梅本 信也

梅本 信也：鷲谷 いずみ監修，水辺の里、海辺の里，消える日本の自然，恒星社厚生閣，東京， ， ．

梅本 信也：里域植物相調査ノート，ユニバース印刷，長岡京市， ， ．

■中山耕至

田中 克・田川 正朋・中山 耕至：稚魚学 多様な生理生態を探る，生物研究社，東京， ，

田中 克・田川 正朋・中山 耕至：稚魚 生残と変態の生理生態学，京都大学学術出版会，京都， ，

基礎海洋生物学部門

■久保田 信

村上 龍男：久保田 信 監修，山形 加茂海岸のクラゲ，東北出版企画，山形県鶴岡市， ，

■宮﨑 勝己

宮﨑 勝己：石川 良輔編，バイオディバーシティシリーズ ．節足動物の多様性と系統，裳華房，東京，

，

■白山 義久

海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏：鷲谷 いづみ監修，消える日本の自然～写真が語る スポットの現状～，恒星社厚生閣，東京，

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁（編） 環境意識調査法 環境シナリオを評価する人びとの選好 勁草書房
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■德地 直子

．

■坂野上 なお

川村 誠 坂野上 なお 長谷川正 日本林業の可能性 国際化時代と「地域農・林業」の再構築 井口 隆史編 日本

林業調査会

基礎海洋生物学部門

■白山 義久

瀬戸臨海

実験所

■原田 百聞

瀬戸臨海

実験所

海域陸域統合管理学研究部門

■佐藤 真行

佐藤 真行 持続可能性の測定と環境の経済評価 グリーン産業革命 佐和隆光 編 日経 社

企画研究推進部門

■福島 慶太郎

．

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁 環境アセスメント 地球環境学事典 総合地球環境学研究所編 弘文堂

里域生態系部門

■8H 柴田 昌三

柴田 昌三（文） 石森 愛彦（絵） 木？それとも草？竹は竹 福音館書店 （月刊「たくさんのふしぎ」

年 月号（第 号））

■益田 玲爾

益田 玲爾 行動観察 魚類生態学の基礎 塚本 勝巳編 恒星社厚生閣

益田 玲爾 群れ行動 魚類生態学の基礎 塚本 勝巳編 恒星社厚生閣

益田 玲爾 コラム 魚の目から観たクラゲ 水産の 世紀 田中 克・川合 真一郎・谷口 順彦・坂田 泰造編 京

都大学学術出版会

■田川 正朋

田川 正朋 田中 克 章 変態と着底 魚類生態学の基礎 塚本 勝巳編 恒星社厚生閣

■梅本 信也

梅本 信也 里域連環学入門 ユニバース印刷

梅本 信也（分担執筆） 雑草学事典 山口裕文・編集，梅本信也・副編集 日本雑草学会

■長谷川 尚史

長谷川 尚史 森林利用研究のレビュー－作業 森林利用学会誌 年のあゆみ 森林利用学会

基礎海洋生物学部門

■白山 義久
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海域陸域統合管理学研究部門

■向井 宏

向井 宏 石西礁湖自然再生事業 自然再生ハンドブック 日本生態学会編 地人書館

向井 宏 広域対応・全国的な対応が必要とされる課題 自然再生ハンドブック 日本生態学会編 地人書館

■佐藤 真行

佐藤 真行 予防原則、オプション価格、費用便益分析 環境リスク管理と予防原則 法学的・経済学的検討 植

田和弘・大塚直編 有斐閣

年度

森林生物圏部門

■吉岡 崇仁

吉岡 崇仁 安定同位体に聞く生態系の物語 川と湖を見る・知る・探る 陸水学入門 地人書館

吉岡 崇仁 安定同位体が明らかにした富栄養化の歴史―琵琶湖 川と湖を見る・知る・探る 陸水学入門 地人書館

日本陸水学会偏（村上 哲生 花里 孝幸 吉岡 崇仁 森 和紀 小倉 紀雄 監修） 川と湖を見る・知る・探る 陸水学入

門 地人書館

北方森林学会編（吉岡 崇仁 分担編集） 北海道の森林 北海道新聞

里域生態系部門

■ 8H山下 洋

小路 淳 堀 正和 山下 洋（共編） 浅海域の生態系サービス－海の恵みと持続的利用－（水産学シリーズ ） 恒

星社厚生閣，

浜口 昌巳 藤浪 祐一郎 山下 洋 河口･干潟域における漁業資源生産 浅海域の生態系サービス－海の恵みと持続

的利用－（水産学シリーズ ） 小路 淳，堀 正和，山下 洋編 恒星社厚生閣

■柴田 昌三

柴田昌三 西日本クラスター－人の影響の深さと洗練された文化 里山・里海～自然の恵みと人々の暮らし～ 朝

倉書店 （国際連合大学高等研究所／日本の里山・里海評価委員会編・分担執筆）

■田川 正朋

中坊 徹次 監訳 甲斐 義晃 鄭 忠勲 田川 正朋 土井内 龍 訳 知られざる動物の世界 エイ・ギンザメ・ウナ

ギのなかま 朝倉書店

■梅本 信也

梅本 信也 紀伊大島のイノシシ 里域保全論への招待 ユニバース印刷

梅本 信也 里域食文化論入門 ユニバース印刷

梅本 信也 里域震災論入門 ユニバース印刷

■中山 耕至

中坊 徹次 監訳 甲斐 嘉晃 亀甲 武志 中山 耕至 訳 知られざる動物の世界 原始的な魚のなかま 朝倉書店

■甲斐 嘉晃

甲斐 嘉晃（分担執筆） ポケット図鑑，海辺の生物 白山義久編 小学館

中坊 徹次 監訳 甲斐 嘉晃 亀甲 武志 中山 耕至 訳 知られざる動物の世界 原始的な魚のなかま 朝倉書店

中坊 徹次 監訳 甲斐 義晃 鄭 忠勲 田川 正朋 土井内 龍 訳 知られざる動物の世界 エイ・ギンザメ・ウナギ

のなかま 朝倉書店

海域陸域統合管理学研究部門

■佐藤 真行

佐藤 真行 村上 佳世 植田 和弘 新山 陽子 有機物循環農産物の社会的便益と消費者行動 有機物循環論 楠部

孝誠，新山陽子，植田和弘，高月紘 編 編 昭和堂

企画研究推進部門

■福島 慶太郎

福島 慶太郎 第 章 窒素の循環 森のバランス 植物と土壌の相互作用 森林立地学会編 東海大学出版会
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５．５ 自己総合評価、課題、展望 

過去 年間に、フィールド研では、教員延べ 名を中心に、特任研究員や技術職員も含む構成員によって、数多く

の著書、原著論文・総説、報告書及び一般誌への投稿が行われたが、その総数は 編であった。このうち、教員に

よる投稿数は 編であった。職階別の一教員あたりの年間平均発表数は、教授 編、准教授・講師 編、助

教 編であり、助教の発表数が顕著に少なかった。

総投稿数のうち、査読有り論文は 編であった。その一教員あたり年間平均発表数は、教授 編、准教授・講

師 編、助教 編であり、教授クラスの発表数が比較的多かった。ただし、英文論文の第一著者としての年間

平均発表数は、教授 編、准教授・講師 編、助教 編であり、准教授クラスと助教クラスの健闘が顕著で

ある。ただし、全般的にその発表数は少ないといわざるを得ない。

一方、短期間の在籍ではあるが、フィールド研の諸活動を根底から支えている研究員等の実績は、論文が中心であ

り、一人あたりの年間平均の総発表数は 編、査読有り論文発表数は 編、英文論文の第一著者としての発表

数は 編であり、第一著者の論文数が多いことから、その高い能力が示された。

フィールド研では、部局内で刊行される各種の刊行物における技術職員の調査研究成果の公開を率先しているが、

彼らによる 年間の投稿数が延べ 編にのぼったことも特筆すべきことと考えられる。その大半は報告書レベルで

の投稿であるが、彼らのモチベーションを高める上で、この数字は意味があるものである。また、わずかではあるが、

研究者との共著として論文にも名を連ねている例があることも重要である。

以上のように、フィールド研は研究者に直接研究フィールドを提供しているという特徴に起因して、教員以外から

も数多くの発信が行われていることが特徴の一つとしてあげられる。一方、各施設において施設運営や地域連携等の

職務に追われながら、研究成果も公表していかなければならないという状況は、特に若手の教員に少なからず影響を

与えていることも明らかである。社会的責務と研究者としての責務の両立ができるような工夫、研究環境の改善、あ

るいは個人的な奮起が望まれる他、その解決に向けた策が今後、検討される必要がある。
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６ 資料 

６．１ 活動の記録（日記） 

［2008年度（平成 20年度）］ 

年 月～

年度新入生向け少人数セミナーを開講

・「Ｃ．Ｗ ニコル“アファンの森”に学ぶ」 （アファンの森） 柴田 昌三 他

・「フィールド実習“森は海の恋人”」 （気仙沼） 白山 義久 他

・「木造校舎を造る：木の文化再生へ」 （北白川試験地ほか） 芝 正己 他

・「河口域生態学入門」 （舞鶴水産実験所） 山下 洋

・「海岸生物の生活史」 （瀬戸臨海実験所） 久保田 信

・「海洋生物の多様性」 （瀬戸臨海実験所） 白山 義久

・「魚類心理学入門」 （舞鶴水産実験所） 益田 玲爾

・「原生的な森林の働き」 （上賀茂試験地，芦生研究林）中島 皇

・「森のつくりだすもの」 （和歌山研究林） 德地 直子

・「森里海のつながりを清流古座川に見る」 （紀伊大島実験所） 梅本 信也

・「森林の再生と動態」 （芦生研究林ほか） 安藤 信

・「豊かな森をめざして！」 （芦生研究林） 芝 正己

・「節足動物学入門」 （瀬戸臨海実験所） 宮﨑 勝己

・「お魚好きのための魚類研究入門」 田川 正朋 他

・「環境の評価」 吉岡 崇仁

年 月～ 月

全学共通科目（リレー講義）「水圏生物学入門」開講

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において「日替わり解説ツアー・バックヤードツアー」を開催

参加者：日替わり解説ツアー（一般） 人，バックヤードツアー（小学生以上） 人（ 月 日から）

年 月 日～ 年 月 日

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催でウッズサイエンスを開講 週 回・

計 回）

年 月 日， 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験・バックヤード体

験学習」開催（一般（小学生以上） 人）

年 月 日

プロジェクトに特定有期雇用教員（助教）を採用

年 月 日

舞鶴水産実験所が，曹洞宗京都府宗務所婦人会総会における特別講演「日本海から見える食の環境」へ講師派

遣

年 月 日

和歌山県串本町田原において，紀伊田原湿地の復元をめざす研究会（紀伊大島実験所・紀伊田原ウェットラン

ドの会共催）を開催

年 月 日

須崎市立市民文化会館において，シンポジウム「木を“生かして生きる”社会をつくるために」を共催

（高知大学大学院黒潮海洋科学研究科・須崎市） 参加者 人

年 月 日

上賀茂試験地において「 年度上賀茂試験地春の自然観察会」を開催 参加者 人（応募 人）

年 月 日

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催で「 タイム」（ふるさと体験）
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を実施（ 年生 人）

年 月 日

全日空「私の青空 阿蘇くまもと空港」においてフィールドセミナーを開講

年 月 日

芦生研究林において，地域開放特別事業「学校の目の前を流れる由良川の源流を訪ねる（綾部市立東綾小学校

の総合的な学習の時間）」を実施（ 年生 人）

年 月 日

木谷雅人理事が芦生研究林を視察（ランチミーティング）

年 月 日

和歌山研究林において，有田川町立八幡小学校との共催で，総合的な学習の時間「森は友だち森林の町清水」

を実施（ 年生 人）

年 月 日

清流の都・静岡創造推進協議会総会において基調講演「清流を都市も含めた森里海連環の視点から考える」

年 月 日

全日空「私の青空 岡山空港・岡崎嘉平太の森」においてフィールドセミナーを開講

年 月 日

芦生研究林において「芦生の森自然観察会 入門編 『春の森を歩きながら樹木観察をしよう』」を開催

参加者 人（応募者 人）

年 月 日

白浜町中央公民館において，第 回しらはまの海の生き物から学ぶ（講座）を開催（瀬戸臨海実験所・白浜町

中央公民館・白浜町教育委員会と共催）

年 月 日

瀬戸臨海実験所において，第 回しらはまの海の生き物から学ぶ（講座）として，研究施設見学と水族館体験

学習を開催（白浜町中央公民館・白浜町教育委員会と共催） 参加者 人

年 月 日

父島において，小笠原エコツアーを実施（ 法人エコロジー・カフェ共催）

年 月 日

舞鶴水産実験所において，京都府立西舞鶴高等学校理数探究科の生徒に対し講義（ 連携講座）を実施（

人）

年 月 日

北海道研究林において，標茶町立沼幌小学校との共催で木工教室を実施（全学年 人）

年 月 日

舞鶴水産実験所が，京都府立海洋高校による舞鶴市竜宮浜周辺ダイビングマップ作成の協力（ 年生 人）

年 月 日

串本町役場古座分庁舎において，講演「南紀古座川一枚岩のヘリトリゴケ」（紀伊大島実験所・古座コミュニテ

ィ･カレッジ和歌山県立串本古座高等学校主催，紀伊大島実験所後援）

年 月 日

北海道大学における持続的農業生産に関する国際会議 2008 (ICSA2008)において，京都大学生態学研究センタ

ーと共同でセッション「 」を開催

年 月 日

和歌山県古座川町において「第 回古座川シンポジウム」を開催（紀伊大島実験所，古座川流域協議会共催）

参加者 人

年 月 日

芦生研究林において，水生生物観察会を実施 参加者 人（知井小学校 年生）

年 月 日

舞鶴水産実験所において，綾部市立東陵中学校に対して総合学習（「中学生由良川サミット」の発表に向けた

水質調査等）を実施（ 年生 人）

年 月 日

瀬戸臨海実験所において，海洋観測研究実習船「ヤンチナ」完成披露会を開催（尾池総長他参加）
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年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，日替わり解説ツアーと，バックヤードツアーを毎日開催

参加者：日替わり解説ツアー（一般） 人，バックヤードツアー（小学生以上） 人

年 月 日

芦生研究林において，美山町第 学年合同自然体験教室「美山っ子グリーンワールド」を開催 参加者 人

（南丹市美山町内小学校共催）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所において，京都教育大学附属高等学校のスーパーサイエンススクール（ 事業）クラスの臨

海実習参加者に対して，特別講義と実習（ 年生 人）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所が，京都府立西舞鶴高等学校において，サイエンス・パートナーシップ・プログラム（ 事

業）による講師派遣（ 人）

年 月 日～ 日

フィールド科学教育研究センター公開講座 「森のしくみとその役割」を芦生研究林において開催

参加者 人（応募者 人）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所が，兵庫県立西宮今津高等学校に対して，「フィールド科学実習」（大江山での森林実習と舞鶴

湾での海洋実習）を実施（ 年生 人）

年 月 日～ 月 日

舞鶴水産実験所が，京都府立南陽高等学校において，サイエンス・パートナーシップ・プログラム（ 事業）

「南陽高校サイエンスリサーチ科夏季臨海実習」の事前講義や臨海実習（ 人）

年 月 日

全日空「私の青空 広島空港」においてフィールドセミナーを開講

年 月 ～ 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （芦生研究林－由良川－丹後海コース）を開講（ 人）

年 月 日

京漁連の舞鶴地方卸売市場周辺における「ふるさと海づくり大会」に舞鶴水産実験所が企画展示部門で参加

（京都府と京都府漁業協同組合連合会の主催）。

年 月 日

高知県須崎市において，シンポジウム「仁淀川の森と水を考える」開催（仁淀川漁業共同組合主催・フィール

ド研後援） 参加者 約 人

年 月 ～ 日

芦生研究林が，大学等地域開放特別事業として，森林体験学習を開催（共催：和歌山県立有田中央高等学校

清水分校， 「私の青空」）。参加者 年生 人

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所において，公開臨海実習（国立大学法人臨海臨湖実験所長会議 主催）

年 月 日～ 月 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （夏の北海道実習）を開講

年 月 日

「由良川フォーラム 第 回 ～自然と暮らす 自然とつながる～」を綾部市において開催（京都府中丹広域振

興局・フィールド科学教育研究センター共催） 参加者 人

年 月 日

舞鶴水産実験所において，兵庫県立神戸高等学校の生徒に対して実習（ 事業）を実施。参加者 人

年 月 日

舞鶴水産実験所が，第八管区海上保安業務に関し感謝状を受贈。

年 月 ～ 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （紀伊半島の森と里と海）を開講（日本財団助成実習）

年 月 日

舞鶴水産実験所において，京都府立舞鶴西高等学校の生徒に対して指導と講義（ 事業）を実施。参加者

人
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年 月 日

京都大学ジュニアキャンパス において，「森の働き 木・水・土から見える「無用の用」」を開講，および，

北白川試験地において樹木識別実習・北白川試験地およびその周辺で樹木を見学。

年 月 日

第 回時計台対話集会を開催（生態研と共催）。参加者約 人／講演：只木良也（名古屋大学名誉教授）・

向井宏（北海道大学名誉教授） パネルディスカッション：吉岡崇仁，上野正博，椿宜高，谷内茂雄，奥田昇

（パネラー），益田玲爾（コーディネーター）

年 月 日

海域陸域統合管理学研究部門が発足 日本財団寄附講座）

年 月 ～ 日

和歌山研究林において，有田川町立八幡中学校との共催で総合的な学習の時間「職業体験学習」を実施

（ 年生 人）

年 月 日

京都大学シニアキャンパス の自由な学びの時間において，ミニゼミ「京都大学キャンパスの植物を学ぶ」

を実施 参加者 人

年 月 日～

全学共通科目 リレー講義）「森里海連環学」を開講 日本財団助成講義）

年 月 日～

全学共通科目 リレー講義）「海域・陸域統合管理論」を開講 日本財団助成講義）

年 月 日～

全学共通科目 リレー講義）「森林学」を開講

年 月 ， 日， 日

和歌山研究林において，有田川町産業課との共催で「紀の国森づくり基金活用事業」の一環として町内川下の

小学生を対象に「森とあそぶまなぶ」森林体験学習を実施（ 小学校 ， 年生計 人・教諭他計 人）

年 月 日

全日空「私の青空 中部国際空港・八百津めい想の森」においてフィールドセミナーを開講

年 月 日， 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験・バックヤード体

験学習」（和歌山県教育委員会と共催・参加者 人）

年 月 日

芦生研究林において，「芦生の森自然観察会」を実施 参加者 人（応募者 人）

年 月 日

全日空「私の青空 中部国際空港・ 三宅島）」においてフィールドセミナーを開講

年 月 日

瀬戸臨海実験所において，和歌山県立向陽高校の生徒に対して実習（ 事業）

年 月 日

北白川試験地において，第 回京都大学ホームカミングデイ・北部キャンパス見学ツアーを実施

年 月 日

上賀茂試験地において，第 回エコの寺子屋を開講 参加者 人

年 月 日～ 日

北海道研究林標茶区において，標茶町教育委員会リーダー養成講座「しべちゃアドベンチャースクール」を開

催（北海道研究林後援） 参加者 小中高生 人

年 月 日

上賀茂試験地において，「 年度上賀茂試験地秋の自然観察会」を開催 参加者 人（応募者 人）

年 月 日

瀬戸臨海実験所において，「白浜の自然観察会」を開催 参加者 人

年 月 日

パシフィコ横浜（世界水産学会議）において，サバ大学の教員・大学院生との交流会

年 月 日， 月 日， 年 月 日

海域陸域統合管理学部門が，海域陸域統合管理学セミナーを開催（月 回）
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年 月 日

助成講座「海域陸域統合管理学」の設立記念面談（日本財団理事長・京大総長・フィールド研センター長）

年 月 ～ 日

放送大学面接授業を瀬戸臨海実験所で開催 参加者 人

年 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験・バックヤード体

験学習」（和歌山県教育委員会と共催・参加者 人）

年 月 ～ 日

概算要求「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業」キックオフミーティングを開催

年 月 ～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，「日替わり解説ツアー・バックヤードツアー」を毎日開催

参加者：日替わり解説ツアー 人，バックヤードツアー 人

年 月 日

有田川町立小川小学校において，有田川町産業課との共催で講義を実施（ 年生 人）

年 月 日

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催でウッズサイエンスを開講

年 月 日

メルパルク京都において，第 回神戸大学・京都大学合同市民公開講座を開催（神戸大学大学院海事科学研究

科，フィールド研共催 日本財団後援） 参加者約 人

年 月 日～ 月 日

北海道研究林標茶区において，標茶町教育委員会リーダー養成講座「しべちゃアドベンチャースクール」を開

催（北海道研究林後援） 参加者 小中高生 人

年 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験・バックヤード体

験学習」（和歌山県教育委員会と共催・参加者 人）

年 月 日

和歌山県古座川町において「第 回古座川シンポジウム」を開催（紀伊大島実験所，古座川流域協議会共催）

参加者 人

年 月 日

厚岸町情報館「本の森」において地域連携講座「厚岸湖と厚岸湾はなぜ生産性が高いのか？」を開催（厚岸町

共催・日本財団後援）

年 月 日

メルパルク京都において，第 回神戸大学・京都大学合同市民公開講座を開催（神戸大学大学院海事科学研究

科，フィールド研共催 日本財団後援） 参加者約 人

年 月 日

京都大学附置研究所・センターシンポジウム「京都からの提言－ 世紀の日本を考える（第 回）」を開催

（京都大学附置研究所・センター主催・名古屋名鉄ホール）

年 月 日～ 日

瀬戸臨海実験所において， 年度公開臨海実習 春期 を実施

年 月 日～ 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において「日替わり解説ツアー・バックヤードツアー」を毎日開催

参加者：日替わり解説ツアー（一般） 人，バックヤードツアー（小学生以上） 人

［ 年度（平成 年度）］

年 月 日

森里海連環学プロジェクト支援室に特定研究員が着任
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年 月～

年度新入生向け少人数セミナーを開講

・「Ｃ．Ｗ ニコル“アファンの森”に学ぶ」 （アファンの森） 柴田 昌三 他

・「フィールド実習“森は海の恋人”」 （気仙沼） 白山 義久 他

・「河口域生態学入門」 （舞鶴水産実験所） 山下 洋

・「海岸生物の生活史」 （瀬戸臨海実験所） 久保田 信

・「海洋生物の多様性」 （瀬戸臨海実験所） 白山 義久

・「原生的な森林の働き」 （上賀茂試験地，芦生研究林）中島 皇

・「森のつくりだすもの」 （和歌山研究林） 德地 直子

・「森里海のつながりを清流古座川に見る」 （紀伊大島実験所） 梅本 信也

・「海産無脊椎動物 分類群と形の多様性」 （瀬戸臨海実験所） 宮﨑 勝己

・「豊かな森をめざして！」 （芦生研究林） 芝 正己

・「木造校舎を造る：木の文化再生へ」 （北白川試験地ほか） 柴田 昌三 他

・「環境の評価」 （芦生研究林） 吉岡 崇仁

・「瀬戸内に見る森里海連環」 （徳山試験地） 中島 皇

・「サンゴ礁生態学入門」 （横浪林海実験所） 深見 裕伸

・「日本海に遊ぶ～日本海学入門」 （舞鶴水産実験所） 上野 正博

年 月～ 月

全学共通科目（リレー講義）「水圏生物学入門」開講

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，日替わり解説ツアー（一般対象）およびバックヤードツアー（小学生以

上対象）を開催 参加者 解説ツアー 人・バックヤードツアー 人

年 月 日～ （通年開催）

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催でウッズサイエンスを開講 週 回）

年 月 日～

古座川合同調査（随時開催）

年 月 日

塩田浩平理事が舞鶴水産実験所を視察

年 月 日， 月 日， 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験・バックヤード体

験学習」開催 参加者 磯採集体験 人・バックヤード体験 人

年 月 日

向井宏特任教授が，「みどりの日」自然環境功労者環境大臣表彰（調査・学術研究部門）を受ける

年 月 日

上賀茂試験地において「 年度上賀茂試験地春の自然観察会」を開催 参加者 人（応募者 人）

年 月 日～

海域陸域統合管理学研究部門が，海域陸域統合管理学セミナーを開催（およそ月１回開催）

年 月 日

森里海連環学プロジェクト支援室長が交代

年 月 日

瀬戸臨海実験所に特定研究員が着任

年 月 日

上賀茂試験地において， 法人エコロジー・カフェとの共催で第 回エコの寺子屋を開催 参加者 人

年 月 日

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催で「 タイム」（ふるさと体験）

を実施（ 年生 人）

年 月 日

塩田浩平理事・大西有三理事が瀬戸臨海実験所を視察
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年 月 日

徳山試験地において，周南市教育委員会との共催で「ふるさと文化財の森」看板除幕式及び説明会を開催 参

加者一般 人及び報道関係 社

年 月 日

森里海連環学プロジェクト支援室が，第 実験室を整備（農学部総合館 ）

年 月 日

芦生研究林において「芦生の森自然観察会 入門編 『春の森を歩きながら樹木観察をしよう』」を開催

参加者 人（応募者 人）

年 月 日

全日空「私の青空・長崎空港（大村市）」において，フィールドセミナー（青空塾）を開講

年 月 日

森里海連環学プロジェクト支援室に特定研究員が着任

年 月 日

芦生研究林において，京都市教育委員会と共催で長期宿泊・自然体験推進事業（地域開放事業）を開催 参加

者 人（京都市立桂徳小学校 年生 人，教員・学生ボランティア 人）

年 月 日

平井紀夫監事が芦生研究林を訪問

年 月 日

瀬戸臨海実験所において，特別セミナー「歯鯨類で最大種マッコウクジラの田辺湾音迷入に際し」を開催

年 月 日

和歌山研究林において，有田川町立八幡小学校との共催で，総合的な学習の時間「森は友だち森林の町清水」

を実施（ 年生 人）

年 月 日

江﨑信芳理事が徳山試験地を視察

年 月 日

芦生研究林において， 法人芦生自然学校「マザーツリープロジェクト」に協力

年 月 日

舞鶴水産実験所において，京都府立西舞鶴高等学校理数探究科の生徒に対し講義（ 連携講座）を実施（

人）

年 月 日

北海道研究林において，標茶町立沼幌小学校との共催で木工教室を実施（全学年 人）

年 月 日

和歌山県串本町・田原公民館における紀伊田原ウェットランドの会・第 回シンポジウムにおいて，講演「ウ

ェットランドからの贈り物：田原湿地の特徴と保全」（紀伊田原ウェットランドの会主催，紀伊大島実験所共催）

参加者 人

年 月 日

フィールド研公開サーバを情報環境機構の仮想サーバに移転（新ドメイン名 ）

年 月 日

和歌山県古座川町において，古座川流域協議会との共催で「第 回古座川シンポジウム」を開催 参加者 人

年 月 日

紀伊大島実験所において，和歌山県日高高等学校と共催で学習会「自然域と里域」を実施 参加者 人

年 月 日

上賀茂試験地において，京都市北区と共催で北区民環境セミナーを開催 参加者 人

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，日替わり解説ツアー及びバックヤードツアーを毎日開催 参加者 人

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所において，京都教育大学附属高等学校のスーパーサイエンススクール（ ）クラスの臨海実習

参加者に対して特別講義と実習（１年生 人）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所が，京都府立西舞鶴高等学校において，サイエンス・パートナーシップ・プログラム（ 事
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業）による講師派遣（ 人）

年 月 日

舞鶴水産実験所が，舞鶴市主催「市民の学びと実践」連続講座「 ．地球市民のための環境学基礎コース ～地

球市民“舞鶴人”を目指して～」に講師派遣（講演「日本海に遊ぶ」）

年 月 ～ 日

フィールド科学教育研究センター公開講座 「森のしくみとその役割」を芦生研究林において開催

参加者 人（応募者 人）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所において，兵庫県立西宮今津高等学校に対して「フィールド科学実習」を実施（ 年生 人）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所における滋賀県内の理数系高校教員を対象とする研修会に協力（滋賀県総合教育センター主

催・参加者 人）

年 月 日

瀬戸臨海実験所が，白浜町中央公民館羽衣分館において，「水族館のいきもの学習」を開催 参加者 人

年 月 日

芦生研究林における第 回緑の少年団全国大会に協力（京都府主催・参加者 人）

年 月 日

芦生研究林において，南丹市美山町内小学校との共催で，美山町第 学年合同自然体験教室「美山っ子グリー

ンワールド」を開催 参加者 人

年 月 日

舞鶴水産実験所が，京都府立南陽高等学校において，サイエンス・パートナーシップ・プログラム（ 事業）

「南陽高校サイエンスリサーチ科夏季臨海実習」の事前講義や臨海実習（ 人）

年 月 ～ 日

瀬戸臨海実験所において， 法人エコロジー・カフェとの共催で第 回南紀白浜まなびツアーを実施

参加者 人

年 月 日

全日空「私の青空・広島空港・アサヒの森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開講

年 月 日

紀伊大島実験所において，和歌山県日高地方科学教育研究会との共催で研究会「里域と自然域の保全」を開催

参加者 人

年 月 ～ 日

全学共通科目（１～４回生対象）森里海連環学実習 （芦生研究林－由良川－丹後海コース）を開講（日本財

団助成実習・ 人）

年 月 日

舞鶴水産実験所で研究を行っている大学院生の福西悠一氏が第 回国際仔稚魚学会の優秀口頭発表賞を受賞

年 月 日

高知県土佐市グランディール 旧ウエディングプラザ寿苑 において，シンポジウム「仁淀川の森と水を考える」

を開催（仁淀川漁業協同組合主催・フィールド研後援） 参加者約 人

年 月 ～ 日

和歌山研究林が芦生研究林・上賀茂試験地において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催で，大学

等地域開放特別事業として，森林体験学習を開催（ との提携）。参加者 年生 人

年 月 日～ 日

法人エコロジー・カフェと共催で「森里海学びツアー 志津川・気仙沼」を開催

年 月 日～ 月 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （夏の北海道実習）を開講（日本財団助成実習・ 人）

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所において，公開臨海実習（国立大学法人臨海臨湖実験所長会議 主催・参加者 人）

年 月 日

舞鶴市民会館において，第 回由良川市民講座「森・里・海の対話」を開催（日本財団助成） 参加者 人
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年 月 日

舞鶴水産実験所において，兵庫県立神戸高等学校の生徒に対して実習（ 事業）を実施（ 人）

年 月 日

回陸水学会において，谷尾陽一氏（大学院生）ポスター賞受賞

年 月 日・ 月 日・ 日

和歌山研究林において，有田川町産業課との共催で「紀の国森づくり基金活用事業」の一環として町内川下の

小学生を対象に「森とあそぶまなぶ」森林体験学習を実施（有田川町産業課との共催・ 日：有田川町立田殿

小学校 年生 人・ 月 日：石垣小学校 人・ 日：小川小学校，五西月小学校 人）

年 月 ～ 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （紀伊半島の森と里と海）を開講（日本財団助成実習・

人）

年 月 日

京都大学ジュニアキャンパス において，中学生向けゼミ「森里海連環学 森と里と海のつながりと暮らし」

を実施 参加者 人（京都市教育委員会と共催）

年 月 日

和歌山研究林において，和歌山県との共催で，城ヶ森鉾尖県立自然公園新規指定記念イベント「親子で森につ

いて学ぼう！ 京都大学和歌山研究林」を開催 参加者 人

年 月 日

海域陸域統合管理学研究部門に特定准教授が着任

年 月 日～

全学共通科目 リレー講義）「森里海連環学」を開講 日本財団助成講義）

年 月 日～

全学共通科目 リレー講義）「海域・陸域統合管理論」を開講 日本財団助成講義）

年 月 日～

全学共通科目 リレー講義）「森林学」を開講

年 月 日

高知県仁淀川町コミュニティセンターにおいて，仁淀川地域連携講座「森から里を経て海に至る連環を再生す

るために 日本の木文化創出をめざして」を開催。

年 月 日（利用実績報告では 日）

舞鶴水産実験所において，南丹市立八木小学校が総合的な学習の時間として講義と実習（ 年生 人）

年 月 日

芦生研究林において，地域開放事業として「舞鶴ネイチャーガイド養成講座」を実施 参加者 人

年 月 日

連携研究推進棟完成披露式及び海域陸域統合管理学研究部門発足披露式を開催

年 月 日

芦生研究林において，地域開放事業として「南丹市の環境を守り育てる会」による研修を実施 参加者 人

年 月 日～ 日

和歌山研究林において，有田川町立八幡中学校との共催で総合的な学習の時間「職業体験学習」を実施

（ 年生 人）

年 月 日

瀬戸臨海実験所が，白浜町中央公民館「老人大学」講座において，白浜町中央公民館との共催で講演「海には

どれくらいの種類の生物がいるのだろうか？ －臨海実験所がやってきたこと－」を開催 参加者 人

年 月 日

全日空「私の青空 能登空港・きりこの森」においてフィールドセミナー（青空塾）を開講

年 月 日

芦生研究林において，「芦生の森自然観察会」を開催実施 参加者 人（応募者 人）

年 月 日

芦生研究林において，「ふる里ウォーク，秘境芦生の森を歩く」を開催（知井振興会 人）

年 月 日

芦生研究林において，京都市教育委員会 長期宿泊・自然体験事業地域開放事業を実施（京都市立一橋・今熊野・

― 107 ―



月輪小学校児童 人，教員 人）

年 月 日

芦生研究林において，京都府立北桑田高等学校森林リサーチ科１年生に対して，地域開放事業として「環境科

学基礎」の実習を実施（ 人，教員 人）

年 月 日， 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館のバックヤード体験学習」開催

参加者 人

年 月 日

紀伊大島実験所において，和歌山県東牟婁振興局と共催で，照葉樹林構成植物の同定に関する研修会を開催

参加者 人

年 月 日

和歌山研究林において，有田川町立八幡小学校との共催で，総合的な学習の時間「森を守ろう」を開催

（ 年生 人）

年 月 日

芦生研究林において，地域開放事業として美山町環境保全対策協議会の研修を実施（ 人）

年 月 日

京都府南丹広域振興局が開催した京都大学（正門横カンフォーラ前）にて京都美山鹿肉キャンペーン（森の恵

み「美山鹿」京都デビュー試食会）に，芦生研究林が協力

年 月 日～ 日

北海道研究林標茶区において，ジュニアリーダー養成講座「しべちゃアドベンチャースクール」の第 講座（ネ

イチャースクール）を開催（北海道研究林後援） 参加者 人

年 月 日

芦生研究林において， 平成 年度集団研修（「森林環境・資源研究」コース）を支援 参加者 人

年 月 日

上賀茂試験地において，「秋の自然観察会」を開催 参加者 人（応募者 人）

年 月 日

瀬戸臨海実験所が白浜町中央公民館との共催で，講演会「海の中の驚くべき生き物の話－海の生き物多様性を

探る－」を開催 参加者 人

年 月 日

別寒辺牛川地域連携講座「森と海をつなぐ川の環境をどう守るか」を標茶町開発センターにて開催

年 月 日

紀伊大島実験所において，和歌山県串本町立出雲小学校，和歌山県，串本町との共催で，野外学習会「植物の

分類」を開催 参加者 人

年 月 日

和歌山研究林長が交代

年 月 日

プロジェクトに特定研究員が着任

年 月 日

京都大学理学研究科５号館北棟の新営に伴う北白川追分町の発掘調査において出土した縄文時代晩期後半 約

年前 の製材痕跡のある樹幹を，芦生研究林のトラックにて京大総合博物館に搬送

年 月 日

第 回時計台対話集会「木文化創出～森里海連環学がひらく未来社会」を開催 参加者約 人

講演：あん・まくどなるど（国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット所長）・平沼

孝啓（建築家）

パネルディスカッション：長谷川 尚史，吉岡 崇仁，あん・まくどなるど，平沼 孝啓（パネリスト），柴田 昌

三（コーディネーター）

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，日替わり解説ツアー及びバックヤードツアーを毎日開催

参加者：日替わり解説ツアー 人，バックヤードツアー 人
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年 月 ～ 日

京都テルサにおいて，国際シンポジウム

（アジアの海洋生物多様性のための海域陸域統合統合管理学に関する国際シン

ポジウム）を開催（日本財団後援） 参加者 人

年 月 日

シンポジウム「対馬から「林業再生」を考える －－森里海連環思想の提案」を対馬市交流センターにて開催

（対馬森林組合主催・フィールド研他後援）

年 月 日

上賀茂試験地において，京都自然教室との共催で，講演と観察会「世界の松について」を開催（参加者 人）

年 月 日～ 日

北海道研究林標茶区において，標茶町教育委員会リーダー養成講座「しべちゃアドベンチャースクール」を開

催（北海道研究林後援） 参加者 小中高生 人

年 月 日 ～ 日

瀬戸臨海実験所附属水族館が，第 ・ ・ 水槽室の補修・改修工事のため休館。

年 月 日

舞鶴水産実験所において，京都府立海洋高等学校海洋科学科 年生に対して講演「若狭湾の底曳網漁でとれる

魚について」

年 月 日

和歌山県古座川町において，古座川流域協議会との共催で「第 回古座川シンポジウム」を開催 参加者

人

年 月 日

プロジェクトに特定研究員が着任

年 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館 号水槽にライブカメラを設置しインターネット上で公開開始（

）

年 月 日

福岡県アクロス福岡において，第５回京都大学附置研究所・センターシンポジウム「京都からの提言―２１世

紀の日本を考える」を開催。白山センター長が講演「海の生物を調べつくす挑戦」

年 月 日

舞鶴水産実験所が，舞鶴市中総合会館で開催された第１回舞鶴高等教育機関等合同ＰＲ事業において展示及び

解説

年 月 日～ 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において「日替わり解説ツアー・バックヤードツアー」を開催

参加者：一般 人（ 月 日まで）

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所において， 年度公開臨海実習 春期 を実施

［2010年度（平成 22年度）］ 

年 月 日

北海道研究林長・芦生研究林長・上賀茂試験地長・北白川試験地長が交代

年 月 日

森林フィールド管理部門の勤務地が，北白川試験地から北海道研究林に移動

年 月～

年度新入生向け少人数セミナーを開講

・「Ｃ．Ｗ ニコル“アファンの森”に学ぶ」 （アファンの森） 柴田 昌三 他

・「フィールド実習“森は海の恋人”」 （気仙沼） 白山 義久 他

・「木造校舎を造る：木の文化再生へ」 （上賀茂試験地） 柴田 昌三 他

・「環境と魚の河口域生態学入門」 （舞鶴水産実験所） 山下 洋
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・「海岸生物の生活史」 （瀬戸臨海実験所） 久保田 信

・「海洋生物の多様性」 （瀬戸臨海実験所） 白山 義久

・「魚類心理学入門」 （舞鶴水産実験所） 益田 玲爾

・「原生的な森林の働き」 （上賀茂試験地，芦生研究林） 中島 皇

・「森のつくりだすもの」 （和歌山研究林） 德地 直子

・「森里海のつながりを清流古座川に見る」 （紀伊大島実験所） 梅本 信也

・「豊かな森をめざして！」 （芦生研究林） 芝 正己

・「海産無脊椎動物－分類群と形の多様性」 （瀬戸臨海実験所） 宮﨑 勝己

・「お魚好きのための魚類研究入門」 （舞鶴水産実験所） 田川 正朋 他

・「サンゴ礁生態学入門」 （瀬戸臨海実験所） 深見 裕伸

・「環境の評価」 （芦生研究林） 吉岡 崇仁

・「瀬戸内に見る森里海連環」 （徳山試験地） 中島 皇

・「京をめぐる森と人のくらし」 （上賀茂試験地・北白川試験地） 嵜元 道徳 他

年 月～ 月

全学共通科目（リレー講義）「水圏生物学入門」開講 日本財団助成講義）

年 月～

瀬戸臨海実験所において和歌山県紀の国森づくり基金活用事業「小・中・高・大連携による紀南地域の森林環

境学習」として，田辺市内の会津川流域に位置する三栖小学校・高雄中学校・神島高等学校の 校を対象に，

学習会，デジタルパックテストによる河川環境の調査，間伐体験の活動等を実施

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所において， 年度公開臨海実習 春期 を実施 参加者 人

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において「日替わり解説ツアー・バックヤードツアー」を開催

参加者：一般 人，バックヤード（小学生以上） 人（うち 月 日以降は，それぞれ 人， 人）

年 月 日～

古座川合同調査（随時開催）

年 月 日

大西珠江理事（財務担当）が舞鶴水産実験所を視察

年 月 日， 月 日， 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の磯採集体験・バックヤード体

験学習」を開催 参加者 計 人

年 月 日～ 月 日 （通年開催）

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催でウッズサイエンスを開講 週 回・計

回 年生 人）

年 月 日

全日空「私の青空・小松空港・安宅関の森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催

年 月 日

上賀茂試験地において「 年度上賀茂試験地春の自然観察会」を開催 参加者 人（応募 人）

年 月 日

舞鶴水産実験所において，京都府立海洋高等学校海洋科学科の生徒に対して，講義と施設案内（ 人）

年 月 日・ 月 日・ 月 日・ 年 月 日・ 月 日

海域陸域統合管理学研究部門が，海域陸域統合管理学セミナーを開催（日本財団助成） 参加者延べ 人

年 月 日

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催で「 タイム」（ふるさと体験）

を実施（ 年生 人）

年 月 日

舞鶴水産実験所が，舞鶴生活学校定期総会において，講演「魚の目から見た舞鶴のゆたかさ」を実施（参加者

人）
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年 月 日

全日空「私の青空・三宅島空港（三宅島）・アカコッコの森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開講

年 月 日

舞鶴水産実験所において，兵庫県立神戸高等学校の生徒に対して実習（ 事業）を実施（ 人）

年 月 ～ 日

芦生研究林において， 法人エコロジー・カフェと共催で，第 回エコの寺子屋を開講 参加者 人

年 月 日～ 年 月 日

瀬戸臨海実験所において，開館 周年記念特別展 内海冨士夫展を開催

年 月 日

和歌山研究林において，有田川町立八幡小学校との共催で，総合的な学習の時間「森は友だち森林の町清水」

を実施（ 年生 人）

年 月 日

芦生研究林において，芦生の森自然観察会 入門編「春の森を歩きながら樹木観察をしよう」を開催 参加者

人（応募者 人）

年 月 日

全日空「私の青空・根室中標津空港・シマフクロウの森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催

年 月 日

舞鶴水産実験所が綾部市中央公民館主催の綾部市ふるさと自然講座において，講演「日本海の生物と外来生物」

年 月 日， 月 日， 月 日

徳山試験地において，周南市「みどりの案内人養成プロジェクト」実行委員会と共催で，「みどりの案内人養成

プロジェクト」特別講座を開催 参加者 月 人・ 月 人・ 月 人

年 月 日

大西珠枝理事（財務担当）が瀬戸臨海実験所を視察

年 月 日

北海道研究林において，標茶町立沼幌小学校との共催で木工教室を実施（ ～ 年生 人）

年 月 日

舞鶴水産実験所が，京都府の 大学主催の講座において，講演「海から見た舞鶴のゆたかさ」 参加者 人

年 月 日

和歌山県古座川町において「第 回古座川シンポジウム」を開催（紀伊大島実験所，古座川流域協議会共催）

参加者 人

年 月 日

プロジェクト支援室・特定研究員が着任

年 月 日

月 日の理学研究協会の解散に伴い， 月 日付で，京都大学が理学研究協会の土地，建物等（瀬戸臨海実

験所）の資産を受け入れ

年 月 日

大西珠枝理事（財務担当）が上賀茂試験地を視察

年 月 日

人事異動 芝准教授 琉球大学へ異動／深見助教 宮崎大学へ異動

年 月 日

北白川試験地長が交替

年 月 ， ～ 日， 月 日

舞鶴水産実験所において，文部科学省によるサイエンス・パートナーシップ・プログラム（ 事業）による

「講座型学習活動（プランＡ）」として，京都府立西舞鶴高等学校の生徒に対し講義を実施（理数探求科 年生

人 月 日は実習前講義・ 月 日は実習成果発表会）

年 月 日

京都産業会館における 法人エコロジー・カフェ主催の第 回関西事務所シンポジウム「食文化と生物多様

性から環境を考える」において，白山センター長が講演「海洋生物から見る生物多様性」

年 月 日

舞鶴水産実験所が，京都府立南陽高等学校において，サイエンスリサーチ科 年生に対して，講義「生物の多
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様性とそれを探る科学的方法」と解剖学実習（ 人）

年 月 日

北海道研究林白糠区において，ミニ公開講座「自然観察，草木染め」を実施（参加者 人）

年 月 日

時計台記念ホールにおいて，アサヒビール環境文化講座特別シンポジウム「自然の恵みを明日へ」を開催（ア

サヒビール株式会社，社団法人日本環境教育フォーラム主催，フィールド研共催）白山センター長がパネリス

トとして参加

年 月 日

舞鶴水産実験所が，兵庫県立西宮今津高等学校に対して「フィールド科学実習」を実施（ 年生 人）

年 月 日

芦生研究林において，美山町第 年合同自然体験教室「美山っ子グリーンワールド」を開催 参加者 人（南

丹市美山町内小学校共催）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所において，京都教育大学附属高等学校のスーパーサイエンスハイスクール（ ）クラスの臨海

実習参加者に対して特別講義と実習（１年生 人）

年 月 日～ 月 日

フィールド科学教育研究センター公開講座 「森のしくみとその役割」を芦生研究林において開催 参加者

人

年 月 日

北海道研究林標茶区において，ミニ公開講座「自然観察，草木染め」を実施（参加者 人）

年 月 ～ 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，日替わり解説ツアー及びバックヤードツアーを毎日開催 参加者 人

年 月 ～ 日

瀬戸臨海実験所において，公開臨海実習を実施（国立大学法人臨海臨湖実験所長会議 主催・ 人）

年 月 ～ 日

舞鶴水産実験所他において，京都府立南陽高等学校サイエンスリサーチ科のサイエンスキャンプとして，舞鶴

臨海実習を実施（ 人）

年 月 日

平井紀夫監事が舞鶴水産実験所を訪問

年 月 ～ 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （芦生研究林－由良川－丹後海コース）を開講（日本財団

助成実習・参加者 人）

年 月 日

隔地教員研究室が，旧演習林本部事務室棟の改修工事のため，農学部総合館地階 へ移転

年 月 日

舞鶴水産実験所が舞鶴市小学校教育研究会社会科夏季研究会において講演「日本近海の水産資源と栽培漁業」

参加者 人

年 月 日

舞鶴水産実験所が，綾部市学校教育研究会（綾部市内の小中学校の理科部所属教員）の夏季研究会において，

講義や指導 参加者 人

年 月 日～ 日

法人エコロジー・カフェと共催で「森里海学びツアー 志津川・気仙沼」を開催

年 月 日～ 日

和歌山研究林が芦生研究林において，森林体験学習を開催（和歌山県立有田中央高等学校清水分校と共催，全

日空との提携， 年生 人）

年 月 日

高知県土佐市グランディール 旧ウエディングプラザ寿苑 において，「仁淀川の森と水を考える」シンポジウム

を開催（仁淀川漁業協同組合主催・フィールド研後援）

年 月 日～ 月 日

北海道研究林標茶区・白糠区において，全学共通科目「北海道東部の人と自然」（農学部科目「研究林実習
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夏の北海道」）の実施（ 人）

年 月 日

和歌山研究林において，有田川町立白馬中学校との共催で，総合的な学習の時間を実施（ 年生 人）

年 月 ～ 日

上賀茂試験地・芦生研究林・北白川試験地において，公開森林実習（人間環境大学他）を実施 参加者 人

年 月 ～ 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 京大・北大合同実習（夏の北海道実習）を開講（日本財団

助成実習・京都大学 人，北海道大学 人）

年 月 日

芦生研究林において，京都市立葛野小学校との共催で，総合的な学習の時間を実施（ 人）

年 月 日

舞鶴市商工観光センターで開催された「ネイチャーガイド養成講座」に舞鶴水産実験所が講師を派遣

年 月 ～ 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 京大・北大合同実習（紀伊半島の森と里と海）を開講（日

本財団助成実習・京都大学 人，北海道大学 人）

年 月 日・ 月 日

和歌山研究林において，有田川町産業課との共催で「紀の国森づくり基金活用事業」の一環として町内川下の

小学生を対象に「森とあそぶまなぶ」森林体験学習を実施（有田川町産業課との共催・ 月 日：有田川町立

田殿小学校 年生 人・ 月 日：石垣小学校 人）

年 月 日

舞鶴水産実験所が，舞鶴市西市民プラザで開催された第 回舞鶴高等教育機関等合同ＰＲ事業において展示解

説及び講演「由良川の自然探検」 参加者 人

年 月 ～ 日

瀬戸臨海実験所において， 法人エコロジー・カフェと共催で，第 回南紀白浜まなびツアーを開催 参加者

人

年 月 日～ 日

国際高等研究所において，国際高等研究所他と共催で，公開シンポジウム「森里海連環と地球的課題」を開催

参加者延べ 人

年 月 日

京都大学ジュニアキャンパス において，中学生向けゼミ「森の作るおいしい水」を実施 参加者 中学生

人・保護者 人（京都市教育委員会と共催）

年 月 日～ 日

和歌山研究林において，総合的な学習の時間「職業体験学習」を開催実施（有田川町立八幡中学校との共催

年生 人）

年 月 日

里域フィールド管理部門の勤務地が，上賀茂試験地から北白川試験地に移動

年 月 日～

全学共通科目 リレー講義）「森里海連環学－森里海のつながり－」「沿岸環境保全学」「森林学」を開講 日本財

団助成講義）

年 月 日

芦生研究林において，京都市立大枝小学校との共催で，総合的な学習の時間を実施（ 人）

年 月 日～ 日

財務部長が，瀬戸臨海実験所および和歌山研究林を視察

年 月 日

舞鶴水産実験所において，舞鶴市立中保育所の子供たちに対して，ふるさと保育や環境モデル事業の一環とし

て見学，講話（ 人）

年 月 日

徳山試験地において，櫛浜・久米・大島・粭島・菊川・中央公民館と共催で，周南市環境学習教室「森林とふ

れあい自分だけのオリジナル図鑑を作ってみよう」を開催（小学生 人）
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年 月 日～ 日

塩田浩平理事（総務・人事担当）が北海道研究林を視察

年 月 日

芦生研究林において，京都府立北桑田高等学校森林リサーチ科 年生に対して，「環境科学基礎」の校外学習を

開催（ 人）

年 月 日

高知サンライズホテルにおいて，京都大学高知講演会・第 回仁淀川地域連携講座「森・里・海」を開催（日

本財団助成） 参加者約 人

年 月 日， 月 日， 年 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」を開催 参加者約 人

年 月 日

川井秀一副理事（宇治・遠隔地キャンパス担当）が，瀬戸臨海実験所を視察

年 月 日

舞鶴水産実験所において，舞鶴市立大浦小学校 ・ 年生を対象として，講演「環境について考えよう 舞鶴の

海と魚」を実施 （参加者 人）

年 月 日

厚岸町情報館「本の森」において第 回別寒辺牛川地域連携講座「流域管理と住民参加 －環境保全の担い手へ

－」を開催（厚岸町・標茶町と共催・日本財団助成）参加者 人

年 月 日～ 日

北海道研究林標茶区において標茶町教育委員会「しべちゃアドベンチャースクール」第 ステージを開催（北

海道研究林後援） 参加者 人

年 月 日

和歌山研究林において，有田川町立八幡小学校との共催で，総合的な学習の時間「森を守ろう」を実施（ 年

生 人）

年 月 日

上賀茂試験地において，「 年上賀茂試験地秋の自然観察会」を開催 参加者 人（応募者 人）

年 月 日

北白川試験地において，京都大学ホームカミングデー参加者の見学会を開催 参加者約 人

年 月 日

第 回時計台対話集会「森里海をつなぐ人づくり」を開催 参加者 人

基調講演：田中 克（国際高等研究所フェロー）・久山 慶子（フィールドソサイエティ－事務局長）

講演：天野 礼子（作家） 報告：上野 正博

パネルディスカッション：田中 克，久山 慶子，天野 礼子，上野 正博（パネリスト），白山 義久（コーディ

ネーター）

年 月 日

吉田事業所産業医が和歌山研究林を巡視

月 日～ 月 日

日吉町森林組合間伐作業山林及び京都府立るり渓少年自然の家における第 回森林生産システム研究会の開

催に，芦生研究林が後援

年 月 日

ホテルロイヤルヒル福知山において，第 回由良川市民講座「森・里・海の対話」を開催（京都府中丹広域振

興局との共催・日本財団助成・参加者 約 人）

年 月 日

「森里海連環学による地域循環木文化社会創出事業」（木文化プロジェクト）のウェブページを一般公開

年 月 日

紀伊大島実験所が，和歌山県古座川町において「第 回古座川シンポジウム」を開催（紀伊大島実験所，古座

川流域協議会共催）参加者 人

年 月 日～ 年 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，日替わり解説ツアーと，バックヤードツアーを毎日開催
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参加者：一般 人，バックヤード（小学生以上） 人

年 月 日・ 日・ 月 日・ 日

京都大学東京オフィスにおける「東京で学ぶ 京大の知 シリーズ 生きものの多様な世界」において，連続講

演「人類の夢，不老不死のベニクラゲの神秘」・「海洋生物の行動学」「マツ枯れナラ枯れ」「海洋生物の生物多

様性」 参加者延べ 人

年 月 ～ 日

北海道研究林標茶区において標茶町教育委員会「しべちゃアドベンチャースクール」第 ステージを開催（北

海道研究林後援） 参加者 人

年 月 日

百周年時計台記念館京大サロンにおける第 回京大サロントークにおいて講演

年 月 日～ 日

全学共通科目「暖地性積雪地域における冬の自然環境」を芦生研究林にて開講

年 月 日

京都大学総合博物館レクチャーシリーズ ジュニアレクチャーにおいて，講演「めったに咲かない竹の花

が咲くとき…」を実施

年 月 ～ 日

年度新入生向け少人数セミナー「日本海に遊ぶ～日本海学入門」（舞鶴水産実験所・上野 正博）を開講

年 月 ～ 日

北海道研究林標茶区・白糠区において，全学共通科目「北海道東部の厳冬期の自然環境」（農学部科目「研究林

実習 冬の北海道）の実施（ 人）

年 月 日

協議員会を開催

年 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」を開催

年 月 日

運営委員会を開催

年 月 日

紀伊大島実験所が，和歌山県古座川町において第 回古座川シンポジウムを開催（紀伊大島実験所，古座川流

域協議会共催）参加者 人

年 月 ～ 日

瀬戸臨海実験所において， 年度公開臨海実習 春期 を実施 参加者 人

年 月 日～ 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において「日替わり解説ツアー・バックヤードツアー」を開催

参加者 解説ツアー 人・バックヤードツアー 人（ 月 日まで）

［ 年度（平成 年度）］

年 月 日

センター長が交代

年 月 日

和歌山研究林長・瀬戸臨海実験所長が交代

年 月 日

人事異動 舘野 隆之輔 准教授（鹿児島大学から），中野 智之 助教（国立科学博物館から），佐藤 拓哉 特定

助教（次世代研究者育成センター（白眉プロジェクト）の特定助教を受け入れ）が着任

年 月 日

京都大学大学院地球環境学舎に，協力講座「水域生物環境論分野」を開設

年 月 日

舞鶴水産実験所と瀬戸臨海実験所が，「教育関係共同利用拠点」として文部科学省から認定
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年 月～

年度新入生向け少人数セミナーを開講

・「原生的な森林の働き」 （学内＋上賀茂試験地＋ 月 ～ 日・芦生研究林） 中島 皇

・「魚類心理学入門」 （学内＋ 月 ～ 日・舞鶴水産実験所） 益田 玲爾

・「森里海のつながりを清流古座川に見る」 （ 月 ～ 日・紀伊大島実験所） 梅本 信也

・「Ｃ．Ｗ ニコル“アファンの森”に学ぶ」（学内＋ 月 ～ 日・アファンの森） 柴田 昌三 他

・「フィールド実習“森は海の恋人”」 （ 月 ～ 日・気仙沼） 長谷川 尚史 他

・「木造校舎を造る：木の文化再生へ」 （学内＋京都府立植物園） 柴田 昌三 他

・「海産無脊椎動物－分類群と形の多様性」 （学内＋ 月 ～ 日・瀬戸臨海実験所） 宮﨑 勝己

・「森林の再生と動態」 （ 月 日～ 月 日・芦生研究林ほか） 安藤 信

・「環境の評価」 （学内＋ 月 ～ 日・芦生研究林） 吉岡 崇仁

・「瀬戸内に見る森里海連環」 （学内＋ 月 日～ 日・徳山試験地） 中島 皇

・「京をめぐる森と人のくらし」 （上賀茂試験地・北白川試験地ほか） 嵜元 道徳

・「森を育て活かす－林業体験をとおして考える」（ 月 ～ 日・芦生研究林） 長谷川 尚史

年 月～ 月

全学共通科目（リレー講義）「水圏生物学入門」「森里海連環学－森・川・海と人のつながり－」「沿岸環境保全

学」「森林学」開講 日本財団助成講義）

年 月～

紀伊大島実験所において，古座川プロジェクト関連の古座川合同調査を実施（毎月実施，第 ～ 回）

年 月～

瀬戸臨海実験所において和歌山県紀の国森づくり基金活用事業「小・中・高・大連携による紀南地域の森林環

境学習」として，田辺市内の会津川流域に位置する三栖小学校・高雄中学校・神島高等学校の 校を対象に，

学習会，河川の水質調査，間伐体験の活動等を実施

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において「日替わり解説ツアー・バックヤードツアー」を開催 参加者：一般

人，バックヤード（小学生以上） 人（うち 月 日以降は，それぞれ， 人， 人）

年 月 日

瀬戸臨海実験所において「鯨セミナー」を開催（主催：海の哺乳類情報センター・共催：瀬戸臨海実験所） 参

加者 人

年 月 日～

古座川合同調査（随時開催）

年 月 日～

和歌山研究林において，和歌山県立有田中央高等学校清水分校との共催でウッズサイエンスを開講 週 回

・計 回 年生 人）

年 月 日

上賀茂試験地において「 年度上賀茂試験地春の自然観察会」を開催 参加者 人（応募 人）

年 月 日・ 月 日・ 月 日・ 月 日・ 月 日・ 月 日

海域陸域統合管理学研究部門が海域陸域統合管理学セミナーを開催（日本財団助成）参加者延べ 人

年 月 ～ 日

芦生研究林における「国際森林学生連盟 第 回アジア地域会議」（日本の森林植生や林業の見学と，長期森林

動態試験の見学）を後援（ 人）

年 月 日

隔地教員研究室が農学部総合館地下 から旧演習林事務室棟 へ移転

年 月 ～ 日， 月 ～ 日， 月 ～ 日， 月 日～ 月 日， 月 ～ 日， 月 ～

日

舞鶴水産実験所が，気仙沼湾潜水調査を実施

年 月 日， 月 日， 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，体験学習「水族館の磯採集体験」「水族館の飼育体験」（和歌山県教育委

員会「きのくに県民カレッジ」連携講座）を開催 参加者合計 人
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年 月 日～

舞鶴水産実験所が，東日本大震災被災学生（北里大学・海洋生命科学部，東京海洋大学・大学院海洋科学部）

を受け入れ

年 月 日

芦生研究林において，芦生の森自然観察会 入門編「春の森を歩きながら樹木観察をしよう」を開催 参加者

人（応募者 人）

年 月 日

北部総合教育研究棟（益川記念館）の利用開始（里海生態学保全学分野及び海域陸域統合管理学研究部門）

年 月 日

全日空「私の青空・根室中標津空港・シマフクロウの森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催

年 月 日・ 月 日・ 月 日

徳山試験地において，徳山県周南市との共催で，周南市連携講座 全 回 を開催 参加者 月 人・ 月

人・ 月 人

年 月 日

塩田理事と浅野総務部長が，舞鶴水産実験所を視察

年 月 日

木文化プロジェクトがバイオマスセミナーを開催

年 月 日

舞鶴水産実験所が，舞鶴市東コミュニティセンターで開催された第 回高等教育機関等合同 フェアにおいて

パネル展示及び魚の行動実験を開催（入場者約 人）

年 月 日

紀伊大島実験所が，第 回古座川シンポジウムを開催（紀伊大島実験所，古座川流域協議会共催） 参加者

人

年 月 日

全日空「私の青空・オホーツク紋別空港・とっかりの森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催

年 月 日

京都大学時計台記念館において第 回京都大学附置研究所・センターシンポジウム「混沌の時代に光を探る」

を開催

年 月 日， 月 日

木文化プロジェクトが木文化サロンを開催

年 月 日

京都会館会議場において東北地域連携講座「森里海連環学と沿岸管理～東北沿岸の復興をどう進めるか～」を

開催 参加者 約 人

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」「バックヤードツアー」を毎日

開催 参加者：解説ツアー（一般） 人，バックヤードツアー（小学生以上） 人

年 月 ～ 日

フィールド科学教育研究センター公開講座 「今，森から考える－森のめぐみ－」を芦生研究林において開

催 参加者 一般枠： 人，高校生枠： 人

年 月 日

北海道研究林標茶区において，ミニ公開講座「自然観察，草木染め」を実施 参加者 人

年 月 日

名古屋大学において，名古屋大学 （地球水循環研究センター）研究集会（合同ワークショップ）「流域社

会をとりまく水循環と水問題：水を巡る諸問題に関わる自然科学と社会科学の融合研究の可能性」を開催（フ

ィールド研 木文化プロジェクト共催）

年 月 日

芦生研究林において，京都府市民講座「知ろう，守ろう芦生の森 －芦生の森探索とシカ防護ネット設置ボラ

ンティア活動－」を開催（主催：芦生地域有害鳥獣対策協議会，京都府南丹広域振興局／共催：フィールド研

他）参加者 人
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年 月 日

北海道研究林白糠区において，ミニ公開講座「自然観察，草木染め」を実施 参加者 人

年 月 日

舞鶴水産実験所他において，京都府教育委員会が招待した東日本大震災により非難所等で生活している福島県

の中学生に対して，講義と施設案内を実施（ 人）

年 月 日

西阪理事が芦生研究林を視察

年 月 ～ 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （芦生研究林－由良川－丹後海コース）を開講（日本財団

助成・公開実習・参加者 京大 人，他大学 人）

年 月 ， ， ， ， ， 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，白浜温泉旅館協同組合主催「海の中まで白浜を知っちゃおう！」として

展示スペース解説ツアー・バックヤードツアーを開催

参加者：展示スペース解説ツアー 人，バックヤードツアー 人

年 月 日

旧演習林事務室棟 号室の隔地教員研究室を， 号室に統合

年 月 日

舞鶴水産実験所において，“多々見市長と”遊覧船で行く「まいづるサマースクール」（舞鶴市主催）の中で，

講義と施設案内を実施（小学生 人）

年 月 日

高知県土佐市グランディール（旧ウェディングプラザ寿苑）において，仁淀川の再生をめざして「仁淀川の森

と水を考える」シンポジウム を開催（仁淀川漁業協同組合主催・フィールド研後援）

年 月 ～ 日

京都大学が東北復興支援学生ボランティアを派遣（学生 人，教員 人，技術職員 人，事務職員 人）

年 月 日～ 月 日

全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 京大・北大合同実習（夏の北海道実習）を開講（日本財団

助成実習・京都大学 人，北海道大学 人）

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所において，公開臨海実習「海洋生物学，特に無脊椎動物の分類・発生」を実施（教育関係共同

利用拠点事業・国立大学法人臨海臨湖実験所長会議 主催・ 人）

年 月 ～ 日

台風 号による豪雨のため，和歌山研究林の林道・土場・機器等に甚大な被害

年 月 ～ 日

北海道研究林標茶区・白糠区において，全学共通科目「北海道東部の人と自然」（農学部科目「研究林実習

夏の北海道」）の実施（ 人）

年 月 ～ 日

芦生研究林，上賀茂試験地および北白川試験地において，京都大学公開森林実習－近畿地方の奥山・里山の森

林とその特徴－を実施（宇都宮大学他，参加者 人）

年 月 日

年 月に出版した『森里海連環学』（京都大学学術出版会）の内容を更新し，改訂 増補版を発刊

年 月 日

舞鶴水産実験所が，京都府総合教育センター北部研修所「親子おもしろ科学実験教室」体験ブースにおいて，

海の生き物展示を実施（ 人）

年 月 日

全日空「私の青空 能登空港・きりこの森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催

年 月 日

京都大学ジュニアキャンパス において，中学生向けゼミ「ナマコの海洋生物学」を実施 参加者 中学生

人・保護者等 人（京都市教育委員会と共催）

年 月 ～ 日

紀伊大島実験所において，全学共通科目（ ～ 回生対象）森里海連環学実習 （紀伊半島の森と里と海）を開
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講（日本財団助成実習・ 人）

年 月 日

福知山市三段池公園 総合体育館において，第 回由良川市民講座「森・里・海の対話～身近な視点から生態系

のつながりを考える～」を開催（京都府中丹広域振局との共催・日本財団助成・参加者約 人）

年 月 日

北海道研究林長が交代

年 月 日

森林フィールド管理部門の勤務地が，北海道研究林及び芦生研究林となる。

年 月 日

全日空「私の青空 小松空港・安宅関の森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催

年 月～

年度新入生向け少人数セミナーを開講

・「海岸生物の生活史」 （ 月 ～ 日・瀬戸臨海実験所） 久保田 信

・「森のつくりだすもの」 （ 月 ～ 日・三重県名張市赤目） 德地 直子

・「日本海に遊ぶ～日本海学入門」 （学内＋ 月 ～ 日・舞鶴水産実験所） 上野 正博

年 月 日

学生ボランティア派遣について，松本総長・大西理事と面談

年 月 日

高知県仁淀川町池川中学校体育館において，第 回仁淀川地域連携講座「国際森林年を“森林・林業再生プラ

ン”実行元年とするために」を開催（日本財団助成） 参加者約 人

年 月 日

美山文化ホールにおいて，「知ろう，守ろう芦生の森シンポジウム」を開催（主催：芦生地域有害鳥獣対策協議

会，京都府南丹広域振興局／共催：フィールド研他） 参加者約 人

年 月 日

瀬戸臨海実験所において，施設見学会を実施（京大ウィークス参加イベント，参加者 人）

年 月 日

上賀茂試験地において，「 年上賀茂試験地秋の自然観察会」を開催（京大ウィークス参加イベント，参加

者 人（応募者 人））

年 月 ～ 日， 月 ～ 日

芦生研究林において，「芦生地域有害鳥獣対策協議会」の活動として銃器によるニホンジカの捕獲を行うため，

平日の夜明けから午前 時まで，入林制限を実施

年 月 日

フィールド研のイベントや刊行物等をご案内する「 ニュースメール」の電子メール配信を開始

年 月 日

芦生研究林において，芦生の森自然観察会 入門編「秋の森を歩きながら樹木観察をしよう」を開催（京大ウィ

ークス参加イベント，参加者 人（応募者 人））

年 月 日・ 月 日・ 年 月 日

瀬戸臨海実験所附属白浜水族館において，きのくに県民カレッジ連携講座「水族館の飼育体験」を開催 参加

者 人

年 月 日

舞鶴水産実験所共同利用運営委員会を開催

年 月 日

瀬戸臨海実験所共同利用運営委員会を開催

年 月 日

周南緑地（西緑地）において，徳山試験地が周南市とともに連携公開講座を実施 参加者 人

年 月 日

京都大学東京オフィスにおいて，第 回品川セミナーを開催。柴田センター長が講演「『森里海連環学』をと

おして日本の自然を再考する」 参加者 人

年 月 日～ 年 月 日

北海道研究林白糠区において，白糠町からの協力要請を受け，北海道エゾシカ被害防止緊急捕獲事業として銃
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器を使用した捕獲を行うため，土日・祭日 終日 の入林制限を実施

年 月 日

芦生研究林において，地域開放事業として，美山町環境保全対策協議会の参加者に対して，芦生自然環境ウォ

ークを実施（ 人）

年 月 日

厚岸町情報館「本の森」において第 回別寒辺牛川地域連携講座「森から海へ～海域環境の保全と人のくらし

～」を開催（厚岸町・標茶町と共催・日本財団助成）参加者 人

年 月 日

舞鶴水産実験所において，舞鶴市立中保育所・中舞鶴幼稚園・中舞鶴小学校（ 年生）の子供たちに対して，

ナマコに関する見学会を実施（ 人）

年 月 日

芦生地域有害鳥獣対策協議会の活動の一環として，芦生研究林に設置したシカ防護ネット内の観察およびネッ

トを下ろす作業の体験を実施（主催：芦生地域有害鳥獣対策協議会，京都府南丹広域振興局／共催：フィール

ド研）参加者 人

年 月 日

吉田事業所産業医が舞鶴水産実験所を巡視

年 月 日

全日空「私の青空 徳島阿波おどり空港・巣立ちの森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催

年 月 日

上賀茂試験地において，京都市青少年科学センター「未来のサイエンティスト養成事業体験コース」（講義と自

然観察）を実施（上賀茂試験地 共催） 参加者 人（応募者 人）

年 月 日

吉田事業所産業医が上賀茂試験地を巡視

年 月 日

上賀茂試験地において， 法人エコロジー・カフェと共催で，第 回エコの寺子屋を開講 参加者 人

年 月 日～ 月 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」「バックヤードツアー」を毎日

開催 参加者：解説ツアー（一般） 人，バックヤードツアー（小学生以上） 人

年 月 日

人事異動 朝倉教授 着任

年 月 日

瀬戸臨海実験所長が交代

年 月 日

瀬戸臨海実験所において，第 回瀬戸海洋生物学セミナーを実施（ 人）

年 月 ～ 日

全学共通科目「暖地性積雪地域における冬の自然環境」を芦生研究林にて開講

年 月 日

京都府漁業協同組合舞鶴支所において，舞鶴水産実験所が「舞鶴市ナマコプロジェクト」報告会を実施 人

年 月 ～ 日

北海道研究林標茶区において，全学共通科目「北海道東部の厳冬期の自然環境」（農学部科目「研究林実習 冬

の北海道）の実施（ 人）

年 月 日

協議員会を開催

年 月 日

木文化プロジェクトが 年度研究報告会を開催

年 月 日

運営委員会を開催

年 月 日

全日空「私の青空 萩･石見空港・高津川清流の森」において，フィールドセミナー（青空塾）を開催
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年 月 ～ 日

京都大学が東北復興支援学生ボランティアを派遣（学生 人，教員 人，技術職員 人，事務職員 人）

年 月 ～ 日

瀬戸臨海実験所において， 年度公開臨海実習 春期 「海洋無脊椎動物の多様性と進化学」を実施（教育関

係共同利用拠点事業・国立大学法人臨海臨湖実験所長会議主催・ 人）

年 月 ～ 日

瀬戸臨海実験所附属水族館において，「研究者と飼育係のこだわり解説ツアー」「バックヤードツアー」を毎日

開催 参加者：解説ツアー（一般） 人，バックヤードツアー（小学生以上） 人

注 年度から，高校生以下を対象とする事業は，「主な取り組み」に原則として掲載していない。

― 121 ―



６．２ マスコミへの情報発信 

6.2.1  新聞・雑誌等記事 

（センターに関する記事）

年度 年度 年度 年度 計

フィールド研

芦生研究林

北海道研究林

和歌山研究林

上賀茂試験地

徳山試験地

北白川試験地

紀伊大島実験所

舞鶴水産実験所

瀬戸臨海実験所

白浜水族館

海域陸域統合管理学研究部門

その他

件

（教職員に関する記事）

年度 年度 年度 年度 計

白山 義久

柴田 昌三

山下 洋

向井 宏

芝 正己

久保田 信

田川 正朋

德地 直子

益田 玲爾

梅本 信也

長谷川 尚史

深見 裕伸

上野 正博

中山 耕至

佐藤 拓哉

畠山 重篤（社会連携教授）

田中 克（名誉教授）

竹内 典之（名誉教授）

諏訪 良太（特定研究員）

その他

件
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6.2.2  テレビ、ラジオ 

年度 年度 年度 年度 計

白山 義久

柴田 昌三

山下 洋

向井 宏

久保田 信

益田 玲爾

梅本 信也

その他

計
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６．３ 各施設 利用人数一覧

2008年度 （単位：人）

(所属)　 京都大学 他大学

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他

(利用者)　 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生

芦生研究林 197 684 308 712 2 14 53 71 62 0

北海道研究林白糠区 44 134 31 0 4 0 0 4 0 0

北海道研究林標茶区 147 293 24 0 5 7 43 3 0 8

和歌山研究林 109 16 43 77 0 2 3 16 28 0

徳山試験地 4 0 5 0 6 0 0 0 0 0

上賀茂試験地 124 513 241 273 32 21 319 28 64 24

北白川試験地 19 286 670 1,490 69 0 0 6 2 11

紀伊大島実験所 39 178 9 144 0 7 63 18 1 0

舞鶴水産実験所 110 852 315 5,472 117 28 260 17 34 5

瀬戸臨海実験所 145 647 69 2,301 91 153 1,107 233 331 0

計 938 3,603 1,715 10,469 326 232 1,848 396 522 48

(所属)　 教育研究機関等 一般

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他 合計

(利用者)　

芦生研究林 246 51 46 562 180 7,750 10,938

北海道研究林白糠区 0 1 0 0 4 16 238

北海道研究林標茶区 82 4 0 52 109 31 808

和歌山研究林 324 16 28 2 9 53 726

徳山試験地 6 0 0 0 0 70 91

上賀茂試験地 0 44 40 342 288 216 2,569

北白川試験地 0 7 0 83 10 68 2,721

紀伊大島実験所 0 76 0 14 150 0 699

舞鶴水産実験所 700 33 22 4 3 481 8,453

瀬戸臨海実験所 385 199 0 106 88 66,414 72,269

計 1,743 431 136 1,165 841 75,099 99,512

2009年度 （単位：人）

(所属)　 京都大学 他大学

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他

(利用者)　 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生

芦生研究林 352 630 386 700 10 24 34 55 117 5

北海道研究林白糠区 54 135 15 5 15 0 0 5 0 3

北海道研究林標茶区 138 238 17 0 9 13 40 10 0 0

和歌山研究林 148 6 91 65 0 2 0 105 29 0

徳山試験地 16 12 13 0 9 0 0 0 0 0

上賀茂試験地 130 519 280 320 11 18 147 24 112 18

北白川試験地 10 196 473 1,194 25 0 0 26 0 0

紀伊大島実験所 35 106 14 57 0 7 49 15 65 0

舞鶴水産実験所 106 516 312 5,863 107 31 234 18 142 2

瀬戸臨海実験所 217 885 117 2,077 6 201 1,299 167 75 0

計 1,206 3,243 1,718 10,281 192 296 1,803 425 540 28

(所属)　 教育研究機関等 一般

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他 合計

(利用者)　

芦生研究林 240 29 132 877 282 6,566 10,439

北海道研究林白糠区 0 0 0 9 5 8 254

北海道研究林標茶区 31 4 57 54 82 47 740

和歌山研究林 300 20 0 14 5 27 812

徳山試験地 0 0 0 0 0 73 123

上賀茂試験地 4 23 37 363 223 273 2,502

北白川試験地 0 0 18 0 6 85 2,033

紀伊大島実験所 0 156 7 1 173 65 750

舞鶴水産実験所 521 37 92 4 11 101 8,097

瀬戸臨海実験所 566 59 0 682 318 62,742 69,411

計 1,662 328 343 2,004 1,105 69,987 95,161
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2010年度 （単位：人）

(所属)　 京都大学 他大学

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他

(利用者)　 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生

芦生研究林 321 611 498 1043 4 76 168 120 187 0

北海道研究林白糠区 53 94 103 7 3 0 0 5 1 1

北海道研究林標茶区 153 293 292 4 3 12 28 40 3 0

和歌山研究林 105 3 192 35 0 1 2 66 172 0

徳山試験地 24 40 14 0 7 0 0 0 4 0

上賀茂試験地 121 532 322 302 46 17 164 6 12 56

北白川試験地 11 155 506 1,026 4 1 5 40 1 0

紀伊大島実験所 45 122 3 14 0 7 63 9 4 0

舞鶴水産実験所 132 427 217 4,784 51 17 212 56 65 1

瀬戸臨海実験所 117 474 16 1,969 0 193 1,139 97 264 0

計 1,082 2,751 2,163 9,184 118 324 1,781 439 713 58

(所属)　 教育研究機関等 一般

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他 合計

(利用者)　

芦生研究林 264 29 92 889 201 6,036 10,539

北海道研究林白糠区 0 0 0 13 4 90 374

北海道研究林標茶区 16 0 0 118 136 61 1159

和歌山研究林 228 18 0 0 36 15 873

徳山試験地 14 0 1 73 0 36 213

上賀茂試験地 0 19 49 105 59 490 2,300

北白川試験地 0 1 45 24 2 34 1,855

紀伊大島実験所 38 50 0 1 202 0 558

舞鶴水産実験所 672 78 51 44 10 246 7,063

瀬戸臨海実験所 431 228 1 84 220 64,626 69,859

計 1,663 423 239 1,351 870 71,634 94,793

2011年度 （単位：人）

(所属)　 京都大学 他大学

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他

(利用者)　 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生 教職員等 学生

芦生研究林 393 772 457 889 3 35 174 30 332 0

北海道研究林標茶区 204 318 292 0 0 3 74 22 2 0

北海道研究林白糠区 16 15 80 0 0 0 0 8 0 0

和歌山研究林 76 0 65 30 0 0 0 18 6 0

徳山試験地 20 28 2 0 4 0 0 0 0 0

上賀茂試験地 118 512 335 146 20 15 162 7 5 14

北白川試験地 13 132 481 592 3 1 10 41 6 4

紀伊大島実験所 34 99 2 8 0 0 0 14 3 0

舞鶴水産実験所 90 502 513 3,914 48 51 287 37 502 6

瀬戸臨海実験所 196 414 132 1,293 0 222 1,244 151 353 0

計 1,160 2,792 2,359 6,872 78 327 1,951 328 1,209 24

(所属)　 教育研究機関等 一般

(目的)　 教育 研究 その他 教育 研究 その他 合計

(利用者)　

芦生研究林 234 51 66 587 216 6,532 10,771

北海道研究林標茶区 7 7 0 112 79 60 1,180

北海道研究林白糠区 0 0 0 7 6 42 174

和歌山研究林 102 10 0 0 11 17 335

徳山試験地 10 0 0 75 0 162 301

上賀茂試験地 7 13 74 138 83 575 2,224

北白川試験地 0 10 0 0 10 48 1,351

紀伊大島実験所 16 34 0 0 413 22 645

舞鶴水産実験所 460 70 172 16 11 260 6,939

瀬戸臨海実験所 951 78 0 11 116 64,158 69,319

計 1,787 273 312 946 945 71,876 93,239
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６．４ 各施設 学生実習等調べ

6.4.1 フィールド研提供科目
（学生数・教員等数は，延人数）

芦生研究林

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.05.04 ～ 08.05.23 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森林の更新と動態」 1回生 17 3

08.07.03 ～ 08.07.05 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「豊かな森をめざし
て！」

1回生 27 3

08.07.11 ～ 08.07.13 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き」 1回生 31 3

08.08.05 ～ 08.08.06 2 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A 全学全回生 14 11
08.08.25 ～ 08.08.29 5 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅰ 2回生 125 12
08.09.16 ～ 08.09.19 4 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅱ 3回生 67 8
08.09.24 ～ 08.09.27 4 京都大学 農学部 森林科学科 森林利用学実習及び実習法 3回生 92 12
09.02.06 ～ 09.02.09 4 京都大学 フィールド研 暖地性積雪地域における冬の自然環境 全回生 72 4
09.07.01 ～ 09.07.03 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「豊かな森をめざし

て！」
全学全回生 33 4

09.07.11 ～ 09.07.13 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き」 全学全回生 32 6

09.08.04 ～ 09.08.05 2 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「環境の評価」 全学1回生 10 3
09.08.06 ～ 09.08.07 2 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A 全学全回生 32 22

09.08.25 ～ 09.08.29 5 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅰ 124 22
09.09.15 ～ 09.09.18 4 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅱ 28 18
09.09.28 ～ 09.10.01 4 京都大学 農学部 森林科学科 森林利用学実習及び実習法 66 36
10.02.05 ～ 10.02.08 4 京都大学 フィールド研 暖地性積雪地域における冬の自然環境 全学全回生 48 8
10.05.20 ～ 10.05.21 2 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「豊かな森をめざし

て！」
全学１回生 18 4

10.07.03 ～ 10.07.05 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き] 全学1回生 21 12
10.08.08 ～ 10.08.09 2 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A 全学全回生 22 16
10.08.10 ～ 10.08.11 2 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「環境の評価」 全学1回生 14 6
10.08.30 ～ 10.09.03 5 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅰ 144 16
10.09.15 ～ 10.09.18 4 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅱ 44 14
10.09.27 ～ 10.09.30 4 京都大学 農学部 森林科学科 森林利用学実習及び実習法 104 33
11.02.10 ～ 11.02.13 4 京都大学 フィールド研 暖地性積雪地域における冬の自然環境 全学全回生 67 7
11.05.03 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森林の再生と動態」 全学1回生 3 1
11.07.02 ～ 11.07.04 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き」 全学1回生 20 6

11.08.08 ～ 11.08.09 2 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A（芦生研究林・由良
川・丹後海コース）

全学全回生 33 10 公開実習

11.08.10 ～ 11.08.13 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森を育て活かす－林業
体験をとおして考える」

全学1回生 52 13

11.08.18 ～ 11.08.19 2 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「環境の評価」 全学1回生 18 2
11.08.29 ～ 11.09.02 5 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅰ 2回生 126 24
11.09.13 ～ 11.09.16 4 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅱ 3回生 71 20
11.09.26 ～ 11.09.29 4 京都大学 農学部 森林科学科 森林利用学実習及び実習法 3回生 90 35
11.11.05 1 京都大学 農学部 森林科学科 研究林実習Ⅰ 2回生 2 0
12.02.10 ～ 12.02.13 4 京都大学 フィールド研 暖地性積雪地域における冬の自然環境 全学全回生 50 13

計 111 （34件） 1,717 407

北海道研究林
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.08.28 ～ 08.09.01 5 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習C（北大との共催） 全学全回生 76 52 標茶区

08.09.04 ～ 08.09.15 12 京都大学 農学部 研究林実習Ⅲ 夏の北海道・北海道東部
の人と自然

全学全回生 212 71 標茶区・
白糠区

09.02.22 ～ 09.02.25 4 京都大学 農学部 研究林実習Ⅳ 冬の北海道・北海道東部
の厳冬期の自然環境

全学全回生 131 43 標茶区・
白糠区

09.08.29 ～ 09.09.02 5 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習C（北大との共催） 全学全回生 89 55 標茶区

09.09.04 ～ 09.09.13 10 京都大学 農学部 研究林実習Ⅲ 夏の北海道・北海道東部
の人と自然

全学全回生 191 57 標茶区・
白糠区

10.02.21 ～ 10.03.01 10 京都大学 農学部 研究林実習Ⅳ 冬の北海道・北海道東部
の厳冬期の自然環境

全学全回生 127 57 標茶区・
白糠区

10.08.29 ～ 10.08.31 3 京都大学 農学部 研究林実習Ⅲ 夏の北海道・北海道東部
の人と自然

全学共通 60 28 白糠区

10.08.31 ～ 10.09.05 6 京都大学 農学部 研究林実習Ⅲ 夏の北海道・北海道東部
の人と自然

全学共通 131 56 標茶区

10.09.09 ～ 10.09.12 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習C（北大との共催） 全学共通 68 42 標茶区

11.02.20 ～ 11.02.28 9 京都大学 農学部 研究林実習Ⅳ 冬の北海道・北海道東部
の厳冬期の自然環境

全学共通 122 47 標茶区

11.02.22 ～ 11.02.24 2 京都大学 農学部 研究林実習Ⅳ 冬の北海道・北海道東部
の厳冬期の自然環境

全学共通 34 18 白糠区

期　　　間

期　　　間
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11.08.27 ～ 11.08.30 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習C（北大との共催） 全学共通 76 41 標茶区

11.09.04 ～ 11.09.11 8 京都大学 農学部 研究林実習Ⅲ 夏の北海道・北海道東部
の人と自然

全学共通 131 72 標茶区

11.09.05 1 京都大学 農学部 研究林実習Ⅲ 夏の北海道・北海道東部
の人と自然

全学共通 15 10 白糠区

12.02.19 ～ 12.02.25 7 京都大学 農学部 研究林実習Ⅳ 冬の北海道・北海道東部
の厳冬期の自然環境

全学共通 113 61 標茶区

計 90 （15件） 1,576 710

和歌山研究林

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
08.08.26 ～ 08.08.29 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森のつくりだすもの」 19 18
09.08.05 ～ 09.08.07 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森のつくりだすもの」 6 23
10.09.27 ～ 10.09.29 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森のつくりだすもの」 3 3

計 10 （3件） 28 44

上賀茂試験地

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
08.05.29 ～ 08.06.05 2 京都大学 農学部 森林科学科 森林総合実習及び調査法 3回生 48 10
08.06.22 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き」 全学1回生 9 1

08.06.24 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「木造校舎を造る：木の
文化再生へ」

全学1回生 8 6

08.09.30 1 京都大学 地球環境学舎 里山再生論 M1,M2,D1 5 1
08.10.07 1 京都大学 農学部 森林科学科 森林科学実習Ⅳ 2回生 54 3
09.06.04 ～ 09.06.11 2 京都大学 農学部 森林科学科 森林総合実習及び調査法 3回生 47 10
09.06.13 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き」 1回生 8 1
09.07.07 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「木造校舎を造る：木の

文化再生へ」
1回生 4 3

09.09.01 1 京都大学 地球環境学舎 里山再生論 M1,M2 11 2
09.10.20 1 京都大学 農学部 森林科学科 森林科学実習Ⅳ 2回生 55 4
10.05.28 ～ 10.06.03 2 京都大学 農学部 森林科学科 森林総合実習及び調査法 3回生 58 6
10.05.29 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「京をめぐる森と人のく

らし」
1回生 7 2

10.06.20 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き」 1回生 5 1

10.07.06 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「木造校舎を造る：木の
文化再生へ」

1回生 5 5

10.08.31 1 京都大学 フィールド研 里山再生論 M1,M2 4 2
10.10.19 1 京都大学 農学部 森林科学科 森林科学実習Ⅳ 2回生 61 7
11.06.02 ～ 11.06.09 2 京都大学 農学部 森林科学科 森林総合実習及び調査法 3回生 56 2
11.06.19 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「原生的な森林の働き」 1回生 4 1

11.08.22 1 京都大学 地球環境学舎 里山再生論 M1,M2 9 3
11.10.06 1 京都大学 農学部 森林科学科 森林科学実習Ⅳ 2回生 66 9
12.03.15 1 京都大学 農学部 資源生物科学実験及び実験法 3回生 2 1

計 25 （21件） 526 80

徳山試験地

日数 大学 部局 科 目 名 学年 参加者数 教員等数 備考

09.08.03 ～ 09.08.06 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「瀬戸内に見る森里海連
環」

全学1回生 12 16

10.08.06 ～ 10.08.10 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「瀬戸内に見る森里海連
環」

全学1回生 40 10

11.08.09 ～ 11.08.12 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「瀬戸内に見る森里海連
環」

全学1回生 28 8

計 13 （3件） 80 34

北白川試験地

日数 大学 部局 科 目 名 学年 参加者数 教員等数 備考
08.04.26 1 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森林の再生と動態」 1回生 7 1
08.12.16 1 京都大学 フィールド研 樹木分類，樹木識別 3回生 17 1

計 2 （2件） 24 2

紀伊大島実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.09.01 ～ 08.09.04 4 京都大学 地球環境学舎 里域植生保全論 24 4
08.09.08 ～ 08.09.12 5 京都大学 農学部 植物調査法と実習 98 7
08.09.19 ～ 08.09.25 7 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習B（北大との共催） 119 49
09.08.24 ～ 09.08.28 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森里海のつながりを清流

古座川に見る」
35 5

09.09.07 ～ 09.09.11 2 京都大学 農学部 植物調査法と実習 64 7
09.09.18 ～ 09.09.24 7 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習B（北大との共催） 91 35

期　　　間

期　　　間

期　　　間

期　　　間

期　　　間
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10.08.09 ～ 10.08.12 4 京都大学 地球環境学舎 里域植物保全論 院生 24 4
10.08.23 ～ 10.08.27 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森里海のつながりを清

流古座川に見る」
全学1回生 20 5

10.09.06 ～ 10.09.10 5 京都大学 農学部 植物調査法と実習 36 6
10.09.16 ～ 10.09.22 7 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習B（北大との共催） 105 38
11.08.08 ～ 11.08.08 4 京都大学 地球環境学舎 里域植生保全論 院生 24 4
11.08.22 ～ 11.08.26 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「森里海のつながりを清

流古座川に見る」
全学1回生 35 5

11.09.14 ～ 11.09.18 5 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習B 全学全回生 40 25
計 65 （13件） 715 194

舞鶴水産実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.06.06 ～ 08.06.08 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「河口域生態学入門」 20 3
08.07.04 ～ 08.07.06 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「魚類心理学入門」 1回生 27 3
08.08.06 ～ 08.08.08 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「お魚好きのための魚類

研究入門」
15 8

08.08.06 ～ 08.08.09 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A 20 37
08.08.20 ～ 08.08.26 7 京都大学 農学部 資源生物科

学科
海洋生物科学技術論と実習Ⅰ 91 12

08.08.26 ～ 08.08.31 6 京都大学 農学部 資源生物科
学科

海洋生物科学技術論と実習Ⅱ 137 13

09.06.26 ～ 09.06.28 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「河口域生態学入門」 1回生 15 3
09.08.07 ～ 09.08.10 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A 55 34
09.08.20 ～ 09.08.31 12 京都大学 農学部 資源生物科

学科
海洋生物科学技術論と実習Ⅰ・Ⅱ 132 24

10.02.22 ～ 10.02.24 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「日本海に遊ぶ～日本海
学入門 」

1回生 27 3

10.06.18 ～ 10.06.20 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「環境と魚の河口域生態
学入門」

12 3

10.07.02 ～ 10.07.04 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「魚類心理学入門」 27 3
10.08.09 ～ 10.08.11 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「お魚好きのための魚類

研究入門」
18 6

10.08.09 ～ 10.08.12 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A 40 36
10.08.20 ～ 10.08.31 13 京都大学 農学部 資源生物科

学科
海洋生物科学技術論と実習Ⅰ・Ⅱ 133 42

11.02.21 ～ 11.02.23 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー｢日本海に遊ぶ～日本海
学入門 」

9 3

11.07.01 ～ 11.07.03 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「魚類心理学入門」 27 3
11.08.09 ～ 11.08.12 4 京都大学 フィールド研 森里海連環学実習A 52 23 公開実習

11.08.19 ～ 11.08.31 13 京都大学 農学部 資源生物科
学科

海洋生物科学技術論と実習Ⅰ・Ⅱ 178 28 公開実習

12.02.21 ～ 12.02.23 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「日本海に遊ぶ～日本海
学入門 」

27 3

計 100 （20件） 1,062 290

瀬戸臨海実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.05.01 ～ 08.05.05 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海洋生物の生活史」 60
08.07.30 ～ 08.08.07 9 京都大学 理学部 臨海実習第1部・第4部 54
08.08.02 ～ 08.08.07 6 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海洋生物の多様性」 　 33 6
08.09.01 ～ 08.09.30 5 京都大学 総合人間学部 探究型化学実験－湖と海の化学調査－ 45 20
08.09.13 ～ 08.09.16 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「節足動物学入門」 12 4
09.03.24 ～ 09.03.30 7 京都大学 理学部 臨海実習第2部 72 6
09.05.02 ～ 09.05.06 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海岸生物の生活史」 1回生 55 5
09.07.30 ～ 09.08.02 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海洋生物の多様性」 1回生 40
09.08.03 ～ 09.08.11 9 京都大学 理学部 臨海実習第1部・第4部 2,3回生 144
09.09.14 ～ 09.09.18 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海産無脊椎動物」 1回生 25 5
09.09.23 ～ 09.09.27 5 京都大学 総合人間学部 探究型化学実験・湖と海の化学調査 73 15
10.03.26 ～ 10.04.01 7 京都大学 理学部 臨海実習第2部および公開臨海実習 (春

期)
133

10.05.01 ～ 10.05.05 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海岸生物の生活史」 35 5
10.06.04 ～ 10.06.06 3 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「サンゴ礁生態学入門」 12 3

10.06.11 ～ 10.06.13 2 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「サンゴ礁生態学入門」 1回生 4 2

10.08.26 ～ 10.08.30 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海産無脊椎動物－分類
群と形の多様性」

15

10.09.01 ～ 10.09.09 9 京都大学 理学部 臨海実習第1部 2回生 36
10.09.01 ～ 10.09.09 9 京都大学 理学部 臨海実習第4部 3回生 9
10.09.09 ～ 10.09.13 5 京都大学 総合人間学部 探究型化学実験－湖と海の化学調査 50 15
10.09.21 ～ 10.09.24 4 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海洋生物の多様性」 32 8

期　　　間

期　　　間
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11.08.06 ～ 11.08.12 7 京都大学 理学部 臨海実習第2部 21 28
11.08.29 ～ 11.09.04 7 京都大学 理学部 臨海実習第1部＋公開臨海実習「海洋生

物学、特に無脊椎動物の分類・発生」
84 35 公開実習

／本学学
生:9人、
他学学
生:3人

11.09.07 ～ 11.09.11 5 京都大学 地球環境学舎 探究型化学実験｢湖と海の化学調査｣ 45 15
11.09.10 ～ 11.09.14 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海産無脊椎動物－分類

群と形の多様性」
１回生 20 5

11.11.23 ～ 11.11.27 5 京都大学 フィールド研 少人数セミナー「海岸生物の生活史」 5 5
計 142 （25件） 1,114 182

6.4.2  学内利用
（学生数・教員等数は，延人数）

芦生研究林

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.05.04 ～ 08.05.06 3 京都大学 理学部 生物科学系 野生生物研究会春合宿 49
08.05.28 1 京都大学 生存圏研究所 循環

材料創成分野
天然林の見学と実習 修士・博士 6 3

08.06.21 ～ 08.06.22 2 京都大学 理学部 生物科学系 生物学実習C脊椎動物解剖学実習 3回生 20 4
08.06.27 ～ 08.06.29 3 京都大学 人間・環境学研究科 文化行為論2A 21 6
08.07.05 ～ 08.07.07 3 京都大学 アジア・アフリカ地

域研究研究科
芦生研究林フィールド調査法実習 D1 60 18

08.09.08 ～ 08.09.11 4 京都大学 生態学研究センター 野外実習第2部 3回生 20 8
08.10.16 ～ 08.10.17 2 京都大学 農学研究科 森林科

学専攻
国際交流科目　タイ・カセサート大学学
生受入

30 6

08.11.01 ～ 08.11.03 3 京都大学 理学部 生物科学系 野生生物研究会秋合宿 24
08.11.03 1 京都大学 理学研究科 生物科

学専攻
フィールドワーク実習 －菌類相から森
を考える－

16 14

08.11.08 ～ 08.11.09 2 京都大学 工学研究科 物質エ
ネルギー化学専攻

芦生研究林の見学会 10 9

09.04.11 ～ 09.04.12 2 京都大学 理学研究科 動物学
教室

河川における付着動物の同定 D1～PD 18

09.05.02 ～ 09.05.03 2 京都大学 理学部 芦生演習林に生息する生物観察 野生生物研究
会

34

09.05.15 ～ 09.05.17 3 京都大学 生態学研究センター 生態科学Ⅱゼミナール第4部（理学部）/
進化・菌類ゼミナール（総合人間学部少
人数セミナー）合同見学会

全回生 36 20

09.05.19 1 京都大学 生存圏研究所 天然林の見学と実習 修士・博士 6 4

09.06.27 ～ 09.06.29 3 京都大学 人間・環境学研究科 文化行為論 M1 24 6

09.07.04 ～ 09.07.06 3 京都大学 アジア・アフリカ地
域研究研究科

アジア・アフリカ地域研究演習 D1 57 12

09.09.08 ～ 09.09.10 3 京都大学 理学研究科 生物科
学専攻

野外実習第1部 54 6

09.09.20 ～ 09.09.22 3 京都大学 生態学研究センター 生態科学Ⅱ特論第4部　野外巡検 24 3

09.09.25 ～ 09.09.26 2 京都大学 工学研究科 都市環
境工学専攻

研究室（環境情報学講座）ゼミ合宿 22 8

09.11.08 1 京都大学 理学研究科 生物科
学専攻

フィールドワーク実習 －菌類相から森
を考える－

15 10

10.04.29 ～ 10.04.30 2 京都大学 理学研究科 ヘビの採集法の講習会 8 6
10.05.01 ～ 10.05.03 3 京都大学 野生生物観察研修(新歓合宿） 野生生物研究

会
60

10.05.28 1 京都大学 生存圏研究所 芦生研究林における木材腐朽菌による劣
化調査

4 3

10.06.19 ～ 10.06.20 2 京都大学 情報学研究科 社会
情報学専攻

生物圏情報学セミナー 修士・博士 32 10

10.06.26 ～ 10.06.27 2 京都大学 アジア・アフリカ地
域研究研究科

アジア・アフリカ地域研究演習 A・A研,M1 30 6

10.09.29 1 京都大学 生存圏研究所 循環
材料創成分野

天然林の見学と実習 7 2

期　　　間
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11.04.23 ～ 11.04.24 2 京都大学 情報学研究科 生物圏情報学講座ゼミ 34 17
11.04.28 1 京都大学 農学部 食料・環境経済学入門 1回生 34 4

11.05.03 ～ 11.05.05 3 京都大学 理学部 京都大学野生生物研究会　自然観察会 27
11.05.16 ～ 11.05.18 3 京都大学 農学研究科 森林科

学専攻
森林科学特別科目　ならびに　短期交流
学生向け研修（国際森林学生連盟第2回
アジア地域会議）

114 12

11.05.28 ～ 11.05.29 2 京都大学 生態学研究センター 生態科学Ⅱゼミナール第4部/発酵・菌類
ゼミナール合同見学会

22 2

11.06.25 ～ 11.06.26 2 京都大学 アジア・アフリカ地
域研究研究科

アジア・アフリカ地域研究演習 M1 38 8

11.07.07 ～ 11.07.08 2 京都大学 生態学研究センター 京都大学グローバルCOE国際シンポジウ
ム参加者による芦生演習林の観察

48 52

11.09.20 ～ 11.09.22 3 京都大学 理学研究科 生物科
学専攻

野外実習第1部 21 6

11.09.09 ～ 11.09.10 2 京都大学 農学研究科 応用生
物科学専攻

防鹿柵内外の植生比較（自主ゼミ） 16 2

11.10.08 ～ 11.10.10 3 京都大学 生態学研究センター
他

生態科学Ⅱゼミナール第4部（理学研究
科）/真菌自然史（総合人間学部）/行動
発達論（人間・環境学研究科）/発達論
（総合人間学部）合同見学会

30 9

11.11.03 1 京都大学 理学研究科 生物科
学専攻

フィールドワーク実習－菌類層から森を
考える－

35 6

計 82 （37件） 1,106 282

北海道研究林
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.08.03 ～ 08.08.07 5 京都大学 農学部 食料・環境
経済学科

調査研究方法実習Ⅰ 2回生 48 20 標茶区・
白糠区

09.08.03 ～ 09.08.08 6 京都大学 農学部 食料・環境
経済学科

調査研究方法実習Ⅰ・Ⅱ 2回生 25 23 標茶区・
白糠区

11.08.06 ～ 11.08.10 5 京都大学 農学部 食料・環境
経済学科

調査研究方法実習Ⅰ・Ⅱ 2回生 30 11 標茶区・
白糠区

計 16 （3件） 103 54

和歌山研究林

（該当案件なし）

上賀茂試験地

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
08.04.12 1 京都大学 農学部 森林科学科 新入生向け見学会 1回生 56 24
08.05.17 1 京都大学 農学研究科 森林科

学専攻
新入生ガイダンス M1 150 37

08.05.21 ～ 08.05.27 4 京都大学 理学部 生物科学系 生物学実習「野外調査法－昆虫の密度推
定法」

3回生 68 6

08.05.28 1 京都大学 農学部 地域環境工
学科

「土壌物理学・水環境工学実験」　土壌
の三相分布測定及び浸入能試験実習

3回生 26 1

08.05.28 ～ 08.07.09 4 京都大学 農学部 森林科学科 森林生物学実験及び実験法 3回生 88 4
09.04.11 1 京都大学 農学部 森林科学科 平成21年度　農学部森林科学科ガイダン

ス
1回生 56 22

09.05.16 1 京都大学 農学研究科 森林科
学専攻

新入生向けガイダンス M1 142 48

09.05.18 ～ 09.05.21 4 京都大学 理学部 生物科学系 生物学実習「野外調査法－昆虫の密度推
定法」

3回生 65 4

09.06.17 1 京都大学 農学部 地域環境工
学科

「土壌物理学・水環境工学実験」　土壌
の三相分布測定及び浸入能試験実習

3回生 25 1

09.06.03 ～ 09.07.01 4 京都大学 農学部 森林科学科 森林生物学実験及び実験法 3回生 103 4
10.04.10 1 京都大学 農学部 森林科学科 平成22年度　農学部森林科学科ガイダン

ス
1回生 54 22

10.05.15 1 京都大学 農学研究科 森林科
学専攻

新入生ガイダンス M1 153 46

10.05.17 ～ 10.05.25 3 京都大学 理学部 生物科学系 生物学実習「野外調査法－昆虫の密度推
定法」

3回生 52 4

10.06.02 1 京都大学 生態学研究センター 生物学実習B　野外調査法（生態） 3回生 11 2
10.06.02 ～ 10.06.30 4 京都大学 農学部 森林科学科 森林生物学実験及び実験法 3回生 105 4
10.06.09 1 京都大学 農学部 地域環境工

学科
「土壌物理学・水環境工学実験」　土壌
の三相分布測定及び侵入能試験実習

3回生 17 1

11.04.09 1 京都大学 農学部 森林科学科 農学部森林科学科ガイダンス 57 25
11.05.21 1 京都大学 大学院農学研究科 新入生ガイダンス及び歓迎会 M1 159 31
11.06.08 1 京都大学 農学部 地域環境工

学科
「土壌物理学・水環境工学実験」　土壌
の三相分布測定及び浸入能試験実習

3回生 26 1

11.06.08 ～ 11.06.29 3 京都大学 農学部 森林科学科 森林生物学実験及び実験法 3回生 80 3
11.06.07 1 京都大学 生態学研究センター 生物学実習B　野外調査法（生態） 3回生 14 1
11.06.14 1 京都大学 農学部 少人数セミナー「京都の森を襲った2つ

の森林流行病」
1回生 5 1

11.07.06 1 京都大学 農学部 森林科学科 森林生物学実験及び実験法 3回生 27 1
12.01.28 1 京都大学 地球環境学舎 土壌学特論 5 3
12.02.20 1 京都大学 農学部 少人数セミナー「京都の森を襲った2つ

の森林流行病」
1回生 2 1

計 44 （25件） 1,546 297

期　　　間

期　　　間
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徳山試験地

（該当案件なし）

北白川試験地

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
08.04.08 1 京都大学 農学部 有機化学実験および実験法 3回生 35 3
08.04.16 1 京都大学 農学部 「土壌物理学・水環境工学実験」採土方

法の習得と土壌の三相分布測定
3回生 25 1

08.05.23 1 京都大学 農学部 少人数セミナー「細胞性粘菌の不思議な
世界」

1回生 7 1

08.05.27 1 京都大学 農学部 有機化学実験および実験法 3回生 54 3
08.06.15 1 京都大学 農学部 森林科学実習Ⅰ（森林科学科） 2回生 32 1
08.07.10 1 京都大学 農学部 森林科学実習Ⅰ（森林科学科） 2回生 26 1
08.09.05 ～ 08.09.10 2 京都大学 農学部 森林水文学・砂防学実験及び実験法 3回生 4
08.10.06 ～ 08.10.20 2 京都大学 農学部 森林水文学・砂防学実験及び実験法 3回生 29 2
08.11.12 1 京都大学 農学部 生物有機化学Ⅲ 3回生 42 1
09.04.08 1 京都大学 農学部 有機化学実験および実験法 3回生 45 3
09.04.15 1 京都大学 農学部 ｢土壌物理学・水環境工学実験」採土方

法の習得と土壌の三相分布測定
3回生 28 1

09.06.01 ～ 09.06.02 2 京都大学 農学部 有機化学実験および実験法 3回生 52 4
09.06.16 ～ 09.07.01 7 京都大学 農学部 生物学実習 3回生 26
09.11.18 1 京都大学 農学部 生物有機化学Ⅲ 3回生 33 1
09.12.16 1 京都大学 農学部 森林植物学実習 3回生 12 1
10.04.09 1 京都大学 農学部 有機化学実験および実験法 3回生 36 4
10.04.21 1 京都大学 農学部 「土壌物理学・水環境工学実験」採土方

法の習得と土壌の三相分布測定
3回生 19 1

10.06.04 1 京都大学 農学部 有機化学実験および実験法 3回生 47 2
10.10.04 1 京都大学 農学部 森林水文学・砂防学実験及び実験法 3回生 20 1
10.11.17 1 京都大学 農学部 生物有機化学Ⅲ 3回生 32 1
11.04.08 1 京都大学 農学部 有機化学実験及び実験法 3回生 38 4
11.04.20 1 京都大学 農学部 「土壌物理学・水環境工学実験」採土方

法の習得と土壌の三相分布測定
3回生 26 1

11.06.15 1 京都大学 農学部 有機化学実験 3回生 4 2
11.08.26 1 京都大学 農学部 森林水文学・砂防学実験及び実験法 3回生 3 1
11.10.03 ～ 11.10.17 2 京都大学 農学部 森林水文学・砂防学実験及び実験法 3回生 27 2
11.11.16 1 京都大学 農学部 生物有機化学Ⅲ 3回生 34 1

計 36 （26件） 736 43

紀伊大島実験所

（該当案件なし）

舞鶴水産実験所

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
08.09.08 ～ 08.09.11 4 京都大学 農学研究科 地域環

境科学専攻
「水理学実験」の実験実習 128 4

09.05.08 ～ 09.05.10 3 京都大学 農学研究科 応用生
物科学専攻

新入生歓迎会 M1 64

09.05.16 ～ 09.05.17 2 京都大学 情報学研究科 セミナー合宿 M1 28 14
09.08.03 1 京都大学 地球環境学堂 野外実習 50 5
09.09.07 ～ 09.09.10 4 京都大学 農学研究科 地域環

境科学専攻
「水理学実験」の実験実習 139 4

10.09.06 ～ 10.09.09 4 京都大学 農学研究科 水資源
利用工学研究室

「水理学実験」の実験実習 108 12

10.10.08 ～ 10.10.09 2 京都大学 理学研究科 地質学
鉱物学教室

地質学野外実習（大島半島他）のため 16 6

11.08.01 1 京都大学 地球環境学堂 環境マネージメント夏期野外実習（船の
実習・磯の実習）

33 10

11.09.12 ～ 11.09.15 4 京都大学 農学部・大学院農学
研究科

実習　水利学実験（学部）　水資源利用
工学実験（大学院）

144 12

11.10.15 ～ 11.10.16 2 京都大学 理学研究科 地質科学野外巡検Ι（大島半島巡検） 22 6
計 27 （10件） 732 73

瀬戸臨海実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.04.09 ～ 08.04.10 2 京都大学 理学研究科 インターラボ M1 72
08.06.20 ～ 08.06.21 2 京都大学 防災研究所 土木学会環境水理部会研究集会 M1,M2 14 2
08.08.07 ～ 08.08.11 5 京都大学 人間・環境学研究科 海洋化学実習 　 60 14
08.08.28 ～ 08.09.05 9 京都大学 理学部 臨海実習1部 　 99 14
08.09.08 ～ 08.09.09 2 京都大学 防災研究所 少人数セミナー「空を観る，海を観る，

川を観る」
10 6

08.09.24 ～ 08.09.25 2 京都大学 防災研究所 気象海象観測実験 20 10
09.01.09 ～ 09.01.11 3 京都大学 理学部 生物科学セミナー 3 10
09.02.27 ～ 09.03.02 4 京都大学 人間・環境学研究科 生物学実習Ⅱ（生態学コース） 64 12
09.03.10 ～ 09.03.15 6 京都大学 理学部 臨海実習第3部 36 9

期　　　間

期　　　間

期　　　間
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09.04.11 ～ 09.04.12 2 京都大学 理学部 インターラボ 100 2
09.07.29 ～ 09.07.31 3 京都大学 理学研究科 化学専

攻
化学専攻無機化学大講座の合同の海洋無
機演習、海洋無機分析に関する講義 ・
雑誌会・実験・分析

54 18

09.09.06 ～ 09.09.14 4 京都大学 防災研究所 少人数セミナー「白浜高潮観測塔におけ
る海象実習」

1回生,M1,
M2,D1

32 14

09.09.16 ～ 09.09.20 5 京都大学 人間・環境学研究科 海洋科学実習 65 10
10.02.26 ～ 10.03.31 4 京都大学 地球環境学堂 生物学実習Ⅱ(海洋生物学コース) 36 20
10.04.09 ～ 10.04.10 2 京都大学 理学研究科 インターラボ M1 110 4
10.08.02 ～ 10.08.03 2 京都大学 理学研究科 最先端科学の体験型学習講座（略称：

ELCAS）
52 20

10.09.01 ～ 10.09.02 2 京都大学 防災研究所 少人数セミナー「空を観る・海を観る・
川を観る」

8 4

10.09.15 ～ 10.09.16 2 京都大学 防災研究所　流域災
害研究センター

大学院生少人数セミナー 22 10

11.03.03 ～ 11.03.06 4 京都大学 人間・環境学研究科 生物学実習Ⅱ 60 20

11.11.23 1 京都大学 人間・環境学研究科 留学生見学旅行 留学生 29 4
12.02.21 ～ 12.02.24 4 京都大学 人間・環境学研究科 生物学実習 全学共通 52 12
12.03.09 ～ 12.03.14 6 京都大学 理学部 臨海実習第3部 理学部 24 18

計 76 （22件） 1,022 233

6.4.3  他大学利用

（学生数・教員等数は，延人数）

芦生研究林

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.10.31 1 京都造形芸術
大学

日本庭園・歴史遺産
研究センター

The Japanese Garden Intensive
Seminar

29 6

09.07.27 ～ 09.07.28 2 兵庫県立大学
大学院

緑環境景観マネジメ
ント研究科

自主ゼミ　「植生の多様性の観察、自然
環境教育の実践」

4 2

10.05.30 1 東京学芸大学 小泉　武栄 芦生研究林における樹種の分布と地形・
地質条件との関係

2 7

10.08.01 1 石川県立大学 生物資源環境学部 日本海側の森林の潜在的植生の観察とシ
カによる食害が植生に与える影響の把握

11 2

10.09.06 ～ 10.09.08 3 京都大学 フィールド研 公開森林実習 15 11
10.10.09 ～ 10.10.11 3 京都造形芸術

大学
こども芸術学科 科目名「こどもといのち」　こども狩猟

採集学入門：自然と地域とこども
105 6

10.11.04 ～ 10.11.05 2 神戸大学 農学部 応用植物学専門演習 16 4
10.11.05 1 京都造形芸術

大学
日本庭園・歴史遺産
研究センター

The Japanese Garden Intensive
Seminar

19 4

11.08.01 1 石川県立大学 生物資源環境学部 日本海側の森林の潜在的植生の観察とシ
カによる食害が植生に与える影響の把握

11 2

11.09.05 ～ 11.09.07 3 京都大学 フィールド研 公開森林実習 全大学全回生 15 13 公開実習

11.09.05 ～ 11.09.07 3 人間環境大学・京都学園大学 共同フィールドワークB 全回生 18 19
11.10.09 ～ 11.10.11 3 京都造形芸術

大学
こども芸術学科 科目名「こどもといのち」　こども狩猟

採集学入門：自然と地域とこども
105 6

11.11.04 ～ 11.11.05 2 神戸大学 農学部 応用植物学専門演習 16 4
11.11.05 1 京都造形芸術

大学
日本庭園・歴史遺産
研究センター

The Japanese Garden Intensive
Seminar

19 4

計 27 （14件） 385 90

北海道研究林
（該当案件なし・北大との共催科目は 6.4.1(p.126) に掲載）

和歌山研究林

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
10.10.27 1 大阪府立大学 大学院 生命環境科

学研究科
緑地環境科学実験実習Ⅱ B3 2 1

計 1 （1件） 2 1

期　　　間

期　　　間
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上賀茂試験地

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
08.04.21 1 京都精華大学 人文学部 環境社会

学科
自然教育論 1-3回生 56 1

08.05.16 ～ 08.12.05 2 京都造形芸術
大学

環境デザイン学科 ランドスケープ計画　名園実習 3-4回生 37 5

08.06.23 1 京都精華大学 人文学部 上賀茂試験地の樹木見学 2回生 12 1
08.07.07 1 京都精華大学 人文学部 環境社会

学科
自然教育論 1-3回生 36 1

08.07.08 ～ 08.07.28 2 京都府立大学 大学院 生命環境科
学研究科

森林植物学実習 3回生 31 5

08.09.11 1 京都教育大学 教育学部 産業技術
科学科

栽培と飼育の実践Ⅱ－生命を慈しみ，育
む－

1-4回生 13 6

08.11.08 1 京都精華大学 人文学部 環境社会
学科

自然観察会「京都精華大学子ども楽々
塾」

0 35

08.11.11 ～ 08.11.13 3 京都精華大学 人文学部 環境社会
学科

ネイチャーゲーム講習会 2-4回生 127 3

09.04.20 ～ 09.10.20 3 京都精華大学 人文学部 環境社会
学科

自然教育論 2-4回生 77 4

09.05.13 ～ 09.12.12 2 京都造形芸術
大学

環境デザイン学科 庭園実習Ⅰ・Ⅱ 3回生 25 4

09.07.07 1 京都府立大学 生命環境学部 森林
科学科

森林植物学実習 3回生 18 4

09.09.28 1 京都教育大学 教育学部 産業技術科学科「栽培実習Ⅱ」および「栽培と飼育の実
践Ⅱ－生命を慈しみ、育む－」

1-4回生 16 4

10.05.12 ～ 10.12.01 2 京都造形芸術
大学

環境デザイン学科 庭園実習Ⅰ・Ⅱ 3回生 33 4

10.07.06 1 京都府立大学 生命環境学研究科 森林植物学実習 3回生 35 4
10.09.06 1 京都大学 フィールド研 公開森林実習 5 3 公開実習

10.09.30 1 京都教育大学 教育学部 産業技術
科学科

栽培実習Ⅱおよび栽培と飼育の実践Ⅱ 6 5

11.05.11 1 京都造形芸術
大学

環境デザイン学科 庭園実習Ⅰ・Ⅱ 3回生 16 2

11.07.04 1 京都精華大学 人文学部 環境社会
学科

自然教育論 2～4回生 14 1

11.07.04 ～ 11.07.31 2 京都府立大学 生命環境学部 森林植物学実習 2回生 48 5
11.07.05 1 京都府立大学 生命環境学部 森林植物学実習 3回生 32 3
11.09.05 1 京都大学 フィールド研 公開森林実習 5 4 公開実習

11.09.05 1 人間環境大学・京都学園大学 共同フィールドワークB 全回生 6 5
11.09.27 1 京都教育大学 教育学部 「栽培実習Ⅱ」及び「食農教育の実践

Ⅱ」
2回生 16 2

11.11.16 1 京都産業大学 法学部 自然地理学応用 2～4回生 16 1
11.11.30 1 京都造形芸術

大学
環境デザイン学科 庭園実習Ⅰ・Ⅱ 3回生 10 2

計 34 （25件） 690 114

徳山試験地

（該当案件なし）

北白川試験地

日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考
10.09.08 1 京都大学 フィールド研 公開森林実習 5 2
11.09.07 1 京都大学 フィールド研 公開森林実習 5 1 公開実習

11.09.07 1 人間環境大学・京都学園大学 共同フィールドワークB 1～4回生 6 2
計 3 （3件） 16 5

紀伊大島実験所
（該当案件なし）

舞鶴水産実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.06.23 ～ 08.06.27 5 近畿大学 農学部 環境管理学実験・実習Ⅱ 120 13
08.09.03 08.09.06 4 岐阜大学 地域科学部 臨海実習 24 4
08.09.14 ～ 08.09.19 6 岐阜大学 教育学部 臨海実習 84 14
08.10.16 1 タイ　カセサート大学 施設見学 15 2
08.10.19 ～ 08.10.20 2 ノルウェー海洋科学研究所 水産資源学に関する講演と討論 4
09.06.29 ～ 09.07.03 5 近畿大学 農学部 環境生態学実験・実習Ⅰ 125 7
09.07.12 ～ 09.07.14 3 神戸女学院大

学
人間科学部 舞鶴湾環境調査実習 26 7

09.09.02 ～ 09.09.04 3 岐阜大学 地域科学部 臨海実習 18 4
09.09.10 ～ 09.09.15 6 岐阜大学 教育学部 臨海実習 78 12
10.05.17 ～ 10.05.21 5 近畿大学 農学部 環境生態学実験・実習Ⅰ 134 5
10.09.13 ～ 10.09.18 6 岐阜大学 教育学部 臨海実習 78 14
11.03.09 ～ 11.03.10 2 東京大学 理学系研究科 サンプリング 4
11.05.24 ～ 11.05.28 5 近畿大学 農学部 環境生態学実験･実習Ⅰ,海草藻場実習 130 10
11.08.31 ～ 11.09.05 6 岐阜大学 教育学部 臨海実験法および実験 72 24
11.12.27 ～ 12.03.21 5 広島大学 大学院 生物圏科学

研究科
沿岸魚類生産学実習I,II 25 5

計 64 （15件） 937 121

期　　　間

期　　　間

期　　　間
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瀬戸臨海実験所
日数 大学 部局 科 目 名 学年 学生数 教員等数 備考

08.04.05 ～ 08.04.09 5 和歌山大学 教育学部 臨海実習 3回生 60 15
08.05.19 ～ 08.05.23 5 近畿大学 農学部環境管理学科 環境生態学専門実験・実習 3,4回生,M1 130 10
08.06.02 ～ 08.06.07 6 奈良女子大学 理学部 臨海実習Ⅱ 3回生,M1 114 14
08.06.17 ～ 08.06.21 5 奈良教育大学 教育学部 臨海実習（野外実習A-Ⅱ） 2,3回生,M2 70 15
08.06.29 ～ 08.07.03 5 大阪教育大学 教育学部 臨海実習 3,4回生 74 5
08.07.11 ～ 08.07.17 7 大阪市立大学 理学部 臨海実習 3回生 140 28
08.08.07 ～ 08.08.11 5 信州大学 理学部 海洋化学実習 　 60 10
08.08.18 ～ 08.08.22 5 関西学院大学 理工学部 臨海実験・演習 　 115 29
08.08.28 ～ 08.09.05 9 国立大学臨海臨湖実験所長会議 公開臨海実習 　 45 14
08.09.11 ～ 08.09.16 6 大阪大学 理学部 生物学臨海実習 117 16
08.09.19 ～ 08.09.21 3 大阪千代田短期大学 磯観察実習 30 3
08.09.26 ～ 08.09.29 4 京都教育大学 生物学夏期実習Ⅱ 32 4
08.11.29 ～ 08.11.30 2 放送大学（京都学習センター） 放送大学面接授業(海洋生物の多様性) 0 38
09.03.24 ～ 09.03.30 7 国立大学臨海臨湖実験所長会議 公開臨海実習 49 6
09.03.31 ～ 09.04.03 4 龍谷大学 環境フィールドワーク白浜臨海実習 64 12
09.04.24 ～ 09.04.29 6 和歌山大学　 教育学部 臨海実習 108 24
09.05.25 ～ 09.05.29 5 近畿大学 農学部 環境管理学

科
環境生態学専門実験・実習 135 10

09.06.05 ～ 09.06.10 6 奈良女子大学 臨海実習 120 18
09.06.23 ～ 09.06.27 5 奈良教育大学 理学部 臨海実習 75 15
09.07.04 ～ 09.07.08 5 大阪教育大学 教員養成課程 理科

教育講座
臨海実習 95 5

09.07.09 ～ 09.07.15 7 大阪市立大学 大学院理学研究科 臨海実習 161 21
09.08.18 ～ 09.08.22 5 関西学院大学 理工学部 臨海実習(ウニの発生実験､甲殻類の解

剖､畠島での磯採集)
100 30

09.08.24 ～ 09.08.27 4 滋賀県立大学 環境科学部 臨海実習 76 16
09.08.28 ～ 09.09.02 6 大阪大学 理学部 生物学臨海実習 96 24
09.09.03 ～ 09.09.11 9 国立大学臨海臨湖実験所長会議 公開臨海実習 (夏期) 2回生 108 54
10.03.19 ～ 10.03.22 4 龍谷大学 法学部(環境サイエ

ンスコース)
白浜臨海実習 128 12

10.04.15 ～ 10.04.19 5 和歌山大学 教育学部（生物学教
室）

臨海実習 65 15

10.05.25 ～ 10.05.30 6 奈良女子大学 臨海実習 120 18
10.06.12 ～ 10.06.13 2 放送大学京都学習センター 海洋生物の多様性 40
10.06.13 ～ 10.06.17 5 大阪教育大学 臨海実習 80 5
10.06.27 ～ 10.07.01 5 奈良教育大学 臨海実習 65 15
10.07.07 ～ 10.07.13 7 大阪市立大学 大学院 理学研究科 臨海実習 168 49
10.07.13 ～ 10.07.15 3 近畿大学 農学部 環境生態学専門実験・実習 90 3
10.07.29 ～ 10.8.02 5 信州大学 理学部 分析化学持論実習 75 20
10.08.03 ～ 10.08.11 9 国立大学臨海臨湖実験所長会議 公開臨海実習（夏期） 63
10.08.22 ～ 10.08.26 5 関西学院大学 理工学部 臨海実習 95 25
10.08.26 ～ 10.08.31 6 大阪大学 理学研究科 生物学臨海実習 大学院生 102 36
10.11.06 ～ 10.11.07 2 放送大学京都学習センター 海洋と地球環境 40
11.03.20 ～ 11.03.26 7 国立大学臨海臨湖実験所長会議 公開臨海実（春期） 56 28
11.04.02 ～ 11.04.05 4 龍谷大学 法学部(環境サイエ

ンスコース)
環境フィールドワーク白浜臨海実習 64 12

11.04.17 ～ 11.04.22 6 和歌山大学 教育学部(生物学教
室)

臨海実習 120 18

11.05.30 ～ 11.06.04 6 奈良女子大学 理学部 臨海実習Ⅱ 102 18
11.06.15 ～ 11.06.19 5 奈良教育大学　教育学部 臨海実習(野外実習A-Ⅱ) 75 15
11.06.30 ～ 11.07.04 5 大阪教育大学 教員養成課程 理科

教育講座
臨海実習 80 5

11.07.12 ～ 11.07.18 7 大阪市立大学 大学院 理学研究科 臨海実習 77 21
11.07.29 ～ 11.08.01 4 近畿大学 農学部 環境生態学実験・実習 112 4
11.08.01 ～ 11.08.05 5 信州大学 理学部 化学科 海洋化学実習 45 20
11.08.16 ～ 11.08.20 5 関西学院大学 理工学部 臨海実験 120 25
11.08.22 ～ 11.08.25 4 滋賀県立大学 環境科学部 環境生

態学科
自然環境特別実習および環境学野外実習 72 12

11.09.12 ～ 11.09.14 3 奈良女子大学 理学部 実習 6 3
11.09.12 ～ 11.09.17 6 大阪大学 理学研究科 生物科

学専攻
生物学臨海実習 126 24

11.09.22 ～ 11.09.25 4 島根大学 教育学部 自然環境
教育講座

フィールド科学実習 64 8

11.09.27 ～ 11.10.01 5 大阪大学 科学・生物学複合メ
ジャーコース

白浜臨海実習 80 15

12.03.21 ～ 12.03.27 7 京都大学 フィールド研 公開臨海実習「海洋無脊椎動物の多様性
と進化学」

63 56 公開実習
／本学学
生1人・
他学学生

8人

計 283 （54件） 4,567 918

期　　　間
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6.4.4  高校生以下を対象とする実習等

（学生数・教員等数は，延人数）

芦生研究林

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.05.11 ～ 08.12.07 3 兵庫県立尼崎小田高等学校 ｢自然科学研究」ブナ林の生態，種子調
査－地球温暖化の指標として－

高校生 23

08.05.22 1 綾部市立東綾中学校 総合的な学習の時間 1年生 16 5
08.06.25 1 東海大学付属仰星高等学校 遠足における自然観察と環境教育 高校生 41
08.07.08 1 京都大学 フィールド研 水生生物観察会 知井小学校4

年生
9 9

08.07.22 1 南丹市立宮島小学校 美山町第4学年合同自然体験教室「美
山っ子グリーンワールド」

美山町内4年
生

48

08.08.24 ～ 08.08.25 2 京都大学 フィールド研 森林体験学習（共催：和歌山県立有田中
央高等学校清水分校，ANA「私の青
空」）

高校1年生 44 8 大学等地
域開放特
別事業

08.09.17 1 高島市立朽木西小学校 樹木の実の観察 小学生 11
08.10.02 1 京都市立葛野小学校 京都市教育委員会　長期宿泊・自然体験

推進事業
小学生 86

08.10.09 1 京都市立堀川高等学校 2008　理科＆地歴フィールドワーク 高校生 15
08.10.28 1 環境科学基礎 1年生 33

09.06.03 1 京都市立桂徳小学校 京都市教育委員会　長期宿泊・自然体験
推進事業

66 9

09.07.31 1 美山町第４学年合同自然体験教室「美
山っ子グリーンワールド」

小学4年生 38 10

09.08.08 ～ 09.08.09 2 学校設定科目　「環境論」 61

09.08.24 ～ 09.08.25 2 京都大学 フィールド研 森林体験学習（共催：和歌山県立有田中
央高等学校清水分校、ANA「私の青
空」）

50 13

09.10.12 ～ 09.11.07 4 兵庫県立尼崎小田高等学校 自然科学研究　「ブナ林の生態・種子調
査　－地球温暖化の指標として－」

10 1

09.10.29 1 京都市立一橋小学校 長期宿泊体験学習の一環として「森林の
見学及び芦生の自然についての学習」

小学5年生 102 11

09.10.30 1 環境科学基礎 32 3

10.07.27 1 南丹市立鶴ヶ岡小学校 美山町第4学年合同自然体験教室「美
山っ子グリーンワールド」

51 9

10.08.09 ～ 10.08.10 2 学校設定科目「環境論」 66

10.09.10 1 京都市立葛野小学校 総合的な学習 94 7
10.10.14 1 京都市立大枝小学校 総合的な学習 83 9
10.10.29 1 京都府立北桑田高等学校 環境科学基礎 32 3
10.10.31 1 兵庫県立尼崎小田高等学校 科目名「自然科学研究」　テーマ　ブナ

葉緑体DNAの分析、ブナ林の生態調査
7

11.06.19 1 南丹市教育委員会 なんたんわくわくキッズ開始式・芦生研
究林ハイキング

小学5,6年生 34 6

11.07.28 1 南丹市立平屋小学校他 美山町第4学年合同自然体験教室「美
山っ子グリーンワールド」

小学4年生 34 9

11.08.07 ～ 11.08.08 2 学校設定科目「環境論」　SSH事業 高校生 64 0

11.10.25 1 京都府立北桑田高等学校 環境科学基礎 高校生 30 4
11.11.02 1 光の子どもインターナショナルクリスチャンスクール本学中高生の自然観察学習 中,高生 30 8

計 38 （28件） 1,210 124

北海道研究林

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.05.23 1 標茶町立標茶小学校 遠足 3年生 48 1
08.06.25 1 標茶町立沼幌小学校 木工教室(図工） 全学年 18 5
08.11.08 ～ 08.11.09 2 標茶町教育委員会 平成20年度ジュニアリーダー養成講座

「しべちゃアドベンチャースクール」の
第4講座（ネイチャースクール）

小中高生 28 11

09.01.31 ～ 09.02.01 2 標茶町教育委員会社会教育課 平成20年度ジュニアリーダー養成講座
「しべちゃアドベンチャースクール」の
第5講座（冬の野外学習）

小中高生 20 12

09.05.22 1 標茶町立標茶小学校 遠足 3年生 57 1
09.06.24 1 標茶町立沼幌小学校 木工教室（図工） 全学年 16 4
09.11.07 ～ 09.11.08 2 標茶町教育委員会社会教育課 平成21年度ジュニアリーダー養成講座

「しべちゃアドベンチャースクール」の
第4講座（ネイチャースクール）

標茶町の小中
高生

32 4

10.01.30 ～ 10.01.31 2 標茶町教育委員会社会教育課 平成21年度ジュニアリーダー養成講座
「しべちゃアドベンチャースクール」の
第5講座（冬の野外学習）

標茶町の小中
高生

27 5

大阪教育大学附属高等学校 天王寺
校舎

大阪教育大学附属高等学校 天王寺
校舎

京都府立北桑田高等学校 森林リ
サーチ科

南丹市美山町内小学校

大阪教育大学付属高等学校天王寺
校舎

京都府立北桑田高等学校 森林リ
サーチ科

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者
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10.05.21 1 標茶町立標茶小学校 遠足 3年生 59 1 標茶区

10.06.22 1 標茶町立沼幌小学校 木工教室（図工） 2年生～6年生 13 4 標茶区

10.11.06 ～ 10.11.07 2 標茶町教育委員会 平成22年度しべちゃアドベンチャース
クール第4ステージ「秋の森林学習」－
京都大学森林ステーションでの自然学習
－

標茶町の小中
高生

20 12 標茶区

11.01.22 ～ 11.01.23 2 標茶町教育委員会 平成22年度しべちゃアドベンチャース
クール第5ステージ「冬の雪山活動」－
京都大学森林ステーションでの雪上散策
－

標茶町の小中
高生

16 13 標茶区

11.05.27 1 標茶町立標茶小学校 遠足 小学3年生 61 1
11.06.21 1 標茶町立沼幌小学校 草木染め教室（図工） 小学生 13 6
12.01.21 ～ 12.01.22 2 標茶町教育委員会 平成23年度しべちゃアドベンチャース

クール第5ステージ「冬の雪山活動」－
京都大学森林ステーションでの雪上散策
－

小中高生 35 8 後援

計 22 （15件） 463 88

和歌山研究林

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.04.15 ～ 09.01.20 20 県立有田中央高等学校清水分校 ウッズサイエンス 3年生 97 44
08.05.14 1

県立有田中央高等学校清水分校
総合的な学習の時間「SIMIZUタイム」
(森林ウォーク)

1年生 25 7

08.05.30 08.10.20 2 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森は友だち森林の
町清水」

5年生 34 12

08.10.01 ～ 08.10.03 3 有田川町立八幡中学校 総合的な学習の時間「職業体験学習」 2年生 9 10
08.10.09 ～ 08.10.29 3 有田川町産業課 「森とあそぶまなぶ」森林体験学習 4,5年生 159 22
09.04.14 ～ 10.01.19 26 県立有田中央高等学校清水分校 ウッズサイエンス 118 67
09.05.13 1 県立有田中央高等学校清水分校 総合的な学習の時間「SIMIZUタイム」

(森林ウォーク)
1年生 25 6

09.06.08 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森は友だち森林の
町清水」

5年生 11 6

09.09.17 ～ 09.10.22 3 有田川町産業課 「森とあそぶまなぶ」森林体験学習 4,5年生 116 21
09.10.21 ～ 09.10.23 3 有田川町立八幡中学校 総合的な学習の時間「職業体験学習」 2年生 12 18
09.11.05 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森を守ろう」 5年生 12 5
10.04.20 ～ 10.12.07 23 県立有田中央高等学校清水分校 ウッズサイエンス 3年生 78 66
10.05.12 1 県立有田中央高等学校清水分校 総合的な学習の時間「SIMIZUタイム」

(森林ウォーク)
1年生 28 7

10.06.04 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森は友だち森林の
町清水」

5年生 14 5

10.08.31 1 有田川町立白馬中学校 総合的な学習の時間 1年生 12 6
10.09.17 1 有田川町産業課 「森とあそぶまなぶ」森林体験学習 4年生 38 6
10.09.28 ～ 10.09.30 3 有田川町立八幡中学校 職業体験学習 2年生 18
10.10.15 1 有田川町産業課 「森とあそぶまなぶ」森林体験学習 4年生 26 6
10.11.11 1 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森を守ろう」環境 5年生 14 6

11.04.19 ～ 11.11.29 14 県立有田中央高等学校清水分校 ウッズサイエンス 3年生 55 58
11.05.10 1 県立有田中央高等学校清水分校 総合的な学習の時間「SIMIZUタイム」

(森林ウォーク)
1年生 22 7

11.06.10 ～ 11.11.14 2 有田川町立八幡小学校 総合的な学習の時間「森は友だち森林の
町清水」

5年生 25 11

計 113 （22件） 948 396

上賀茂試験地

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.05.24 1 京都精華大学 人文学部環境社会学
科

子供楽々塾「自然観察会」 小学生 4 31

08.08.25 1 京都大学 フィールド研 森林体験学習 高校1年生 29 6 大学等地
域開放特
別事業

09.06.06 ～ 09.11.21 2 京都精華大学こども楽々塾 小学生 70 5
09.08.25 1 京都大学 フィールド研 森林体験学習 高校1年生 24 9
10.07.29 1 京都府立大学 生命環境学研究科 洛北高校スーパーサイエンス研究室訪問 高校生 1 1

10.08.01 1 子供たちを対象とした昆虫観察会および
セミナー

小学5,6年,中
学生

42

11.11.22 1 総合地球環境学研究所 上賀茂試験地の施設見学及び散策 高校2年生 46
11.11.26 1 京都市青少年科学センター 平成23年度京都市青少年科学センター未

来のサイエンティスト養成事業体験コー
ス

小学4年生～
中学生

29 7 共催

計 9 （8件） 245 59

京都精華大学 人文学部 環境社会

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者

岡山大学 大学院環境学研究科
昆虫生態学研究室
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徳山試験地

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

10.10.23 1 周南市教育委員会 周南市環境学習教室「森林とふれあい自
分だけのオリジナル図鑑を作ってみよ
う」

周南市内小学
生

27 8 共催

計 1 （1件） 27 8

北白川試験地

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.04.23 1 園田学園高等学校 2008年度春期課外活動「京都大学北部構
内見学」

特別進学コー
ス1,2,3年生

39 4

08.09.21 1 京都大学 フィールド研 森の働き－木・水・土から見える「無用
の用」－（京都大学・ジュニアキャンパ
ス）

中学生 18 7

08.12.09 1 京都大学 農学研究科 森林科
学専攻

進路指導　集中セミナー 高校1,2年生 26 1

10.12.10 1 京都大学 地球環境学堂 景観
生態保全論分野

集中セミナー 大阪府立大手
前高校

25 1

計 4 （4件） 108 13

紀伊大島実験所

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

11.03.22 1 名古屋市立向陽高等学校 自然域と里域に関するフィールドワーク 34 4

11.07.09 1 和歌山県立日高高等学校 SSH「紀伊大島照葉樹林の観察」 1,2年生 16 1
計 2 （2件） 50 5

舞鶴水産実験所

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.07.01 ～ 08.07.08 2 綾部市立東陵中学校 施設見学及び由良川についての学習 中学生 19
08.07.22 ～ 08.07.24 3 京都教育大学附属高等学校 臨海実習（SSHクラス） 1年生 57 5
08.07.24 ～ 08.07.25 2 京都府立西舞鶴高等学校 森と川の調査と分析（SPPプログラム） 2年生 78 7
08.07.27 ～ 08.07.30 4 兵庫県立西宮今津高等学校 臨海実習 2年生 88 4
08.07.31 ～ 08.08.02 3 京都府立南陽高等学校 実習・実験・講義（SPPプログラム） 1年生 132 6
08.09.06 1 兵庫県立神戸高等学校 サイエンスツアー（SSHクラス） 高校生 33 2
08.10.08 1 舞鶴市立倉梯第二小学校 施設見学 小学生 134
08.10.10 ～ 08.10.30 2 京都府立海洋高等学校 施設見学と講義 高校生 41
08.11.07 1 舞鶴市立中舞鶴小学校 ウオークラリー 小学生 360
08.12.24 1 京都府立海洋高等学校ほか 標本館見学 高校生 3
09.07.21 ～ 09.07.23 3 京都教育大学附属高等学校 SSHクラス臨海実習 1年生 66
09.07.23 ～ 09.07.24 2 京都府立西舞鶴高等学校 森と川の調査と分析 2年生 86
09.07.27 ～ 09.07.29 3 兵庫県立西宮今津高等学校 臨海実習 2年生 66 3
09.07.31 1 京都府立南陽高等学校 夏季臨海実習 42 1
09.09.05 1 兵庫県立神戸高等学校 サイエンスツアー 28
09.10.16 1 八木小学校 総合学習 27
22.02.17 1 京都府立海洋高等学校 施設見学と講義 26 1
10.05.11 1 京都府立海洋高等学校 施設見学と講義 27
10.05.29 1 兵庫県立神戸高校 サイエンスツアー 42
10.07.28 ～ 10.07.30 3 京都教育大学附属高等学校 SSHクラス臨海実習 1年生 60 12
10.07.27 1 兵庫県立西宮今津高等学校 調査船緑洋丸による海洋調査 19 1
10.07.22 ～ 10.07.23 2 京都府立西舞鶴高等学校 平成22年度SPP講座参加のため 87 8
10.08.04 1 京都府立南陽高等学校 夏季臨海実習 43
10.08.17 1 舞鶴市小学校教育研究会 社会科夏季研究会 15
10.08.18 1 綾部市学校教育研究会 理科研究会 25
11.03.09 1 中保育所 稚ナマコ放流 園児 41
11.05.11 1 京都府立海洋高等学校 日本海の生物多様性に関する講義と標本

を用いた実習
高校生 25 1

11.06.28 1 兵庫県立神戸高等学校 第1回サイエンスツアー 高校生 44 2
11.07.21 ～ 11.07.22 2 京都府立西舞鶴高等学校 SPP実習での実験・調査 高校生 86 6
11.07.26 1 兵庫県立西宮今津高等学校 「フィールド科学実習」の底生生物同定

作業
高校生 19 1

11.07.28 ～ 11.07.30 3 京都教育大学附属高等学校 臨海実習のため 高校生 72 5
11.08.03 1 京都府立南陽高等学校 臨海実習　施設見学と講義 高校生 44 1
11.08.03 1 京都府教育委員会 「ふくしまっ子応援京・体験プロジェク

ト中学生コース」魚類採取体験
福島県被災
小・中学生

38 2

11.08.18 1 舞鶴市 まいづるサマースクール 小学生 35 1
11.08.26 1 富山県立氷見高等学校 施設見学と講義 高校生 21 1
11.10.04 1 舞鶴市立三笠小学校 遠足（水産生物標本館見学） 小学生 84 1
11.11.14 1 ナマコ見学会 保育園児他 111 1

12.01.05 1 京都市立堀川高等学校 施設見学と講話「里海生態保全学とは」 高校生 27 1

計 59 （38件） 2,251 73

期　　　間 主催者

舞鶴市立中保育所・中舞鶴幼稚
園・中舞鶴小学校

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者
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瀬戸臨海実験所

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.05.06 1 和歌山県立向陽高等学校 SSH課題研究に係る磯観察 環境科学科2
年生

8

08.05.31 ～ 08.06.01 2 奈良県立奈良高等学校 SSHサイエンスツアー 1,2年生 34
08.07.18 ～ 08.07.21 4 大阪府立豊中高等学校 平成20年度生物特別臨海実習 1,2年生 68
08.07.22 ～ 08.07.25 4 滋賀県立膳所高等学校 第39回生物実習旅行 普通科・理数

科1年生
100

08.08.22 ～ 08.08.24 3 奈良女子大学附属中等教育学校 サイエンス「夏の学校」 中学生 79
08.08.26 ～ 08.08.28 3 兵庫県立尼崎小田高等学校 SSH臨海実習 高校生 21 3
08.08.30 1 和歌山県立向陽高等学校 磯観察 高校生 6 1
08.10.03 ～ 08.10.05 3 兵庫県立姫路飾西高等学校 SSC宿泊研修海洋実習 高校生 66
08.10.10 ～ 08.10.12 3 兵庫県立姫路飾西高等学校 SSC宿泊研修海洋実習 高校生 66
09.04.25 ～ 09.12.14 3 和歌山県立向陽高等学校 臨海実習 15 1
09.05.30 ～ 09.05.31 2 奈良県立奈良高等学校 SSHサイエンスツアー 30 4
09.06.23 1 白浜第二小学校 5年学年行事「磯採集体験」 5年生、父兄 33 4
09.06.30 1 北富田小学校 社会見学：水族館のバックヤード 3年生 36 3
09.07.21 ～ 09.07.24 4 滋賀県立膳所高等学校 サイエンスキャンプⅠ(第40回生物実習

旅行)
100

09.07.26 ～ 09.07.28 3 奈良女子大学付属中等教育学校 SSHサイエンス夏の学校 144
09.10.03 ～ 09.10.04 2 兵庫県立西宮南高等学校 磯観察、生物の同定、ウニの産卵・採

精・受精
28

09.10.15 1 奈良県立奈良北高等学校 理数科校外研修「海の動物の多様性につ
いて」

41

09.11.05 ～ 09.11.21 6 兵庫県立姫路飾西高等学校 実習受講 117
10.03.09 1 南部町立清川小学校 概要説明 5年生 10 3
10.04.29 1 和歌山県立向陽高等学校 SSH実習 環境科学科2

年生
3 1

10.06.05 ～ 10.06.06 2 奈良県立奈良高等学校 臨海実習 20 4
10.07.17 ～ 10.07.19 3 水族生態理解のための臨海実習 66 6

10.07.21 ～ 10.07.24 4 滋賀県立膳所高等学校 サイエンスキャンプ（第41回生物実習旅
行）

88 20

10.07.27 ～ 10.07.29 3 奈良女子大学附属中等教育学校 臨海実習およびウニの発生実験 114 18
10.08.09 1 和歌山県立向陽高等学校 実習受講　番所崎におけるイソアワモチ

類のデータ収集
2年生 3 1

10.08.21 ～ 10.08.22 2 兵庫県立尼崎小田高等学校 臨海実習 26 4
10.09.04 1 和歌山県立　向陽高等学校 番所崎におけるイソアワモチ類のデータ

収集
4 1

10.10.08 1 奈良県立奈良北高等学校 校外研修｢海の動物の多様性について｣ 40 2
10.11.04 ～ 10.11.06 3 兵庫県立姫路飾西高等学校 宿泊体験学習(海洋実習・前半) 60 6
10.11.11 ～ 10.11.13 3 兵庫県立姫路飾西高等学校 宿泊体験学習(海洋実習・後半) 60 6
11.01.07 ～ 11.01.09 3 大阪府立豊中高等学校 生物特別臨海実習2010 42 6
10.11.09 1 田辺市立龍神小学校 水族館バックヤード 1～6年生 22 6
10.11.16 1 上富田町立上富田小学校 水族館バックヤード 2,3年生 33 5
11.02.24 1 田辺市立三里小学校 社会見学 6年生 10 1
11.05.21 ～ 11.05.22 2 京都大学 理学研究科 最先端科学の体験型学習講座(ELCAS) 修

了発表会および合宿
高校生 60 12

11.05.30 1 白浜町立白浜第二小学校 水族館のバックヤード見学・餌やり体験 4年生 33

11.06.13 1 白浜町立白浜第二小学校 水族館のバックヤード見学 5年生 25 2

11.07.22 ～ 11.07.25 4 滋賀県立膳所高等学校 サイエンスキャンプ(第42回生物実習旅
行)

高校生 108

11.07.26 ～ 11.07.27 2 奈良女子大学附属中等教育学校 SSH事業 サイエンス夏の学校 高校生 46
11.07.28 ～ 11.07.29 2 奈良県立奈良高等学校 サイエンスツアー 高校生 24
11.07.30 1 瀬戸臨海実験所＋和歌山県 紀の国森づくり「最先端大学見学会」

（和歌山県紀の国森づくり基金活用事
業）

小中高校生 24 1

11.08.02 ～ 11.08.03 2 白浜町立第一小学校 地域社会体験研修 小学生 2
11.08.10 ～ 11.08.11 2 田辺市立高雄中学校 地域社会体験研修 中学生 2
11.08.26 ～ 11.08.27 2 兵庫県立尼崎小田高等学校 臨海実習 SSH事業 高校生 28
11.10.07 1 奈良県立奈良北高等学校 「海の動物の多様性について」の講義・

水族館見学
高校生 43 1

11.10.08 ～ 11.10.10 3 大阪府立住吉高等学校 水族生態理解のための臨海フィールド
ワーク実習

高校生 114

11.10.11 ～ 11.10.13 3 兵庫県立西宮南高等学校 臨海実習 高校生 39
11.10.19 1 みなべ町立上南部小学校 水族館のバックヤード見学 2年生 47 3
11.10.28 1 白浜町立北富田小学校 水族館のバックヤード見学 2年生 21 2
11.11.02 1 みなべ町立高城小学校 水族館のバックヤード見学 1,2年生 25 2
11.11.17 1 白浜町立北富田小学校 水族館のバックヤード見学 3年生 14 2
12.01.04 ～ 12.01.06 3 大阪府立豊中高等学校 水族館の案内・解説 高校生 54 3

計 111 （52件） 2,302 134

期　　　間 主催者

大阪府立住吉高等学校　理科・生
物科
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6.4.5  一般対象の実習等

（参加者数・教員等数は，延人数）

芦生研究林

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.04.19 ～ 08.11.24 120 財団法人美山町自然文化村 芦生ネイチャーガイドハイキング 一般 2,983
08.04.23 ～ 08.05.14 2 びわ湖高島観光協会朽木支所 自然観察会 一般 56
08.04.25 ～ 08.11.15 49 芦生山の家 芦生研究林の自然観察（ハイキングを認

定ガイドで案内する）
一般 895

08.05.29 1 美山産官学公連携協議会 美山産官学公連携協議会景観・環境プロ
ジェクト

一般 10 2

08.05.31 1 京都大学 芦生研究林 芦生の森自然観察会入門編『春の森を歩
きながら樹木観察をしよう』

一般 17 11

08.06.01 ～ 08.12.21 20 NPO法人芦生自然学校 自然観察，自然体験，環境教育 一般 220
08.06.04 1 神戸シルバーカレッジ 観光開発と自然保護 7
08.07.25 ～ 08.07.27 3 京都大学 フィールド研 フィールド研公開講座「森のしくみとそ

の役割」－変わりゆく芦生の森と生き物
たち－

一般 91 45

08.08.03 1 舞鶴の川と海を美しくする会 由良川エコ・ウォッチング 一般 42
08.09.28 ～ 08.11.06 3 針畑ルネッサンスセンター 自然観察会 一般 31
08.09.28 1 Nantan健歩会 歴史健康ウォーキング美山・芦生の森ト

ロッコ道自然観察
一般 132

08.10.25 1 京都大学 芦生研究林 芦生の森自然観察会　入門編　『秋の森
を歩きながら樹木観察をしよう』

一般 18 11

08.10.26 1 京都大学 理学研究科物理学・
宇宙物理学専攻

理科の探検　RikaTan　センスオブワン
ダー

　 16 3

09.04.12 ～ 10.02.21 87 財団法人美山町自然文化村 芦生ネイチャーガイドハイキング 2,139
09.04.24 ～ 09.11.22 46 芦生山の家 芦生研究林の自然観察　ハイキングを地

元のガイドで案内する
741

09.04.25 1 財団法人京都ゼミナールハウス 21年度ゼミナールハウス教育文化芸術振
興事業「山野草教室」の一環

32

09.04.29 1 由良川源流域における天然林の観察 34

09.05.09 ～ 09.11.08 4 針畑ルネッサンスセンター 自然観察会 63
09.05.13 ～ 09.11.21 6 NPO法人シニア自然大学校 芦生の森　自然観察 194 1
09.05.17 ～ 09.12.06 11 NPO法人芦生自然学校 自然観察、自然体験、環境教育 183
09.05.30 1 自然観察会 21 14

09.06.25 1 京都大阪森林管理事務所 京都大阪森林管理事務所職員研修 11
09.07.04 ～ 09.07.05 2 NPO自然観察指導員京都連絡会北部支部

の芦生研究林における森林及び生息する
野鳥についての現地一泊研修

20

09.07.24 ～ 09.07.26 3 京都大学 フィールド研 公開講座 140 73
09.07.30 1 第20回緑の少年団全国大会における体験

活動
104 11

09.08.10 1 芦生研究林の原生的自然及び鹿害につい
て

16

09.10.03 1 日本生態学会近畿地区会 フィールドシンポジウム「芦生における
シカ害とその対策研究の現状」

15 18

09.10.12 1 舞鶴ネイチャーガイド養成講座 丹後広域観光キャンペーン協議会　丹後
ネイチャーガイド養成講座　自然観察の
合同フィールドワーク「由良川の源流を
探って」

28 5

09.10.21 1 南丹市役所市民部環境課 自然環境の現状把握のための見学並びに
研修

13

09.10.24 1 自然観察会 20 11

09.10.26 1 知井振興会 ふる里ウォーク　秘境芦生の森を歩く 17
09.11.05 1 美山町環境保全対策協議会 森林における環境変化の認識及び研修 11 1
09.11.11 1 平成21年度集団研修「森林環境・資源研

究」コース
7 2

09.11.18 1 こうべ森の学校 未開発の森林の姿を観る 21 2
09.12.03 1 ワークセンターびび 障害者の地域活動支援 12 2

独立行政法人国際協力機構
筑波国際センター

期　　　間 主催者

京都大学フィールド研 芦生研究林

NPO法人自然観察指導員京都連絡会

京都大学フィールド研 芦生研究林

NPO自然観察指導員京都連絡会北部
支部

全国農業教育研究会第39回大会実
行委員会事務局長

南丹広域振興局農林商工部林業振
興担当
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10.05.02 ～ 10.11.28 31 NPO法人芦生自然学校 自然観察、自然体験、環境教育 455
10.05.12 ～ 10.05.14 2 NPO法人シニア自然大学校 芦生原生林の自然観察会 49
10.05.29 1 京丹波町役場職員互助会 環境意識を高めるための現地研修 9 1
10.05.29 ～ 10.05.30 2 NPO法人エコロジー・カフェ 第5回エコの寺子屋 19 5
10.06.05 1 京都大学 フィールド研 自然観察会 一般 24 12

10.06.14 1 知井振興会 環境学習会 17 5
10.07.30 ～ 10.08.01 3 京都大学 フィールド研 フィールド研 公開講座 一般 96 70
10.08.24 ～ 10.08.25 2 京都大学 フィールド研 森林体験学習（共催：和歌山県立有田中

央高等学校清水分校、ANA「私の青空」)
54 14

10.10.16 ～ 10.10.17 2 京都大学 理学研究科 最先端科学の体験型学習講座（略称：
ELCAS）

78 2

10.10.25 ～ 10.10.28 4 平成22年度技術職員研修 58 40

10.10.20 ～ 10.10.27 2 社団法人びわ湖高島観光協会 自然観察会 22
11.05.08 ～ 11.12.06 17 NPO法人芦生自然学校 野鳥観察、ネイチャートレッキング、植

物観察、水中生物観察、シャワークライ
ミング

295

11.05.28 1 京都大学 フィールド研 春の自然観察会 11 11 主催

11.07.22 ～ 11.07.24 3 京都大学 フィールド研 フィールド研 公開講座「今、森から考
える－森のめぐみ－」

116 68 主催

11.07.30 ～ 11.08.03 2 南丹広域振興局農林商工部 知ろう、守ろう芦生の森－芦生の森探索
とシカ防護ネット設置ボランティア活動
－

49 19

11.10.14 1 社団法人自然環境共生技術協会 野外研修 20
11.10.22 1 京都大学 フィールド研 秋の自然観察会（京大ウィークス参加事

業）
16 10 主催

11.11.03 1 鯖江市特産づくり応援室 森、里、海の連関 14 3
11.11.03 ～ 11.11.04 2 日本の森林をタイ・インドの森林研究者

の方々に紹介する
16 2

11.11.06 1 美山町環境保全対策協議会 芦生自然環境ウォーク 24 2
11.11.07 1 京都園芸倶楽部 芦生原生林見学 22
11.11.10 1 (株)NHK文化センター梅田教室 自然観察「秋の芦生原生林を観る」 20

11.11.21 1 芦生の森に設置したシカ防護ネット内の
観察及びネットを下ろす作業の体験

14 5 共催

計 461 （58件） 9,858 481

北海道研究林

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

10.07.24 1 京都大学 フィールド研 ミニ公開講座 一般 13 7 白糠区

10.08.01 1 京都大学 フィールド研 ミニ公開講座 一般 10 6 標茶区

11.07.23 1 京都大学 フィールド研 ミニ公開講座 一般 10 7 標茶区

11.07.30 1 京都大学 フィールド研 ミニ公開講座 一般 7 6 白糠区

計 4 （4件） 40 26

和歌山研究林

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.10.26 1 和歌山県森林インストラクター会 わかやま森づくり塾現地研修 森林インスト
ラクター

33

09.09.27 1 和歌山県自然環境室 城ヶ森鉾尖県立自然公園新規指定記念イ
ベント「親子で森について学ぼう！In京
都大学和歌山研究林」

20 4

計 2 （2件） 53 4

上賀茂試験地

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.04.20 1 京都樹木医会 京都樹木医会勉強会「マツ属の生態観
察」

京都樹木医会
員

15

08.05.10 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地春の自然観察会 一般 30 9
08.09.01 ～ 08.09.30 2 自然観察会 一般 9 1

08.09.10 1 京都園芸倶楽部 園芸クラブ会員の講演と見学 一般 28
08.09.24 1 上賀茂試験地の研究内容・概要の説明と

フィールド見学
一般 17 1

08.10.02 1 樹木一般　試験地内見学 一般 16

08.10.14 1 伝統ある施設を見学して，竹林管理に有
効な竹の生態や管理作業の実際を学ぶ

一般 15

08.11.07 1 試験地内の樹木の観察 一般 34 1

08.11.08 1 NPO法人エコロジー・カフェ 第３回エコの寺子屋 一般 21 2
08.11.08 1 京都精華大学 人文学部環境社会学

科
自然観察会「京都精華大学子ども楽々
塾」

一般 34 1

08.11.09 1 京都府ネイチャーゲーム協会 ネイチャーゲームを使った，子ども達へ
の環境学習

一般 25 5

08.11.15 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地秋の観察会 一般 30 7
08.11.25 1 NPO法人シニア自然大学校 高等科 試験地の見学と実習 一般 30 1

期　　　間 主催者

NPO法人シニア自然大学校 茨木バ
ラとカシの会

竹林管理ボランティア「竹レン
ジャー」

京都府立植物園ボランティアグ
ループ

NPO法人シニア自然大学校 花と実
の会

NPO法人シニア自然大学校 自然と
文化科

芦生地域有害鳥獣対策協議会・南
丹広域振興局

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者

中国・四国・近畿地区大学附属演
習林協議会

京都大学 アジア・アフリカ地域研
究研究科

- 140 -
― 140 ―



09.04.29 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地春の自然観察会 一般 43 8
09.05.09 1 NPO法人エコロジー・カフェ エコの寺子屋「フィールド学習」 一般 16 5
09.07.11 1 北区民環境セミナー 北区民 51 9

09.09.11 1 自然観察 NPO会員 22 1

09.10.15 1 試験地の見学と樹木の観察 NPO会員 15 1

09.11.10 1 NPO法人シニア自然大学校 高等科 上賀茂試験地の見学と実習 NPO会員 42
09.11.14 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地秋の自然観察会 一般 28 8
10.01.10 ～ 10.01.24 2 京都自然教室 世界の松について 一般 53 4
10.04.24 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地春の自然観察会 一般 25 7
10.11.11 ～ 10.11.13 3 ネイチャーゲーム講習会 84 6

10.11.13 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地秋の自然観察会 一般 33 6
11.04.23 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地春の自然観察会 30 8 主催

11.12.15 ～ 11.12.17 2 第6回エコの寺子屋 13 3

11.10.15 1 京都大学 フィールド研 上賀茂試験地秋の自然観察会（京大
ウィークス参加事業）

27 7 主催

計 32 （27件） 786 101

徳山試験地

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

09.05.22 1 周南市教育委員会 「ふるさと文化財の森」説明会（見学） 一般 13 2

10.06.13 1 周南市公園花とみどり課 周南市「みどりの案内人養成プロジェク
ト」特別講座

受講生 16 7 共催

10.10.03 1 周南市公園花とみどり課 周南市「みどりの案内人養成プロジェク
ト」特別講座

受講生 16 6 共催

10.12.12 1 周南市公園花とみどり課 周南市「みどりの案内人養成プロジェク
ト」特別講座

受講生 13 5 共催

11.06.12 1 徳山試験地・周南市 京都大学フィールド科学教育研究セン
ター・周南市連携講座

30 4 共催

11.09.11 1 徳山試験地・周南市 京都大学フィールド科学教育研究セン
ター・周南市連携講座

29 4 共催

11.11.13 1 徳山試験地・周南市 京都大学フィールド科学教育研究セン
ター・周南市連携講座

26 4 共催

計 7 （7件） 143 32

北白川試験地

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

09.05.14 1 京都大学 理学研究科 生物科
学専攻

京大植物園を考える会北白川試験地観察
会

一般 35 3

09.08.07 1 京都大学 農学研究科 森林科
学専攻

オープンキャンパス 一般 21 1

計 2 （2件） 56 4

紀伊大島実験所

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

09.05.10 ～ 09.05.24 3 串本町農林水産課 紀伊大島中部における獣害駆除 72 3
計 3 （1件） 72 3

舞鶴水産実験所

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.08.20 ～ 08.08.29 7 海上保安学校 港湾測量実習立ち入り 112
09.04.17 1 舞鶴赤煉瓦倶楽部 実験所見学 12
09.07.29 ～ 09.07.30 2 滋賀県総合教育センター 理数系教員指導力向上研修会 18 2
09.09.02 ～ 09.09.16 11 海上保安学校 港湾測量実習 154
09.11.12 1 京都府女性の船 施設見学 8 1
10.01.21 1 総合地球環境学研究所 施設見学・セミナー 30
10.02.01 1 自然をみる・きく・考える会 講演「地球環境から舞鶴の海を考える」 20 1
10.08.17 1 舞鶴市小学校教育研究会 社会科夏季研究会 15
10.08.18 1 綾部市学校教育研究会 理科研究会 25
11.07.14 1 NPO法人シニア自然大学校 「森と海の自然科」研修 16 1

計 27 （10件） 410 5

瀬戸臨海実験所

日数 講座・イベント名 対象者 参加者数 教員等数 備考

08.11.22 08.11.23 2 NPO法人エコロジー・カフェ NaGISAサンプリングのソーティング NPO会員 12 6
09.04.25 ～ 09.11.28 5 和歌山県 きのくに県民カレッジ連携講座 一般（小学生

以上）
119 24

09.07.19 ～ 09.07.20 2 磯浜フィールド実習他 NPO法人 20 2

09.07.30 1 白浜町中央公民館羽衣分館 水族館のいきもの学習 一般 24 1

NPO法人エコロジー・カフェ関西事
務所

期　　　間 主催者

NPO法人シニア自然大学校 研究部
森と海の自然科

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者

期　　　間 主催者

京都市北区民ふれあい事業実行委
員会

NPO法人シニア自然大学校 イン
タープリテーション科

NPO法人シニア自然大学校 森と海
の自然科

京都精華大学 人文学部社会環境学
科

- 141 -
― 141 ―



10.12.14 1 NPO法人　ハートツリー 水族館業務体験 センター長,
会員

2

11.01.29 1 水辺環境教育・バードウォッチング 10 5

11.03.19 1 白浜町立児童館 水族館のバックヤード見学 小学校低学年
および父兄

36 1

11.04.01 ～ 11.04.07 7 瀬戸臨海実験所白浜水族館 「日替わり解説ツアー」「バックヤード
ツアー」

125 7 主催

11.04.08 1 海の哺乳類情報センター 鯨セミナー 25 8 共催

11.04.15 1 白浜エネルギーランド(株) 研修見学(新人研修) 5
11.05.21 ～ 11.06.18 3 和歌山県教育委員会 体験学習「水族館の磯採集体験」「水族

館の飼育体験」
50 24 共催

11.07.15 1 NPO法人シニア自然大学校 環境科 水族館のバックヤード見学 42 2
11.07.21 ～ 11.08.31 42 瀬戸臨海実験所 「研究者と飼育係のこだわり解説ツ

アー」「バックヤードツアー」
648 42 主催

11.08.01 1 「バックヤード体験・餌やり体験・飼育
数集計体験」

小学校教員 11 2

11.08.02 1 水族館のバックヤード見学 高校教員 19 2

11.08.09 ～ 11.08.25 6 白浜温泉旅館協同組合 「海の中まで白浜を知っちゃおう！」
（解説ツアー、バックヤードツアー）

78 6

11.10.15 1 瀬戸臨海実験所 施設見学会（京大ウィークス参加事業） 4 2 主催

11.10.22 ～ 12.02.18 3 和歌山県教育委員会 体験学習「水族館の磯採集体験」「水族
館の飼育体験」

46 13 共催

11.12.11 1 ボーイスカウト田辺第１団 水族館の案内・解説 小学１年生他 11 1

11.12.23 ～ 12.01.09 18 瀬戸臨海実験所白浜水族館 「研究者と飼育係のこだわり解説ツ
アー」「バックヤードツアー」

261 18 主催

12.02.06 1 瀬戸臨海実験所 第24回瀬戸海洋生物学セミナー 4 4 主催

12.03.24 ～ 12.03.31 7 瀬戸臨海実験所白浜水族館 「研究者と飼育係のこだわり解説ツ
アー」「バックヤードツアー」

130 8 主催

計 107 （22件） 1,682 178

白浜町教育研究会　小学校５年生
部会会員
兵庫県私立中学高等学校理科教育
研究会

（京都大学瀬戸臨海実験所・久保
田信）
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６．５ 瀬戸臨海実験所 水族館入場者数 

有料 無料 総入場者数

年度 個人 団体 計

大人 小人 大人 小人 名 名 名

合計

６．６ 船舶運転実績 

6.6.1  舞鶴水産実験所 船舶運転実績 

船舶名

年度 緑洋丸 白浪丸 ボート、その他

航海数 利用人数 航海数 利用人数 航海数 利用人数

合計

6.6.2  瀬戸臨海実験所 船舶運転実績 

船舶名

年度 ヤンチナ ゾエア

航海数 利用人数 航海数 利用人数

合計

（ヤンチナは、 年 月に更新されており、上記数値は新旧ヤンチナの実績の合算値である。）
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